









































真実の扉、黎明の女王








いわなぎ一葉







富士見ファンタジア文庫
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　黎れい明めいの時







　太陽の光が届とどくことのないこの部屋では、どんなに広いのだとしても、息苦しいだけだ。いや、広いことが既すでに恐きよう怖ふ──灯ラ火ン具プの明かりが教えてくれるはずの壁かべは見えず、代わりに石が剥むき出しになった大きな柱が浮うかび上がるだけ。それは巨きよ人じんのようにそこにいて、その奥おくに続く世界は、闇やみ──。その闇を照らすには、自らが灯ラ火ン具プを手に、進んでいかなければならない。そして、壁につき当たる。壁伝いに歩いたところで、何かがあるわけではない。収しゆう納のう家か具ぐはいくつかあるけれど、そこから先に世界があるわけではない──唯ゆい一いつ存そん在ざいする扉とびらも、こちら側からは、決して開けることが出来ない。

　この狭せまく暗い世界に閉とじ込こめられてから、十七年が過すぎた。時を教えてくれるのは、寝しん台だいの枕まくら元もとに並ならんでいる人形たち。ついこの間、十七番目の人形が仲間に加わった。

『今日は、アリーシア様のお誕たん生じよう日びでいらっしゃるとか』

　監かん視し役やくでもあり世話役でもあるユーサ──その責せき任にん者しやである彼女が、気を利きかせて贈おくったのが、人形だった。寂さびしくないように、せめて人形を、という彼女なりの配はい慮りよだったのだろう──アリーシアは感謝の気持ちを述のべた。その年、まもなくやって来た娘の一歳の誕生日に、アリーシアは特別な祝い事の出来ないことを悲しみながらも、その人形を娘のためにと飾った。翌年もユーサはアリーシアに人形を贈おくった。二歳になる娘は、もうそこにはいなかったけれど、アリーシアは幸せであるはずの娘を思い、誕生日に二体目の人形を並べた。それからも毎年ユーサはアリーシアに、アリーシアは娘に──そして今では十七体が仲良く並んでいる。それは娘が十七歳になったということ──無事であるならば。

「絶ぜつ対たいに無事……元気にしているわよね」

　鏡を覗のぞき込む。狭い世界を映うつし出すだけの灯ともし火び──その光しかないこの世界で、彼女をわずかでも救っているものがあるとしたら、鏡に映る『光』だった。その『光』を、彼女は、娘の光だと、娘の命だと信じていた。だから、そこに『光』がある限かぎり、娘は外の世界で元気に育っている──。

　そして──今まで一つしか感じなかった光が、二つになった。もう一つの光は、一体誰だれのものなのか──もう一つの光の、なんと神こう々ごうしいことだろう……アリーシアは目を細める。懐なつかしさを感じた。ゴードに出会った時のような胸むねの高こう揚よう──この光は、ゴードの光？　そうではないとしたら、娘が生まれた時に感じた、特別な何か──それは娘の特とく異いな運命だったのかもしれない──娘を導みちびく光が、今生まれたのだという直感が、アリーシアにはあった。手鏡を胸に抱だいて、目を閉じる。その光が誰のものであってもいい──どうか、娘を守って……。この思いが、光に届きますように。アリーシアは祈いのり続けた。




　　　　◇◇◇




「ゴードウィン王！　ほ、砲ほう台だいが破は壊かいされ……」

　言葉を震わせ、最後には呑のみ込んでしまった部下に、王は力強い声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶ。よく聞かせてくれ」

「メルビッツ要よう塞さいの砲台が何者かに爆ばく破はされました。警けい備びは厳げん重じゆうだったはず。裏うら切ぎり者が潜ひそんでいる……ものと……」

　メルビッツ要塞──現げん在ざい、ドルラード皇こう国こくとの戦いくさの防ぼう衛えい線せんとなっている重要な場所だ。深夜のうちに、砲台が爆破され、夜明けと共に、敵てきが攻せめて来たという。

「援えん護ごに行く。騎き兵へいだけで早さつ急きゆうに駆かけつければ、間に合うはずだ」

　ゴードウィンは立ち上がった。変色した指で持っていた葉は巻まきを、地面に落とす。彼が本気になって動く証しよう拠こだった。共に報ほう告こくを聞いていた者たちにも安あん堵どが広がる。

　そんな空気の中で、ゴードウィンだけは、密ひそかに息を吐ついていた。葉巻を持っていた右手を見る。まだまだ力強い手だった。太くて肉付きのいい大きな手──震えているのは何な故ぜだろう。戦に慄おののいているはずがない。戦の中に身を置いても、日にち常じようと変わらぬ心で過ごせるようになったのは、いつからだったか。寂しいことだけれども、戦には慣なれてしまった──なのに、こうも震えている……。

「王、どうかなされましたか」

「いや……行こう。防衛線を突とつ破ぱされてはならない」

　この時、一体誰が……王の死を予感できただろう。神のように君くん臨りんし、人々を導いてきた気け高だかき王が、たった一発の『流れ弾だま』で死の国に旅立つことになると……一体誰が思っていただろう……。予感していたとしたら、それは本人だけだったに違ちがいない──。

　森のさざめき──あの日、彼女と出会ったあの日のような、まるで生きているような大きな大きな入道雲が空にはあって──。

　──アリーシア。私はおまえが無事であると信じている。おまえが帰って来るのを待っている──せめて……おまえの故こ郷きように骨ほねを埋うずめるから……だから、おまえも必ずここへ帰って……。そして我わが娘むすめ、クレーシアよ……まだ見ぬ娘……。おまえを抱だいてやれなかった父を許ゆるしてくれ──。

　わずかに滲にじんだ涙なみだが、通り過ぎる風を受けて乾かわく。ゴードウィンは目を瞑つぶり、再ふたたび開けると、しっかりとした足取りで歩き出した。




　　　　◇◇◇




「アリーシア様、お知らせがございます」

　ユーサは声を潜めて言った。誰かに聞こえるわけでもない。ここには彼女しかいないのだ。ただ、心苦しくて大声では報告できなかった。

「ゴードウィン王がお亡なくなりになりました」

　アリーシアは、驚おどろくわけでも泣き喚わめくわけでもなく──静かに一言、そうですか、とだけ返事した。取り乱みだして何度も真しん偽ぎを確たしかめようとしたら、ユーサが困こまってしまう。だが、手鏡を握にぎる手は震えていた──悲しみの感かん情じようが正直に表れる。

　鏡に映る二つの光のうち、一方はクレーシアのもの。一方の光は、ゴードのものではなかった……けれど娘にとって、なくてはならない光であることには違いない。それはきっと、私にとってのゴードであるように……力強く逞たくましく、それでいて安らかな……。

　ウェルラントに新しい風をもたらしたゴードが死んだ──でも。

「新しい時代が来ます。永と遠わに生きている王などいませんもの。ウェルラントにまた新しい風が──祖そ国こくに栄光あれ」







　第一章　襲しゆう撃げき







　　　　１




　──なんでつけられているわけ？　クレアは大きな木箱を抱かかえて歩きながら、振ふり返らないようにして注意を払はらった。ま、まさか！　この木箱の中の壺つぼを狙ねらって？

　きっとこの壺が大だい傑けつ作さく品ひんであることを知っているのに違いない。箱を抱える腕うでに力が入る。大事な壺を奪うばわれるわけにはいかない──だって……私の初めてのお客様に届とどけるものだもの……。

　クレアは、イリアーラ帝てい国こくで最大と言われる名門工こう房ぼうに弟で子し入いりしていた。たいてい入って十日で逃にげ出す、という厳しさでも有名で、一年工房で働けたら、どこへ行っても、どんなきつい仕事でも通用すると言われている──言われるだけで、特別な資し格かくがあるわけでもなく、やめた後に、つぶしが利きくわけでもないのだが。

　そんな工房でクレアは、かれこれ十二年の年月を過すごしてきた。掃そう除じに洗せん濯たくにと、創そう作さく活動には関係ないと思われる下積み期間を経へて、今では絵え付つけ師しとして注文を受けるまでになった。といっても、注文を受けたのは今回が初めてで──。

　──記念すべき初仕事なんだから！　絶ぜつ対たいに誰にも渡わたさないんだから！

　まだまだ半人前の、そのまた半人前の絵付師が仕上げをした壺を、一体誰が狙うのか──誰でも気づきそうなこの点に関して、クレアは気づく余よ地ちもなく、ひたすら大傑作品であるはずの壺を守ろうとしていた。

　態たい度どを変えまい、尾び行こうには気づかない振りをしようと決意しながらも、自然に早足になる。あまりに高まっていく緊きん張ちように耐たえかねて、ついに走り出す。目的の屋や敷しきは目の前だ。門はもう見えている。

　走って走って走って、ズドンといった──まさか自分がそんな間ま抜ぬけなことになるとは思っていなかったクレアは、自分の運動不足に呆あきれ、次に、運動不足も何も、普ふ段だんから座すわって細かい作業をしているだけで、運動する機会に恵めぐまれていないことを理由に、仕方ないじゃない、と心の中で叫さけび、それから、地面に勢いきおいよく叩たたきつけられた木箱の中身のことを思って、悲ひ鳴めいを上げた。

「きゃあああ、どーしよどーしよ！」

　泣きそうになるのを堪こらえて、何事かと見ている門番を睨にらみ、木箱を抱えて真まっ直すぐ進む。

「ご注文の品をお届けに上がりました」

　壺の無事を確かく認にんするよりも先に、壺を狙っている人を門の外に締しめ出す方が優ゆう先せん事じ項こうだ。前もって納のう品ひんすることを伝えてあるため、すぐに入れてもらうことが出来た。早さつ速そく木箱を開ける──ああ、もうおしまいだわ……。割われていた。見事に真っ二つ。武ぶ道どうの達人でも、これほど見事に割れないだろうというほどに美しい割れ方だ。

　──これこそ芸げい術じゆつよ！

「だなんて言い訳わけが通用するはずない……」

　心を決めて、紐ひもで木箱の封ふうをして抱えた。注文主には謝あやまるしかない。

　──アズハル様、申し訳ございません。運んでいる途と中ちゆうで空から鳥の糞ふんが落ちて参りまして、咄とつ嗟さのことで落としてしまいました。

「じゃなくて！」

　噓はいけないわ、噓はっ。それに、人前で糞だなんて言えないじゃないの……。何か引っ掻かき回されたように、ごちゃごちゃになっている頭の中を整理しようとする。どう謝ったらお咎とがめを回かい避ひできるか──重大な問題だった。注文主を怒おこらせるのは論ろん外がいだ。仮かりに注文主からの咎めがなくても、工房からはあるに決まっているし、代わりの品を製せい作さくすることになれば、その分の費用は当然懐ふところから出て行くことになる。

　ともあれ、今すべきは、注文主の機き嫌げんを損そこなわないようにしながら、代だい替たい手段を講こうじて許ゆるしてもらうことだった。

　玄げん関かん前まえで、執しつ事じに迎むかえられる。アズハル子し爵しやくのもとに案内されると、真っ先に頭を下げた。色々と言い訳を考えていたのに、彼を前にすると、下へ手たな説明でありのままを告げていた。そして、二つに割れた壺を見せ、すぐに製作に入るから許して欲ほしいと願う。

　懸けん命めいに頭を下げるクレアを見て、アズハルが豪ごう快かいに笑い出す。

「許すも何も、怒ってなどないですよ」

　そう言ったばかりか、誰かに追われている気がした、ということに対して、案ずる気き遣づかいまで見せた。

「アズハル様……」

　ほっとして溢あふれ出す涙なみだをどうすることも出来ずにクレアは嗚お咽えつした。アズハルが泣くことないですよと席を立ち、一つに結ゆってある彼女の柔やわらかな毛に触ふれて撫なでる。

「私はただ、工房の若わかい者が育ってくれることに貢こう献けんできればと思っているだけです」

　クレアは、優やさしいおじいさんだ、と思った。彼はまだ孫のいる年ねん齢れいでもなかったのだが。

「これはクレーシアさんの初仕事だそうですね。そのように気落ちすることないですよ。割れたところは接せつ着ちやくすればいい。これもまたいい思い出の跡あととして楽しめます」

「アズハル様……では、これは私が接着してから改めてお持ちします。お代の方はもちろん頂ちよう戴だいできませんので、それでご勘かん弁べん下さい。それと……出来ることなら、これに懲こりないで、私にまたお仕事を下さい……今度はちゃんと……」

　しゃくり上げながら必死に訴うつたえるクレアを、アズハルは困こまったようにさすり続ける。分かった分かったと何度も頷うなずいた。それから、クレアを座らせ、自ら茶を淹いれ、差し出す。

「でもまさか、あのクレーシアさんが、こんなに立りつ派ぱな絵え付つけ師しになるなんてねぇ」

「いえ……あの……立派なんてことは……見習いも見習いで、アズハル様がお仕事下さったのが奇き跡せきみたいなもので……」

　そこまで言ってからクレアは、「あのクレーシアさん」という台詞せりふに気づく──私のことを何か知っているのかしら……。物心ついた時には工こう房ぼうを経けい営えいしている貴き族ぞくの家にいた。ベルロイド伯はく爵しやく家けだ。両親と思っていたベルロイド伯爵夫ふ妻さいは、本当の両親ではなかった。同じ年とし頃ごろの子こ供どもがいても、彼らは兄弟でも姉妹しまいでもなく、いつも一人。居い心ごこ地ちの悪さを感じていた。そこでは、いつも浮ういていた。自分が養女なのだと知って納なつ得とくした。そんな時に見学した工房が、すごく心地のいい場所に思えて、弟で子し入いりをした。つまりは、奉ほう公こうとして入るということ。下働きを経へて、製作にも携たずさわれるようになって、絵付師見習いになって、ついに初仕事を得たというのに、最初から躓つまずいた──。

「私のこと、いつからご存ぞん知じなんですか？」

「ベルロイド卿きようのところにいる頃からね」

　本当の両親ではない両親は、どういう経けい緯いで養女になったのか、まるで教えてくれなかった──本当の両親のことを知っている雰ふん囲い気きはあるのだが。

　アズハル子爵なら、ベルロイド家と付き合いがあるみたいだし私のことも何か知っているのかも、と思って訊たずねようとした。が、その前に、初仕事もそういうことだったのかと気落ちする。仕事を受ける前、作品の発表会があった。それを見た得意客が直接指名して仕事を依頼するようになっている。見習いたちの勝負の場でもある。仕事を依頼してきたのは彼だけだった。彼は、作品を気に入ったとか、認みとめたということではなくて、知り合いのベルロイド家の養女だから、注文したのだ──。

「クレーシアさんを追っている人がいたっていうのは確たしかですか？」

「気のせいかもしれません……ごめんなさい」

　追っ手のことなんてどうでもよくなっていた。ただ、初仕事だと張はり切って、認められたのだといい気になっていた自分自身を恥はずかしく思い、どこかに隠かくれてしまいたかった。

「壺つぼのことなら本当にいいのです。またクレーシアさんにお願いすればよいことですから……それより、工房の宿しゆく舎しやまでお送りしましょう」

「大だい丈じよう夫ぶです……一人で帰れます」

　クレアは、これはこれで接着してくるけど、他にお詫わびをさせていただきたいと言って、木箱を抱かかえた。送っていくというのも断ことわって、屋や敷しきを出る。

「はあ……親方になんて言えばいいのよ……」

　首だー、なんて怒ど鳴なられなければいいけれど──。

　ふと振ふり返ると、まだ後をつけられていた──そんなことどうでもいいと思ったのに、やっぱり怖こわくなって走り出す。明らかに走る足音が重なって近づいてくる。振り返りたくなかった。見てはいけないものを見てしまいそうで。

　足音の近づいてくる速さに焦あせりを覚えて、本気で走った。でも、たいした速さにはならない。と、ひづめの音までも近づいてきた──複ふく数すうの足音よりもより大きな音で。

　──まずいよ……。馬より速く走るなんて、どう考えったって無理だもの……。




　　　　２




　ベルロイドの陶とう磁じ器きは日にち常じよう的に触れていても、本店に足を運んだことはなかった。都から遠い地にあるというのもその理由の一つではあるが、こちらから出向かなくても、向こうからやって来て売っていってくれるためだ。

　そのベルロイド本店の方に回ってみようと思い立ったのは、かつて戦場で治ち療りようをした兵士から、ベルロイド工房で型師をしているという話を聞いたことがあったからだった。その兵士が生きて帰り、今、工房にいることを願うばかりである。もしもいたなら、声をかけよう、というつもりはなかったが、工房を覗のぞいてみたいと思った。

　その男を治療したのは、軍医の手伝いを始めた十歳さいの頃のことだった。ベルロイド陶磁器は、自じ宅たくでも食器などに使用していたこともあり、彼に親近感がわくと当時に、あのベルロイドの人間も戦場に送り込こまれるのだということに衝しよう撃げきを受けた。考えてもみれば、どんな職しよくに就ついていようと、職業軍人でない限かぎり徴ちよう兵へい制せい度どの適てき用ようを受ける──徴兵されれば戦場へ行かなければならない。しかし、生まれた時から軍人になるべくして鍛たん錬れんしていた人間にとっては、芸げい術じゆつ分野に関かかわる者が、人を殺すために、国のためにと剣けんや槍やりを持つことが、不思議でならなかった。

　徴兵制度は、どんなに才さい能のうのある芸術家でも戦場へと追いやり、死の危き険けんに晒さらす。国こく益えきになっているとは到とう底てい思えない。だからと言って、特別に免めん除じよすることにも、基き準じゆんが曖あい昧まいで問題を孕はらむ。なかなかうまくいかないものだ。結局は、戦争なんてしなければいいというところに落ち着く。それでも、今もどこかで戦いくさは行なわれていて、人が死んでいっているのだ──。

　──私は……ここでこうしていてよかったのだろうか……。旅をしながらずっと思っていた。日々が平和だからこそ──。誰だれを傷きずつけることも傷つけられることもなく、あるいは知らないところで傷つけたこともあったかもしれないが、深く付き合った人間がいるわけでもなく、薬屋として買い手と接せつしてきただけの静かな日々。何かが違ちがうと感じた。だから、海を渡わたることにした──かつて、そうやって彼女と旅をしたように。今度も、海を越こえた先に何かがあるかもしれない──彼女との旅に思いを馳はせながら、そう期待した。

　と、馬の脇わきを、少女が勢いきおいよく走り抜ぬけた。大きな木箱を抱えてもたつきながらも、息を荒あらげて走っている。背はい後ごに目をやると、三人の男が少女を追っていた。どちらが悪いのか──少女が木箱を盗ぬすんで追われているように見えなくもない。しかし、こうした場合、どちらを助けるのか、迷まようほどのこともない。

　馬を少女の速さに合わせて進め、乗れ、と声をかける。右みぎ腕うでで引っ張り上げて乗せ、そのまま勢いよく走り出す。追っ手はずっと後ろへと下がる。馬に敵かなうわけもない。

「どこまで送ればいい？　というか、その前に追われている理由を訊ねるべきか……」

「そうじゃないわ。まずは名前を名乗るものよ」

「なるほど。私はカルロ・ネロスだ。お嬢じようさんは？」

「クレーシア・ベルロイドよ」
















　となれば、木箱の中身は、ベルロイドの製せい作さく品ひん──カルロがよくよく覗き込むと、ベルロイドの商標となっている印が押おされていた。

「ベルロイド・オスハン伯はく爵しやくのお屋敷までお送りすればよろしいのかな？」

「工こう房ぼうの宿しゆく舎しやの方にお願い。いい足に出会えて幸運だったわ……じゃなくて、あなた誰？」

「だからカルロ・ネロスと……」

「年と齢しはいくつ？」

　思わず訊きいてしまったどうでもいい質問に、何やら真剣に悩んでやっと「二十八」と応える彼を、不思議に感じながら、クレアは本当に訊きたかったことを、今度は間違いなく口にした。

「なんで助けてくれるの？」

「美しいお嬢さんが追われていて見み過すごせる男がいるとお思いか？」

　口く説どいているのだろうか──そういうふうに見えないところがおかしくて笑い出す。体たい勢せいのせいで、チラチラとしか見えないけれど、かなりの美青年だ。が、どきどきしたり恥はじらったりしたりなどという普ふ通つうの女の子ならするであろう反はん応のうはしなかった。見習いは、そんなことにいちいち気をとられていられるほど暇ひまではない。

「そういえば、これってあなたにさらわれているんじゃない？　思わず助けられたって気になっていたけど、あの人たちのことなんてよく知らないし、あなたが仲間で、助ける振りをして私をさらって……というか、この壺つぼを奪うばおうって腹はらかもしれない……降おろして！」

　いきなり暴あばれ出すクレアを、カルロは、困こまった顔をして宥なだめた。

「降ろして差し上げてもよいが、また追っ手に追いつかれるかもしれない。もう少し辛しん抱ぼうしていただけないものか。それに私は行商人で、必要なもの以外は持ち歩かない生活をしている。その中のベルロイドの壺がいかに価か値ちがあろうと、今の私には関係ない」

　行商人の部分をクレアは納なつ得とくした。その服ふく装そうからも、確たしかにそう見える。引っかかることがあるとすれば、ベルロイド伯爵の屋や敷しきに送ると言わずに、ベルロイド・オスハン伯爵の屋敷と言ったこと──。

　オスハンとは、かつてのオスハン国こく領りよう──現げん在ざいは、イリアーラ帝てい国こくオスハン地方のことを指す。帝国は、侵しん略りやく的戦争を仕し掛かけて領土を広げるにしても、話し合いによって併へい合ごうするにしても、基本的には懐かい柔じゆう策さくをとっており、元々の国の名などは、尊そん重ちようして残している。伯爵の前にオスハンの呼よび名をつけることで、何もつかない中央の伯爵家との差別化がなされている。同じ伯爵位でも、中央貴き族ぞくの方が位は格かく段だんと上だ。わざわさ地方名をつけて話すのは、貴族の間の礼れい儀ぎ。互たがいの身分をしっかり把は握あくし、互いのことを認にん識しきしているというのが最もよい状じよう態たいであるという考え方による。蔑さげすみの意味はなく、むしろ敬けい意いを示しめした呼び方ということになるのだが、ここはオスハン地方──いちいちオスハンをつける人はいない。つまり、こうした呼び方が日にち常じよう的になっているとしたら、主に中央でのことだ。

「誰？　ね……どこから来たの？　中央の人？　貴族？」

　いきなり身分がばれて、カルロは首を傾かしげた。今まで旅をしてきて、そんなことはなかった。そして、すぐに独どく特とくの呼び方をしてしまったことに気づく。なかなか鋭するどい娘むすめだと思って苦く笑しようした。貴族であることを肯こう定ていも否ひ定ていもする前に、彼女はさらに続けた。

「私が追われている理由、何か知っているの？　私は誰なの……」

　何か事じ情じようでもあるのだろうか──カルロは疑ぎ問もんに思うが、彼女の私事に首を突つっ込む気はなかった。そのような真ま似ねをしては、迷めい惑わくだろう。が、追われている彼女を無事に送り届とどけることくらいなら問題ない。

「とにかく宿舎にお送りする。そうだ、工房の見学をさせていただけないものか。興きよう味みがあって来たのはいいが、工房の見学などしたくて出来るものではない。足代と思って口を利きいていただけると嬉うれしい」

　その笑え顔がおを見てクレアは、悪い人ではないのだろうと思った。

「そうね。その代わり、親方に一いつ緒しよに謝あやまってくれたらね」

　この人が本当は悪い人で、嫌いやな人で、罪つみを着せても罪ざい悪あく感がわかなくてもいいくらいの人だったら、壺が割われたのはこの人のせいだと訴うつたえようと、クレアは密ひそかに決意した。
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　カルロの工房見学を親方に取り持ってから、クレアは、壺のことも素す直なおに説明した。客人がいた手前か、親方がいつもの調子で怒ど鳴なりつけはしなかったから、クレアは首を免まぬがれたと思ってほっとする。けれど、彼がいなくなった途端に怒り出すかもしれないから安心は出来ない。そう警けい戒かいもしたが、親方自らが案内を始めて間もなく、二人は意気投合したように親しくなっていた。壺のことなど忘わすれているようにしか見えないほど、親方は上じよう機き嫌げんだった。町の人間に、とっつきにくいと思われている親方が、泊とまっていって下さいと誘さそっている。人付き合いが悪い人間の言葉とは思えない。

　──彼のどこが気に入ったのかしら……興きよう味み津しん々しん、見学に熱心なところ、とか？

　突然、親方が、彼を先生と叫さけび、言われた彼は、困った顔をしたらしいことは、夕食の間に、あっという間に広まった。ともあれ彼は、工房の見学を終えるなり、宿舎の方に上がり込み、一部屋あてがわれた上、一番立りつ派ぱな部屋に住んでいる親方のその個こ室しつに呼ばれて、料理と酒を振ふる舞まわれている。珍めずらしく機嫌のいい親方を、みな、気色悪く感じている。そして──あの男は胡う散さん臭くさい、ということで意見は一いつ致ち。

　今晩は二人で飲み明かすつもりに違ちがいないと、クレアは思った。どれだけ飲んでもいいから、頭ず痛つうで不機嫌な親方が、工房に顔を出さないことを祈いのりながら眠ねむりにつく。

　そして──。叫び声に起こされた。

「クレーシア！」

　何度もその名で呼ばれた。心ここ地ちよい眠りを邪じや魔ましてくれたその声が、聞き慣なれない声であることに気づき、淑しゆく女じよの部屋に忍しのび込んでくるなんて怪あやしい、痴ち漢かん、変態、と叫び声を上げようとして、息も声も呑のみ込んだ。痴漢と思ったその彼が、ここにいるはずもない見知らぬ男二人と格かく闘とうしていた。どう見ても侵しん入にゆう者しやは、その二人の方だ。昼間のことを思い出した──私をつけていた人？

「ネロスさん！」

　──私を、助けてくれようとしている？

「隅すみへ移い動どうしろ。こっちだ」

　彼は、一人を床ゆかに倒たおし、うつ伏ぶせた男の背せに足を乗せ、もう一人の剣けんを巧たくみにかわすと、腕うでをひねり上げて剣を奪うばった。二人の動きが止まっている間に、言われるままに移動する。彼も一緒に移動したから、足で押さえ込まれていたその男は自由になって起き上がった。

　そこへ、さらに一人──窓まどから飛び込んでくる。その影かげの登場で、その場にいた者たちの動きが止まる。それぞれに状じよう況きようを把握しようとしていた。そして、新参の影は、何かの判はん断だんを下し、侵入者たち二人に剣を向けた。素早い動きで一人の男の剣を弾はじき飛ばすと、その男に向かって突つき刺さそうと一歩踏ふみ込んだ──が、その前に。

「待て！　殺すなっ」

　クレアは、自分を背はい後ごに庇かばいながら叫ぶ男を見上げた。彼も実は侵入者の仲間なのかと、一いつ瞬しゆん、疑心を抱いだく。小さな影は静止した。侵入者は命を救われた。

「人殺しはよくない」

　自じ嘲ちよう的にも見える彼の笑い──月明かりに浮うかぶそれを、クレアは見た。

「血なまぐさい光景を見せられては困こまる。殺すくらいなら捕ほ獲かくしろ」

　言い直した彼に対して、その影は、これまで以上の殺気を放った──明らかに、脇わきから命じている偉えらそうな彼への反感の殺意だ。小さくて細い影の、立ち位置と向きが変わり、窓から差し込む月明かりが照らし出した──女だった。細腕の女とは思えない強さで、倍はありそうな影を相手に、剣だけでなく、蹴けりまでも入れる。男の急所を遠えん慮りよなく蹴り上げたため、男はへんな声を上げて、床にのた打ち回った。

　うっ──と、見ているだけのカルロまでもが、目に手を当てて痛いたそうな声を上げる。

　そんな彼がおかしくて、クレアは笑い出したくなった。不思議と怖こわくはなかった。侵入者たちとの間に、彼が立ってくれているからかもしれないと思う。敵てきか味方か分からない彼だけれど、こうして部屋の隅に誘ゆう導どうして守ってくれている。さっきまで武ぶ器きを持った相手と果か敢かんに戦ってくれていたのも彼だ。そんな彼の落ち着き払はらっている様子が伝わってくる。状じよう況きようは悪くない──そう思った。

　新手の彼女は、もう一人も倒した。それでもまだ気を失ってはいない男を、彼女は、さらに何度か殴なぐりつけた。それでやっと二人とも静かになる。

「死んだ……の？」

　死んではいないと、クレアに答えた後、カルロは、見知らぬ彼女に話しかけた。

「外に彼らの仲間──見み張はり番がいたのではないか？」

　彼女の右腕から滴したたっているのは血──室内の戦闘で怪け我がした様子はない。

「私が始末した。今度はおまえの番だ。クレーシア様から離はなれろっ」

　さらに殺気立つ。握にぎり締しめられた剣。強い眼がん光こう。滴る血にも、汗あせにも、肩かたで息するほどの苦しさも気に止めず──今にも攻こう撃げきをしかけてきそうだ。

「降こう参さんだ」

　侵入者から奪った剣を投げ出し、手を上げるカルロ──そんな彼を見てクレアは、今度は戦う気がないのだと知る。相手が女だからなのか、戦い慣れていて強い相手だから諦あきらめているのか、他ほかに理由があるのか、そこまでは窺うかがい知ることは出来ない。

「君は誰だ。初対面の挨あい拶さつは、まず名前からだ。クレーシアもそれを望んでいる」

　最初から聞く耳など持っていないというふうに彼女は続けた。

「自分では戦えない腰こし抜ぬけが、偉そうに命令するなっ」

「それはそうなんだが……クレーシアを連れて行くつもりなのだろう？　それは困る」

「きさま、クレーシア様を狙ねらう極ごく悪あく人にんだなっ」

「極悪人？　確たしかに否ひ定ていも出来ないのだが……まあ、落ち着け。まずは、その傷きずを手当てしないか。私は薬屋だ。よい塗ぬり薬を持っている。一時休戦しよう」

　しばしの沈ちん黙もくの後、戸を叩たたく音と同時に響ひびく声──クレア、どうかしたのか、と。みな騒さわぎに気づいて、廊ろう下かに集まってきている。

「とりあえず休戦しよう」

　もう一度彼が言う。ふんと鼻を鳴らして、さらに剣先を向ける彼女に、今度はクレアが提てい案あんした。

「そうよ。ね、一ひと先まず手当てしましょうよ。私、あなたにちゃんとお礼も言いたいし」

　これには、素す直なおに従したがい、彼女は剣をおさめた──。

　安あん堵どしたように息を吐ついた彼が、大だい丈じよう夫ぶかと振ふり向いてきて、クレアは──。

「くっさー」

　鼻を摘つまんで顔をしかめた。緊きん張ちようが緩ゆるんだせいもあって、酒さけ臭くささをうっとうしく思う。それでも、彼に聞いておかなければならないことがあった──。

「なんで助けてくれたの？」

　昼間も彼が助けてくれた──危き険けんを冒おかしてまで助けてくれる人間がいることが、クレアには信じがたいものだった。何か企たくらみがあるのだろうと疑うたがってしまうのは、性せい格かくが悪いだけなのだろうか……。工こう房ぼうに入ってからというもの、常つねに競きよう争そう相手に囲まれて暮くらしてきた。切せつ磋さ琢たく磨ましているように見えて、足の引っ張り合いは日にち常じよう的。クレア自身、何度も嵌はめられて痛いたい目に遭あっていた──だから人の好意には裏うらがあるように思えてならないのだ。

「ね、どうして？　あなた、死ぬかもしれなかったわ」

「理由なんてない……困っている人がいたら助けたいと思うだろ……なんていうのはかっこつけすぎか……私はそんなにいい性格はしていないな……親方に宿と食事と酒とを提てい供きようしてもらったから……その親方に紹しよう介かいしてくれたのは君だし、放ほうってはおけない」

　自分がいい人だと思われるのは嫌いやなのか、そんなふうに言う彼のことを、クレアは信じてもいいかなと思った。少なくとも、狙ってくる奴やつらの仲間ではないことは確かだ。どうして自分が襲おそわれるのか、理由は分からないけれど……。

　廊下がさらに騒がしくなって、クレアは慌あわてて戸を開けた。ぐでんぐでんに酔よっ払ぱらっていた親方もふらふらとやって来ていた──。

「ネロス様……これは……」

「昼間の人でしょうね。庭に人ひと影かげが見えた気がして……来てみてよかった」

「ネロス様がいらして下さって本当によかった。やはりこれも神の思おぼし召めしでしょう」

　丁てい寧ねいに礼を言ってから、窓まど側ぎわの壁かべにへばりつくようにして立っていた影が歩いて近づいてきたことに驚おどろき、ヒーという声を上げながら数歩下がる。

「彼女もクレーシアが目あてでやって来ているようですが……襲いに来たわけではないようです。とりあえず彼女から話を聞くのもよいかと」

　カルロの言葉を全面的に信じ切った顔で頷うなずき、親方が言う。

「クレア、ネロス様とウェルラントの王宮までお使いに行ってくれないか。ネロス様にはよく頼たのんでおいたから」

　どういうことなのか何も分からないながらも、断ことわる理由もなくて、クレアは頷いた。それに、親方の命令は絶ぜつ対たいだ──。

「親方、動きが何かと慌あわただしくなっているようです。酔っ払っている暇ひまはなさそうですよ」

　緊張した面おも持もちでカルロを見ると、親方は、そのようですね、と首を小さく縦たてに振った。
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　王を始めとする国家の要人はみな、『ウェルラントの森』で精せい霊れいとの交流儀ぎ式しきの最中だった。森へは入れない、彼らの身辺警けい護ごの騎き士しや兵士たちも、森の警備のために多くが出払っていた。森での儀式が行なわれている間は、普ふ段だんよりも森の周辺警備を厳きびしくするため、人員を必要とするのだ。

「アリーシア様！」

　みな叫さけぶばかりで、手を出せないでいる間に、彼女はさらわれた。押おし付けられる剣けん。彼女を取り囲む者たちがまとまって移い動どうしていくのを、みな見ているしか出来ない。

　一体どこから入ってきたのか、手引きした者がいるとしか思えない状じよう況きようの中でさらわれたアリーシアを、追った者がいた──ファゼスだった。ゴードウィン王の友であり腹ふく心しん。彼は、命に代えても彼女を守ろうとした。王の不ふ在ざいにこのような事じ態たいになった責せき任にんは自分にある──何とかしないといけない──今王おう妃ひを助けに行ける者は自分しかいないことも分かっていた。

　ファゼスは、元々、責任感の強い男だったが、そのような気き質しつとは関係なく、個こ人じん的な感かん情じようが、彼を突つき動かしていた──王の悲しむ顔を見たくない……。

　彼が王になったのは、王女だったアリーシアのため──。その彼女がいなくなったら、ゴードウィンが王である意味を失う。それでも彼は責任と使命を背せ負おって王であり続けるかもしれないけれど、それがどんなに残ざん酷こくなことかを思うと、ファゼスの胸むねは張はり裂さけそうになった──アリーシア様、どうかご無事で！

　何が何でも連れ戻もどすつもりでいたのに──数人の供ともだけではどうにもならなかった。供たちは殺害され、ファゼス自身も、アリーシアと共に捕とらわれの身となった。ファゼスが殺されなかったのは、王の腹心であることが敵てきにも分かっていたからだ。

　誘ゆう拐かいを実行したのは──ドルラード皇こう国こく。ウェルラントと敵てき対たいする国。長年戦を行なっている宿敵だ。同じ陸にある国で、土地を二分する国家同士、争いは絶たえない。

　──どうしてアリーシア様を？

　考えられることと言えば、一つしかない。彼女の特とく殊しゆ性せいゆえ。彼女の不思議な能のう力りよくゆえに、ドルラードは、彼女を異い端たんの姫ひめ、災わざわいをもたらす姫として、恐おそれている。実じつ際さい、彼女の予言によって、ウェルラントへの侵しん攻こうに、苦戦を強しいられている。

　監かん禁きんされたのは、ドルラード皇国マイノア公こう爵しやく家けの離り宮きゆう──バム宮きゆう殿でん。そこでアリーシアは娘むすめを産んだ。身み籠ごもっていたことは、ドルラード皇王もマイノア公爵も知らないこと。アリーシアの世話役兼けん監かん視し役やくをしていた者たちは、彼女を不ふ憫びんに思って、その娘を逃にがすことを考えた──ファゼスが逃にげ出したということにして。その計画を指し揮きしたのは、ユーサ。ファゼスは、彼女の力を借りて、赤ん坊ぼうを連れて離宮を出た。

　──ベルロイドへ向かいなさい。それがいずれこの子の未来を決めてくれます。

　それが未来を見たアリーシアの言葉だったのか──万が一に追っ手があった場合を考えると、ファゼスもまた、真まっ直すぐウェルラントへ帰るよりは、目くらましするためにベルロイドへ向かった方がいいと判はん断だんした。

　イリアーラ帝てい国こくオスハン地方。ゴードウィンの出身──ベルロイド工こう房ぼうには、彼の仲間がいるに違ちがいない。助けてくれる人がいるに違いない。それを信じて向かった。事情を知ったベルロイド伯はく爵しやくが、力を貸かしてくれた。

　ファゼスは、胸を撫なで下ろして故こ郷きように帰った。ゴードウィンの顔を見たのは、二年ぶりのことになる。死んだと思われていたファゼスの帰き還かんにゴードウィンは歓かん喜きし、そこで娘のことを聞く。何な故ぜアリーシアを救えなかったのか──そのことは一言も言わず、王はただ、友に感かん謝しやを述のべた──。ファゼスはその場に崩くずれ、号ごう泣きゆうした。
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　その女戦士──ジシェル・オックスは、ファゼスから聞かされた話を、クレアに伝えた。

「こうしてクレーシア殿下は、ファゼス様により伯爵家に預あずけられることになったのです」

　クレアは、ジシェルの説明を聞きながら、わなわなと震ふるえ、何か言いたげにしながらも、堪こらえたように空くうを見み据すえている。王女を迎むかえに上がったウェルラントの戦士だと自じ己こ紹しよう介かいしたジシェルに対して、親方は、『そうは言っても、何者かはっきりしない以上、気を緩ゆるめるわけにはいかない、クレアのことは親代わりの私が守る』と力を込こめて言い返した。そうして、同席しているはずなのだが、座すわるなり、椅い子すにもたれて鼾いびきをかき始め、一つも話を聞いていない。

「ゴードウィン王がお亡なくなりになって、一番の問題は、世よ継つぎはどうなるのか、ということでした。王家が途と絶だえれば、王国がなくなってしまうことにもなりかねません。王のあまりにも早い死に、悲しみ暮くれる中、さらに、王国の行く末を思うと、みな言葉も出なく──そんな時に、ファゼス様が、苦く渋じゆうの顔で口になされたのです、王女様の存そん在ざいを。それまで、ゴードウィン王とファゼス様の間で秘ひ密みつにされてきたことなのだと、みなが悟さとりました。そして私が、クレーシア殿下をお連れするように、命じられて参ったのです」

　探さがすべき王女の名は、クレーシア・ベルロイド。彼女が、今どこにいるのか、ファゼスから説明を受けたジシェルは、イリアーラ帝国オスハン地方にある港に向けて海を渡わたった。

　ベルロイド工房へ到とう着ちやくした時には、暗くなっていた。仮かりにも王女を迎えに上がるのに、このような時間に面会を求めるのは無礼──明日、改めようと思った。けれどそこで、怪あやしい三人の男を見る。王女がいるはずの宿しゆく舎しやの様子を窺うかがっていた。

　他の誰だれも、クレーシア・ベルロイドが、ゴードウィン王の娘であることを知らないはずだった。ファゼスは王女の存在を口にはしたが、みなの前で話した情じよう報ほうはそこまでだ──となれば、どこか他からの手の者で、『敵』と思われた。彼らを監視することにした。

　案の定、彼らは動き出した。まず、見み張はりをしていた男と対決した。様子を窺っていた限かぎりでは、三人の中では命令する立場にいた男で、それなりに強かったから、王女の部屋に入るのに手間取った。やっと入った時には、三人の『敵』とは別の男がいた。王女を助けているようにも見える──が、信じてはならない。不ふ穏おんな現げん状じようにあるのは確たしかなのだ。部屋の隅すみで、息を呑のんでいる少女──それが、王女。

　──ゴードウィン王……。似にていた。どこがと言われても分からない。雰ふん囲い気きが似ているわけでもない。それでも懐なつかしいような愛いとしいような……込み上げてくるものがあった。ずっと暗がりの中で監視していて目が慣なれているせいか、彼女の色白の顔はよく映はえていて、その表ひよう情じようまで細やかに見て取れた。

　──王女を無事にお連れしなければ……。私を拾って育ててくれた王──父のような存そん在ざいで。すべての理想は彼にあり、すべての思いは彼に向けられてきた。それを恋こいというのか愛というのか、憧あこがれというのか尊そん敬けいというのか、ただゴードウィン王のことを思い、王を守ることだけを考えてきた。王が戦場へ行くなら共に行き、王がいるところに必ず身を置いて、常つねに剣けんに手をやり、王を脅おびやかすものがあれば、即そく座ざに排はい除じよしようとしてきた。世界の光を失わないために。それはきっと、自分自身の世界の光というだけではないはずだった──ウェルラントの国を照らしているのは、紛まぎれもなくゴードウィン王なのだから。

　その少女に、王に感じるような光を感じたわけではない。けれど愛しさを感じた。王には娘むすめのようにかわいがられてきた──彼女は王の本物の娘。王に報むくいるためにも、妹のように大事に思い、一番に守らなければならない。

「私は幼おさない頃ころ、ゴードウィン王に拾っていただきました。これまでは王のお傍そばに仕えて参りましたが、これからはクレーシア殿でん下かにお仕えさせていただきたいと願っております。どうかゴードウィン王の第一王女として、国にお戻もどり下さい」
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　酔よっている暇ひまはないと親方に言った通り、カルロは、ジシェルの腕うでの傷きずをその場で手早く止血するなり、外で見張りをしていた男の手当てに向かった。重じゆう傷しようだが息はあった。それから部屋で気絶している二人を拘こう束そくする。彼らを生かさなければならない理由──それは、彼らが誰に命じられて動いているのかを知るため。親方から、彼女の出生の事情について聞かされた──昼間の尾行のこともまた、ただの物もの盗とりの仕し業わざではないということになる。

　応おう接せつ室しつで、今頃込み入った話をしているのだろう──三人で。そう思って部屋へ入って、カルロは苦く笑しようする。起きて話しているのは二人だけだった。

「そんな作り話を、一体誰が信じるっていうの！」

　大おお袈げ裟さなまでの大声を上げ、不自然なほどの大笑いをしているのはクレアだ。堪こらえていたものが爆ばく発はつしたかのような態たい度ど。

「ゴードウィン王がお亡くなりになって、世継ぎもなく、王国存続の危き機きに立たされているのです。どうか、本当の家に、お戻り下さい」

　腕っ節の強そうな男たちを相手に、強さで勝まさった彼女が、丁てい寧ねいに頭を下げている。

「あり得ない！　証しよう拠こを見せなさいよ、証拠を！」

　そこでカルロが口を挟はさむ。クレアよりも強い口調で、ジシェルに問い詰つめた。

「ゴードウィン王が亡くなった？　何な故ぜだ！」

　そして、カルロの反はん応のうよりもさらに激はげしく、音を荒あらげて勢いきおいよく立ち上がったジシェルが、キッと彼を睨にらみつける。

「部外者が勝手に話を聞くなんて、厚あつかましいにも程ほどがある！　出て行け！」

　近々、使者によって正式にイリアーラ皇こう帝ていに崩ほう御ぎよの知らせが届とどくにしても、この国でウェルラント王の死を知っているのは、まだ、ここにいる人間だけだ。

「部外者と言われれば、それまでなんだが……ゴードウィン王といえば有名だからな」

　カルロは、ゴードウィン王のことを思った。直接面めん識しきがあるわけではなかった。イリアーラ帝国とウェルラント王国は、友好関係にある。交流のある国の王ならば、イリアーラの宮きゆう廷てい晩ばん餐さん会かいに、皇帝のご機き嫌げん伺うかがいに顔を出しているはずなのだが、ゴードウィンは一度も出席したことがなく、常に代理の人間が足を運んでいた。

「イリアーラでは、決して故こ郷きようである帝国の地を踏ふもうとしない変わり者と呼ばれた王。ウェルラントでは、名ばかりで実のなかったウェルラント王の地位を、強い指し導どう力りよくを発はつ揮きして強固なものとし、ウェルラントを一いち枚まい岩いわの国に作り上げた名王──」

　ウェルラント王国は、六民族、六王国で構こう成せいされている特とく殊しゆな国だ。アングス国、セルバ国、エドラ国、ヨシュファン国、ギアーナ国、レシュテン国の六王国である。六人の王の代表として選ばれるのがウェルラント王で、アングス王であるゴードウィンが務めていた。ウェルラント王に、各国に対する強きよう制せい的な権けん限げんはない。あくまで自国の王としての自国への権限だけだ。ウェルラント王は、対外的な代表としての意味合いが強い。対内的には、戦いくさなどの緊きん急きゆう的有事で指導力を発揮しなければならない時もあるのだが、実じつ際さいに強い指導力をもって六王国をまとめるようになったのは、ゴードウィンの時代になってからだ。

「そして敵てき国こくドルラード皇国に至いたっては、戦の天才として恐おそれている最強の王ってところかな。商人の間でも、彼は有名だ。ウェルラント国内を自由に往おう来らいできるように制度を整えてくれたのはゴードウィン王だ。いちいち税ぜいを徴ちよう収しゆうされなくても済すむようになった。有り難がたいことだ。王は何な故ぜ亡なくなった？　病気ではあるまい」

　病気であっても、それは隠かくされていたかもしれないが、そのような情じよう報ほうを耳にしたことはなかった。それよりも、このように不穏な動きがあるとなれば、戦で亡くなるとか、暗殺されたのだとか、急な死を迎むかえたように思える。

「メルビッツ要よう塞さい陥かん落らくの危機を救うために向かった戦で、流れ弾だまに当たってお亡くなりに……当たったのが頭で……」

　カルロがゴードウィンのことをよく知って褒ほめているのが気に入ったのか、ジシェルは小さな声ではあったが、そう教えた。

「ウェルラントで何かあったのではと親方が気を揉もんでいたが、そういうことだったのか」

　ファゼスがベルロイドを訪おとずれた時の親方を後こう継けいした今の親方。ファゼスの訪問を最初に取り次いだのは自分なのだと、酒を飲みながら当時のことを話し、彼は続けた。

『昼間、クレアが襲おそわれたのだとしたら、理由はそれしか考えられない。国で何か異い変へんがあったのでしょう。クレアがここに居い続つづけたら、また襲われかねない。今回のことが無事過すぎ去ったとしても、いずれまた──。クレアは、自分の出生からは、逃のがれられないようになっているのです。ネロス様、ウェルラントへ向かうとおっしゃっていましたね。ならば、どうかクレアも一いつ緒しよに連れて行ってやってはくれませんか。出来ることなら、アングスの王宮まで。クレアの両親はベルロイド伯はく爵しやく夫ふ妻さいなのだから、私が勝手に決めることではない……けれどお二人から、親代わりになってと頼たのまれているのも事実。お二人も、このことに対して反対はなさらないでしょう。ネロス様が一緒なら安心です。危き険けんが伴ともなうかもしれないことをお願いするのもひどく身勝手なのですが……どうか……』

　分かりましたと、カルロは返事をした。親方は肩かたの荷が下りたかのような顔つきになると、椅い子すにもたれて眠ねむり出した。カルロもその場に横になりたいほど酔よっていた。と、変な気配を感じて──。

　クレアが昼間の奴やつらに襲われていた。国家絡がらみの関係者だと思われる彼らに応おう戦せんした。

　親方の言う通り、クレアは、ウェルラントへ行くべきだと、カルロは、この時に思った──彼女の幸せのためには、王女として国に顔を出すよりも、この工こう房ぼうに居続ける方がいいのだとしても、こうして襲われるような生活では、まともに創そう作さくもしていられない。

「おまえは怪あやしい男だ。何故関かかわろうとする。出て行け」

「そう言われても、私は親方から彼女のことを頼むと言われている」

　二人の間に割わって入って、クレアが言う。

「ねぇネロスさん。この人、私がそのゴードウィン王の娘むすめだって言うの。笑っちゃうわよね」

「いや……本当なのだと思うが。それに、ゴードウィン王は、かつてこの工房で絵え付つけ師しの仕事をしていた。君が絵付師の道を選んでいるのも、偶ぐう然ぜんではないように思う」

「そんなの偶然に決まっているじゃないの。絵付師の仕事している人なんてたくさんいるのよ。血ち筋すじだっていうなら不ふ愉ゆ快かいだわ。私は自分で道を選んでいるんですもの」

「ゴードウィン王は、君くらいの年には既すでに天才絵付師として活かつ躍やくしていたという。その点、君はまだ見習いだし、確たしかに血は関係ないな」

　意地悪な言い方をして笑うカルロに、本人からではなくジシェルから怒ど濤とうの文もん句くが返る。

「なんて失しつ敬けいな！　クレーシア様に謝あやまれっ。何様のつもりだっ。絵付のことも何も知らないくせに、ふざけるなっ。ゴードウィン王のことを比ひ較かくの対象に挙げるのも気に食わない。王は偉い大だいなお方なのだ。この罰ばち当あたりがっ」

　やたら嚙かみ付かれているな、とカルロは思った。けれど、本当に王女のことを思っていることが伝わってきて、却かえってほっとする。彼女は、王女を無事に連れ戻もどそうとしている。ゴードウィン王を愛し、その娘を大事に思っている──。

「何を笑っているっ」

「いや、君があまりに元気だから。酔っ払ぱらいは退たい散さんさせてもらうよ」

　また、怒鳴り散らされる前に逃げようと思い、カルロは、そそくさと部屋を後にした。

　彼が出て行くと、クレアは頰ほおを膨ふくらませて言った。

「私があのゴードウィン王の娘だなんて、冗じよう談だんよね。そんな作り話を申し合わせたように私にすり込こもうなんて、二人とも嫌いやらしいわ。ネロスさんは、薬売りじゃなくて、語り部べになるべきよ。もちろん、あなたもね」

　不ふ機き嫌げんなクレアを前に、ジシェルは言いにくそうにしながら、呼こ吸きゆうをおいて問う。

「私のこと、嫌きらい？」

　真正面から訊きかれて、クレアは言葉に詰つまった。その間、親方の鼾いびきばかりが聞こえてきて、それさえも苛いら立だちに変わってくる。

「分からない……あなたのことよく知らないから……」

　それを言うなら、ネロスさんのこともよく知らないけどね、と思う。それでも、親方が信しん頼らいしている人なら、信頼していいということだ。

「あなたと仲良くなりたい。変な話かもしれないけど、あなたのこと妹みたく感じる……失礼なことなんだけど」

　それから彼女は、胸むねに手を当て、頭を下げた。

「クレーシア殿でん下か。どうか、アングス宮殿にお越こし下さい」

　また、そんな芝しば居いして──でも……疑うたがい出したらいつまでも疑っていなければならない、疲つかれた、とクレアは思った。二人の話を信じてもいい──自分は、ベルロイド家の人間ではないのだし、何か事情があることも、分かっていたことだ。

「ジシェルさんは、味方ってことね」

「はい。もちろんです。あの、ジシェルとお呼び下さい」

「うん……じゃあ、私のことも、クレアでいいよ。殿下とか様とかつけられても困こまるし。それで、襲おそってきたのは何者？」

「分かりませんが、ご安心下さい。二人を捕とらえてありますし、いずれはっきりします」

「そういえば、そうだったね。ネロスさんの言う通り、殺さなくてよかったね」

　少しむっとした顔をしながらも、ジシェルは頷うなずいた。それから、クレーシア様と呼んで、「そうじゃないでしょ」とクレアに注意されると、今度は、クレア様と呼び直す。

「私以外には知らないはずなのに、クレア様を狙ねらっている者がいた……彼らがどこの手の者か分かりませんが、彼らの仲間がまだ潜ひそんでいるかもしれないし、そうでなくても、彼らからの連絡がなければ、また別の人間が命令を受けて動き出します。とにかく急いで出発すべきです。明日出ることをお考え下さい。ですからこれからお休み下さいますよう」

「って言っても……眠れるわけないじゃない。それに、もう空も白んできたわ」

　そしてこの日──ウェルラントに向けて出発する──捕らえた二人も共に。重じゆう傷しようの一人は、ベルロイド伯はく爵しやく家けが預あずかることになる。まだ彼は動かせないというカルロの判はん断だんだ。

「おまえは不要だ。立ち去れ」

　やはりカルロに対して、ジシェルの態たい度どは厳きびしい。だが、クレアが、ネロスさんも一いつ緒しよに行って欲しいと言うと、すぐに笑え顔がおで頷いた。彼女は、クレアの言いなりだった。
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　イリアーラ帝てい国こくオスハン地方の港から、西に向けて航海中だ。

「ネロスさーん、見て見て、見えてきた！」

　王女と言われてから、何かと機嫌が悪かったり、呆ほうけていたりしていたクレアが、はしゃいで笑っていた。海に出たのも初めてなら、水平線から、時間をかけて、静かにむくむくと湧わき出てくる陸地を見るのも初めてだった。おもしろい光景に釘くぎ付づけになっている。

　それに対してカルロは、微笑ほほえみを返すだけで、口を開かない──胃から余よ計けいなものでも出てきたら大変だ。そろそろ港に着くし、外の風に当たっていた方が楽だと思って甲かん板ぱんに上がったが、ジシェルは拘こう束そくした二人の男たちと下の客室にいる。彼らの監かん視しをしているため、動き回ることが出来ないのだ。いちいち彼らを連れ回るのも大変だ。彼らは傍はた目めにも分かるように自由を奪うばわれているため、客室でも目立っている。本当なら一等船室の個こ室しつをとれればよかったのだが、どの船にも、たいてい一室しかなく、空いていなかった。

　彼らは、クレアを連れ去ろうとしたのか殺そうとしたのか、未いまだに口を噤つぐんでいる。彼らの通行手形は、彼らの宿からカルロが手に入れてきた。宿の場所だけは、一人が吐はいたのだ。そこにあった荷物を没ぼつ収しゆう。中身を確かく認にんすると、手形はウェルラント王国発行のものだった。彼らの身分は特定された。ウェルラントにおいても、普ふ通つう、手形というのは、六王国により個別に発行されるもの──祖そ国こくの名ではなく、ウェルラントの名で発行された手形であるということは、彼らがウェルラントの騎き士しであることを意味する。騎士は、各王国によって与あたえられる称しよう号ごうではなく、ウェルラントによって与えられる称号で、この地では、格かく別べつな地位にあり、手形も特別なものとなっている。

　船が接せつ岸がんされて、ぞろぞろと甲板に出てくる人々──その中に、ジシェルたちもいた。カルロは、あまり体をゆすらないようにして起き上がり、歩いた──が、ふらつく足取りのせいで、体も揺ゆれてしまう。

「まったく情なさけない男だ」

　文もん句くを言って呆あきれているのはジシェルで、クレアは、

「二日酔よいくらい大目に見てあげなよ」

　笑っている。二日酔いも何も、あれから酒は飲んでない、とカルロは言いたかったが、クレアのお陰かげで、ジシェルが、そうですね、と頷いて静かになったので黙だまっていた──言葉を発する余裕もなかったのだが。もともとカルロがウェルラントへ行こうと決めてオスハン地方に向かったのは、そこから出港すれば、最短で海を渡れるからだ。なるべく船には乗りたくない。

「ねぇ、もうここってアングス？」

「ここは、エドラ国こく領りようにある港です」

「アングスって遠いの？」

「そうですね、三日もあれば」

　言ってからジシェルは間ま違ちがいを謝あやまり、十日と言い直す。自分が馬を走らせて三日なのだから、それ以上かかるのは分かっていたことだった。港に到とう着ちやくしたら、そこで一泊ぱくしなければならないことも思い出す。それは出発前からの、船酔い男との取り決め事じ項こうだった。ここでまた余計に一日かかってしまう。今さらながらに、王女との長旅になることを思うと、悲観的な気分になった。せめてここにいる男が、役立つならいいが、頼たよりにならない上に、足あし手で纏まといでしかないのだからなおさらだ。

「アングスはずっと北にある国です。北の地は絶壁──自然の要塞になっているため、海からの攻撃はまずありません。ドルラード皇国からの侵攻が激しい南部とは、だいぶ離れていますから、国は戦争していることを忘れるくらいに平和です」

　兵役があり、身近なものが出兵しているため、常に戦争の脅きよう威いには晒さらされているものの、国で暮らす人間は、敵が来ると怯おびえることもなく、陽よう気きに暮らしている。対して南の地にのみあるこうした港町は、攻撃に備そなえた造りになっていて、防衛に神経を払っている。

　ふーん、とクレアは気のない返事をする。アングスの平和を主しゆ張ちようされたところで、平和な土地で育ってきたために有り難がたみが分からなかった。基き本ほん的にイリアーラでは、傭よう兵へいも含めて職しよく業ぎよう軍ぐん人じんの数が多いため、徴ちよう兵へいされるのは、大きな戦いくさがある時などに限られている。

「アングスに向かうというよりも、王おう宮きゆうに向かうとお思いになって下さい……といっても、アングス国領と王宮は同じところにあるわけなんですけど……」

　そう言ったジシェルに、何を言っているのかと、首を傾かしげてクレアが訊ねる。

「ウェルラントが六王国から成る特とく殊しゆな国であることはご存ぞん知じですね。王宮も、各国の領地にあるわけではなくて、各国の宮きゆう殿でんが一箇か所しよにまとまっているのです。みな、六ろつ角かく王宮とか、六角王宮群ぐんと呼よんでいます」

　各国の王宮を一箇所に建けん設せつしようという話し合いがなされたのも、その着工も、百二十年前。六つの王宮は、広大な六角形の敷しき地ち内ないにある。対角線を結んで六等分された土地が、各国の領地となっていて、そこに王宮を始めとする建けん築ちく物ぶつが建たち並ならんでいる。そして六角形の中央には、各国の敷地に通じている円形の土地がくり貫ぬかれたように存そん在ざいしていて、各国の王宮領よりもずっと狭せまいが、共有領となっている。ここに、ウェルラント宮がある。ウェルラントの総そう意いとなる六王国会議を行なう建物だ。各国の王が集まり、様々な話し合いがなされている。ウェルラントの公式行事が実じつ施しされる場所も、基本的に、この宮だ。

「六角王宮が作られたのは、元々アングス王国の領土内だったのです。ですから、アングスに限っては、王国に向かうのも、王宮に向かうのも大差ないのですが……」

「なるほどねー。変な国ね。他の王国は、王宮が全然違うところにあるってことなんだ」

「一いち応おう一本の王道が国と王宮とを繫つないでいます。もちろん王道も、その国の領土となっています。なので王道は、他国領内を横おう断だんしていたり、二国間の国こつ境きようのような役目を果たす形になっていたりと、複ふく雑ざつに入り組んでいるのですが、ウェルラント領内の往おう来らいは自由なので不便はありません」

　そんな話をしている間にも、客はどんどんと下船していた。ウェルラント領海内に入ってすぐ、通行手形の確認が行なわれた。この船に乗っていた役人は、仕事が手早かったため、あとは降おりるだけだ。これがのんびりした役人だと、下船の時にも、確認をしなければならなくなり、列が動かなくなる。

「私たちも参りましょう」

　ジシェルが言い、みなで降りる。そこで荷札と、馬二頭──カルロとジシェルの馬──とを交こう換かんしなければならない。荷の受け取り場所は混こん雑ざつしているため、動けそうにないカルロではなく、ジシェルが行くことになる。くれぐれもクレア様を頼むと言う彼女に対して、カルロは軽く頷うなずいただけだった。心もとなげな顔をするジシェルに、クレアが、大だい丈じよう夫ぶよ、と笑いかける。

　こうしてジシェル不在の時のこと──騎き士しの制せい服ふくを着た男が三人で現あらわれた。カルロが握にぎっている縄なわに拘こう束そくされている二人に目をやり、それからクレアを見る。

「ベルロイド嬢じようでいらっしゃいますね。主あるじよりお連れするよう命を受けています」

　一人が馬から降りて言う。敬けい礼れいをし、態たい度どは丁てい寧ねいなものだが──彼ら三人とも、出身王国を示しめす徽き章しようを身に付けていない。普ふ通つうは、所しよ属ぞくしている王国──つまりは、出身民族の意であるが、それを示す徽章を付けることになっている。騎士は、ウェルラント共有の財ざい産さんであると同時に、自国の名声を高めるという役やく割わりも担になっているのだ。

「主とは誰だれだ？」

　カルロが問う。

「それは言えない。おまえには関係のないことだ」

「主の名も答えられぬ者に、はいそうですかと彼女を託たくすことは出来ない。私は彼女を預あずかっている身だ」

　クレアは、カルロの背はい後ごに隠かくれた。彼らを見み据すえて睨にらんでいる以上は、いきなり降参です、ということにはならないのだろうと期待した。それにしても……偉えらそうに喧けん嘩か売るようなことを言っていて大丈夫なのかしら──クレアの懸け念ねんは的中した。彼は、騎士の拳こぶしをかわした次には、もうよろけていて、二つ目の拳を受けると、呻うめいてそのまま嘔おう吐とした。

「ネ、ネロスさん、しっかりしてったら」

　──一応は頼たよりにしているんだから……。「一応」の心当ても虚むなしく、腕うでを摑つかまれ、騎士に引っ張られた。そして、馬上の騎士に持ち上げられて、乗せられてしまう。

「やー、離はなしてーっ」

　叫ぶが、みな知らん振ぷりだ。この国では、騎士は絶ぜつ対たいの存在だ。誰も咎とがめたり、怪あやしんだりする者はいない。彼が、すぐに起き上がって名を呼び追ってきてくれたことも──助けようというつもりがあることも、クレアには分かった──けれど、馬は走り出している。

「ねぇ、あなたたち誇ほこり高き騎士様なんでしょう？　これって人さらいと一いつ緒しよよね」

　騎士様、とクレアは揶や揄ゆした。イリアーラ帝てい国こくでは、騎士など過か去この遺い物ぶつだ。それでも少し前までは、騎士の称しよう号ごう自体は存在していた。名めい誉よ騎士など、騎士の上に何かしらの呼び名がつく特別な騎士の称号に対しては、国から毎年恩おん給きゆうのようなものが施ほどこされていたし、騎士の称号の世せ襲しゆうが許ゆるされていた家もあった。しかし、その制度が取りやめになってからは、騎士だから何？　という風ふう潮ちようが支し配はいしている──もちろん、今なお、騎士の家いえ柄がらだとか、そういう紹しよう介かいの仕方も根強いものの、それはおまけのようなもので、騎士であるだけの家柄では自慢にもなりはしない。ウェルラントの騎士制度を古ふる臭くさく感じた。

「どこへ連れて行く気なの？　そこで私を殺そうってわけ？　私を殺したっていいことないわよっ。初仕事もまともに出来ない絵え付つけ師し見習いですからねっ」

「黙だまれ」

　腕を摑つかむ力も強い。ひどい人たちだと思う気持ちがますます膨ふくれ上がる。

「ネロスさん！　ジシェル！　助けて！　お願い！」

　静かにしろと怒ど鳴なられ、頰ほおを叩たたかれて──クレアは思う。夜には私……きっと海の底に沈しずんでいるんだわ……。溢あふれそうになる涙なみだをぐっと堪こらえて、睨み返した時だった。

「ちょいとそこ、待ちなっ」

　低いけれど紛まごうかたなき女の声。馬で追ってきたジシェルだ。背後からのそれに、騎士たちは振り返った。筋きん肉にく質しつな腕は見えているものの、それはひどく細くてか弱そうだ……でも彼女が、どれほど強いかクレアは知っている。自分と変わらない小さな体。年も同じくらい──彼女の方が二つ上らしいが。これで助かった、と思った。

　ジシェルと騎士を名乗る三人で、戦せん闘とうを始める──その間に、クレアは走った。港の方へと。そこに彼がいるはずだから。それにしたって……。

　──ネロスさんのバカ！　とろすぎる！　たくさんたくさん罵ののしってやろうと思った。
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　一行は、エドラ国を出て、ヨシュファン国、セルバ国、アングス国と移い動どうし、アングス王宮に入る予定を立てた。安い荷台を手に入れて馬に取り付け、ベルロイド工こう房ぼう宿しゆく舎しやを襲しゆう撃げきしてきた二人の騎士を捕らえておき、移動を始める。荷台を引く馬に乗っているのはカルロで、もう一頭には、ジシェルとクレアで乗った。ジシェルは、クレアを前側へ誘ゆう導どうした──が、クレアは後ろがいいと言って、腕を彼女に巻まきつけて体を安定させている。

「ねぇ、ウェルラント王国の王宮って一箇か所しよに集まっているんでしょう？　今いるエドラ国の王道を通って王宮に出て、そこからアングス王宮まで行くのがいいんじゃない？」

　クレアが、もっともな提てい案あんをする。

「確たしかに、王道は整せい備びされていて馬を走らせやすいですし、エドラの王道を通って六角王宮に出れば、ぐるりと回ってアングスの王宮まで行くには行けますけど……」

　言葉に詰つまるジシェルの代わりに、カルロが説明する。

「他国を複ふく数すう経けい由ゆしていくのは、安全のためだ。王道は、各国宮きゆう殿でんの入り口──正門に達している。王道を進み、エドラ宮殿の前に出て、そこから君の顔を晒さらしつつアングス王宮へ行くというのが、安全か？　六角王宮まで行けば、誰も簡かん単たんに襲えはしないようにも思えるが、各国宮殿前を警けい備びしているのは、その国の人間だ。もしもそこで、君を狙ねらう者がいる宮殿前を通ることにでもなれば、それこそ格かつ好こうの餌え食じき。その国の王宮領りよう内ないに引きずり込こまれて、助けを求めることも出来なくなるぞ」

「私を狙っている人って王宮にいる人なの？」

「他に誰がいる？　騎き士しに命じて君を狙っているのは、王宮にいる上じよう層そう部ぶの人間だ──それがどこの国かは知らないが。そうでないとしたら、ドルラード皇こう国こくが情じよう報ほうを得て君を殺害、もしくは拉ら致ちしようとしているのか？　だが、皇国にとっての脅きよう威いは、ゴードウィン王であって君ではない。君を、予言能のう力りよくを持つ異い端たんの姫ひめアリーシアの娘むすめとして恐おそれているとも考えられるが、ならば今になって君を狙うのは変だ。

　もし皇国が君の存そん在ざいを把は握あくしていたのなら、ゴードウィン王の死に合わせるようにして狙わずとも、その前にいくらでも狙う機会はあった。君を邪じや魔まに思うとしたら、王女としての血けつ統とうだけ──つまりアングス王家が潰つぶれて喜ぶのは、ドルラードというより、ウェルラントの他の五王国ということだ」

「おいネロス、クレア様に謝あやまれ！　狙う理由が血統だけとは、何たる物言いだ」

「それはすまない」

「私にではなく、クレア様に謝るんだっ」

　面めん倒どうそうな顔でクレアに向いたカルロに、彼女は彼女で──。

「ん？　私、ぜーんぜん気にしてないよ。だって王女様でも何でもないし。適てき当とうに犯はん人にん捜さがしでも何でもしてくれたらそれでいいから。さっさと行ってさっさと帰りたいだけだから。もし犯人を見つけてくれたら、その人に直ちよく接せつ、誤ご解かいだって言ってやるのもいいけどねぇ」

　帰りたい──この言葉を口にする度に、ジシェルが辛つらそうな顔をすることに、クレアは気づかない振ふりをした。いきなり王女だとか何だとか言われても、父親がゴードウィン王だとか言われても、何の実感もない。ただ迷めい惑わくなだけだということが、ジシェルには、何も分かっていないのに違ちがいない……。

　──王宮へ行くのだって、親方の命令だから仕方なくだもの。そして親方に頼たのまれた彼が、王宮まで着いて行くと一いつ緒しよに来ているからだ。どうせだから、王女だと誤解されているせいで、変な人たちに襲おそわれて迷惑している、と文もん句くの一つも言ってやろうとは思っている──そうしたら、あとは王宮を去るだけ……。
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　予定通り、エドラ国からセルバ国に行く間に、国こつ境きようのごとく通っているヨシュファン国の王道を横おう断だんする。そうしてセルバ国からアングス国に入った。エドラから最短の道のりで王宮へと行ける王道を通らず、地元の人に道を訊たずねなければならないほど、あえて入り組んだ道を選んで、迷うようなこともありながら向かったのがよかったのか、『敵てき』は襲ってはこなかった。その代わり、ジシェルの予想、十日で到とう着ちやくというのも外れて、十二日もかかってしまったが。

　そして十二日目──王宮を間近にして、クレアは声を上げた。

「うわああ、何、この森……大きな木ばっかり！　すっごーい」

　クレアが声を上げていなければ、カルロが上げていたかもしれなかった。クレアの声が大きかったため、彼の口から漏もれた感かん嘆たんの息は、掻かき消された。カルロが言う。

「これが『ウェルラントの森』か……」

　クレアは、何？　と訊きき返した。説明しようとするカルロを遮さえぎって、ジシェルがしゃべり出す。王女が、わけの分からない男と話すことを快こころよく思っていないのだ。

「この陸で、最大の森なんです。大だい精せい霊れいが宿る聖せい地ちと言われています」

　ウェルラント国を象しよう徴ちようするものが、この森。ウェルラントの六民族はみな、古くから精霊信しん仰こうを行なってきていて、森は精霊の宿る聖なる地とされている。六角王宮は、『ウェルラントの森』の傍かたわらにあり、ウェルラント宮と一本の道で通じている。民族同士のいざこざが絶たえなかった現げん在ざいのウェルラント領で、その民族間紛ふん争そうに終しゆう止し符ふが打たれた百二十年前──聖なる森の呼よび名は、民族ごとに異ことなっていたが、今は使われていない古代文字から、『平和』の意味である『ウェルラント』を国家と聖地の名とし、共通の信仰の森として『ウェルラントの森』が誕たん生じようした。

「アングス王国領内に、六角王宮が建てられることになったのは、ここに最大の森があったからです。面積も最大なのですが、ご覧らんの通り、木の樹じゆ齢れいも高くて、これだけ太く高い木があるのも、ここだけなのです。森の奥おくには、さらに古くて立りつ派ぱな木々が聳そびえていて、厳おごそかな空気を纏まとっています。そこには古代遺い跡せきもあって、まるで別世界です」

「入ったことがあるような言い方だな」

　カルロの突つっ込みに、ジシェルは視し線せんを逸そらしながら、聞いた話だと答え、続けた。

「その古代遺跡は、『真実の扉とびら』と言われています。そこには、六本の巨きよ大だいな柱があります。それもまた空を隠かくすほどの圧あつ倒とう的高さの石柱なのですが、そこには空からの光が、遮られることなく真まっ直すぐに降ふり注いでいて……石には切れ目はなく、表面は光こう沢たくを放っていて、光を浴びると本当に美しいのですよ。並ならぶ柱の内側──光の注ぐ場所が『扉』と解かい釈しやくされています。何か不思議な力でも満ちているのか、空を覆おおうほどの大きな木々の中で、扉のところだけ、木がないのです」

　ジシェルの話しぶりは、やはり行ったことがあるかのようだ。

「この柱は、円を描えがいているのか──あるいは、ここがいずれウェルラントの森になることを知っていて、六角形を示しているのか──六王国がこの地に集結するようになってから、六本の柱は、それぞれの国を示しているという意味付けがなされました。ウェルラントの儀ぎ式しきの多くは、ここで行なわれています。どの柱がどの国を表しているというわけではないのですが、この地で儀式をすることは、各国の強い絆きずなを誓せい約やくすることになります」

　ウェルラントの森にある『真実の扉』が、現げん存ぞんする同様の遺跡の中で最大のもの。他の森にも、同じような石柱が残っているが、背せ丈たけほどもなかったり、崩くずれていたり、ここのものほど立派なものは、どこにもない。かつてアングス以外の民族は、それぞれ、そういった自国の森で、精霊儀式を行なっていた。『扉』のない民族は、独どく自じに建けん築ちくをして。

「『真実の扉』が信仰上重要な役やく割わりを果たしているのは、ある伝説によります。それは、大精霊カミアスが、まだ人であった頃ころの話です」

　こうしてジシェルの語り出す神話を、クレアは楽しそうに聞く──。

　昔々、自らの欲よく望ぼうのために世界を変えようとした女がいた。『真実の扉』は、異い世せ界かいを繫つなぐ場所と言われている。異世界──それは、死後の世界かもしれないし、神々の世界、精霊たちの世界かもしれない、あるいは未来の世界、過か去この世界なのかもしれない。異世界との境さかいであるその扉は、真実を知っている。女は扉の前で、未来の自分を知る。だがそれは、女が望んだ未来ではなかった。そんな未来になったのは、この世界のせいだと決めつけて、女は、世界を、未来を変えるために、禁きん断だんの魔ま術じゆつを行なう。それによって未来は変わった──一いつ瞬しゆんだけ。女が見たその瞬間の未来は、確たしかに女の望んだものだった。だが、己おのれの欲望のために世界を捻ねじ曲げることは、許ゆるされることではない。扉の向こうにある異世界──そこは神の国なのか──は、女のいる世界に罰ばつを与あたえようとした。女の魔術のせいで世界に歪ゆがみが生じたのだとも言える。真実の扉を通じて異世界から、この世を滅ほろぼすものが押おし寄よせる──はずだった。それが何なのか、凶きよう悪あくな魔物、世界を覆い尽つくす闇やみ、大地を沈しずめる水、色々と言われている──実じつ際さいのところは何だったのか、分かっていない。何な故ぜなら、世界を滅ぼすその脅きよう威いを、カミアスが異世界へと退しりぞけたからだ。

「カミアスは自らの魂たましいと引き換かえに『真実』を取り戻もどしました。本来あるべき未来を取り戻し、この世界は救われます。そして大精霊となって、今も扉を守っているのです。真実を歪めようとする強ごう欲よくな人間が世界を滅ぼさないようにと。

　この場所でカミアスは奇き跡せきを起こして世界を救いました。だから『真実の扉』は、奇跡の起こる場所とも言われています」

「真実の扉の遺跡、見てみたいなぁ」

　初めてこの地に関することに興きよう味みを示したクレアを見て、ジシェルは喜ぶと同時に、どん底まで落ち込んだ──彼女の願いを聞くことは出来ない。

「申し訳わけありません。ウェルラントの精霊信仰において、女は魔のものとされています──理由は、大精霊カミアスも、カミアスに仕える十二使徒精霊も、みな男だからというものです。精霊のいる森に女じよ性せいが入り込むと、精霊を惑まどわすと言われています。そんなことにでもなったら、ウェルラントを守しゆ護ごしている精霊の力が失われてしまいます。あるいは、かつて世界を滅びの危き機きに晒さらしたのが女性であったから、女性は災わざわいをもたらす者であるゆえに、聖なる森に近づけてはならない、とも。いずれにしても、ここは女によ人にん禁きん制せいの聖地なのです。クレア様も入れない……ごめんなさい……」

　自分が悪いことでもしているようにふさいでいるジシェルに、カルロが声をかける。

「別に君が謝あやまることじゃないだろう。私も見てみたいが残念だ。王家の人間と、王族に準じゆんずる者しか立ち入れないしな」

「きさまごとき、最初から入れるわけがないのだっ」

　睨にらむジシェル。いきなり元気になったなと思って苦く笑しようするカルロ。

「だから、監かん視し台だいが置かれているんだね……誰だれも入れないように」

　クレアは遠目に見える台を指差した。比ひ較かく的低くて小さい、木で作られた台には人がいて、周囲を見み張はっているようだった。立ち入り禁止と言わんばかりに、縄なわも張られている。

「資し格かくのない者が聖地に足を踏ふみ入れることは大たい罪ざいに値あたいするのです。森の周辺は、監視台が等とう間かん隔かくで建てられていて、見張りが目を光らせています」

　話をしている間にも、アングス宮きゆう殿でんの正面に出た。

「宮殿って言ってもたいしたことないわね。やっぱり田舎いなか国家だね」

　クレアは、あくまで反感的な態たい度どを崩くずさない。

「イリアーラの人間にはそう思えるのかもしれないが……奥おくにあるであろう王宮は荘そう厳ごんなもんだと思うぞ……」

　ジシェルがいちいち悲しそうな目をするので、カルロとしては気を遣つかったつもりだったが、またしても『お叱しかり』を受ける。

「クレア様は、イリアーラではなく、このアングスのお方だっ」

「……そうだったな。そういうわけだからクレア、田舎国家などと言うものではない」

「あら、ネロスさんだってそう思っているくせに」

　ましてや彼は中央貴き族ぞくなのだろうから、とクレアは思うが、口にはしなかった。行商人をしているからには、何か事じ情じようがあるのだろう──何かの偵てい察さつ任にん務むとか……。

「おまえもそう思っているのか、ネロス。何様のつもりだっ」

「私は田舎国家だと言った覚えはない……何故に私がどやされるのだ？」

　肩かたをすくめ、諦あきらめたように吐と息いきする。

　門番は、ジシェルを見ると、敬けい礼れいをして、門を開けた。荷台の二人を見て、何事かという顔をするが、いちいち問いはしない。

　門の正面にある建物は、さらなる門になっている。建物の中央、二階部分まで穹窿アーチになっている門をくぐると、その先には、壮そう麗れいな建物が建ち並ならんでいた。庭園も色とりどりの花や緑で、風によって運ばれてくる匂においは、様々な香かおりが混まざりながらも、ほんのり甘あまやかで心ここ地ちよいものだった。それを嗅かぐなり、クレアの腹はらが鳴ったところを見ると、彼女もまんざらではないのだろうとカルロは思い、くすりと笑う。

　そんなカルロを、ジシェルが不気味そうに見やり、それから気を取り直したようにクレアを案内する──王女には、この国のことを知って、慣れて、好きになってもらいたいという思いを込こめて。

「ここには、国の中ちゆう枢すう機関も揃そろっています。ご覧らんの建物には、そういった数々の機関が入っていて、中央官かん吏りが勤きん務むしています。宿舎も充じゆう実じつしているんですよ。本来のそれぞれの王おう国こく領りようにある国家機関は、ここの支し部ぶのようなものとお考え下さい」

　両側に建ち並ぶ建物の前が庭になっていて、その庭と中央を通る広い道の間には、様々な黄金の動どう物ぶつ像ぞうがある──森に棲すむ動物たちだ。左右の建物も中央の道も、奥へ行くほど狭せまくなっているのは、六角王宮特有の土地の形に起き因いんしているが、却かえってそれが、より奥行きと広さを感じさせて、壮大なものに演えん出しゆつしていた。絵の勉強をしているクレアは、それが遠近法によるものだとすぐに理り解かいし、だからこそ余よ計けいに、たいしたことないと思った。

「ここを通り過すぎると、そこが王宮となっています。クレア様が、これからお住まいになる家です。建物も、ここのものよりも豪ごう華かですよ」

　鉄てつ格ごう子しの高くて大きな、厳げん重じゆうな門を通ると、そこは王宮──ここまで来て、田舎国家と言って申し訳わけなかったかな、とクレアは少しだけ思った。イリアーラは、ここよりも桁けた違ちがいの広さと豪華さなのだろうけれど、見たことがないから何とも言えない。クレアは、カルロを見た。森を見た時は、驚おどろきの反はん応のうを示しめしていた彼だが、今は何の反応もない。やはりイリアーラに比くらべれば、たいしたことないのだろう。

「クレア様。こちらは、裏うら庭にわになっています」

「え……裏庭なの？」
















　表の庭は、もっと綺き麗れいなのだろうか……ちょっと期待しちゃうな、とクレアは心の中で呟つぶやく。描かいてみたいな、と思った。花を細部まで素そ描びようするのが一番好きだったが、風景を描えがくのも楽しい。美しいと思ったら描きたくなるのは、職しよく業ぎよう病びようのようなものだ。

「王宮の人間は、さっき通ってきた『正門』を『裏正門』と呼よんでいます。六角王宮群ぐんの中心にある、ウェルラント宮領に面した門が、本当の意味で『正門』ということになります。裏側からご案内申し上げるなんて、大変失礼なことで恐きよう縮しゆくなのですが、正面からご案内したくても出来ないことですので」

　ジシェルの招まねきで裏庭から回り込み、ウェルラント宮側の表へと出ると、さらに可か憐れんで華はなやかな庭が広がっていた。王女到とう着ちやくの連れん絡らくを受けていたファゼスが、アングス王宮正面前で出で迎むかえる。三人は、そこで馬を降おりた。係の者が馬を預あずかって引いていく。

　ファゼスは、王女に敬礼をして歓かん迎げい、挨あい拶さつをした。クレアは黙だまっている。ジシェルは、イリアーラの言葉を使っていたからいいが、ファゼスはウェルラントの言葉だった。それから彼は、王女を連れてきたジシェルを労ねぎらい、カルロへの対たい応おうに困こまった。カルロについて訊たずねる前に、ジシェルが報告する。

「ファゼス様。この者たちが、クレーシア陛へい下かを襲おそって……捕とらえましたので、取調べをお願いします」

　彼女が国王となることは、曲げようのない未来──だからジシェルは、あえてクレーシア陛下と呼んだ。ここは王宮──彼女がここの主なのだ。それを意い識しきしてもらいたかった。

　ファゼスの命令で、さっそく二人は、連れて行かれる。

「メルビッツの砲ほう台だいを爆ばく破はした犯はん人にんにも行き当たることが出来るかもしれない」

　そう言って、ジシェルの功こう績せきをたたえると、改めてカルロを見る。やはり、かけるべき言葉を模も索さくして困こん惑わく気ぎ味みのファゼスに、カルロの方から声をかけた──ジシェルに紹しよう介かいしてもらおうとしても無む駄だなことは分かっていた。工こう房ぼうの親方に同行を頼たのまれたことをウェルラントの言葉で伝える。ファゼスも手を差し出し、挨拶をした。互たがいに握あく手しゆを交かわす。

「ジシェル、クレーシア陛下を、お部屋にお連れ申し上げて。ネロス殿どのは、私がご案内致いたす」

　ファゼスもイリアーラの言葉で話した──しかも今度は、陛下と呼ぶ。別々になってしまうと思ったクレアは、ネロスさんと一いつ緒しよがいいと主しゆ張ちようした。クレアに一緒がいいと言われて、カルロは正直、当惑した。親方に頼まれたことは、もう果たしたのだ。

「私は今こん晩ばん休ませていただいたら、明日には出発しますので……彼女のことは、よろしくお願いします」

　しかし、

「ネロスさんが一緒じゃないなら、今ここで帰るっ」

　クレアが睨にらむため、カルロは、吐と息いきしつつも頷うなずいた。

「じゃあ、今夜一晩は一緒ということで……」

　クレアが、にっこりとする。ジシェルは、冗じよう談だんじゃない、と甲かん高だかい声で叫さけぶが、ファゼスが、陛下が構かまわないのであればそう致しましょう、と頷いたので、ジシェルはそれ以上、反対できなくなった──高ぶってくるカルロへの憤ふん怒ぬを静めようと、

「務つとめがありますので、これで失礼致します」

　その場を離はなれた。ファゼスが二人を案内することとなる。

　王宮の壁かべには、織おり物ものによって描かれた精せい霊れいたちの物語が飾かざられている。半円の形が続く廊ろう下かの天てん井じようには、織物ではなく、直ちよく接せつ絵画が描かれていた。クレアが案内された私し室しつの壁には、物語ではなく、十二使徒精霊を含ふくむ、様々な精霊たちが戯たわむれていて、天井には大精霊カミアスがいた。十二使徒精霊は、カミアスに直接仕えることが許ゆるされた、高位にある精霊だ。クレアの部屋の壁は、ただの織物による装そう飾しよくではなく、さらに細やかな刺し繡しゆうがほどこされている。天井画も、廊下と違って平面に描かれているにも拘かかわらず、廊下の天井画よりも立体的で奥おく行ゆきを感じさせた。カミアスの肉体美が強調されたその絵を始め、室内全体が森の中にいるような雰ふん囲い気きで統とう一いつされている。

「こちらが陛下のお部屋になりますので、これからはこちらでお過すごし下さい」

「ねぇ、その陛下っていうの、やめてくれる？」

　クレアが低い口調で言う。

「ですが、ゴードウィン王の葬そう儀ぎの後、クレーシア様には正式に、アングスの王位を継ついでいただかなければなりません。そのことは、最初にお伝えしておきます」

　王位継けい承しようを口にしたのは、ファゼスなりの誠せい意いだったが、クレアは、勝手なことを言わないでと息を荒あらげた。ファゼスとしても対応のしようがなく、王女を無む視しする形になりながら、カルロに言う。

「陛下と同じお部屋というわけには参りませんので、侍じ女じよが使う控ひかえの間にて、お休みいただきたいのですが、よろしいですか」

　カルロは頷き、怒いかり心頭な顔でファゼスを睨みつけているクレアを見る。

「クレア、気を静めたらどうだ？　これからゴードウィン王に謁えつ見けんするのだから」

　王の遺い体たいは今、王宮内の大広間に安置されている。カルロも同行することを許された。ゴードウィン王の葬儀の準じゆん備びはすっかり整っていた。

　ファゼスの案内で、次に王座のある大広間へと行く。真っ先に目を引くのは歴代の王の大きな肖しよう像ぞう画がの数々。その中にゴードウィン王のものもあり、最も目立つ場所に飾かざられていた。偉い大だいなる王にふさわしい威い風ふう堂どう々どうとした様子で、今もそこに座すわっているかのようだ。

「お父様のゴードウィン王です」

　ファゼスに言われても、クレアには、やはり実感などない。広間の中央──開けられた棺ひつぎの中で、静かな笑えみをたたえて仰あお向むけに横たわっている男──これがあのゴードウィン王なのか、と思うばかり。それは、遺体を保たもつための防ぼう腐ふ処しよ理りがなされていて、明らかに死んだ人間だと分かり、生きている時の姿すがたとは遠うから、というわけではないはずだ。

　どうして自分があのゴードウィン王の傍かたわらにいるのか──何もかも絵空事のようなのに、父の遺体とやらを前に心が反はん応のうするはずもない。

「ネロスさん、これで用は済すんだ？　いつ私を連れ帰ってくれるの？」

　王の前で言い放つ。ファゼスは、顔を伏ふせて肩かたを震ふるわせた。

「クレア……気持ちは分かるが、仮かりにも君の父君だぞ……ゴードウィン王の名声は、知っての通りだ。突とつ然ぜん父親だと言われ、王の遺体を前に、どんな感かん情じようを抱いだいていいのかも分からないだろう。だが、君が王の娘むすめであることは変えようのない真実なのだから、それを受け入れなければならない。二度も襲おそわれたのは、君が王の娘だからに他ほかならない。このまま君を連れ帰るわけにはいかない。みすみす危き険けんに晒さらすようなものだ」

「私にどうしろっていうのよ！」

「王女としてここに残るしかないだろうね。ゴードウィン王は偉大だった。彼の存そん在ざいが、ウェルラントそのものと言ってもいいくらいに強固な柱だった。その柱が折れた……混こん乱らんが起こって不思議ではないし、現げんに君は、それに巻まき込まれている。何も君に、王の後継者として柱となって国を支ささえろなんてことは言わないが、少なくとも今、君がすべきは、工房へ帰ることではない。君の安全のためにも、落ち着くまでは、ここにいるべきだ。

　ここの人たちが君を助けてくれる」

「ネロスさんもここにいてくれるの？　責せき任にんもってよね」

「ここまで安全に連れてくるように頼たのまれたが、それだけだ。連れ帰るようには頼まれていない。君の父上に謁見叶かない、光栄だ。予定通り、明日には出発する」

　二人の会話を黙だまって見守っていたファゼスが、カルロに言う。

「ネロス殿どの……もしよろしければ、クレーシア新王のためにも、葬儀に参列しては下さいませんか。そしてクレーシア陛へい下かの即そく位い式しきにも」

　カルロは首を振ふった。

　翌よく日じつ──カルロは、アングスを、ウェルラントを出た──。間ま違ちがっても葬儀や即位式に列席など出来ない。そこにイリアーラから呼よばれてくる者が必ずいる。その中には必ず顔見知りの貴き族ぞくがいるはずだった。




　　　　４




　アングス女王即位──それは身を守るためだった──少なくともクレアは、自分にそう言い聞かせて納なつ得とくさせた。ゴードウィン王の葬儀が行なわれ、そこに娘として参列。その後、世よ継つぎなのだと言われて女王の座ざについた。嫌いやだ、帰る、何度言ったか知れない。

　クレーシア・ベルロイドが、王の娘だと主しゆ張ちようしているのは、ファゼスだけだ。その彼に対して、みなが驚おどろくほど厚あつい信しん頼らいを寄よせているのは、言葉の通じないクレアにも、その空気から明らかだった。結果として、みな、目の前に突然王女が現あらわれても、どうしていいか分からない、信じられないという態たい度どを見せながらも、クレアが王女であることを受け入れた。一方、ウェルラントの他の五王たちは、アングス王家存続のための噓うそに違いない、どこからか連れてきただけなのだと、はなから疑うたがっていることは、ファゼスから聞かされた。そのような事情があるから、どうか女王らしく振る舞まって下さい、と彼は頭を下げた。

　だが、クレアにとっては、女王らしくなんてことはどうでもよかった──ただ、自分を襲うように命じた人間を捕つかまえてくれればいいのだし、その人に、誤ご解かいだと言ってやりたいだけ。身を守るために女王になっただけで、その目的は、既すでに達せられていた。専せん属ぞくの護ご衛えい騎き士しがついて、王宮内であっても常つねに守られている。あとは犯はん人にんが見つかるのを、のんびり待っていられたらいいだけなのに、そうはいかなかった。

　ゴードウィン亡なき今、ファゼスが国の柱だ──彼は忙いそがしくしているのに、訪たずねてくることを忘わすれなかった。そこでアングスの歴史やウェルラントの歴史、宮きゆう廷ていでの礼れい儀ぎ作法について──様々なことを話していく。いくら「いらない」と言っても。

　今日だって──やって来たファゼスが話している間、早く帰ってくれないかなと、ぼんやりとしていたものの、あまりに長くて疲つかれてきたから、話を中ちゆう断だんさせた。

「それで、犯人は分かったの？」

　脈みやく絡らくもない問いかけだったが、彼は会話に応おうじる。

「犯人が、このアングスにいないことは確たしか──アングス王家が潰つぶれてよいことなどありません。それに、ゴードウィン王の下、一丸となってアングスのため、ウェルラントのために働いてきた我われらは、クレーシア陛下のご帰き還かんを心よりお喜び申し上げているのです」

「別に歓かん迎げいしてくれなくていいもんっ」

　言われても、答えようがなくて苦く渋じゆうの顔をし、ファゼスは一方的に話を続けた。

「……となると、まずクレーシア陛下のことを知っていたのが誰だれか、というところが問題となってきます。かつて、クレーシア陛下をお守りするために、陛下と私を逃のがしてくれたのは、ユーサという世話役でした。貴族の未み亡ぼう人じんの女じよ性せいで、年は十ほどしか離はなれていませんでしたが、とても落ち着いていて、母のようでもある女性でした。監かん禁きんされている間、ずっと彼女が我々の世話をしてくれた──心の優やさしい方です。彼女が、口を割わったとは思えません。口を割れば、陛下に危険が及およぶことは承しよう知ちしているでしょう。そうなれば、アリーシア様が悲しまれることにもなる……そんなことをするような女性ではありません。けれど、漏もれたとしたら、そこからしかあり得ない。あるいは、ベルロイド伯はく爵しやく家けの人間か──ですが、伯爵家にしても、かわいがっていたゴードウィン王のこともあり、好意で助けて下さった。であるのに、そのことを公にしては、自分の首を絞しめるのと同じこと──騒そう動どうに巻まき込こまれるのは目に見えています。となるとやはり、あの日、あの時、我らが逃にげるのを見ていた者がいて、ドルラード皇こう王おうに報ほう告こくがなされたと考えるのが自然です」

「じゃあ、皇王が、私を狙ねらったの？　でもネロスさんは違うだろうって」

「はい。先王ゴードウィンが亡くなって喜んでいるとしても、王女を狙う意味はありません。意味を持っている者がいるとしたら、ウェルラント内の人間です。先に申し上げたように、アングスの人間はみな、陛下がいて下さることに安あん堵どしています。他の五王を始めとする誰かが、アングス王家の断だん絶ぜつと、アングス国こく領りようの消しよう滅めつ──結果的に、他の五王国で分ぶん割かつ統とう治ちすること、それを狙っているのかもしれない。何かとアングスは、嫌きらわれていますので──王家の血が途と絶だえ、国がなくなることを望んでいる者もいるのでしょう……」

　アングスが嫌われているのは、ウェルラントの森も六角王おう宮きゆう群ぐんも、元々アングス領にある、という点に起き因いんする。そのことが、アングス王家にだけ、精せい霊れいの力が宿る理由とされていた。アングスが、アリーシアを輩はい出しゆつし、ゴードウィンを見み出いだした特別に優ゆう秀しゆうな国であるのも、特別な力によって守護されているからだ、と。

「アリーシア様は、その鋭するどい直感で、戦いくさを勝利に導みちびいて参りました──精霊に愛され、精霊の声を聞くことが出来る特とく異いな存そん在ざい──アリーシア様のお言葉は、つまるところ精霊のお言葉。それがドルラードの侵しん攻こうから、ウェルラントを救って参ったのです。だからこそ皇国は、アリーシア様をウェルラントから奪うばうような真ま似ねをした。もしドルラードが、陛下のことを、お母様同様に、精霊の力を持つ者として恐おそれるのであれば、私が逃げたのと同時に狙っていたはずです。その時期にベルロイド伯爵家で養女を迎むかえていることを鑑かんがみれば、それがアングス王女であることは明白ですので」

「ねぇ、ウェルラントでは、ファゼスさん以外、誰も王女がいるって知らなかったはずなんでしょう？　って私は王女じゃないけどねっ。知り得たとしたら皇国側の人間だけ──なのに、ウェルラントの人間が狙うってことは、皇国と通じている人がいるってこと？」

「まさにその通りです、陛下」

「それって誰よ」

「今、それを調べているのです。もう少しお待ち下さい」

「それにしても、アングス王家を断絶させるためだけに、王女を狙うって短絡的じゃない？　領土を五分割したって、こんな汚きたないことをわざわざして、五分の一の利り益えきを得てどうするわけ？　他ほかに何かあるんじゃないの？」

「はい……私もそう思います。分からないことだらけです」

「とにかく早く捕まえて！」

　出来る限かぎり──そう言ってファゼスは、敬けい礼れいし、踵きびすを返した。足音は静かだが、足の動きは速い。クレアには、逃げているようにしか見えなかった。

　吐と息いきし、寝しん台だいに身を投げるクレア──いきなり王様をやれと言われたって……。ここはイリアーラの言葉も通じない場所なのだ。専せん属ぞく通つう訳やくもついた。けれど「よそ者」という冷たい視し線せんが、城しろのあちこちから飛んでくる。ゴードウィンも最初は、ベルロイド工こう房ぼうから来た「よそ者」だったことを、もう忘わすれているに違ちがいない。それほど彼がこの国に溶とけ込んだ、ということでもあるのだろうけれど──。

　よそ者で悪いのか、と強きよう硬こう的態たい度どに出ることも考えた。けれど、大おお勢ぜいを敵てきに回すだけの度ど胸きようもなくて、口を噤つぐむことで歩み寄よることにした──あえてイリアーラの言葉は口にしないことにしたのだ──ジシェルとファゼス以外の人の前では。

　クレアにしてみれば、敵国であるドルラードと同じ言葉をしゃべっているウェルラントの人たちの神しん経けいの方が問題だと言いたかったが、それよりも、だからこそ仲良くすればいいのに、と思う気持ちの方が強いので、言わなかった。

　──とにかくっ、機会を見て、さっさと帰ってやるんだから！

　身の安全を守るためにはここにいるべきと彼が言ったから、それを信じて、王宮にいよう、と思ったのに、その彼がいなくなったこともまた許ゆるせない。

「ネロスさんのバカバカバカ」

　声を上げて──涙なみだを堪こらえた。
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　どうして私は──アリーシアの行方ゆくえを追って、ドルラード入りをしたのだろう──カルロは考えた。クレアを送って、彼女の安全を確かく認にんして、親方との約束も果たし、アングス王宮を出た。それから迷まよわず、ドルラードへ。彼女が生きていると信じて──助けたいと思って……。

　アリーシアは生きているのか──それは、アングス側も正確には把は握あくしていないこと。

　かつて、アリーシアが誘ゆう拐かいされ、その二年の後に、彼女は死んだというドルラード側からの、ウェルラントに向けた公式発表があった。ファゼスが逃にげ出したことに対する報ほう復ふくとも取れる、突とつ然ぜんの発表だった。本当にそうなのか、真実は闇やみの中。

　カルロは、その発表を噓うそだと思った。発表通り、彼女が処しよ刑けいされたのならば、ドルラードの慣かん習しゆうとして、彼女の首を送り届とどけるはず──実じつ際さいアングスには、女じよ性せいのものと思われる首が届けられたが、誰の顔か判はん別べつできないほどに、腐ふ食しよくが進んでいたらしい。そしてまた、それには、歯が一本もなかった。拷ごう問もんの跡あとだというのがドルラードの説明だが、歯によってアリーシアではないことを悟さとられないためではないのか──。

　ウェルラントの王族には、昔から、ある風習が根強く残っている。大だい精せい霊れいカミアスによって守しゆ護ごされるようにと、成人すると、ある洗せん礼れいの儀ぎ式しきをする。そこで歯に細工をする。それは、大精霊カミアスに魂たましいを捧ささげるという意味合いの契けい約やくの儀式で、歯に契約の刻こく印いんをするのだ。カミアスに仕える十二使徒精霊が、儀式においてカミアスとの仲ちゆう介かい役やくを果たすとされている。年としごとに交代で仲介役をしている使徒たち──それぞれの使徒を示しめす石が、その年の儀式で歯に埋うめ込まれる。アリーシアの歯にも、当然石は埋め込まれていて、それと同じものを細工する技ぎ術じゆつがなくて、歯をすべて折っておいたのではないかと思われた。それに、彼女の歯型が何らかの形で記録に残っている可か能のう性せいもある。

　ともあれ、アリーシアとは思えない首が届けられたところで、彼女は生きているという希望が増ますだけに終わったのは確たしか。それだけ彼女が愛されているということでもある。

　彼女が誘拐されたのも、彼女がみなに希望を与あたえ続ける予言者だったからだ。かつては精霊の声を聞くことの出来る人間もいたのかどうかは分からないが、少なくとも、長いこと、そのような存そん在ざいは確かめられていない。無む論ろん、ウェルラント誕たん生じよう以来、そのような力を持った者もいなかった。が、彼女は違った。悉ことごとく予言を的中させた。人の生死、王宮内の身近な事じ件けんに留とどまらず、社会的事件まで。それは戦いくさにおいても例外ではない。

　大精霊カミアスに愛されし姫ひめ君ぎみ──ウェルラントでは、みなが彼女のことをそう呼よんで、彼女の言葉に耳を傾かたむけたが、皇こう国こくは、異い端たんの姫として脅きよう威いを抱いだき、彼女を誘拐する。彼女を取引の材料に、何かを要求するという作戦も裏うらで進行していたのかどうなのか、現げん実じつには、そうした動きが表に出ることはなく、彼女を処刑したという公表のみがなされた。

　ドルラードの暴ぼう挙きよに、当時、イリアーラ帝てい国こく皇帝も、その名で抗こう議ぎ文ぶんを送ったという経けい緯いがあるほどだ。ウェルラントの要よう請せいもあったものと思われるが。皇国は、彼女を「異端の神の災わざわい」と罵ののしり、我わが国を滅ほろぼす者として処刑──国を守っただけだという回答を示した。異端の神とは、大精霊カミアスのことだ。

　だが、彼女の能力を恐おそれるゆえの誘拐であったことは忘れてはならない──大精霊カミアスに愛され、力を持つ彼女を処刑しては、それこそどんな災いが降ふり注ぐか知れない。彼女を殺せるはずなどないのだ。あるいは、処刑の危き機きに晒さらされた時、彼女自身が、自分を殺せばドルラードが滅びるという類たぐいの予言をしたかもしれない。本当にカミアスの声を聞いたのであれ、身を守るためであれ。

　彼女の無事を願う人々と同様、カルロも、彼女が生きていると信じた。

　──彼女を救い出したい……アングスに帰ってもらいたい……。

　私の気まぐれか？　そうかもしれない。けれど……たぶん……。カルロは、愛する妻つまと別れたまま死んでいったゴードウィン王のことを思った。彼とアリーシアのことを、どうしても自分自身と重ねてしまうのだ。せめて生きている彼女には、故こ郷きようへ帰って欲ほしいと、彼女は夫を失ったかもしれないけれど、娘むすめには会えるのだから、会って欲しいと願った。

　──彼女は祖そ国こくに帰ることが出来る……私と違ちがって。

　カルロは、当時彼女が監かん禁きんされていたというマイノア公こう爵しやく家け離り宮きゆう、バム宮きゆう殿でんへ向かった。彼女を監禁するよう言い渡わたされたのが公爵で、ドルラード皇王の従兄いとこだ。皇王の側近として仕えていたが、今は老齢のため退しりぞいている。そして彼の愛息子──跡あと継つぎと目されているロルフは、植民地支配の統とう括かつに従じゆう事じしている。

　彼女は今も、バム宮殿にいるだろうか──彼女をどこかに移い動どうさせたということもあり得うるが、ドルラードの主だった王おう侯こう貴き族ぞくまでも、彼女の死を信じている現げん状じようからすれば、今さら処刑は噓だったということになるのはまずい。同じ場所で、監禁、もしくは軟なん禁きんし続けて、目立たぬようにしているはずだと考えた。

　ドルラードに入った当初、カルロはバム宮殿に行くつもりだった。が、皇王とマイノア公爵の仲が芳かんばしくないという噂うわさを聞いて、先に本ほん邸ていであるケビ宮殿へと向かう。ケビ宮殿は都の中心部にある。宮殿周辺は、何かと情じよう報ほうの集まりやすい場所でもあった。

　宮殿を張はり込んでいると、病やまいに臥ふせているという公爵に、様々な人が見み舞まいに訪おとずれていた。一見何の不思議もないことだが、その中には、セレオズもいた。歴史の中で暗あん躍やくする商人──商売を生なり業わいとして生きる優ゆう秀しゆうな民族で、彼らの活動範はん囲いは広い。普ふ通つうの商人かもしれないのに、誰かの使者というだけかもしれないのに、何な故ぜにその者を見て、セレオズだと思ったのか──根こん拠きよなどない。理由があるとすれば、懐なつかしくさえ感じるそのにおいだ。延えん々えんと流れてきた時代の寵ちよう児じ──そんな印象を受ける。

　カルロは、出てきた男二人を、追った──どこへ行く？

　期待と予感があった。変革の陰にセレオズあり──そんな意い識しきを持っているせいかもしれない。彼らに気づかれないように、距きよ離りをおいて尾び行こうする。行き先は喫きつ茶さ店てんだった。店があることさえ気づけずに通り越こしてしまいそうな感じの、存在感のない店先。彼らが入ったのを見てからは、ひたすら怪あやしさを発しているそこを、素す通どおりするわけにはいかない。

　店先には、一人の男がいて、水を撒まいたり、鉢はちの花に水をやったりしている。入ろうとしたところで、止められた。

「うちは、会かい員いん制せいの高級喫茶なんですが」

　どう頑がん張ばって見てみても、高級喫茶には見えない。

　──仲間しか入れないってことか……危あぶない連中なのだろうな……。

　大人しく引き下がれるはずがない。カルロは考えた。何が合図だ？　顔を見て出入りを許きよ可かしているのだとしたら、どう足あ掻がいても入れないが、何かの合図が基き準じゆんならば入れる──入ってみせる……。残ざん像ぞうを追った。確たしか胸むな元もとで何かの合図をしていた……。

　──胸元でどんな合図をすればいいんだ……。

　思い出そうにも、細かい仕草を見るには、遠すぎて無理なくらい離はなれていた。もっと近づいて尾行すべきだったと後こう悔かいしても、もう遅おそい。ここで追い返されれば、次にうまく合図をしたところで目を付けられて二度と入れないだろう──。追い詰つめられる中で、残像の中の形が、かつて見た何かと一いつ致ちした。劇げき──だ。有名な古代の叙じよ事じ詩し──リオール叙事詩を元にして作られた話。その中で、攻せめ込こんできた敵てきに殺されながら、民たみは神の下に召めされることを信じ、神への忠ちゆう誠せいを誓ちかって指を、その形にして死んでいく。それでいいのか自信はなかったが、とりあえずやってみた。すると今度は、いかにも世間話というふうに話しかけてきた。注意深く聞いていれば、それが合い言葉を求めているのだというのは明白。リオール叙事詩から引用している。詩の一節を答えると、中に入ることを許ゆるされた。ごく普通の喫茶店だった。けれど、

「新顔だな」

　当然のごとく目立ってしまっていた──。
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　ドルラードに来てから二十日になろうという頃ころ──カルロは、ケビ宮殿のある都から離れ、アリーシアのいるバム離り宮きゆうの周辺を調べていた。潜せん入にゆうを果たした『会員制高級喫茶』で、まんまと会員に成り済すまし、そこでセレオズと知り合った──意気投合して仲良くなると、バム離宮に出入りしている彼らの仲間を紹しよう介かいしてもらうことにも成功した。

　──意気投合、というのは噓うそだな……。芝しば居いしていた自分を恨うらめしく思う。最初から利用するつもりで近づいた自分に吐はき気さえした。人は利用するもの──そうやって自分の野心のためにどんなことでもしてきた過か去こ──忠誠心の厚あつい部下をも野心のために犠ぎ牲せいにして死なせてしまうような腐くさった性せい格かくを、直したいと思ったはずなのに……。そして直せたと思っていた──彼女がいたから。いつでも純じゆん粋すいな瞳ひとみで見つめてきた彼女が傍そばにいてくれて、いつでも国のために一いつ生しよう懸けん命めいで心こころ優やさしい彼女が支ささえてくれたから、まっとうに生きることが出来ると思ったし、まっとうに生きていると思えた短い間、その清すが々すがしい感覚を味わうことも出来て、これからもそうやって生きていけるのだという自信も持てた。

　なのに──私は腐りきった男だ……。セレオズたちの考え方や情熱に惹ひかれ、話していて高こう揚ようするものもあった。だが結局は、情報通の彼らを利用したくて近づいたのだ。

　セレオズを通じて、離宮に出入りして納のう品ひんしている業者の取引履り歴れきを調べると、アリーシアが、丁重な扱あつかいの下で生きているという結果に辿たどり着くことが出来た。アングス王国の郷きよう土ど料理を作るための食材の買い入れの他ほかにも、毎年、王おう国こく製せいの人形が持ち込まれていることも分かった。それも彼女の誕たん生じよう日びに合わせて。外に出られない状じよう況きよう下かにあったとしても、彼女は元気でやっている──。

　そうしてカルロが、彼女を救い出す方法を模も索さくしていた時のことだ。

　あれはジシェルか？　男にも見み紛まがう格かつ好こうで。追われているのは、間ま違ちがいなくジシェルだった。何をしでかしたかは、想像できた。助けたいが、どうやって？

　ここで飛び出して姿すがたを晒さらし、そうやって助けたところで、共に追われることにでもなれば、それでは一時凌しのぎにしかならない。宿に彼女を招まねき入れて匿かくまえればよいのだが……。

　問題は、どうやってそれを彼女に伝えるかだ。のんびり構かまえて考えている暇ひまはない。簡かん単たんな地図に宿の名、部屋番号を書く。彼女が気づかなかったり、拒きよ絶ぜつしたりした場合、警けい察さつの手に紙が渡わたり、これは何だということになって、一いつ緒しよに目を付けられる危き険けん性せいもあった──が、その時はその時だ。彼女を放ほうっておくわけにはいかない。

　さて今はどの辺を逃にげ惑まどっているのか……。どうせ後先考えずに行動しているのだろう。彼女らしいと言えば彼女らしい。カルロは、ジシェルの姿を確かく認にんすると、彼女の進行方向に対して横道から飛び出し、故意にぶつかった。

「申し訳わけない。大だい丈じよう夫ぶですか」

　声をかけ、手を差し出しながら、小さく畳たたんだ紙を見せると、彼女は、驚おどろいたように見上げ、素す直なおに受け取った。そのまま黙だまって走っていく。

「おい、そこの」

　呼よび止められた──彼女の知り合いか、何を話していたんだ、と。ぶつかっただけだと回答すると、すぐに信用してもらえた──急いで宿に戻もどる。鍵かぎを開けてしばらく待っていると、息を切らせて彼女が入ってきた。

「私を突つき出す罠わなだったら許さないぞ！」

　相変わらずの威い勢せいのよさで声を荒あらげ、その場に倒たおれるのを、ギリギリで受け止める。彼女の背せ中なかがぐっしょりと血で濡ぬれていた。黒の服だったのが幸いしたのか、赤い血であることは、ぱっと見、分からない──逃げ走っていて目立つこともなかったのだろうが……。

「撃うたれたのか……」

　目の前に息をしている患かん者じやがいるなら、死なせるわけにはいかない。死んでしまった者を生き返らせることは、どう足あ掻がいても出来ないけれども──。
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「おまえのような腰こし抜ぬけに、二度も手当てを受けるとは」

　ジシェルは目覚めると、ずっと看かん病びようしていたカルロに言った。

「腰抜けだからな、人の血は苦手だ。血を垂たれ流されたままでは、こちらの身がもたない」

　カルロが笑う。それからジシェルに、どうやってこの敵てき国こくに入ったのかを訊きく。

「私一人で敵国に入り込むくらい造ぞう作さない。おまえはどうして入国できたのだ？　ウェルラントに入った時は、イリアーラの通行手形だったではないか。それではこの国には入れないだろう」

「私は商人だぞ。商売になると思えば、どこへでも行く」

「ふん、まあいい。どうせろくな手しゆ段だんで入ったのではないのだろう」

「それはお互たがい様というやつだ。で、君がここにいるということは、アリーシアを助けるために屋や敷しきに侵しん入にゆうでもしたのかな？」

「何でもお見通しって顔しているんだな、ネロス」

「君は、無む謀ぼうというか行き当たりばったりというか先走るのが好きというか……」

　呆あきれた吐と息いきにむっとして、ジシェルは一発殴なぐってやろうかと起き上がった。うめき声を上げながらも、カルロを睨にらみつける。

「大人しくしておいた方がいい。無理すると死ぬかもしれないぞ」

　というカルロの忠ちゆう告こく。が、クッと笑っている辺り、本当に死ぬと思っているのかどうなのか──。

「アリーシアを救い出せるとしたら、最低でも君くらいの腕うで、それ以上の腕の者が二十人は集まらないとな。が、そうなれば、まずその大人数がこの国に入り込むことからして難むずかしいだろう。君が侵入したとなれば、警けい戒かいはますます強まるはずだ。どう考えても、強きよう硬こう手段では救えない。あとは政せい治じ的交こう渉しようによるしかない」

　カルロには、彼女を取り戻す方法が見えていた──。

「私が考えもなしに動いたと責せめているのか、おまえには関係ないのに」

「かもしれないな」

「それと、アリーシア様のことを呼び捨すてにするな」

「それはすまない──で、横になる気はないのか」

「おまえの前でごめんだ」

「襲おそいはしないが……君を相手に戦いを挑いどむような真ま似ねなど出来ないだろう」

　白い歯を見せ立ち上がると、用意していた粥かゆを持ってきて言った。

「では、これを食べて気分転てん換かんしないか」

　何が気分転換だっ、と反発してから、ジシェルは差し出された粥を口にする。

「冷めているが味はなかなかのものだと思う。どうだ？」

　ジシェルには、味など分からなかった。一気に食べて横になる。そこで、手当てしてくれた彼が自分の裸はだかを見たことに気づいて焦あせった。以前は、腕の怪け我がを手当てしてもらっただけだが、今は違ちがう。撃たれたのは背中で、胴どう体たいに巻まきついている包帯の感かん触しよくがある。胸むねのところにも当然──。けれどあえて言うことでもないと思って──言ったら余よ計けいに恥はずかしい思いをしそうだと、無む視しすることにした。
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　アリーシアに国に帰ってもらいたいと願っているのは、カルロだけではなかった。

　ジシェルは、慎しん重ちように調べていたカルロとは正反対で、バム離り宮きゆうに到とう着ちやくするなり忍しのび込んで、彼女の生死を確たしかめ次し第だいその場で救い出すつもりでいた。だが、生死の確かく認にんすらままならないうちに見つかって、追われる結果となる。カルロとしては、頭が下がる思いだ。

「アリーシア様救出に再さい挑ちよう戦せんする。おまえも手伝え。いくら腰抜けでも少しは役に立つだろう。囮おとりくらいにはなれる」

「だからそれは諦あきらめろと何度言ったら分かるんだ。それよりもその体を治して、国に帰れるだけの体力をつけろ。一いつ旦たん移い動どうを始めれば、何があるか分からない。馬で丸一日でも二日でも走れるだけの体力をだな……」

　言いながら疲つかれてきて、カルロは深い息を吐ついた。まったくもって、こっちは寝ねずに看病しているのに、囮にしようくらいしか思われていないのだから堪たまらない──感かん謝しやされようとは思っていないが、せめて、話くらい聞かないと悪い、とは思って欲ほしいものだ。アリーシア救出をひとまず諦めてくれないものかと切に願う。

「いや待て……体力がつくと、威い勢せいのいい君は何をしでかすか……それより今の状じよう態たいのまま出発して国に送るべきか……今の君になら、腰抜けの私でも対等に喧けん嘩かできるかもしれない」

　そうしよう、とカルロは手を打ってにんまりとする。

「いくら怪我をしていようと、おまえごときが私に敵かなうと思うな。私は、戦士なんだから……」

『騎き士し』ではなく『戦士』。自じ称しよう戦士と言う人間など、ウェルラントにはいない。この国では『戦士』の言葉に、特別な意味はない。『戦士』と名乗れば、『兵士』なのだと理り解かいされるくらいだ。わざわざ『戦士』と強調するのは、彼女が『騎士』になれないからだろうと、カルロは思った。女じよ性せいでは『騎士』になれないというこの国の差別。イリアーラには、かつて女性騎き士し団だんがあったことを思えば、随ずい分ぶんな差だ。女性の騎士がいたというのではなく、女性騎士団としての騎士という時点で、それもある種の差別なのかもしれなかったが。

「そうだな……君には敵わない。分かったから寝ろ……熱が上がっているようだ」

「大だい丈じよう夫ぶだ……いつでも屋や敷しきに侵しん入にゆうできる準じゆん備びがある……さっさと囮になれ」

「悪いが、囮なんてごめんだ。私がいたところでどうにもならないだろうが、君一人でもどうにもならない。一人で乗り込こんでくる君にまったく感心するよ……とにかくだ、助け出す方法は私が考えてあるから、君は寝るんだ」

「分かった。分かったけど、おまえがうるさくて眠ねむれない」

「それは気が利きかなくて申し訳わけない」

　言ってカルロは、もう一度、吐と息いきした。
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「どうして誰だれもジシェルの行き先を知らないわけ？」

　クレアが怒ど鳴なる。ジシェルがいなくなって二十日は経たっているというのに、どこへ行ったのか確認しているというばかりで、一向にまともな返事がない。何度訊きいたところで話は堂々巡めぐり──諦めて、話を変えるしかなくなる。

「まあいいわ。それで、私にどうしろと？」

　クレアがまともに話すのは、自分の部屋の中だけだ。ジシェルがいない今、その相手もファゼスだけとなった。ジシェルは、常つねに味方してくれている感じで、姉のようで、どこか特別な存そん在ざいだったが、ファゼスは、堅かた苦くるしく遠えん慮りよがちな態度で──どうも苦手だった。

「アングス王に即そく位いなさいましたことですし……他の王たちも招まねいて晩ばん餐さん会かいを催もよおすことになりまして、準備も着々と進んでおります。そして、その後の予定になりますが、新たなウェルラント王を決める話し合いの席が持たれることになるでしょう……」

　ウェルラントを構こう成せいする六人の王。他の王の同意で選ばれたウェルラント王は、その証あかしである笏しやく杖じようを持つことになる。ゴードウィンが持っていたその笏杖は、今、このアングス王宮にある。いずれは、笏杖の引ひき継つぎもしなければならない。

「誰を推すい薦せんすればいいの？　というか、みんなが推おす人を推せばいいんでしょう？」

「是ぜ非ひとも、クレーシア王に、ウェルラント王となっていただきたく存ぞんじます」

「そんなの無理に決まっているじゃない。アングス王だって仮かり初そめの地位なのに、今度はウェルラント王ですって？　冗じよう談だんもほどほどにして頂ちよう戴だい！」

　口を尖とがらせるクレア。

「私はね、私を殺そうとする人たちが捕つかまってくれれば、代わりに誰でもいいから、私の今の王様の地位を継いでくれて、私が用なしになってくれるのを願っているだけなの」

　ファゼスはただ、黙だまって……表ひよう情じようを辛つらそうに歪ゆがめ、失礼しますとだけ言って出て行く。

「逃にげないでよっ。卑ひ怯きよう者ものっ」

　彼を困こまらせたいわけではない。彼がいい人で、心の温かい人で、ゴードウィン王のことも娘むすめである自分のことも思ってくれていて──それはクレアにも理解できた。だからこそ彼には、イリアーラに帰れるようにしてやるということを、ひとこと言って欲しいのに、女王陛下と言って頑かたくなに平ひれ伏ふすばかりだ。

　孤こ独どく、孤独、孤独──かつてベルロイド家の中で感じていた、孤独と同じ。自分だけが、他の人と繫つながっていない孤島にいる感覚──。

　工こう房ぼうでの生活が始まってからは、色々と考えている暇ひまもないくらいに体もきつくて──けれど代わりに、一人前の絵え付つけ師しになるという夢ゆめを手に入れた。同様の夢を抱いだく仲間も得た。共に苦労し、同じ方向に進む仲間──それぞれ目指すところは違ちがっていても、素す晴ばらしい作品を生み出したいと思う気持ちは共通だからこそ、同じ場所にいるという感覚を持ち続けてこられた。裏うら切ぎりにあっても友だちを失っても、孤独を感じることはなかった。

　クレアは、地じ団だん駄だを踏ふんだ。どうしてこんなところに自分はいるのか。そうやって足を動かし、体に力を込めるだけでも、少しは発散できる気がした。けれど、そんなに簡かん単たんに気が紛まぎれるはずもなくて──私にどうしろっていうのよ！

　一体何が出来るのか──工房で修しゆ行ぎようしてきたことくらいしか身についているものなんてない。やれ語学だ、やれ行ぎよう儀ぎ作法だ、やれ……次々と目が回るほどの教育を押おし付けられては、なおさら嫌いや気けがさすだけ──あとは意地で自分を保たもつしかない。工房での苦労に比くらべたらたいしたことない──それがある意味、何があっても守らなければならない誇ほこりだ。弱よわ音ねを吐はかずに受け入れていくしかないのだ。それに、こんなところで泣きごとを言いたくもなかった。だって……ウェルラントなんて、ただの田舎いなか国家じゃないの！　クレアは心の中でバカにした。そうしないと、ウェルラントという国に、否いや応おうなしに飲み込まれそうになる。それではいけないのだ──故こ郷きようはイリアーラ帝てい国こくなのだから。

　イリアーラ帝国と言えば、世界で最も豊ゆたかな国で、栄えい華がの中にある。世界中のもので溢あふれ、手に入らないものはない。一いつ般ぱん庶しよ民みんでさえも、それこそ田舎と呼ばれるオスハンに住む庶民でさえも、衣食住には困ることはない。

　その帝国の宿敵は、ドルラード皇こう国こくだ。同じ国を敵とする国家同士、イリアーラとウェルラントは同どう盟めいを結んでいる。この国は、イリアーラから多くの武ぶ器きや食しよく糧りようを輸ゆ出しゆつ、援えん助じよしてもらっている。田舎国家のウェルラントが、鼻息荒くしてドルラードと戦って頑がん張ばってくれるから助かる、というのが帝国の考え方なのだ。ウェルラントがドルラードを苦しめるほど、イリアーラは喜び、さらに攻こう勢せいを仕し掛かけるという具合だ。

　国の事情には興きよう味みのないクレアも、このくらいのことは把は握あくしていた。ベルロイド工房の最大の客は、イリアーラ帝国の皇族や貴き族ぞくだが、同盟関係にあるウェルラント王国の王おう侯こう貴き族ぞくとも懇こん意いに付き合っている。対してドルラードとは一いつ切さいの取引がない。既き製せい品ひんの商品そのものは、商人を通して皇国内に流通しているとしても、工房とは関係ない。ドルラードからの個こ別べつ注文は受付けていないし、注文が入ることもない。

　──はやく普ふ通つうの絵付師見習いに戻もどして！

　ベルロイドに帰って、壊こわしてしまった壺つぼの代わりに、アズハル子し爵しやくにお詫わびの気持ちを込めて何か製作して、壺も直して、新たに仕事もらえるようにお願いして……。

　クレアは泣きそうになるのを必死に堪こらえた。あの頃ころの私はもうどこかへいってしまったみたいで……それが悲しくてならない。大事なものが手のひらから、指の隙すき間まから零こぼれて消えてしまった……そんな気がする──。
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「やはり国こつ境きようを越こえるのは難むずかしいだろうな」

　カルロは考える。ジシェルの身元はすっかり割われていた。常つねにゴードウィン王の傍そばにいたのだから、ドルラード側も当然のように彼女の顔を知っている。そのことが、彼女には意外だったようで、つくづく、何も考えていないというか、思し慮りよが足りないというか──先走る性せい格かくのまんまというか……呆あきれ果てつつも、手負いの彼女を安全にウェルラント入りさせるのに、知ち恵えを絞しぼらなければならなかった。

　また、カルロ自身も、いつ身元が割れるか知れない状じよう況きようでもある。ドルラードとの会談の場など、政せい治じ的な場に顔を出したことはないが、イリアーラ宮きゆう殿でんでの公式晩ばん餐さん会かいには出席することもあったし、戦場で相まみえて知られている可か能のう性せいもある。それでも、宮きゆう廷ていにこの国の人間がいる可能性は極きわめて低いし、帝国ルシド軍にいた自分を記き憶おくしている者がいても、それは佐さ官かん級以上の限かぎられた軍人だろうから、ジシェル追つい跡せきには関かかわっていないはず……。そう高を括くくってはみても──不安は拭ぬぐいきれない。交戦中にあるイリアーラ帝国の侯爵位にある人間が、何かこそこそしていたら、偵てい察さつだか裏工作だかに奔ほん走そうしているようにしか見えない──職しよくに就ついていないことも、国が責せき任にんを負わないために、わざと官位を剥はく奪だつした状じよう態たいで密みつ偵ていに送り込んでいる、と解かい釈しやくするはずだ。

「さて川を泳いで渡わたるか……しかしそれもまた監かん視しの目がある。堂々と橋を渡るのはもっと危き険けんだ。国境沿ぞいの山さん麓ろくからウェルラントへ入るのも難しいね、兵士が睨にらみ合っているだろう」

　そもそも流れの速い川を泳ぐなどという荒あら業わざが、彼女の体で耐たえ切れるのか問題だ。が、陸地を行くということは、メルビッツ要よう塞さいかチェントロ要塞が防ぼう衛えいしている山麓の国境を越えるということ──つまりは、攻防の行なわれているそこを突とつ破ぱしなければならず、こちら側には、ドルラード兵が配はい備びされているわけで……ジシェル・オックスが追われていることを知らなかったとしても、彼女の顔を見て捕とらえようとする者はいる。

「ここは華か麗れいなる作戦で……」

「そんなもんがあるのか」

「橋を渡る時に、花火でも打ち上げて気を逸そらし、その間に駆かけ抜ぬける──とか。が、橋の半分も渡り切らないうちに、銃じゆう殺さつされる可能性大だな。となると、川を泳いで渡るしか──しかし流れは急だ。川越えなら、敵てきからも逃のがれやすいが……君にはきついだろうな」

「ちっとも華麗じゃないな」

「花火の作戦は華麗だと思うが」

「それは花火が、だろ」

　確たしかにそうだ、と笑ってから、カルロは、真ま面じ目めな顔で──。

「君には苦く痛つうだろうが……水路から水路へと川を渡ろう。根こん性じようで乗り切ってくれ」

「川を泳ぐくらい何でもない」

「ではそういうことで、進むべきはこっちだな」

　目的の方向は定まった。どこから国境を越えるかで、目指す場所が変わってくる。

　選せん択たくしたのは、川越え。両岸とも高い塀へいが築きずかれている。ここは、用水路の門としての役目も果たしている。川から水を引いているのだ。両国間の条じよう約やくで門の大きさや数は決められている。塀の上には一定間かん隔かくで見張りの兵士がいる。ある意味ここは、両国間の不動の境界。ここで戦いくさが行なわれたことはない。着実にこの塀の向こうへ行くには、水路を通るしかない。塀が建けん設せつされていない場所もあるが、そこは川かわ幅はばが広くなっている下流で、泳ぎ切るのも難しいし、船を使おうにも、やはり岸には見張りがいる。

　両国は、この川に開かい閉へい型がたの橋を幾いくつか建設し、決められた時じ刻こくだけ開閉をしている。閉しまっている間は、大門も塞ふさがれる。この橋を往おう来らいしているのは、互たがいの国の人間ではなく他国の人間だ。ウェルラントやドルラードの者が通るとしたら、政府間交こう渉しようの合意によって定められた特定使者だけということになる。また、イリアーラの手形でも皇こう国こくには入れない。つまりカルロもジシェルも、偽にせの手形を使わない限り、入国できなかったということだ。

　カルロたちは、川の国境まで目を付けられることもなく、やって来た。無事に旅が出来たその最大の理由は、ジシェルが一人で行動していると思われていたこと──ゆえに二人で行動していたことで、追跡者の目を欺あざむけた。一いつ緒しよに乗ってきた馬も、たくさんの薬の荷も、置いていくしかない。カルロは最さい低てい限げんの荷──通行手形を水に濡ぬれないように保ほ護ごして懐ふところに入れると、あとはいつも通り硬こう貨かを腰こし巾ぎん着ちやくに持って、残りは置いていくことにした。もちろん何があろうと絶ぜつ対たいに手放さない大事な剣けんは、一緒に国境を越える──。

　地下水路に入り込こみ、水門まで向かう。そこには当然、番人がいる。水門を開け閉めする係と警けい備びを兼かねた者──ジシェルの件けんがあるから、普ふ段だんよりも厳げん重じゆうになっているものと思われた。案の定、水門に辿たどり着く前には、普段の三倍の兵士がいた──六人だ。が、警けい戒かいした様子もなく、妻つまや子の話をして過すごしている。

　やる気満々で、「斬きる」と呟つぶやくジシェル。水の流れる音が大きく、会話が相手に聞こえることはない。開閉する水門の他ほかにも水を引き入れる穴あながあり、常つねに水は流れ込んでいる。

「手荒な真ま似ねはやめてくれ……血は苦手だと言っているだろう」

「腰抜け野や郎ろうは、ここで待ってろ。私が全員片かた付づけてくる」

「いやそれは……」

「一人で待つのも怖こわいのか」

　呆あきれた口調のジシェルに、カルロは苦く笑しようを返し、観念した。

「まあ、そういうことになるな……」

　時刻も計画のうち。こちら側の門は、いつでも操そう作さして開けることが出来るが、ウェルラント側の門は、開いている時にしか入って行けない。対岸の警備兵に矢文でもして連れん絡らくを取ることも考えたが、目撃されるかもしれないし、何より、それを見た兵士が、確実に行動を起こしてくれるとは限かぎらない。面めん倒どう事ごとはごめんとばかりに捨すててしまう可能性もあった。あるいは、可能性は低いものの、文を受ける者が敵に通じている場合も考こう慮りよしなければならない。見つけた兵士ではなくても、報ほう告こくを受けた上官が、ドルラード側の人間であることは十分に考えておくべきことだった。そのような危き険けんを孕はらんでいるくらいなら、門が開いている時を狙ねらって勝手に入る方がいい。

「ジシェル、ここで待っているのは君の方だ。全員、眠ねむらせてくる」

「おまえには無理……」

　カルロは彼女の言葉を遮さえぎって──怪け我が人にんは黙だまっていろ、と押し殺した声で言った。そして、飛び出していく。剣は握にぎったが、鞘さやから出してはいない。出したところで、錆さびついていて、人を斬れるような剣でもない。

「誰だっ」

　向けられる灯ラ火ン具プを、剣で払はらって水の中に落とす。次に狙ったのも、もう一つの灯火具だ。暗くら闇やみで目を慣ならしてきたカルロには、明かりはない方が都合いい。

　剣で、素す手でで、相手を気絶させていく。眠った六人の兵士を脇わきに寄よせ、水に流されないようにしておく。それからカルロは、水門を開こうと取っ手を握り、力を込めて、ぐるぐると回した。一回、二回と回す度たびに、それよりも忙せわしなく動く鎖くさりの音がして──次し第だいに門が上がっていく。隙すき間まから水が押し入ってきた。通れるだけ開ければ、それでいい。

　出て来たジシェルは、倒れている兵士を見やって、ただ呆ほうけている。腰こし抜ぬけと思っていた男の強さをまだ信じていない顔で──。

「体を結ぶぞ」

　用意してきた縄なわで、互たがいの胴どう体たいを縛しばって繫つないでおく。カルロ、ジシェルの順番で梯はし子ごを登る。カルロは、勢いきおいよく流れ込んでくる水に顔を、体を突つっ込んで、川に面した方の壁かべに手をやり、水路側に戻もどされないように這はい出た。そして彼女に手を貸かす。

　薄うす暗ぐらくなり始めている頃ころとはいえ、川を泳いでいれば、姿すがたを見られる。それでも泳がなければならない──なるべく体を水面から出さないようにして。動く標的を狙える優ゆう秀しゆうな狙そ撃げき手しゆは、まずいないだろうが、水の中に隠かくれていた方が安全であることには違ちがいない。

　東に向かって流れる川を、対岸まで流されながら泳ぐ──開いているはずの目的の水門を過ぎてしまう前に、向こう側に辿たどり着けないと話にならない。

　二人は両りよう腕うで両足で、必死にもがきながら、なるべく頭を出さず、出しても少しの間に抑おさえて、泳いだ。川の四分の三ほどを越こえ、ウェルラントに近づいた頃、カルロは強く胴体を引っ張られた。思わず口の中の空気を漏もらし、溺おぼれそうになる。流されている──ジシェルが。すぐさま頭を出して空気を取り込み、沈しずんでいくジシェルを追う。彼女を左腕に抱かかえて、自由に力強く動かせる右腕だけで水をかき、水面へと出る。

　叫さけび声と銃じゆう声せいが聞こえる。どこに当たっているのか、銃を向けられているのは確たしかだ。彼女を呼よぶが、気づいてくれる様子はない。再ふたたび水に潜もぐる。

　ジシェル、もうすぐだから頑がん張ばれ！　心の中で祈いのりに近い叫びを上げる──。

　どうにか対岸まで辿り着いた。そして目的の水門から、流されるままに体を滑すべり込ませて、ウェルラント国の水路へと落ちる。彼女を腕に抱だいたまま、水路を流されるが、少しばかり流されたところで、溝みぞから上がる。姿を捉とらえて追ってきた兵士が二人。一人は力を貸して引っ張り上げてくれた。もう一人は、警戒して剣けんを向けている。

　カルロが飲んだ水を吐はき出す。それからすぐにジシェルの名を呼び、人工呼こ吸きゆうに入る。
















「彼女はアングス王国のジシェル・オックスだ。彼女を病院に。手配を急いでくれ。それからアングスの人間を誰だれかよこしてくれ」

「私はアングスの兵士です。私で用は足りますか？　何なりと」

　剣を構かまえていた男が言った。
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　クレーシア・アングス──アングス女王であるクレアの名だ。クレーシアの名は、母が名づけたのだと、ファゼスに聞いたものの、特別な感かん傷しようはなかった。クレーシア・アングスの披ひ露ろ目めのための、即そく位いの祝しゆく賀がを兼かねた晩ばん餐さん会かいが、これからアングス王宮で開かれる。

　──そんなもん開かなくたっていいのに。

　本当なら即位の儀ぎは、ウェルラントの森でも行なわれるものらしかった──けれど、女性だからという理由で、森には入れない。よって、アングス国内で実じつ施しできるだけの簡かん略りやく的な儀式しかなされなかった──女の王様だってバカにされるんだわ……。

　そんな空気を感じていることが、余よ計けいにクレアの気を重くしていた。もし男であったなら、ウェルラントの森での儀式は、『真実の扉とびら』で行なわれるはずだった。見てみたいのにな、と思った。ジシェルから聞いた『真実の扉』と呼ばれる遺い跡せき。

　──ネロスさんも見たいって言っていたよね……一いつ緒しよに見られたらいいのに。

　遺跡のことを想そう像ぞうすると、心が騒さわぐ。妙みように気になって……単なる好こう奇き心しんなのだろうか。どんな『扉』なのか考えるほど、見たくて堪たまらなくなる。忍しのび込むところとかないのだろうか。けれど、彼がいないのに、一人で行ってもおもしろくなさそうだ。『扉』には、どんな『真実』があるのだろう。

　──ネロスさん……どうしているのかな。

　彼がここを去ってから、三十日以上が過すぎている。一日も彼の顔が浮うかばなかったことはない。ここまで連れてきたのは、彼。だから、彼は責せき任にんをもって私をイリアーラに帰す義ぎ務むがある──そんなふうに思ってみた。けれど本当は、ただ彼に会いたいだけ。どうしてそんなふうに思うのかは分からないけれど。彼とは言葉が通じる、彼は優やさしい、思いのほか頼たよりになる──ここから救い出してくれるのは、彼しかあり得ないと感じるからだろうか……。きっとその理由も、『真実の扉』なら知っているような気がした。

「陛へい下か、急いでこれをお召めしになって下さい。袖そでが違います。通すのはこちらで……」

　急せかす侍じ女じよを、クレアはうっとうしく思った。晩餐会などに行きたくなくて、物思いに耽ふけってしまうせいか、体の動作も自然に遅おそくなるし、出席するのに着き替がえなければならない『正せい装そう』がまた、気に入らなくて、憂ゆう鬱うつだった。

　──だからねっ、こういうのを田舎いなかくさいというのよ！

　誰にも言えるはずもなく、クレアは、あまりに趣しゆ味みに合わない服を、恨うらめしそうに見やる。こんな格かつ好こうをするくらいなら普ふ段だん着ぎの方がどれだけいいだろうと思うと、それだけでも倦けん怠たい感に見み舞まわれる。こんなふうに動きづらい格好になるのなら、それに見合うだけの素す敵てきな服で身を飾かざりたいと思うもの──が、ひらひらのひだや縁ふち飾かざりは、世辞にも素敵なものとは言えない──洗せん練れんされた感じが一つもなかった。アングス内で執とり行なわれた女王即位の儀の時に着た服は、二に枚まい布ぬのを合わせただけの非ひ常じように簡かん易いな作りのもので、軽くて動きやすかったから、余計に嫌いやになる。希少価か値ちがあって高価な服は、アングス王即位の儀の時のものだろう──布の感かん触しよくが、今までに経けい験けんしたことのない不思議なものだった。

　ハァ……溜ため息ばかりの彼女に、優やさしい言葉をかける侍女はいない。

　それは自分が悪いのだということは、クレアも承しよう知ちしていた。馴な染じめないのは、自分が心を開かないからだし、言葉を覚えようともしないからだ。仲良しはジシェルだけだというのに、彼女はどこかに行ってしまって……無事なのかどうかも分からないままで──。

　どうして仲良しになれたのか──それは彼女の人ひと柄がらもあるけれど、一番は、自分の心の持ちようによると思った。王女としてでも女王としてでもなく、クレアとして知り合い、クレアとして付き合いが始まったからだ。この国に着くまでの間、すごく楽しかった。

　もちろんそこには、彼もいた……。

「クレーシア陛下、身だしなみの方はこれで大だい丈じよう夫ぶです。そろそろ会場に参りましょう」

　晩餐会が始まる時じ刻こくになるらしい──このくらいの言葉はクレアにも理り解かいできるようになっていた。ベルロイド伯はく爵しやく家けで行なう比ひ較かく的気楽なものにしか出席したことのないクレアは、王様がたくさんいる晩餐会がどんなものなのか、想像できずに緊きん張ちようした。が、何より言葉が通じないのが辛つらい。どうせ帰るのだから、覚えても仕方ない……。

　いくら宴うたげの主役だと言っても、何を話しているか意味も分からないのに笑え顔がおを振りまいていては、怪あやしい人、気色悪い人になってしまう。完全無む視し、無む表ひよう情じように限かぎる。ただ凜りんとしていればいい──凜とした感じになるほどきりっとした顔をしていないけど……。

　そう決めるとクレアは、ただ冷たく無ぶ愛あい想そうな人にしか見えないであろうことを自覚しながら、徹てつ底ていしてそういう態たい度どを取り続けた──それは晩餐会での席だけのものではなく、普段から変わらないものなのかもしれなかった……ファゼスとジシェルと話す時以外は、ずっとそんな感じだった。だから、会場で特に苦労することはなかった。いつも通りにしていればいい。その態度は、彼の姿すがたを捉とららえて──彼がこっちに向かって歩いてきて、心しん臓ぞうが跳とびはねるほど驚おどろいて、どきどきして──それでも変わることはなかった。

　同じ無表情で彼を見る。彼は何を感じているのか──じっと見つめてきて、クレアはただ、静かに見返した──それしか出来ないから。いくら彼にはイリアーラの言葉が通じるとしても、ここで他国の言葉を話せば顰ひん蹙しゆくを買うことも分かっていたから……。

「陛下。ジシェルのことをご心配なされていたとか。彼女の無事をご報ほう告こく申し上げます……」

　ウェルラントの言葉で、確たしかに彼はそう言った──どこで何をしていたのか、訊ききたいことが溢あふれ出ても、声にならない。彼のウェルラントの正装も、他の人のは田舎っぽく見えて笑いたくなるばかりなのに、彼が着こなせば、こんな服でさえも洗練された感じになって……優ゆう雅がと感じることも、口にしたくても出来なくて──代わりに涙なみだが頰ほおを伝った。泣いてはいけない──そう思うほど余計に……。
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　クレアの表情を前に、カルロは凍こおりついたように動けなくなった。まるで時間が止まったかのように──いや、時間が遡さかのぼったかのようで──。

　目の前にいるのは、一体誰だ？　冷たい──そして、危あやうさを秘ひめた孤こ独どくの表情。

　クレアを見ながら私は、一体誰を見ているのか──胸に面影を抱いて旅をしている愛する人に決まっていた。女王として悪戦苦く闘とうしていた彼女の強さの中にあった孤独が、クレアと重なる。

　クレアのものは、強い覚かく悟ごや信念を秘めた彼女の顔とは違ちがう──違うけれど、彼女の中にあったそれを、そのまま映うつし出しているかのようだ。クレア……どうしてそんなに変わってしまったんだ？　強く明るく前向きで、無む邪じや気きに笑っていたあのクレアはどこへ？

　時を超こえて、祖そ国こくシュラトス王国に身を置いているような……そんな胸むねの熱さを感じてカルロは、必死に、意い識しきを今に繫つなぎとめようとした。

　そうだ、クレアにジシェルのことを知らせに来たのだった……。

　ジシェルは、無む断だんで、誰にも言わずマイノア公爵の屋や敷しきへと向かった。だから、みなが案じているはずだった。クレアに、早く彼女の無事を知らせてやりたいと思って──。

　あれからジシェルを病院に入れ、医い師しに預あずけた。アングスの兵士が、王宮まで送ると言ってくれたため、彼女のことを報告するために、先にやって来た。一人で身軽だったため、思いのほか早く到とう着ちやくできた──それとも彼女に伝えたい一心で、急いでいたからか……。

　ファゼスに、クレアへの言こと伝づてを頼たのんで、病院に戻もどろうしたところで、休んでいくようにと声をかけられた。ずっとまともに寝ねていなかったし、疲つかれていたから、その言葉に甘あまえて、あてがわれた部屋で休んでいると、ファゼスの使いがやってきた。クレーシア王の力になってくれと……意味が分からなかった──けれど頼まれるままに正せい装そうに着き替がえることになって、こうして晩ばん餐さん会かいに足を運んでみれば、ファゼスの意図を理解するのは、容易たやすい。

　凜としたクレアの態度。その瞳ひとみから静かに一ひと筋すじの涙が流れ落ちる。

　──私は……どうしたいのだ？

「陛へい下か……」

　とにかく今は彼女をここから連れ出して──。

「ご気分が優すぐれないようですが……無理をなさいませんよう」

　手をとり、もう片かた方ほうの手を顔にやって涙を拭ぬぐう。それから彼女の手を引き、会場を出た。そこにも人はいる。まともに話していられない。

「少し部屋で休まれた方がよろしいですね」

　周囲に気を配りながらカルロは、彼女の部屋へ向かう。その間、どうなされたのかと慌あわてる者たちに、女王の体調不良を訴うつたえた。部屋では──イリアーラの言葉で。

「クレア、何かあったのか？」

　どうしたらあの明るいクレアが、このようになってしまうのか──。

「ネロスさん……家に、ベルロイド工こう房ぼうに帰りたい……」

　クレアは嗚お咽えつして、カルロに抱だきついた。父だというゴードウィンの葬そう儀ぎでも、みなが涙に暮くれる中、一人、平気な顔でいたのに──王宮生活が嫌いやでも挫くじけないと言い聞かせて泣かないようにしてきたのに──。

「ネロスさん、お願い。何とかして。私を帰して！　もう疲れちゃったよ……」

「クレア……」

　カルロは、クレアの肩かたに、震ふるえる手を載のせた。抱き締しめてやりたくて、私が帰してやると言ってしまいたくて──でも、それは出来なかった。理り性せいで食い止めた。今の自分に、彼女を抱き締めてしまっていいはずがない。けれど──。

「クレア、君が帰れるまで、私に力になれることがあるなら……せめてここにいて……」

　──私は何を言っているのだ……国に関かかわらず生きていくと、そうしたいと願っていたはずではないのか……。

「今度は本当にいてくれるの？」

「……ああ。だから元気を出してくれ……私がいたところで何が解かい決けつするわけでもないだろうが……君が帰れるように力になりたい」

「ありがとう、ありがとう、ネロスさん！」







　第四章　攪かく乱らん
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　丸一日眠ねむろうとしていた。起きるのが億おつ劫くうで──そうではない……起きてクレアに会いたくなかった。寝しん台だいの上でカルロは、何度も息を漏もらした。そうしているうちには、また眠ってしまっていた。本当なら起きて、これからどうするのかクレアと、というよりは、ファゼスを始めとする家臣たちと話し合わなければならない──勝手に居いついてしまうわけにもいかない。まさか、クレアを連れ帰るまで置かせてくれ、とも言えない。とんでもない奴やつだと追い出されるだろう。

　彼女に、つい……あんなことを言ってしまったが……。

　クレアの心細い気持ちも分かった。彼女は工房で立りつ派ぱな絵え付つけ師しになるのが夢ゆめなのだから、それを応おう援えんしたい、イリアーラに連れ帰りたいと、素す直なおに願っている。が、現げん実じつがそれを許ゆるさないことも承しよう知ちしている。許すようになるまでには時を必要とする……。

　戸を叩たたく音。今度は誰だれだろう。返事をする。ファゼスだった。

　食事はどうするか、という世話係の問いには、その場でいらないと答えて寝台から出ようとしなかったカルロだが、ファゼスが来たということは、何か話があるからなのだろう、手で髪かみを気持ち整えた。戸を開けて、

「このような格かつ好こうで失礼します」

　一言断ことわった。寝間着のままだ。

「一いつ緒しよに飲みませんか」

　酒を手に、ファゼスは言った。

「これはまた……」

　ファゼスの持っている酒を見て、カルロは笑えみを返す。ウェルラントの一級品だ。

「誘さそってしまって大だい丈じよう夫ぶでしたか？　ひどくお疲つかれのようですが」

「一日寝ていましたから、楽になりました」

「ジシェルが世話になりました。改めてお礼を申し上げます」

　ファゼスは、勝手に失礼しますと断ってから、部屋の棚たなから酒器を出して、椅い子すに座すわった。カルロも向かい側に着く。

「実は……陛へい下かからのたっての希望で、ネロス殿どのを王宮に住まわせて欲ほしいと。色々と世話になっているので、こちらとしても歓かん迎げいし、もてなしたいとは思っているのですが、正式に住まうということになると話は変わってきます。周囲の目もありますから……」

　ファゼスが酒を注ぐ。互たがいに乾かん杯ぱいの仕草をして口にした。

「ええ、分かります。私も何もせずに居候いそうろうする気はありません……遠えん慮りよなさらず、何でもおっしゃって下さい。仕事なら何でもしますし、覚えますので」

「そう言っていただけると助かります。しかし、本当によろしいのですか。ネロス殿が戻もどって来られたと陛下は喜んでいらっしゃるが……その、前は、止められるのも構かまわずにここを……何かなすべきこともであったのでは？　それもドルラードへ行っていたとなれば……それはもうよろしいのでしょうか」

「何か私に関して疑ぎ念ねんでも？」

　シュラトス王国で、密みつ偵ていではないかと疑うたがわれたことと重なる──彼が言っているのは、そういうことだろう。

「いえ、その、こちらにいらっしゃった時、ネロス殿はイリアーラの手形で入国なされたはず……どうやってドルラード皇国へ？　イリアーラの手形では入れないでしょう。ですからその……我わが国に対してどうこうと疑っているわけではないのですが、ただの商人とは思えない……皇国へ向かったのも、相応の目的のようなものが……」

　カルロは、くすくすと笑い出す。

「やはり密偵とお思いのようですね」

「い、いえ、その……まあ、正直申し上げると、イリアーラ帝てい国こくの命を受けて、ドルラードへ行かれたのではないかと。こうして再ふたたびアングスへと戻って、それもジシェルを救うための行動とあらば、我らに対して何かあると疑うことは出来ませんし……」

　申し訳わけないと、何度も謝あやまるファゼスに、よいのですと言って、カルロは立ち上がると、いくつもの手形を持って席に着き、見せた。

「どれも本物だし、どれも偽にせ物ものです。国こく情じように振ふり回されずに好きなところへ行きたい。その時に応じて使えるように、準じゆん備びしてあるだけのことです」

　イリアーラには、国の管理下、秘ひ密みつ裏りに存そん在ざいする特とく殊しゆ機関がある。偵察を主な任にん務むとして、手形の偽ぎ造ぞうもその一いつ貫かんとして行なわれている。各国の手形がどういうものかを常つねに把は握あく、偽造する。カルロは、それを受け取ることの出来る立場にはなかったが、方々に人脈を持っているため、入手するのは容よう易いなことだった。

「私は商人です。密偵ということではありません。不正な方法で手に入れていることは確たしかなので、真っ当な商人とは言い難がたいですが」

「セレオズですかな？」

「そうではありませんが、それではいけませんでしたか」

　セレオズは生きていた──滅めつ亡ぼうしていたはずなのに、祖そ国こくシュラトス王国へ行き、祖国に帰れなくなってからは、違ちがっていた。今も歴史の中で息づき、活かつ躍やくしている。

「ご迷めい惑わくでなければよいのです、ここに留とどまることが」

「クレアの助けになるならと、そう決めたことですから。せめて迷惑にならないように、仕事はさせていただきます」

「それで私の提てい案あんで、ネロス殿次し第だいなのですが……陛下の語学教育係ということで、お願い出来ませんか。言葉をお話しになろうとはしないのだが、ネロス殿が先生ならば、覚えて話そうとして下さるかもしれない」

「そのようなお仕事をいただけるとは、痛いたみ入ります」

「了りよう承しようしていただけてこちらとしても助かります。ここにいたければ職しよくに就けと脅おどしているようなものですからな」

「そのようには受け止めていませんから。却かえってこちらも有り難い」

　互いに微笑ほほえみ合う。改めて乾かん杯ぱいするという空気になった。二人で飲む酒が進む──。

「これでクレーシア様が少しでもこの国に慣なれて好きになって下さればよいのですが。それを貴き殿でんに期待するのも申し訳ないが……きっかけになってくれればと願っています」

「きっかけというなら、私ではなく、アリーシア殿がお戻りになることでは？」

　それからカルロは、アリーシア救出作戦について、ファゼスに持ちかけた。

「今も、間違いなくマイノア公こう爵しやく家けのバム離り宮きゆうに。監かん禁きんされていながら、厚こう遇ぐうというのも変な話ですが、周囲で気を遣つかっている様子が窺うかがえましたので、お元気でいらっしゃるものと推すい察さつします」

「まさか皇こう国こくではアリーシア様のことをお調べ下さっていたのですか……感謝致いたします」

「マイノア公爵家が、皇こう王おうと対立しているかもしれないというのは、ご存知ですか？」

「そのようなことが？　マイノア公爵は、皇王の従兄いとこで、右みぎ腕うでと言われていた……」

「今はその関係も崩くずれています。渦か中ちゆうの人物に会って交こう渉しように持ち込こめないかと思って滞たい在ざいしていたのですが……それは叶かなわずにこちらに来てしまった」

「ジシェルが足を引っ張ぱりましたかな？」

　互いに苦く笑しようした後は、声を上げて笑う。

「いい娘むすめです。娘というのもおかしな話ですが」

　ファゼスが言うと、カルロも答えた。

「クレアのいい姉です」

　それから話は逸それることなく、すぐに戻る。

「マイノア公爵の末すえ息子むすこ──ロルフ・マイノア公が、任まかされている東方の植民地での政せい策さく路線が、皇王には気に入らなかったようです。マイノア家の免めん税ぜい特権を一部排はい除じよして、ロルフ公から、多た額がくの税を徴ちよう収しゆうしています。それを不ふ愉ゆ快かいと思ったのは、彼の父、マイノア公爵の方でして。公爵は、自分には皇位を継ぐ資し格かくがあるのだと、あわよくば皇位を奪うばおうと動き出した節があります。公爵の後こう継けい者しやと言われているロルフ自身は、皇位には興きよう味みないようですが」

「まさかドルラードが内側にそんな爆ばく弾だんを抱かかえていたとは。しかしそのような情じよう報ほうをどこから……いえ、ネロス殿どのの話を疑うたがっているわけではないのですが」

「ある会かい員いん制せい高級喫きつ茶さで、マイノア公爵を持ち上げようとする者たち──今の皇王に反感を持つ者たちが集まっていましてね、そこでは、みな、ロルフ公をたたえ、皇王を貶けなすという、あからさまな話をしていました。王権を、公爵が手に入れた暁あかつきには、ロルフを皇王に立てようという思いを抱いている。そうなれば、三十そこそこの皇王が誕生です。

　彼らは父である公爵の人望で動いているというより、ロルフ本人の政策や考え方を評価していて、彼に王位に就ついて欲しいと、彼の経済感覚こそが今の時代には必要なのだと、信しん奉ぽうして行動を起こしています。

　ですから、マイノア公爵にとって、アリーシア殿の存在は、何かと利用価か値ちのあるものになっているはずです。どう利用するのか──私なら、皇王を陥おとしいれるために、こう言います。皇王は密ひそかにアリーシアを妾めかけにしていた、と。そう吹ふい聴ちようした上で、裏うら切ぎり者だとして二人を共に処しよ刑けいする──アリーシアは死んだと公表していた通りに。いや、失礼……。ですが、そういう危き険けんも考こう慮りよし、その前に救出しておくにこしたことはありません」

「そのようですな……」

　ファゼスは微び苦く笑しようした。カルロの偵てい察さつ能のう力りよくに、また想そう像ぞう力りよくに──いや、未来予知能力に舌したを巻まく。まるでゴードウィンを見ているかのようだった。アリーシアがいなくなってから、一体誰が予言をしてきたのか──ゴードウィンに他ほかならない。彼女の予言は、直感によるものが大きかったが、彼の場合は違う。優すぐれた観かん察さつ眼がんによって得た情じよう報ほうを、あらゆる解かい釈しやくと予よ測そくで料理して、それを予言として導みちびき出していたのだ。

「私の勘かんですが……」

　というカルロの言葉に、またしてもファゼスは笑みを浮うかべる。それが本当に「勘」であろうとなかろうと、彼の言葉は、ゴードウィンやアリーシアの語る言葉の力、その神しん秘ぴ性せいをも超こえるものだと、ファゼスは感じた。

「彼女を取り戻もどすために話し合いをするなら、相手はロルフ殿にした方がいいように思います。彼と面会して、どのような人物か考察するつもりでいて出来なかったので、はっきり言えませんが、どうもマイノア公爵は、信用ならないような気がします。ロルフ殿の帰国予定はまだですが、うまく連れん絡らくをとって、協力を要よう請せいしてみてはどうでしょう」

　分かりました、とファゼスは強く頷うなずいた。




　　　　２




「いやいやいやぜぇーったいにいや」

　わがままを言うクレアを、カルロは軽く睨にらみながら、諭さとすように言う。

「そうやって君からみんなを拒きよ絶ぜつしたら、誰も君の味方をしてくれないぞ」

　かつての自分がそうだった──私が偉えらそうに言えることではないな……と、自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべている彼に、クレアは気づいていない。

「言葉を覚えても無む駄だだと思いたい気持ちも分かる。どうせイリアーラに帰るのだという気持ちも酌くもう。それでも、今君はここにいて、みんなが君を守ろうとしている。そんな彼らに対して、何か声をかけたいと思うことはないのか？　普ふ通つうに世間話でも何でもしていれば気も紛まぎれるはずだ」

「別にみんなとおしゃべりなんてしたくないもん！」

「必ず君が工こう房ぼうへ帰れるようにする。だが、言葉を話さずに済すむような時間で、それは成し得ない。君の立場を確かく立りつしておくためにも、ウェルラント語は習得してもらわないと困こまる。そう思い詰つめなくても、帰りたいという願いを叶えると約束する。だから、それを信じて、君も努力して欲しい」

「でも……私、そんなに器用に覚えられない……ネロスさんと違ちがうわ……」

「大だい丈じよう夫ぶ。私が教えるのだから」

　冗じよう談だんなのか本気なのか分からない微び妙みような彼の笑みに、クレアもつられて微笑ほほえんだ。

「……ネロスさんは、ウェルラント王になれとか、このままアングス女王をやるんだとか、絶対に言わないよね？　だったらネロスさんを信じるわ」

「アングス女王になっている今、その地位をすぐに解とくのは無理だろうが、少なくとも君はウェルラント王にはなれないだろう」

「でも、ファゼスさんは、なってくれって言っているわ」

「そう希望してはいるのだろうが……ウェルラント王になるに当たって必要不ふ可か欠けつな条じよう件けん──森での儀ぎ式しきに、君は参加できない。女性で入れないのだから仕方ない」

「そうよ、女性蔑べつ視しの国くに柄がらなのに、なんで女王を立てるのよ。私、蔑視されているんでしょう？　本当は、女性に王位継けい承しよう権けんなんてないんじゃないの？」

「アングス王国で個こ別べつに女王を立てようと、それは自由。森で執とり行なうはずだった王位継承の儀式は、君が入れないために国内で簡かん略りやく的に行なわれただけとなったが、それは王位継承の条件ではない。他に何らかの儀式があっても、女王は立ち入れないから、国家間同士で、仲間外れ的な存そん在ざいとなってしまうのは否いなめないとしても、女王の存在そのものが否定されているわけではない。現げんに君の母君も、王位継承者だった」

　かつてアリーシアも、そんな事情の中で苦く悩のうしていた。彼女は、ゴードウィンと知り合った当時、第一位の王位継承者だった。彼女には本来一位であるはずの兄がいたが、病弱だったために長いこと静養していて、王宮から遠く離はなれた地で隠かくれるように生活をしていた。人前に出ることもなく、王位継承権を放ほう棄きしていた。兄よりも、利発で闊かつ達たつな面もあり、その特とく殊しゆな能力で国を導いてきた彼女の方が、人気があった。彼女がアングス王になることに反対する者はなかった。だが、ウェルラント王になるという道は、女性であるゆえに絶対的に断たれることになる。

「どの王国でも、ウェルラント王になることを、王は期待されている。宮仕えをしている者であれ、民たみであれ、やはり国の王がウェルラント王になってくれることを望むものだ。王というのは、民族の長という色合いが濃こい。ウェルラント王を輩はい出しゆつすることが、優ゆう秀しゆうな民族である証あかしとなる」

　アリーシアのことは、ファゼスから聞いた──カルロは、彼女のことを話す彼から、思いが伝わってきて胸むねが熱くなった。彼は幼おさない頃ころから王宮内に住んでいた。上級貴き族ぞくの家柄で、宮仕えをするための英才教育を受け、早いうちから王宮暮ぐらしを許ゆるされるようになった。アリーシアのことも、ずっと見てきたという──もしかしたら、そこに特別な感かん情じようもあったかもしれないが、それよりも彼は、友であるゴードウィンと、アリーシアのことを、血の滲にじむような思いで心に抱いだき続けていた。

「女であるためにウェルラントの王にはなれないという不条理な立場にあったことに加えて、彼女は自分が他国からよく思われていないことも自覚していた。いや、この言い方はまずいな……彼女はカミアスに愛された姫ひめ君ぎみだ。みなが彼女を大事にしていた。だからこそ、彼女に王という権力が加わることを、他国は恐おそれた。彼女が特別だからこそ、王としての権けん限げんも特別なものになり、それが他の国々の権けん威いや権力を侵おかすことになるのではないか、と。羨せん望ぼうと嫉しつ妬とが表ひよう裏り一体だ、というのもあるだろうね。彼女は、自分が王位に就ついては、他の王たちが心こころ穏おだやかではいられないと分かっていて、王位継承をためらっていた。

　そうした中、彼女の父王が病にかかり、公こう務むが出来ない状じよう態たいになった。回かい復ふくの見込みもなく、彼は、彼女に王位を継いで働くようにと言う。同時に、彼は家臣に命令していたらしい──娘むすめの恋こいの相手、ゴードウィンとの婚こん儀ぎを早く進めよ、と」

「ゴードウィンとの婚儀？　なんで王様がそんなことを言い出すの？」

　少しは両親のことに興きよう味みを持ってくれたのかもしれない態度──カルロはそれを、喜ばしく思った。

「ゴードウィンは、絵え付つけ師しとして、受注や納のう品ひんのために、ここに出入りしていたんだ。その間に、互たがいに恋に落ちたってことだ。貴族の息子むすこというわけでもなく、ましてウェルラントの民でもないのに、王は、ゴードウィンの名を挙げた。娘の恋を尊そん重ちようしようという理由だけで、とは考えにくい──何かのきっかけでその政せい治じ的才さい能のうを見み抜ぬいていたのかもしれないな。当時、アリーシアに求婚する王子もいたという。レシュテン王の第二王子だったという話だ。婚約の話が持ち上がったこともあったらしい。それでも彼女の父親は、娘がゴードウィンと結ばれることを望んだ。それだけ絵付師の男の、王としての手しゆ腕わんを見抜いていたわけだから、すごいことだ。アリーシアの知らないところで、ゴードウィンに使者が向かった。彼は、王位を継つぐに当たってのアリーシアの苦悩を察し、悩なやんだ末に、絵付師としての自分を捨すて、アングスへと行く。そうして結婚の儀を執り行なってまもなく、アングス王は安らかな眠ねむりについた。王位を継いだのはゴードウィンだった」

　よそ者が王位を継いだと、非ひ難なんの多かった当時から、ファゼスが腹ふく心しんとして彼を支ささえる。その揺ゆるぎない功こう績せきによって、ウェルラント王にもなると、ファゼスの立場も安定した。

「海を隔へだてた他国の、他民族の男がアングス王となり、さらにウェルラント王となったことは、奇き跡せき的な快かい挙きよ。アングスの民も、彼を慕したうようになった。彼のことは、アリーシアが呼よび寄よせた新しい風──救いの風だと評判になった。そんな時に、アリーシア王おう妃ひがさらわれてしまう。彼女のためにやって来て、ゴードウィン王は、その彼女を失ってしまうんだ──」

　話しながら涙なみだぐみそうになって、カルロは慌あわてて力を込こめる。

「祖そ国こくに帰れない彼女のことを思い、彼女の祖国を決して離れずにいた。彼は、どんな思いで再さい会かいの時を待ち続けていたのか──」

　決してイリアーラの地を踏ふまなかった彼の思いは、ここにあるような気がした。それは『よそ者』からの脱だつ却きやくのため──祖国がアングスであることを、ウェルラントであるという決意をみなに示しめすためでもあっただろう──が、本当にその決意を伝えたかったのは、アリーシアなのではないかとカルロは思った。かつて自分が、シュラトス王国を祖国とすると女王に誓ちかった時に、イリアーラには帰らないと覚悟したように。

「彼女が帰って来たら、君は女王をやらなくていいようになる時が来る。だから、それまでは、ここの人間として、女王として振ふる舞まうんだ。いいね」

「うん……分かったわ」

　明るい顔で返事をする。

「ファゼス殿どのを始めとするアングスの人たちが望んでいるように、君がウェルラント王になるのは無理だが、最低限、心得なければならないことがある。他の王たちとの話し合いの席で、女王として、どれだけ主しゆ張ちようしていけるかが、アングス王国の未来にかかってくる。気弱な王が、何も主張できずに、他の王たちの言いなりでは、国に不ふ利り益えきをもたらす。ゴードウィンのように強い指し導どう力りよくを発はつ揮きしてこその王だ。そして、六王国の力の均きん衡こうが崩くずれないよう、最大限に気を遣つかわなければならない。ウェルラントの未来のために」

「よく分からないけど、ネロスさんは、帰れるって約束してくれた……だから、それまでは何だってするわ」

　それからのクレアは、素す直なおにカルロの教えを受けた。

　そして、ウェルラント王を最終的に決める日を明日に控ひかえて──。

「クレア、聞いているだろ。明日には、新しいウェルラント王が決まる。その場に君も出席しなければならない。明日を無事にやり過ごすための打ち合わせと行こう」

　カルロの悪戯いたずらっ気けたっぷりの笑み。クレアも、にっこりと笑った──自然と笑顔を取り戻もどすようになっていた──。

　翌よく日じつ。カルロは、ウェルラント王の決定の会議の席に、クレアと共に向かった。現げん在ざい、クレア以外の他ほか五名の王は、いずれも男。

　王たちの座すわっている六角形の卓子テーブルを見み渡わたすカルロ。彼は、クレアの側近として、彼女の背はい後ご、少し離はなれたところに座った。どの王も、側近が一人ついて同席している。これまでは、ファゼスの席だったそこに、カルロがいる。カルロを指名したのはクレアだ。周囲の反対はあったものの、ファゼス本人が、ネロス殿ならばと了りよう承しようしたことで、王宮内の反対者も、頷うなずくしかなくなった。

　大役を任まかされているにも拘かかわらずカルロは、話し合いの最中に、足を鳴らしたり咳せき払ばらいしたりと、一見して落ち着かない様子で──時折周囲の冷ややかな視し線せんを浴びていた。新しい王に、新しい側近──その組み合わせでの参加を表立って非ひ難なんする王はいないが、新参者とあしらわれても仕方のない状じよう況きようではある。

「では、そのように」

「それでよろしいのではないかと思います」

「それに関しては、改めて回答させていただきたく思います」

「それは冗じよう談だんのおつもりですか」

「理り解かいしかねます」

「その点は、ネロスが説明します」

　クレアは、表ひよう情じようを変えずに、淡たん々たんと話し合いに参加している。クレア本人は、まるで内ない容ようを把は握あくしていない──ただ、カルロに言われたようにしているだけ。クレアは、背後の彼の合図に耳を傾かたむけていた。神しん経けいが向いているのは、そこだけだ。間ま違ちがいのないように、合図と言葉の組み合わせを確かく認にんしつつ、声に出す。同じ単たん純じゆんな合図だけだと、ばれてしまうかもしれないから、一つの言葉に対して何種類もの合図を用意していた。記き憶おくするのも大変だ。表情は常つねに変えず、というのも彼の指示。

　そうして解散になって部屋に戻ると、クレアは寝しん台だいに仰あお向むけになり、空中で足をバタバタとさせて喜んだ。

「うまく乗り切ったわ！」

　けたけたと笑う。

「内容の方を説明してもいいかな？」

「いらない、それ。どうせ意味分からないし」

「少しは王様としての自覚を持つべきじゃないか？」

「うーん、ネロスさんがそういうなら、持ってみてもいいかなぁ」

　まだ笑っている。神経を使って疲つかれ果てているものと思っていたカルロは、クレアの意外にへこたれない様を見せつけられて、頼たのもしく感じた。

「じゃあまずは簡かん単たんなおさらいからだな。六角卓子に座った順番は覚えているね。右から、国を言ってごらん──ウェルラント語の発音で」

「セルバ国、エドラ国、ヨシュファン国、ギアーナ国、レシュテン国」

「ご名答」

　これは、六角王宮の並ならび、位置をも示しめしている。

「次期ウェルラント王の最有力候こう補ほは？　というか、既すでに決まったようなものだが。次は最終的議決による笏しやく杖じようの引渡しと森での儀ぎ式しきが一いつ緒しよに行なわれる」

「ええとね……よく聞き取れなかったんだけど……レシュテンという単語ばっかり出てきていたから、その人？」

「なんだ、ちゃんと分かっているじゃないか。なら問題はない。私は、ファゼス殿と話があるから、失礼するよ」

「って、それだけ？」

　おさらいだと脅おどしておいて、随ずい分ぶんと甘あまい──クレアは肩かた透すかしを食くらった気分だった。

「ねぇ、あんなに長いこと話していて、本当に内容はそれだけなの？」

「まあ、大まかにはそんなもんだ。下らない話も多々あったし……細かいことは、そう気にすることではない。またいずれ」

　優ゆう雅がに微笑ほほえみ、颯さつ爽そうといなくなる彼を、クレアはただ見送る──必ずイリアーラに、ベルロイドに帰してくれると約束してくれた。その背せ中なかは、大きくて力強くて優やさしい。頼りになる人だという彼への思いは、高まっていくばかりだ。何があっても、彼のことは信じるつもりだった。親方との約束を果たしたから、彼はここを出て行ったのだ。だから今度も、私との約束を果たすまでは、絶ぜつ対たいにここにいてくれる、そう思えた──きっと誰だれよりも優しい目をしているから……かもしれない……。
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　ジシェルが帰って来たという報ほう告こくを受けてクレアは、跳とぶようにして出で迎むかえに行った。

「ジシェル！」

「クレア様！」

　互たがいに抱だき合うが、ジシェルは顔をしかめた。

「ご、ごめん、痛いたいよね……」

　思わずイリアーラの言葉で話してしまって、クレアは改めて、ウェルラントの言葉で、お帰りなさいと言う。が、すぐに元の言葉に戻もどる。

「ネロスさんに聞いたわ。ジシェル、アリーシア様のところに行ったの……もしかして私のため？　その……私の言葉数が減へって……笑わなくなったから……だからお母さんを連れてきてくれようとしたの？」

　カルロが、クレアにそう教えていた──ジシェルの早まった行動の裏うらに何があるのか分からなかったのだが、クレアを一目見て、そう理り解かいしたのだ。

「なんか、『お母さん』って呼よぶのも変な感じだけど……」

　クレアが照れたように笑う。

「……ええ……まあ……でも、クレア様、元気になってよかったです」

　ネロスがクレア様を変えたのか……とジシェルは思った。そして、腰こし抜ぬけと言ってきたことを謝あやまらなければならないと反省する──いつも逃にげ腰で、剣けんを抜かず、剣を飾かざりにしているだけ──けれどそれは違ちがった。

「ネロスは？」

「それが……最近ファゼスさんとべったりで、いつも二人で何かしているの。今もきっとファゼスさんと一緒よ」

　話しているところへ、カルロが走ってくる。宮きゆう廷てい着ぎ姿すがたのカルロを見て、今度は出て行くこともなくここにいるのだと察し、ジシェルは嬉うれしくなる自分の気持ちに戸と惑まどった。

「ジシェル、傷きずの具合は？　無理して帰って来たんじゃないのか」

「平気だ。それより……腰抜け呼ばわりして悪かったな……」

「構かまわない、本当のことだ。クレア、ジシェルと話でもして過すごすといい。もちろんウェルラントの言葉でだ」

「はい、分かってますよ、先生」

　クレアは投げやりに、ウェルラント語で答える。話すのはなかなか難むずかしいが、聞き取るだけなら、問題ないくらいに上達していた。これまで耳を塞ふさいできたのを、聞こうとするだけでも、すんなりと言葉が入ってくる。

「ネロスさん、やっぱり忙いそがしそうね」

「ネロスのやつ、何しに来たんだ……」

「あら、ジシェルのことが心配だから、顔を見に来たんじゃない」

　何な故ぜか顔が熱くなるのを感じて、ジシェルは首を振ふった。

「ねぇ、部屋で休みながら、ゴードウィン王のこと、聞かせて」

　クレアが、そのようなことを言うのは初めてだった。その心しん境きようの変化に驚おどろきつつも、ジシェルは涙なみだぐみ、大きく頷うなずいた。ゴードウィン王のことなら、いつまででも話していられるくらいに、たくさんの思い出があった──。

「なんかファゼスさんがね、ネロスさんとゴードウィン王が似にているっていうの」

　そう言われると、ジシェルも、反はん応のうに困こまる。そうだと頷けば、彼をゴードウィン王と同どう格かくに認みとめてしまったことになりそうで嫌いやだった──なんとなく……。

　こうして彼女たちが、ゴードウィンの会話に花を咲さかせている頃ころ、ファゼスの執しつ務む室しつでは、ジシェルの話をしていた。帰ってきてくれてよかった、と。そして、

「それにしても……」

　ネロス殿どのはゴードに似ている、とファゼスが言おうとした時、戸を叩たたく音が部屋に響ひびいた。ファゼスが入るように言う。現あらわれた男は、敬けい礼れいして報告した。

「恐おそれ多くも陛へい下かの暗殺を企くわだてた犯はん人にんが、たった今、分かりました。おそらく砲ほう台だい爆ばく破はの指し示じをしたのも同一人物かと」

　ファゼスが立ち上がる。カルロの手にも力が入った。報告者は、声を潜ひそめて、緊きん張ちようした面おも持もちで──。

「レシュテン王かと」

　その名を口にした後、経けい緯いを説明する。

　ベルロイドで捕とらえた騎き士し二人は、なかなかどこの国の者か白はく状じようせず、調ちよう査さは進まず、困り果てていた。ところが、ジシェルによって怪け我がを負い、伯はく爵しやく家けで看かん護ごを受けていた騎士を迎えに行っていた者が、騎士を連れて今日戻り──事じ態たいは一変。

「命を救われて感謝しているということなのか、彼が自白を。レシュテン王に命じられて陛下を狙ねらったことに加えて、レシュテン王が、砲台爆破の指示を出していたかもしれないことも、口にしました。これまで得てきた数々の証しよう言げんに照らしても、彼の話には、かなりの信しん憑ぴよう性せいが」

　その騎士は重じゆう傷しようだったため、命の危き険けんがない状態まで回かい復ふくするのを待ってから、急ぎ連れてきた。伯爵家や工こう房ぼうに迷めい惑わくがかかっては申し訳わけないという計らいからだったが、結果として調査が進しん展てんしたことは、幸いと言える。怪我の治ち療りよう、養生は、アングスで引き続き行なわれることになっている。

　ウェルラントの騎士は、基き本ほん的に三人で行動する。騎士には、一級から三級まであり、同じ階級の二人と、それを指し揮きする一つ上の階級の騎士が組むことになっている。自白した彼は、上官に当たる騎士で、三人の騎士の中では一番よく事じ情じようを把は握あくしていた。

「報ほう告こく、ご苦労であった。取調べを続けてくれ」

　報告者は、ファゼスに対して機き敏びんに敬礼して出て行った。

　何ということだ……と呟つぶやき、がっくりと椅い子すに座すわるファゼス。

「レシュテン王が動いていたとは、参りましたな」

　頭を抱かかえて、困った顔をカルロに向けた。打開の言葉を求めて。

「ウェルラント全土をドルラードに売り渡わたすつもりなんでしょうか。そのためにウェルラントの王になろうとして……」

　カルロは、シュラトス王国を侵しん略りやく国こくに売ろうとしていた家臣のことを思い出した。彼の思考を重ねて考え合わせれば、レシュテン王もまた、ドルラードにウェルラントを売り渡すことで、この地の全ぜん権けんを任まかされたい、つまりは、ウェルラントのただ一人の王として全土を併へい合ごうし君くん臨りんしたい、というところなのだろうと想そう像ぞうできる。当然のように全権を委ゆだねられるためには──ドルラードから指名されるためには、まずは自分がウェルラント王である必要があった。ゴードウィンは邪じや魔まになったということだ。

「この事実を挙げて、ウェルラント王への就しゆう任にんを阻そ止ししなくてはなりませんな」

　ファゼスの言葉に、カルロは一ひと呼こ吸きゆうを置いてから、ゆっくりと首を振った。

「ここは彼を踊おどらせて……」

　カルロは、罠わなを仕し掛かけようとしている自分自身の思考を恨うらめしく思った。どうしてこうも悪わる知ぢ恵えだけは働くのか……。そんな自分自身が嫌でならないというのに、どういうわけか、最初からファゼスの態度は好意的で、厚あつい信しん頼らいを寄よせてくれていた──。

「ネロス殿、どうかなさいましたか？」

「いいえ……話は変わりますが……その……ファゼス殿はどうして私なんぞをこんなに信頼して下さるのでしょう……」

「ゴードに……ゴードウィン王と共にいるような……そんな気分になるんです。ネロス殿とゴードが似にているからですよ」

　昔ながらの親友に向けるような親しみを込こめた笑み。

「私が王と？」

「呼吸……とか、におい……とか」

「ご存ぞん命めい中の王にお目にかかりたかったものです」

「まるで親子のようだったかもしれませんね。親子というには無理がありましたかな」

　ゴードウィンとファゼスは同年で、カルロと十五ほどしか離はなれていない。彼らの二つ上が、アリーシアだ。二人が晩ばん婚こんであったこともあり、親子とみるには不自然だった。

「ゴードウィン王も、悪知恵を働かせる方でしたか」

　微び笑しようをたたえてカルロは言った。

「国のための謀はかりごとというのでしょうか……万ばん策さく用意しておくような方でしたよ」

　ファゼスも微笑ほほえむ──カルロの真意はともかく、ゴードのそういうところを知っているのも、そんな彼が働きやすいように気を配り仕えることが出来るのも、自分だけだという自負があった。何があっても冷静に対たい応おうできるようにと、あらゆる策を準じゆん備びしていた──そのために彼が、眠ねむれぬほど考え、友と話し合いを重ねていたなど、誰も知らない。
















「ネロス殿、何かよい案でも？」

「レシュテン王がどう動くのかにもよりますが、クレアの存そん在ざいを疎うとましく思っていることは確たしか。必ず動いてくるはずです。彼が本当に砲ほう台だいの件けんで命令を出しているのであれば、今後も何か仕掛けてくるでしょう。あるいは、我われ々われが邪魔をするようなことをすれば、潰つぶしにかかってくる……アングスを陥おとしいれ、苛いじめるような真ま似ねをしつつ、他の王との連帯感を生んでおきたいとも考えているでしょうから──今後、他の王を操あやつりやすくするためにも。

　彼に対たい抗こうしてこちらは、逆ぎやつ境きようを利用し、他の王たちを味方につけていくのがいい。クレアもまた、アリーシア殿どのと同じく、『精せい霊れいに愛されている娘むすめ』、ということですよ」

　ファゼスが、なるほど、と頷うなずく。そしてカルロに期待した──もしかしたら彼ならば、再ふたたびアングスに、もう一つの王位をもたらしてくれるのではないのか、と。カミアスに愛されし、このアングスに。

「最さい優ゆう先せんすべきは、レシュテン王とドルラードの間に具体的にどんな取引がなされているのか、それを調べ上げること。この時期に、彼が皇こう国こくと共に動き出した裏うらに何があるのか──こちらには、分かっていませんから」

「この時期に動き出した──とは、ゴードの死によってウェルラント王になる機会が巡めぐってきたから、ということでは？」

「一見そうだが、彼がそういう状じよう況きようを作ったとも言えますよ」

「過か去こも未来も見えているようなその言い方……ゴードそっくりです」

　ファゼスが嬉うれしそうに笑い出す。

「見えていればいいんですが……そうはいかないから……」

　未来が見えていれば、人を悲しませることもないのかもしれないのに……彼女を悲しませることも、彼女に無理させることもなかったかもしれないのに……カルロは唇くちびるを嚙かみ締しめた。そうではなくて、未来が分かっていようといまいと、自分が望む未来を信じて行動するもの──未来など見えていなくても、人は同じ行動をとるものなのかもしれない。少なくとも彼女は、そういう女じよ性せいだった……。
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「笏しやく杖じようの引ひき継つぎの日が来ちゃったわ。明日よ。ねぇ、ネロスさん、聞いているの？　私、王様たちの前に行くの、嫌いやよ。ジシェルが、私の言葉、変だって言うの。ちゃんと意味は通じているけど、ちょっと違ちがうって。バカにされるわ。だから行かない」

　椅い子すに座すわって、クレアは足をぶらぶらさせながら畳たたみかける。

「お得意の言葉があるじゃないか」

　この前、話し合いの席で使った幾いく通とおりかの言葉は、発音も完かん璧ぺきだ。

「でも、いつまでもあれだけじゃ、やり過すごせないわ。今度は、主役の側っていうかぁ、ウェルラント王に決まった人に、私がゴードウィンの代わりに引継ぎをするんだよ」

「って君は……こっちの言葉で話せ」

　クレアは、仕方ないという顔で、はーいと言って頷き、改めた。

「……んで、だから、ネロスさんが代わりに行って。ファゼスさんにもそう言ってよ。どうせ私、本当にゴードウィンの娘なのかってくらいな勢いきおいで睨にらまれているんだから、この際、ネロスさんが、私こそ息子だーって顔で、堂々と代理務つとめればいいじゃない。ね、そうしようよ」

「私が王子であると主しゆ張ちようできるなら、一ひと芝しば居い打うってもいいのだが残念だ」

「うう、最初から、その気ないくせにぃっ。あ、じゃあ、ジシェルは？　本当は彼女が娘で、王の傍そばにいたんだって。すごくかわいがってもらったみたいだし、いいと思う」

　半分以上、冗じよう談だんだった──クレアはただ、彼を困こまらせて、話していられれば、それで楽しかった。それに、これまでもわがままを言っていれば、すべて聞き入れて、彼は何とかしてくれていた──。

「では、そうしようか」

　すぐに頷うなずかれてクレアは、そうなってよかったと思うよりも拍ひよう子し抜ぬけする。彼らしい適てき切せつな方法を別に考えてくれるものと思っていたのだ。

「クレア、君はいい勘かんをしている。大だい精せい霊れい様さまのお告げか？」

　肩かたを揺ゆすって笑っている──彼が、わがままを聞いてくれているのだし、守ってくれているのだと分かっていた──でも……。彼がジシェルを呼よんで打ち合わせを始めて──。そんな二人を見ていて、クレアは、どういうわけか心細くなった。ジシェルって……ネロスさんのこと、好きなんだよね……。ドルラードから帰ってきたジシェルが、出で迎むかえに現あらわれた彼を見た時の様子で気づいてはいたけれど、今度は、はっきりと見せつけられた。

　部屋に呼ばれたジシェルは、ゴードウィンの娘として振ふる舞まってくれと彼に言われると、すぐに怒ど鳴なり返した──ふざけたことを言うな、と。

　そこで彼が視し線せんを送ってくる──クレアは、促うながされているなと思って素す直なおに応おうじた。

「私からもお願いするわ」

　彼の狙ねらい通り、ジシェルは静かになって、すぐに優やさしいお姉さんの笑え顔がおになる──。

「ですが、クレア様……」

　と丁てい寧ねいに諭さとすように反はん論ろんしようとした。けれど、ここで彼が言う──これには深い訳わけがあるのだ、と。それ以上は、話に具体性がないにも拘かかわらず、

「そういうことなら、協力しないわけでもない」

　頷いた。以前のジシェルならあり得ない。ドルラードから帰ってくる間に──二人には、何か特別な絆きずなでも生まれたのだと思うしかない。

　──なんで私……ジシェルにネロスさんを盗とられちゃう、なんて恥はずかしいことを思ってるんだろ……変だよ……嫉しつ妬と？

　彼女が突つっかかるような口調でものを言い、彼が笑って流す──二人で仲良く話しているのを眺ながめていると、ますます心が掻かき乱みだされる。視線の意味を解かいして、彼の要望に応じた程てい度どの自分と比くらべても、ジシェルと彼の方が、ずっと意気が合っている──。

　──私、ネロスさんのことを好き……とか？　慕したっているし信しん頼らいしているけど……それだけのはずなのに……。なんで悔くやしいのだろう……寂さびしいのだろう……。

「何者かが、アングスの権けん威いを失しつ墜ついさせて、アングスを潰つぶそうとしている──だから、ベルロイドに娘むすめがいるという偽にせの情じよう報ほうを流した、ということにしよう」

　彼の作り出す噓うその現実──。

「その何者かは、アングスで仕向けた通りに、クレアを襲おそってくれた。その間、本物の娘であるジシェルは、無事に守られていた。これは、不ふ穏おんな空気を察したゴードウィン王が、亡なくなる前に命じていたこと。しかしこれよりは、本当の娘であるジシェルがアングス女王として君くん臨りんする。よってゴードウィン王の代理として、真の女王であるジシェルが笏杖の引ひき渡わたしを行なう。そういうことで、一波乱起こして楽しもう。

　どうせならその席で、新ウェルラント王となるレシュテン王が、その犯はん人にんなのではないか、とはっきり言っておくのもいいな。アングス王が挙手すれば、満場一いつ致ちでウェルラント王に即そく位いするだろうが、適当に挑ちよう発はつするようなことを言っておけば、後がおもしろくなる。犯人扱あつかいして証しよう拠こでもあるのか、と言われたら、証拠があると言えば今度は私の命をも狙うのか、って睨みつけてやれ」

　ジシェルは、そんな信じられないようなことをしろと言われているのに、呆あきれた吐と息いきをするだけで、最後には分かったと言った。クレアは、二人の関係が親しん密みつであることを、また思い知らされた。が、それとは関係なく、常じよう識しき的な人間の行動として、待ったをかける。

「何考えているのよ！　そんなことしてどうする気？　楽しいとかおもしろいってだけで遊ばないで！　ネロスさんだってただじゃ済すまないわよ」

「ただで済ませる気はないが？」

　挑発的な、勝ち誇ほこったような笑み。しかし、その直後には、天てん井じようを見上げて何かを憂うれえた表情をした。まるでそれは敗者のようで──涙なみだは落ちていないけれど、悲しみの中にいるように見える。

「ネロスさん……どうしたの？」

「……いや、昔から、惚ほれ惚ぼれするこの才さい能のうは変わっていないな、と」

　クレアを見て微び笑しようする。もう悲ひ痛つうの空気を纏まとってはいない。

　──昔から……？　彼の昔について、何も知らない……私、それでいいの？

　彼のことは、イリアーラの中央貴き族ぞくに違ちがいないと思ったくらいで、それを確たしかめたわけではない。最初から同どう盟めい国こくであるウェルラント経けい由ゆで、ドルラードへ行くつもりだったのだろうか……海からの入国よりも、管理が粗そ雑ざつなのかもしれない──密みつ偵てい活動をする目的だったのだとしたら。もしそうだとしたら、こんなところにいてはまずい──余よ計けいなことを訊きかない方がいいとクレアは思った。でもイリアーラ貴族なら、ウェルラントの王国に仕えていることを本国に報告したとしても、両国は友好関係にあるのだから、まずいというほどのことでもないはずだ。でも実じつ際さいはどうなのだろう……。貴族でもそうでないにしても……これまでのこと、色々話を聞きたい……行商というのが本当でも噓でも、これまで彼が、様々な経験をして生きてきたのは確かなのだから。

　ジシェルとの話を終えると彼は、侍じ女じよに、ジシェルに女王の服ふく装そうをさせるように言った。議決と引渡しは明日だが、アングス王宮内の人々に、その姿すがたを見せておくためだ。

　慌あわただしく準備を始め、ジシェルが侍女と衣装部屋へと消えていくと、クレアは質しつ問もんした。

「ネロスさんって、今まで何していたの？　色々お話を聞きたいわ。親方とも……馴な染じみの関係っぽかったし……どういう関係？」

　カルロは口を開きかけて──閉とじ、警けい戒かいするような慎しん重ちような口調で訊たずねた。

「それを知ってどうするんだ？」

　クレアは……下を向いた。強く拒こばまれた気がした。

「知りたいと思ったらいけないの？　ネロスさんと仲良くしたいだけなのに……」

　泣きそうになって、泣かないために、声を出すことに集中する。

「ネロスさんは、誰だれかのこと──知り合った誰かのこと、その前のことをお話ししたいと思ったことはないの？　他人に興きよう味みがないのね……いつも周りを拒んでいる。私も一いつ緒しよに拒まれている……」

　溢あふれてしまった涙はどうすることも出来ず、彼を見上げることも出来ない。

「拒む？　私は、君を傷きずつけてしまっているってことなのか？」

　沈ちん黙もく──それに耐たえかねて、クレアは背せを向け、袖そでで涙を拭ふいた。

「すまない。拒んでいるつもりはないのだが……そう感じてしまうのなら、私が悪い……隠かくそうというわけでもないんだ。立場上まずいと言えばまずいのだが……」

「イリアーラの中央貴族だから？」

　クレアは、向き直って訊いた。部屋には誰もいない。彼が素す直なおに頷く。

「まずいってことは、ここにいることを上の人は知らないってこと？」

「そういうことだ。国に仕えているわけではないが……爵しやく位いを剥はく奪だつされているわけではないし、そのお陰かげで、家族の生計が成り立っているわけで……。いくら同盟関係にある国とはいえ、本来仕えるべき国に仕えず、ここでこうしていることがばれたら、問題になるだろうな。だからあまり突つっ込こまないで欲ほしいのだが……内密に頼たのむ……」

「うん、誰にも言わないから大だい丈じよう夫ぶ。でも、中央貴族なら、当然この国の……ウェルラントのお偉えら方がたと面識あるんじゃない？」

「軍人だったから、ない。王の葬そう儀ぎともなれば、顔見知りの貴族がたくさん列席しそうだったから離はなれるしかなかったが」

「そうだったのね……」

　置いていかれたような気がしていたけれど、彼には彼の事じ情じようがあったことを知って安あん堵どする。やはり彼は冷たい人なんかではない。親方に頼まれたことをやったから、あとはどうでもよくて去って行ったわけではなかった……。

「拒んではいない……ただ……」

　言いかけた彼が、背を向ける──。

「ジシェルと打ち合わせないといけないことがあるから、また後で」

　出て行く彼を見つめてクレアは思う──やっぱり拒まれている……ネロスさんもジシェルのことを好きなんだ、と。彼が誰か女じよ性せいのことを思っているのは間違いないのだ……。
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　──仲良くなりたい？　私が拒んでいる？

　クレアに言われたことが脳のうみそを引っ掻かき回しているようで──カルロは自室に戻もどって横になった。彼女に言いかけた──私は君が望むように、仲良くなりたくはない、と。

　だが、言ったら傷つける。理由もなしにそんなふうに言われたら、誰だって不ふ愉ゆ快かいだし、心を痛いためる。彼女を嫌きらっているわけではないのだ……むしろ好意的に思っている。それでも、親しくなりたいとは思わなかった。ただ、彼女に仕えて、彼女を守れればよかった。それ以上に仲良くなることに、苦痛を感じていた──。

　仕えたシュラトス女王クリムエラを──クリムを愛した──愛し合った──彼女はもうこの世にはいない。クレア女王に仕えたところで、彼女を愛するつもりはなかったし、クリム以外の女性を愛するつもりもなかった。それでも──恋れん愛あい感情とは関係ないとしても、クレア女王と、主しゆ従じゆう関係を越こえた仲になることは、苦しみ以外のなにものでもない。今でさえ、クレアを前に、クリムとの日々が過よぎってしまって……。

「ここでこうしていても仕方ないな……」

　これからレシュテン王が、また何かを仕掛けてくるはずだ……クレアを守らなければ。そのためのジシェル女王擁よう立りつ作戦だ──彼女が王宮に戻ってきた時から、そうすることを決めていた……ならば私は、ジシェルを犠ぎ牲せいにしているということか？

　そう考えると、何とも言えない罪ざい悪あく感に捕とらわれる。クレアよりもジシェルの方が適てき任にんと思っているからこその作戦だし、ジシェルの承しよう諾だくもあり、彼女自身もまた、クレアを助けたいと思っていることではあるけれど──。

「何な故ぜ私はここに……いるのだろう……」

　孤こ独どくに耐えているクレアを見た瞬しゆん間かん、何かに取り憑つかれたように……最も望んでいた時が蘇よみがえったような感じがして──。シュラトスで彼女と生きた日々が見えた気がして──。

　──クリム……。あのままずっと君に仕えることが出来たら、どんなによかっただろう。君の傍そばにいてこその私で──そうでない私はどこにいるのかも分からない……。
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「私が本物の女王だ」

　新ウェルラント王の正式決定と引ひき継つぎの席で、ジシェルは堂々と言い放った。

「何をふざけたことを！」

「ですが……確たしかに、突然現あらわれたクレーシア殿どのよりも、常つねにゴードウィン殿の傍にいたジシェル殿が娘むすめだという方が自然ではあります」

　反はん応のうはまちまちだ。腕うでを組んで、女王の後方の椅い子すに座すわり、明らかに偉そうな態たい度どでそこにいるのがカルロ──。

「おい、おまえも何か言え」

　ジシェルに睨にらまれてカルロは、面めん倒どうそうに顔を上げ、一同を見み渡わたして立ち上がる。

「陛へい下かが仰おおせの通りです。先代ゴードウィン王は、自分の娘を守るため、ジシェル陛下を、娘としてではなくお傍に置かれた。そのご意向を汲くんで、クレーシアを娘として王とした。経けい緯いについて説明申し上げますと、王ご自身がかつて働いていらしたベルロイド工こう房ぼうから、偽にせの娘を引き取り、後こう継けい者しやとするように、というご遺ゆい言ごんを残されていたということです。不ふ穏おんな空気を感じておいでだったのです。先王のご命令に従したがい、クレーシア王が立つことになった。彼女は、工房の弟で子しの中から、年ねん齢れい的な条じよう件けんの一いつ致ちから選ばれました。何か説明に至いたらぬところがあるなら、何なりと」

　最初にクレアが顔を出した時同様に、本当に娘だという証しよう拠こがないと騒さわぎ出す。

「では、みなさんは何故、クレーシアが王となることを最終的に受け入れたのですか。レシュテン王、どうなのでしょう」

　名指しされ、レシュテン王は、眉まゆを寄よせて、カルロを見た。王の中では最年長であり、顔には誰よりも深い皺しわが刻きざまれている。晩ばん餐さん会かいでも何でも、驚おどろくような食事の量で周囲を驚かせている彼は、顔も体も丸かった。年の割わりに油っぽいものばかりを食べているせいか、顔はいつも脂あぶらぎっている。ふとカルロは、欲よく深ぶかそうなマイノア公こう爵しやくも、こんな感じなのだろうかと想そう像ぞうした。年齢的にはさほど変わらないはずだ。

「クレーシアが本物の王女であると、誰かに吹ふき込まれて納なつ得とくなさったのですか？」

　答えないレシュテン王に、

「例えば、ドルラード皇こう国こくの密みつ使しとか」

「な、何を！」

　怒ど鳴なった彼に、冗じよう談だんですよ、とカルロは柔やわらかな笑えみを浮うかべる。

「私が言いたかったのは、ファゼス殿にそう吹き込まれたのか、ということです」

「ファゼス殿？」

「はい。ファゼス殿こそ、混こん乱らんの原げん因いん。偽の王女を立てて、ジシェル王女をお守り申し上げるように命じられていたこととはいえ、家臣たちにまで噓うそをつき、そうして本物の王女としてクレーシアを迎えてしまった。本来ならば、これまで隠かくしてきたジシェル王女こそが本物の王女であるという事実が、家臣の間で明かされることになっていたのです。ジシェル王女を以後守っていくようにという遺言の下で。それがどうでしょう。まんまとクレーシアを女王として擁立してしまった。真実は伏ふせられたまま。言葉も分かり、王の下に仕えてきて、国のことにも詳くわしいジシェル陛下ではなく、何も知らない彼女を女王とした。彼は何を企たくらんでいたのか。こともあろうかクレーシアにだけその真実を告げ、共きよう謀ぼうするよう強要している現げん場ばの会話を、私は聞いてしまったのです。

　ジシェル陛下に問えば、自分こそ本物の王女であることは、ご承知でいらした。クレーシアが王となることを黙だまっておいでだったのも、それが父ゴードウィン王の遺い志しとお思いになっていらしたからなのです」

　レシュテン王の反応が慎しん重ちようなものになる。他の王たちも、混乱した様子で顔を見合わせていた。それぞれの動きをカルロは、しっかりと観察し、記き憶おくする。顔を見合わせる時、彼らは、ほぼ決まった動きをする。誰と誰が親しいのか、親しくないのか、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「ここにいるジシェル王こそ、我われらがアングス王に他ほかなりません」

　カルロが言うと、ジシェルは胸むねを張はって、その通りだ、と続ける。

「いくら父の遺志であろうと、あのような頼たよりない偽の女王に、国を任まかせてはおけない」

　言い切るジシェル──実じつ際さい、彼女の方が、どれほど威い厳げんに満ちていることか。それこそが、真偽とは関係なく、彼女がゴードウィンから娘として愛され育てられてきたという証あかし──『娘』である証にも思える。

　レシュテン王が、どう反応すべきか思考を巡めぐらせていることが、カルロには手に取るように分かった。砲ほう台だいの件、クレア誘ゆう拐かい未み遂すいの件──どこまでアングスは把は握あくしているのかと警けい戒かいしながらも、国内が混乱しているという期待も折り重なって、アングス側の真意を推おし量ろうとしていた。彼は、自分の放った騎き士しが捕つかまっていることを知っている。

　カルロはただ無む表ひよう情じようのまま、レシュテン王を見る。ここで彼だけを見ていても不自然ではない──彼がウェルラント王となることで、空気は統とう一いつされている。レシュテン王を中心に動いている──カルロ中心に動いているように見えているのは、ジシェルだけだ。

「ゴードウィン王の心友であることを掲かかげて、アングスを我わがもの顔で動かしているファゼス殿と、ただ誠まことの女王に国をまとめていただきたいと願うだけのこの私と、貴き殿でんらはどちらを信じるのか」

　カルロの一ひと押おしが、レシュテンを即そく答とうさせた。

「ネロス殿を信じるしかありますまい」

　レシュテンがそう発したことで、みなが頷うなずく。レシュテン王は『国の内側で、ファゼスとネロスの確かく執しつが存そん在ざいし、混乱している』と読んだ──そのことが、みなの前で表明され、他の王も納得したということだ。彼には、よい方向に考えていく性せい向こうがあるらしい──それは好都合なことだった。

　そして事は、滞とどこおりなく進む。新ウェルラント王にレシュテン王が就しゆう任にんし、ジシェルの手から、笏しやく杖じようが渡わたされた。これから森に入って、新たに精せい霊れいとの儀ぎ式しきに臨のぞむのだが、そこに女性であるジシェルは立ち入れない。他の五人の王だけが、森へと向かった。新ウェルラント王誕たん生じようの祝いの宴うたげまでの間、カルロもジシェルも、自由となった。二人でアングス宮へと戻もどる。二人を見かけたファゼスは、血相を変えてカルロに怒鳴った。

「何なに故ゆえにクレーシア王とご一いつ緒しよではないのです！　ジシェルのその格かつ好こうは！」

「彼女こそ、本物の王でありましょう。国王たちはみなそう認みとめましたが」

　涼すずしい顔で言うカルロ。睨にらみ合う二人。見ていた者たちがざわめく。

　アングスの宮きゆう廷てい内ないは、戸と惑まどいと疑ぎ心しんが渦うず巻まき、重苦しさが支し配はいするようになっていった。
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「ジシェル……戦いくさに行くの？」

　クレアに、心細そうに見つめられると、ジシェルは笑顔になって言った。

「慣なれていますから大だい丈じよう夫ぶなのです。それよりもクレア様が出しゆつ陣じんなさるようなことにならないでよかった……」

　ドルラードとの戦に出陣するように、という新ウェルラント王からの挑ちよう発はつ的な命令。他の王たちも、合意の上だ。アングス女王への出陣要よう請せい。前線に立てというものではなく、アングス軍の総そう大だい将しようとして控ひかえていればよいということだが、レシュテン王の嫌いやがらせであることも明白だ。王というものは後方に隠かくれているもの──ゴードウィン王を例外として。今さらアングス王が後方の陣で何もせずにいるとしても、非ひ難なんされることではない。しかし逃にげ帰れば、あのゴードウィン王の娘むすめという期待があるからこそ余よ計けいに笑われる。そしておそらくは、戦に負けるように、何か仕組んであるはずだった。どうあっても、アングス王は笑いものにされるように、何らかの責せき任にんが負わされるようになっているのだ。そうしたレシュテン王の思おも惑わくを回かい避ひして打ち砕くだくためには、それこそ最前線に立ち、指し揮きをして、見事勝利をおさめる以外にはない。

　レシュテン王は今いま頃ごろ、アングス内部が混こん乱らんしていると思い、今こそアングス崩ほう壊かいの機会と、心こころ躍おどらせているのだろう……。

　この戦に関してカルロとジシェルは話し合い、ジシェル女王が総大将として指揮をとると決めた。これまでもゴードウィン王の傍そばで戦に参加して慣れているジシェルには、前線で戦うことに関して、ためらう気持ちなどなかった。しかし、クレアが反対した。

「私が……私が行く。だって本当は私が行かなくちゃいけないんでしょう？　代わりにジシェルに押しつけちゃうなんて嫌っ」

　クレアの発言に、ジシェルが、とんでもない、と甲かん高だかい声を上げる。同様にカルロも、

「自分が何を言っているのか分かっているのか！」

　思わず声を荒あらげてしまっていた。

「君は戦場へ行ったことなどないのだろう。そんな君が行ってどうする？　何も出来ないばかりか、邪じや魔まなだけだ。死ぬために行くようなものだぞ」

「でも、私が女王なんてやってられないってわがまま言ったから、ジシェルがこんな目に……友だちを、自分の代わりに戦地に送って、自分だけ守られているなんて変だよ。そんなの耐たえられない」

　友だちと言われてジシェルが、興こう奮ふんしてクレアが、共に涙なみだを流す──二人に泣かれてカルロは、前まえ髪がみを掻かき上げ吐と息いきした。

「クレア、君は大事な友人の好意を無む駄だにする気か」

「でも、ジシェルが本物の王様だって主しゆ張ちようするなら、私が代わりに戦に行って、ジシェルには残ってもらった方が、それっぽいわ。アングスのみんなにも他の王にも、女王を守るために身代わりを立てたって言えばいい。その方がジシェルが本物だって分かりやすい」

「だとしても、そのために君が行くことに何の利点もない」

「利点とか、そういうことじゃないわ。心の問題なのっ」

「だから、君はその私たちの心をないがしろにするのか、と」

「何よっ。二人してのけ者にして！　だったら私は本当にここにいる意味ないじゃない！　もうジシェルが王様になったんでしょう？　ゴードウィン王の娘ってことになったんでしょう？　だったら私は帰る！　ベルロイドに帰る！　まだ見習いなのに、こんなに仕事から離はなれていたら、何もかも退たい化かしちゃうよ。私なんて用なしなんだから帰らせて！　っていうか一人で帰る、今帰る！」

　泣き喚わめくクレア。

「分かった……分かったから泣くな。ここにいる意味も何も、君が女王だろう。ここにいて当たり前なんだが……ともかく分かったから……現げん女王であるジシェルの代わりに、指揮をとってくれ。それで納なつ得とくするんだな」

　クレアは、こくりと頷うなずいた──震ふるえながら。

「ネロス、きっさまぁ、何考えてんだ！　ふざけるなっ」

　叫さけぶジシェル。カルロは、疲ひ労ろうの色を濃こくしながら吐息した。

「私は、クレアの鎧よろいとなり盾たてとなって守る。それでいいだろう」

　さっさと退散した。泣かれるのも、宥なだめるのも苦手──そうではない……そんなふうにして過すごしていると、彼女のことが思い出されるから、平へい常じよう心しんでいられなくなるのだ……。
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　どうしてあんなことを言ってしまったのか──クレアは、少し後こう悔かいしていた。また我がを通した。ジシェルは、妹のわがままを聞き入れる姉ように、最後には渋しぶ々しぶと承しよう諾だくし、ネロスから決して離れないで、と念を押した。あんなにも腰こし抜ぬけだの腑ふ抜ぬけだのとバカにしていた彼のことを、ジシェルは驚おどろくほど信しん頼らいしていた。

　自分の代わりにジシェルが危き険けんな目に遭あう──それも嫌だった。だけど──。

　──妬やいて戦いくさに行くなんて……私ってなんてバカなのかしら……。

　自分のバカさ加か減げんに嫌気がさす──ネロスさんとジシェルが二人仲良く行ってしまうのが許ゆるせなくて……なんて理由で戦に行こうとしたなど、誰だれにも言えるはずがない。

　でも、彼のことでジシェルに妬いただけではない──二人が一いつ生しよう懸けん命めいで、それが羨うらやましかったのだ。必死に工こう房ぼうで勉強していたあの頃はどこへやら、気の抜けてしまう平へい穏おんで退たい屈くつな日々。力の入らない日々を送る中、国のためと働いて生き生きしている二人を羨ましく思っていた。自分だけが取り残されている気がする。新しい言葉を覚えるのに、苦労はしても、張はり合いがあるわけでも何でもなかった。それよりは、密ひそかに夜、紙に様々な素そ描びようをして、どんな絵付を施ほどこそうかと考えている方がわくわくする。けれどそれは、ここでやるべきことではなく、気を紛まぎらわせて、現実逃とう避ひをしているだけのことだ。

　ベルロイド伯はく爵しやく家けの中で、自分が何か違ちがうと思っていた──異い質しつな自分の存そん在ざいを、その場から消してしまいたくて、工房へ逃にげた。そこでは異質ではなくなった。毎日泣いていた頃ころもあったけれど、今は、あの工房こそが、自分の家だと思っている。自分の家は、このアングスにはない。ここでもやっぱり異質なのだ──でも、だからといって、ここからまた異質な自分を消していいということではない。

　──もう逃げない……。そりゃあ、ジシェルがネロスさんのことを好きなのも気になるけど……でも、だからこそ、二人の世界に近づけるように、逃げないと決めた……女王であることが嫌いやでも、ここにいることが嫌でも、女王であることから逃げていては、最低な自分のままだから……。

　クレアが軍を率ひきいて戦に行くと決まってすぐ、ファゼスがやって来た。亡なきゴードウィン王の形見の剣けんを持って。クレアは、その剣を握にぎった。鞘さやから出して、空を斬きる。重たくてよく振ふれない。振り降おろしてみただけなのに、寒気がした。震える手を誤ご魔ま化かしながら、やっと鞘に戻もどす。自分が斬られたみたいな感じで、何となく体が痛いたい。

　──戦って……どんな感じなんだろう……やっぱり人が死ぬんだろうな……。

「ネロスさんに……訊きいてみようかな……」

　彼を訪たずねるのだと思うと、少し安らいできて、震えもおさまる。訪ねる理由があるのだから、拒こばまれないはずだ……。

　クレアは、ジシェルの部屋に引っ越こしてきていた。これまでクレアがいたところには、彼女がいる。ここには、付き人もいないため、行動は比ひ較かく的自由だ。部屋を出ても、叱しかる人もいない。思い立ってすぐ、彼を訪ねることも出来る。

　彼が部屋から顔を出すのを、胸むねを高鳴らせて待っているのに、姿すがたを見るよりも先に、酒のにおいがして──。

「くさい！」

　思わず言ってしまう。クレアは慌あわてて口を塞ふさいだ。ごめんなさい、と言い直す。

「あの、話があるの」

　招まねき入れたカルロは、首を傾げて言う。

「そんなに飲んでないんだがな……においが気になるなら君も飲むか？」

「いらない。ネロスさんのにおいなら嫌じゃないし」

　飲んでもないのに耳まで真っ赤になって、クレアは、ぶるぶると頭を振った。

「……真夜中に襲おそわれた時、ネロスさん、酔よっていたのに助けてくれたでしょう？　飲んでいてもしっかりしているから気にならないわ」

　無理にそういうことにして、クレアは、ふう、と息を吐はく。カルロは、気にした様子もなく、椅い子すに腰こし掛かけた。

「話って？」

「戦ってどんな感じかなぁと思って、現げん場ばで慌てないために、前もって想そう像ぞうして、疑ぎ似じ体験しておこうかな、とか思ったわけ。なかなか偉えらいでしょ」

「そうだな。どうせ逃げ出したくなるだろうから……いい心掛けだ」

　言われて腰を引いたクレアを見て、カルロは失しつ笑しようした。

「気に病やむことはない。君が突とつ撃げきしていくわけではないのだし」

「ネロスさんは、慣なれているの？」

「そうだな。戦せん闘とう中ちゆうに平へい常じよう心しんを失うことはないだろう……たぶん……ね」

　カルロ自身、正直、戦へ行くことを怖こわいと思っていた──二度と再び人を斬らない、殺さないと決めた自分が、戦場へ行って果たして何が出来るのか、どういう行動をとることになるのか……。

「臆おくするくらいなら、やめたらいいと思うが……君が行く必要などないのだから」

「どうして？　ジシェルに負ふ担たんをかけてしまうわ」

「彼女がそうしたいと思っているのだから問題ない。彼女には使命感というものがある」

「ネロスさんにも使命感があるんでしょう？　二人とも、だからこそしっかりしていて素す敵てきだと思って……羨うらやましいと思った」

「私に使命感などない……あるとしたら、君をベルロイドへ帰すことくらいか──。もちろんその前に、レシュテン王の罪つみを暴あばき、アリーシア殿を迎むかえに行かなければならないが。君も母君に会いたいだろう。そういうわけだから、君に女王になってもらう必要もないし、君が女王であることを自覚する必要もないと思っている。なのに、戦場へ行こうとする気持ちが分からない。ジシェルがどんなに君のことを心配するか……戦では常つねに離はなれた場所に陣じん取どることになる。彼女の悲ひ痛つうが分かるか」

　クレアは唇くちびるを嚙かみ締しめながら訴うつたえる。

「ジシェルの肩かたを持つような言い方ばっかり。私の悲痛は考えてくれないの？」

「それはつまり、君がこの国の女王としての覚かく悟ごを持った上での悲痛ということなのか」

　クレアは、そうだ、と答えようとして──言葉を詰つまらせた。言い切る自信もなかったし、もし女王としての立場から逃げないと覚悟したと言ったら……工こう房ぼうに帰れるようにする必要はなくなったと、彼は、いなくなってしまうのかもしれないと思った。

「君が、ジシェルは友だちだという理由で言い出したのなら、到とう底てい理り解かいできないな。

　適てき材ざい適てき所しよというものがある。どう考えても、君が指し揮きをとるのは無理だ。だが彼女ならば出来る」

「何よっ。どうして冷たい言い方するの？　いけないことをしているみたいじゃないっ」

　泣き出すクレアを前に、カルロは視し線せんを逸そらして天てん井じようを仰あおいだ。

「帰りたくないというなら、それでも構かまわない。むしろ君を女王としてふさわしい人間にしようと努力しよう。君を女王としてあらせたいと願うなら、間ま違ちがいなく君を最前線で指揮するよう推おしている。君がすべきことを他人に肩代わりさせる気はない。だが、君に何が出来る？　ジシェルの方が臨りん機き応おう変へんに動ける」

　ジシェルに対する信しん頼らいの強さを感じて、口調も反はん射しや的に荒あらいものになる。

「そんなふうにしか考えられないの？　どちらがいいのかを考えるのは大切なことだけど、ネロスさんの場合は、ものさしが違う気がする……人の感かん情じようって、そんなに単たん純じゆんじゃないわ。こうした方がいいって分かっていても、そう出来ないことだってあるわっ」

　女王であることを受け入れたとしても、ずっと傍そばにいてくれるのか──クレアは、そう訊きたかったのだけれど、素す直なおに言葉になって出てきてはくれなかった──ジシェルのことばかり褒ほめるせいだ……。

　カルロは無表情のまま、酒を口にした。何かがぐさりと突つき刺ささる。彼女の言っていることは正しい──人の心を重んじた基き準じゆんではなく、結果を重んじた理り論ろん的基準のみで事のよしあしを決めてしまっている部分があることは否いなめない……カルロはそれを認みとめた。けれど……頑かたくなにそうしてしまうのは、あまり心に立ち入りたくないからだ……。

　彼女の気持ちは分かる──大事にしたい……けれど、そうした思いやりをかけることは、非ひ常じようにためらわれることだった。彼女が自分に好意を抱いだいてくれているのが分かるからこそ……。そして自分も彼女に好意を抱いているからこそ……。彼女に対してのすべては、彼女の安全を守って、彼女がそれを願っている通り、工房に送り届とどけて再ふたたび親方に返すことだ。それ以上でもそれ以下でもなかった。

「知っての通り私は軍人だ。戦には慣れている。君の傍を離れないし、君の安全を守り、必ず無事王宮へ連れ帰る。君にあれしろこれしろとも言わない。悪いがそろそろ眠ねむりたい」

　クレアは席を立つしかなくて……何しに来たのか、ただ喧けん嘩かしに来ただけのような気がして、すごく悲しくて……けれど、また拒こばまれてしまったから、退たい室しつするしかなかった。
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　重い、動けない、疲つかれた──クレアの泣き言。カルロは、くすくすと笑うばかりだ。

　銃じゆう弾だんからも身を守るために着き込こんだ鎧よろいや兜かぶと──重くて、身動きがとれなくて当然の代しろ物ものだ。少なくとも訓練している騎き士しであれば、どうにか着こなし、剣けんを振ふるうことも出来ようが、使いものになりそうな筋きん肉にくが見当たらないクレアとしては、それを着て動くということは、天才絵え付つけ師しと呼よばれる職しよく人にんになるくらいに多た難なんなことだった。

「落馬には気をつけろよ」

「分かってるわよ！」

　今では普ふ通つうに乗馬をこなすようになったクレアも、慎しん重ちようになる──気を緩ゆるめれば、変な重じゆう圧あつがかかってすぐに落ちそうになった。

「平へい坦たん地ちを進んでいてこれでは、先が思いやられるな」

　カルロは忍しのび笑うばかりだ。

　クレア軍が向かっているのは、メルビッツ要よう塞さいだ。アングス軍──アングス以外の国の兵士も参加しているが、全体の四割わり程ほどである──は、メルビッツより北西に位置する山さん岳がくに進んでいる。そこから部隊を二つに分けて行軍する予定だ。一方はクレアが、一方はジシェルが率ひきいることになっている。クレア軍とジシェル軍、二人の女王が指し揮きする形だ。要塞へと向かうクレア軍が、一応、本軍の体てい裁さいをとっている。彼女の希望通り、自ら、『ジシェル女王の身代わり』としての役目を果たしている。アングス軍の上じよう層そう部ぶも、ウェルラントの他の王も、クレアは身代わりの偽にせ女じよ王おうであるという認にん識しきで一いつ致ち、合意の上での行軍だ。つまりレシュテン王は、クレアを偽王と認知し、それをドルラード皇こう国こく側がわに流しているはずだった。

　だがそれは、カルロやジシェルが望んだように、結果的にクレアは守られる、ということでもある。標的とされるのは、やはり『本物』の女王の方であろうから。

『本物』であるジシェルの軍隊は、彼女自身が指揮をとっている。対してこちらは、クレアの代わりに、実じつ際さいにはオルファ将しよう軍ぐんが、指し揮き権けんを握にぎっていた。

「ねぇ、大きな戦いくさになるの？」

　要塞には、常じよう駐ちゆう兵へいがいて、日々防ぼう衛えいのために働いている。だが、わざわざそこに派は兵へいするということは、睨にらみ合いや小こ競ぜり合いではなく、本ほん格かく的に戦が行なわれるということだ。当然、ウェルラントにも、密みつ偵ていを含ふくめて情じよう報ほう収しゆう集しゆうの専せん門もん家かがいる。ドルラードの軍隊の動きを監かん視ししている者からの報告によれば、ドルラードが、都からウェルラントに向けて、軍を動かしているというのだ。こちらに近づいてくる頃ころには、各地から合流する軍によって、その数はさらに膨ふくれ上がると予よ測そくできた。

「敵てきがどんなに大軍で攻せめてきても、こちらには難なん攻こう不落の要塞がある」

「メルビッツ要塞とチェントロ要塞ね」

　現げん在ざい、戦が行なわれているのは、カルロとジシェルがドルラードから渡わたってきた川より西の地ち域いきだ。かつては、川の上流にある山々に国こつ境きようと要塞があり、ほぼ真横に国境が貫つらぬいていたのだが、要塞の破は壊かいによって崩くずれた。侵しん攻こうしたのは、ドルラードの方で、ウェルラントは侵しん略りやくされ、少しずつ領りよう土どを削けずられる。

　ドルラードがウェルラントを攻めるに当たっての主しゆ張ちようは、ウェルラントの地は、皇国の州国の一つに過すぎない、というものであり、それに対するこちらの主張は、我わが国は一つの独どく立りつ国家であるというもの。その主張のぶつかり合いが戦を生んでいる。つまり、ドルラード王家の支し配はいが、ウェルラントに及およぶか否いなかという問題だ。

　同じ陸で覇は権けん争い──西側の国境を突とつ破ぱして攻め込んだドルラード優ゆう勢せいと思われたこの争いも、今は互ご角かくとなっている。元々ウェルラント国内は民族間で戦が行なわれており、数々の軍事施し設せつが存そん在ざいした。その中のメルビッツ要塞とチェントロ要塞が、ウェルラントを救うことになったのだ。無む論ろん、そのままの形で『難攻不落』の名声を勝ち得たわけではない。ウェルラントなりに、防衛をしながら、増ぞう強きように力を入れてきた。こうして現在、この二つの要塞が、国境維い持じに役立っている。

　ドルラードは、現在の攻防の地より東へと矛ほこ先さきを向け、川の国境を無む効こう化かしようとしている──川の国境から攻めないのは、水門などの設せつ備びを破壊せずに手に入れるためだ。水を供きよう給きゆうできなくなるのは困こまる。両国共に、この国家最大の川から受けている恩おん恵けいは大きい。この川を失わないため、敵の侵攻を食い止めているのが、メルビッツ要塞。そして、北方の地にあるウェルラントの森や六角王おう宮きゆう群ぐんへの侵攻を阻はばんでいるのが、チェントロ要塞だ。この二つの要塞が、各防衛の中心、本ほん拠きよ地ちとなっている。それぞれが担たん当とうする国境の警けい備び、防衛に、ここから兵が向かっている。

「こちらには難攻不落の要塞がある。攻め入るドルラードの方が苦戦を強しいられるだろう──だが、皇国側には、ウェルラントにもイリアーラにもない武ぶ器きがあってね、可か動どう式しき砲ほう台だいといって、ウェルラントの要塞にあるものよりも利り便べん性せいの高いものとなっている。破壊力は変わらないものの、自在に移い動どうできるだけでなく、滑なめらかに迅じん速そくに照しよう準じゆんを合わせられる技ぎ術じゆつが施ほどこされているんだ。この武器は脅きよう威いだな。彼らが執しつ拗ように攻めて来るのも、これが、要塞攻略に最大の活かつ躍やくをしてくれると信じているから、ということもあるだろう」

「ドルラードって、イリアーラにもない武器を持っているんだ。なんか意外だなぁ」

「イリアーラが世界最強と言われているのは陸軍だ。一方ドルラードは、周りを海に囲まれ、元々領土の狭せまい国家だ。領土を広げるには大陸に進出するしかない。そのためには、航海し、海戦に勝つ必要がある。皇国の方ほう針しんとしては、敵が海から攻めて来た時も、自国の陸に上げず、海で叩たたくことを基き本ほんとしているし、侵略する時も当然、まずは海での戦いとなる。そうした事情からこの方面での技術開発が進んで、ドルラード海軍は、今では世界最強を誇ほこっている。とりわけ船に搭とう載さいするための大砲の技術革かく新しんは目め覚ざましくて、その応おう用ようによって開発された陸戦用の大砲も大活躍というわけだ。帝てい国こくも手を焼いている」

「ふーん。難むずかしい話は分からないけど、強い敵ってことだね」

「そういうことになるかな」

「ねぇ、ドルラードが、メルビッツ方面に攻めてくるって分かっているの？　チェントロ要塞の管かん轄かつしている方ではなくて？」

「戦ってのは、いかに新しい情報を得るかが勝敗の鍵かぎを握るものだからな。とりあえず最新の情報では、メルビッツに向けて集結しているらしい。大だい精せい霊れいは君に、チェントロへ向かえと囁ささやいているのか？」

「んもうっ」

　くすくすと笑う彼を睨にらみつけてすぐ、クレアは小さな悲鳴を上げる。また落馬しそうになった──咄とつ嗟さに彼が手を伸のばしてくれたが、この重たい鎧よろいだ、支ささえきれるはずもない。

「ねぇ、何でこんな鎧を……重いよ。騎き士しだってみんなもっと軽そうなのを着ているわ」

「ゴードウィン王のように『流れ弾だま』で死にたくはないだろう」

「私……よく分からないけど、ゴードウィン王が亡なくなったのは、たまたま頭に当たったからであって、こんなに厚あつい鎧じゃなくても、身は守れるような気がするけど……」

「その感覚はある意味正しいが……気になることがあってね……本当に『流れ弾』だったのか、と。思いも寄よらぬ不運で亡くなったのか、と」

「どういうこと？」

　言ってから、クレアは、また落ちそうになって声を上げ、体勢を整えた。

「まずは、現在使われている銃じゆうについて説明しようか」

　そう言ってカルロは、銃事情について話し出す──ゴードウィン王は、狙そ撃げき手しゆによって殺されたのだ、という考えを伝えるために。

「今では古い火ひ縄なわ銃じゆうで正せい確かくに狙ねらいを定めるのは、まず不ふ可か能のうだが、ウェルラントもドルラードも一部では使用している。雨に弱いという難点もあるものの、生産が楽で安あん価かだからだ。この銃の精度の悪さを改かい善ぜんしたのが、次し第だいに浸しん透とうしていった長銃と呼よばれるものだ」

　カルロが辺りに目をやり、指を向ける。馬上だからこそ見える遠い場所に、銃部隊がいた。あれが長銃と呼ばれる類たぐいのものだ、と言うが、クレアには、見ている余よ裕ゆうはなかった。体をひねるのは難しい。

「長銃というだけあって、開発が進むほど、筒つつの部分が長くなっていったという経けい緯いがある。命めい中ちゆう率りつを上げるためだ。そして現げん在ざい、ドルラードの銃よりも、イリアーラの銃の方が長く、世界で最も命中精度が高いとされている。同時に水に弱いという問題も解かい消しようされてはいったが、銃身が長くなれば、その分、機動性が失われる。支えがないと撃うてない重量になってしまうんだ。銃というのは、そもそもそれを持って駆かけ回って攻こう撃げきするものではなく、敵てき陣じんを崩くずすための突とつ破ぱ口こうを開くためのもので、長銃部隊は、そのような役やく割わりを果たすために配置されている。だが、イリアーラでは既すでに、機動性の問題も解決されている」

「そう言えば、イリアーラって銃先進国って言われているのよね」

「その通り。少し前までは、銃に固執することに対して周辺諸しよ国こくから嘲あざけられていた。製せい造ぞうに金が、訓練に時間がかかる銃部隊よりも、弓部隊の働きの方が大きいと言われていたくらいだからな。だがイリアーラは、筒を短くし、素そ材ざいを軽量化しても、精度の落ちない銃開発に成功した。これが世界最先せん端たんと言われている銃だ。

　また、銃は弾を撃つ度に、黒こく煙えんを上げるため、兵士の健康に悪あく影えい響きようを及およぼすだけでなく、視し界かいが遮さえぎられるという悪あく条じよう件けんを抱かかえることにもなる──それを回かい避ひするためには、風向きを計算して陣取る必要がある。だが、これがなかなか難しい。こうした中、イリアーラでは、白煙火薬の開発にも成功している。煙けむりは白く、ほとんど出ずに、すぐに消える。視界が遮られることは一いつ切さいない。現在主流の黒煙火薬に対して、白煙と呼んでいるが、どんなふうに製造されているのか、これもイリアーラだけの技術だ。

　こうした銃開発によって、最強の軍事国家としての名声を不動のものにした」

　イリアーラが陸戦に強いのは、最新型の銃を用いた特とく殊しゆ部隊の存そん在ざいと、長銃の扱あつかいを訓練された射しや撃げき手しゆの腕うで前まえ──他国の兵士よりも素す早ばやい装そう塡てん作業で、倍の銃弾を撃ち込むことが出来るという優ゆう位い点てんにある。加えて有ゆう効こう射しや程てい距きよ離りが他国を圧あつ倒とうしていれば、結果は見えている。とはいえ、長銃は、支えで固定しなければならないため、騎兵の俊しゆん敏びん性せいを相手にしては、いくら威力ある武ぶ器きとしても背はい後ごから突つかれて壊かい滅めつさせられる危き険けん性せいを孕はらむ。

「イリアーラ以外の国は、銃の開発より、馬の育成──騎馬隊を重視してきた。騎兵は、足である馬を攻撃されると一気に崩れるという最大の弱点を持ちながらも、かつては銃部隊を相手に、俊敏性で勝って活かつ躍やくしていた。イリアーラが銃の最先端国家となっているのは、早いうちから騎兵の育成から、射撃兵の育成へと移い行こうしてきた点にある。陸戦で銃の役割が大きくなると、騎士の称しよう号ごうも単なる飾かざりになっていく。対して、ウェルラントもドルラードも馬を重視してきた。その結果が、騎士の地位の高さにある」

「だから騎士が威い張ばっているんだ、ふーん、で、そのすごい銃は、この国にもあるの？」

「国家機き密みつに値あたいするようなものは、正せい規きには流出しない。イリアーラがこの国に送っている銃は、どれも古い型のものだ。それでもドルラードの銃も同じようなものだし、それだけで戦いくさに不利になることはない。その最先端の銃を扱っているのは、イリアーラの一部の特殊部隊だけだし、そう簡かん単たんに、こっちに持ち込こまれることはないとは思うが……。

　で、重要なのは、ここからだ。この特殊部隊は、戦において敵てき将しようの命を奪うばうことを目的に据すえられている。銃を敵に奪われるわけにもいかないから深入りすることはない。常つねに後方から敵将を狙うんだ。イリアーラ独どく特とくの戦法と言っていい。この銃は、弾に高速回転を加えて発射することで空気抵てい抗こうを少なくし、より精度を高めている。また、発射時の圧力がよりかかって遠くに飛びやすくなっているんだ。有効射程距離が長いから、恐おそれるべきは大たい砲ほうのみ。敵の懐ふところに入る前にも狙撃できる。ゴードウィン王も同じ方法で撃たれたのではないかと思っている。あるいは使われた銃は違ちがうかもしれないが、狙撃された可か能のう性せいは高い。遺い体たいが防ぼう腐ふ処しよ理りされて弄いじられる前に検けん証しようできたならよかったんだが……」

　言ってから、カルロは、すまないと言い直した。仮かりにもゴードウィンは、彼女の父親だ。遺体だの防腐処理だのと口にすることではない。王の葬そう儀ぎともあれば、相そう応おうの準じゆん備び期間を要する。また、クレア王女の帰国も待たなければならなかった。そのため、腐食を抑おさえる処理がなされていた。精せい霊れい信しん仰こうに基もとづき、その後、火葬され、遺い骨こつは墓はかへ納おさめられた。

「それって、もし、特別なその銃が狙撃に使われたというなら、イリアーラの特殊部隊が動いた可能性もあるってこと？　あり得ないよね……」

「あり得ないね。とりわけ彼はイリアーラの出身ということもあってか、両国の仲はかつてないほどに良好だった。対ドルラードへの共同戦線に関しても、うまく機能していた。イリアーラが動いていることはないだろう」

「なら狙撃は無理じゃない？　いくら精度の上がってきた長銃で撃つとはいっても、機会を窺うかがって狙うって、難むずかしそうだわ。王がどこに来るかなんて分からないし、戦の混こん乱らんの中で、一人だけをうまく狙ねらえるものかしら」

「その距離が縮ちぢむほど容よう易いになるのは分かるだろう？　長銃であっても、レシュテン王の配下が堂々と近づいたなら、不可能ではない。もちろん王には気づかれない程度に距離を置いていなければならないが。その場合、どこかに潜ひそんで、銃を設せつ置ちして、狙撃の機会を窺っていたことになるから、ますます内部に味方がいないと出来ない暗殺行こう為いだ。

　いずれにしても、戦という場において、ゴードウィン王のいた位置に、弾たまが飛んでくるというのはおかしい。もし敵てきの銃部隊による射程距離内にあったなら、撃たれていたのは王だけではない」

「なるほどねー。ネロスさんは、どの銃で誰だれがって思っているの？　もしかしたら、ドルラード、もしくはレシュテン王国が、イリアーラの最新型と同様のものを開発したか、裏うらでうまく手に入れたってこともあるかもしれないよね。長銃の場合もあるのだろうけど」

「断だん定ていするには情じよう報ほうが少ないな……」

　困こまった顔をしたが、カルロは、さらに続けた。

「少なくとも、ドルラード皇こう国こくが開発したということはないだろう。皇国が独自に開発したのならば、戦力強化をして一気にウェルラントに攻せめ入るはずだ。もちろんイリアーラに対しても。ドルラードはそれが出来るだけの経けい済ざい大国だ。もし、銃に関する何らかの技ぎ術じゆつが絡からんでいるとなれば、レシュテン王の方が、その技術を握にぎっていて、取引材料にしているとみていいだろう。自分がウェルラント領りようの王となるために。レシュテンで開発したか、イリアーラから国に持ち込んだかは、分からないが。レシュテン王だって、ただ皇こう国こく側がわに機密を渡わたしはしない。だから最終的な取引は、まだなされていないはずだ」

「ゴードウィン王を射しや撃げきした銃か何かが見つかればいいのに……」

「そうだな。まったく見けん当とう違いかもしれないけどな」

「でもネロスさん、随ずい分ぶんと自信満々に言うよね……分かっていないのに……偉えらそうだわ」

「悪かったな……」

　苦く笑しようし、気を取り直して彼女に言う──甲かつ冑ちゆうの重さに耐たえてもらうために。

「どういう背はい後ご関係があるのか、状じよう況きようは憶おく測そくの域いきを出ないとしても、ゴードウィン王の死を暗殺だったと考えるとしたら、こちらには気づけない遠方から、女王を狙う者がいないとも限かぎらない。相手がどんな銃を持っているのか分からないし、狙撃手が個こ人じんで動いていれば、どこに潜んでいるのかも把は握あくできない。戦から君を守るよりも、暗殺者から君を守る方がはるかに難しい。念には念を入れて、特別装そう甲こうの甲かつ冑ちゆうを。重いと言わずに、命を守るためと思って頑がん張ばるんだね。ジシェルも今いま頃ごろ、同じ鎧よろい兜かぶとに苛いらついているのだろうな」

　行軍経路にある山さん岳がく地帯に入ってしまえば、射撃する場所もなかなか見つからないだろうが、それまでは狙える地点が多数存そん在ざいしてしまう。無む論ろん、山に入っても鎧は着ていてもらわなければならないが。装そう甲こう姿すがたを見て、無理だと思えば、敵も無む駄だな狙撃はしないだろう。その意味でも、身に付けている意味はあるのだ。

「行軍日につ程ていに余よ裕ゆうがない。女王を失うという混乱は、未然に防ふせがなければならない」

　これから先、十五日ほどで要よう塞さいに着く予定だ。敵の本軍が要塞に到とう着ちやくするのもそのくらいだと算出された。敵が、急に大おお掛がかりに軍を動かし始めたという情報を得てから、アングス女王の下に軍を組そ織しきし、出発した。話し合いや準備に時間を要した分、移い動どうはなるべく急ぐ必要がある。

「戦せん略りやく家かのネロスさんとしては、女王様に何かあって予定狂くるうと大変だよね」

　クレアの嫌いや味みなのか何なのか──抑よく揚ようのない彼女の言葉。カルロは返事をせず、代わりに、落ちるなよ、と声をかけた。落馬して何かあっても予定が狂うから大変だよね──と彼女に言われることを覚かく悟ごしたが、それ以上は、何も言ってこなかった。
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　山岳地帯を移動している時に、それは起こった──まるでどういう行路を選せん択たくしているのかを分かっているかのような攻こう撃げき。二手に分かれ、メルビッツに向けて進軍してまもなく、一発の砲ほう弾だんが撃うち込まれた。鳥たちの羽ばたきの音が一いつ斉せいに重なる。飛び立つ黒い影かげが空を覆おおった。爆ばく音おんに驚おどろいた馬が暴あばれ出す。カルロのしなければならないことはまず、クレアが落馬しないように、彼女の持つ手た綱づなに手を伸のばすことだった。

　続いて、連続した爆音が山を揺ゆるがした。激はげしい集中砲撃に、軍は二つに割われた。さらに攻撃の範はん囲いは広がり、兵士たちが散り散りになっていく──。黒い煙けむりと埃ほこりに視し界かいが遮さえぎられるばかりか、目もまともに開けていられない。

　──どこからの砲撃だ？　あり得ないだろ……。

　何が起こっているのか、カルロにも最初、理り解かいできなかった。が、誰よりも早く、その答えを導みちびき出していた──。

「南へ移動しろ！　慌あわてるな！　隊を乱みだすな！　南だ！」

　叫さけぶカルロの声に、本軍の指し揮きを任まかされているアングス将しよう軍ぐんオルファが反論を唱える。

「逃にげるなら北ではないのか！」

　素人しろうとが口を出すなと言わんばかりの勢いきおいだが、カルロ・ネロスを参さん謀ぼうとして、彼の指し示じを優ゆう先せんさせるようにという上からの命令も受けていた。カルロは、クレアの馬をどうにか宥なだめ、自分の馬も落ち着き始めると、ぴしゃりと言い放つ。

「北へ逃げたら、それこそ砲撃の的になる。心理的な罠わなに陥おちいってはなりません。敵ドルラードは南。ならば北へ逃げればよいのか。そうではない。どこから砲撃されているのか考えれば、答えは自おのずと見えてくる。早く命令を！」

　従したがうしかなかった。オルファ将軍からも命令が下される。

「クレア、降おりろ。道が悪くなる」

　クレアは、はっとして降りた。目を細めて開け、どうにか周囲を見てみれば、みな馬を引いて移動を始めている。

「君は、オルファ将軍と共に行け」

　そう言ってからカルロは、将軍に向かって、クレアの護ご衛えいを託たくすことを口にする。クレアはしがみついて言った。

「駄目。ネロスさんが護衛してくれるんじゃないの？」

「これから少人数で襲しゆう撃げきに行く。護衛は無理だ」

「だったらそれは他の人に頼たのんで……ネロスさんは一いつ緒しよにいて……お願い……」

　俯うつむき加か減げんになって訴うつたえる。

「クレア……」

　私でないと襲撃を成功させられないと思うのは、傲ごう慢まんなのか──カルロは、返答に困こまった。どんな状況か分からないのに、具体的にどう指示を出したらよいのかもはっきりしない。しかも、ここはウェルラント。これがイリアーラであったなら、自分が連隊を率ひきいているのであったなら、適てき切せつな人選をして、襲撃を託すことも出来よう……が、ここでは右も左も分からないような状じよう態たいだ。

「エントスにある見み張はり台へ向かう」

　カルロは将軍に言った。
















　今もなお砲撃の音が地じ響ひびきと共に空気を揺らしている。

「三十人ほど──そうだな、歩兵小隊を一つ私に預あずけてはくれまいか。土と地ち勘かんのある者がいてくれると助かる。あるいは、剣けんの腕うでに覚えがある精せい鋭えいを最低でも十人貸かして欲ほしい」

　カルロの要望を受けて、将軍は首を縦たてに振ふる。三十人というのは、ウェルラントの小隊の基き本ほん人数だ。常つねに訓練を共にしている仲間──統とう率そつはとりやすい。だが、弱い兵士の三十人なら、強い十人の方が大きな働きをするのも確たしか。しかしまた、その精鋭十人が、気心知れあった仲間であればいいが、寄よせ集めた十人であった場合、どんな人間なのかもしれないのに一糸乱れず指揮するのは難むずかしい。カルロは、将軍に二つの選せん択たく肢しを示したものの、憂ゆう慮りよせずにはいられなかった。一体どんな者を預けてくれるのか──自分で人選して指名できないのは、やはり手て痛いたい。

「なるべくアングスの人間がいいが、土地勘のある者がいない場合は、こだわらない」

　アングス女王の下に組織された軍だ。アングス以外の者は、最初から士気がないと言っても過か言ごんではない。

「精鋭小隊を預けよう」

　将軍が応おうじ、小隊長を呼よびつけた。待っている間にカルロは、将軍に指示をする。

「イセの滝たきへと行き、ここでひとまず隊を整え、それから予定通りメルビッツへ向かって下さい。少し遠回りになるが、こう進めば、砲ほう撃げきに遭あうこともないでしょう」

　──敵てきの狙ねらいは何だ？　敵は、レシュテン王とドルラード。

「我われらを攻こう撃げきするのは、足止め……」

　──何のために？

「我々の戦力を削そぎ、メルビッツへ向かうのを遅おくらせたいのでしょう。その隙すきに敵がメルビッツを攻せめ……」

　いや、そうではない、とカルロは思った。

「メルビッツは難なん攻こう不落とも言われている要よう塞さい……」

　──なるほど、そういうことだったのか……。

「我らが要塞を一いつ朝ちよう一いつ夕せきに落とせるものではありません。我々の足止めが、有ゆう効こうに働くとは思えない。ならば、敵の狙いは、ジシェル女王率いる軍の壊かい滅めつ──そのための足止め──急ぎメルビッツへ向かい、ジシェル女王軍に攻撃する敵の背はい後ごを突つかなければなりません」

　本来はメルビッツを睨にらんでいるドルラード軍を、挟はさむ予定だった──が、こちらが足止めされたことで、敵は思う存ぞん分ぶん、ジシェル軍に攻撃を仕し掛かけることが出来る。そして──。

「先のメルビッツでの砲台爆ばく破はの件──裏うら切ぎり者がいると警けい戒かいさせたのは、この日のための罠わなだったのです……」

　ここまで来ると、将しよう軍ぐんも、カルロの話を理り解かいできなくなっていた。が、あえて問い返すことはしなかった。今知っておくべきことは、説明、指し示じされている。

「敵の狙い通りにならぬためにもまずは、急ぎ被ひ害がいのほどを把は握あくしつつ、隊を整え、メルビッツへ向かう必要がある。敵は我らがすぐに駆かけつけるとは思っていない。油ゆ断だんしている。却かえって好機を得た」

　間もなくしてやって来る小隊長。カルロは、クレアを前に跪ひざまずいた。

「一緒においで下さいますね」

　途と端たんに笑え顔がおになって、クレアは飛びついた。

「ありがとう！　ネロスさん！」

　飛びつかれ、鎧よろいの重じゆう圧あつに負け、カルロは尻しりをついた。

「ご、ごめんなさい！」

　あまりにも場ば違ちがいなクレアの行動だった。

「いや……」

　言いながらカルロは、クレアを見ていなかった。噴ふん煙えんの上がっている空を見る。かつてこんなふうに飛びついてきていた彼女のことを思って──目が痛くなる、煙けむりが沁しみる──。

　そして、クレアと小隊長らと共に、移い動どうを開始した──。
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　これはオルファ将軍の嫌いやがらせだったのか、応おう援えんだったのか──カルロは、預けられた部隊──先の突然の砲ほう撃げきで、二人が怪け我がを負って脱だつ落らく、さらに一名は『一身上の都合』とやらで最初から来ていない──の二十七名に、頭を悩なやませていた。みなアングスの者だ。

　──『一身上の都合』って……単なる二日酔よいか寝ね坊ぼうかだろうな。そう思いたくなるほど、彼らの態たい度どは悪かった。軍の規き律りつなど関係ないとばかりに、酒を手に歩いている者もいる。水を持ち歩くのは基本だが、水ではなく酒を持ち歩いているのだから、開いた口が塞がらない。小隊長は、酒こそ飲んでいないが、注意する様子もなく、だらしのない格かつ好こうをしていた。規格に沿そった格好ではない上に、着方も乱らん暴ぼうで、とても軍人とは思えない。

　言こと葉ば遣づかいも悪い。どうしてこんな奴やつ──カルロのことである──と一いつ緒しよに行動しなければならないのか、と不ふ機き嫌げんな顔をしている。彼の部下たちもそうだ。

「イルマ小隊長……」

「イルマでいい。別に正規の命令で動いているわけじゃあねぇんだろ」

　規律も何もあったものではない彼の口から、正規だのという言葉が出てきて、カルロは吹ふき出して笑った。イルマは眉まゆ根ねを寄よせ、口を尖とがらせた。カルロがすぐに謝あやまる。

「あんたのこと、噂うわさになっているぜ。王国の天敵だって」

「……なるほど」

　カルロに返す言葉はない。否ひ定ていしようと、それで信じてもらえるはずもないのだ。

「で、彼女は本物なのかい？　偽にせ物ものなのかい？」

「それが分かると君の心こころ構がまえが何か変わるのか？」

「そうだな……本物だったら手を出せないが、偽物だったら、慰なぐさみにしてもいいだろう。顔だけなら俺の好このみだ」

　カルロは微かすかに笑い、吐と息いきする。そんな彼を見て、クリムは、不安な顔になった。

「ならば、本物の女王だと言っておく」

　クレアは少しだけ、安心した。けれど、もっと他に言い方はないものかと思う。

「とても女王様には見えないが」

「君も小隊長をしているようには見えないが」

　はっきりと言われてイルマは、声を上げて笑った。が、部下たちは、あからさまに不ふ愉ゆ快かいな顔をする。

「ところで、エントスに向かうってどういうことだ？」

「さっきの砲撃を指し揮きした人間が、エントスにいる」

　大砲による攻こう撃げきは、何も目で見て照しよう準じゆんを合わせるだけではない。山の向こう側など、障しよう害がいによって照準を合わせられなくても、発砲することがある──他の場所からの指示によって。つまり、砲台から死角となる場所があると、代わりに別の場所から、攻撃すべき位置を伝え教えるのだ。それが、見み張はり台の役やく割わり。それによって、弾たまの届とどく限かぎり、どこへでも正せい確かくに発砲できるようになる。

　つまり、砲台のある要よう塞さいの位置と、見張り台の位置を頭に入れていれば、砲撃してきたのがどこからか、そしてそこに指示を出したのはどこからか、計算できるというわけだ。無む論ろん、はっきりと導みちびき出すことが出来ない場合もあるが。あの砲撃は、明らかにチェントロ要塞からの砲撃。死角になっている場所を攻撃したのだから、指示を出した見張り台が存そん在ざいすることになる。それがこれから向かうエントスだ。

　カルロはこれを逸いち早はやく察知し、エントスから見えにくい方向へ、そして砲台から離はなれた方向へ逃にげるよう軍を動かし、全ぜん滅めつを救った──ということになる。

「それでエントスか。敵てきがうじゃうじゃいるのか」

「どうだろうな。状じよう況きようが分かれば、私は女王と共にメルビッツへ行っていただろうが」

　言ってカルロは、クレアを見た。重い鎧よろい兜かぶとは脱ぬぎ捨すて、剣けんだけを手に、それを杖つえに身軽に歩いているはずの彼女が、最も疲ひ労ろうの色が濃こく、足が痛いたいだの休もうだのと言っていた。

「もう嫌だー、歩けないよー」

　叫さけぶ元気はあるのか、と誰だれも突つっ込こみはしなかったが──。

「確かにこの女王様は無む駄だにうるさいな。なんで一緒なんだよ」

　イルマの言葉に、クレアがむっとして睨にらみつける。

「好きで泣きごと言っているんじゃないもんっ」

　言いながら滑すべって転び、イルマの爆ばく笑しようを浴びることになる。彼の部下までもが、げらげらと笑っていた。そしてクレアが最も腹はら立だったのは、カルロが腹を抱かかえて笑っていること。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「駄目。捻ねん挫ざしたわ」

　噓うそだった。しかし──ほら、と腰こしをかがめた彼に背せを向けられて、クレアは噓だとは言えなくなった。何な故ぜか泣きたくなる……それは、彼が優やさしくしてくれるという嬉うれしさからではない。情なさけなさのせいだとクレアは思った。泣き崩くずれるかのように彼の背に負ぶさって、顔を伏ふせた。

「クレア？　どうかしたのか？」

　彼が感づいて振ふり返っているのが分かったけれど、顔を埋うずめたまま無む視しをする。

「揺ゆれるが、疲れたなら眠ねむってもいい」

　──なんて優しいんだろう……バカ。

　どうしてこんなに惨みじめなのか──甘あまえていいだけのことを何もしていないのに甘えているからに他ほかならない。何も努力しないで、彼に甘えてばかりで。そんなことでいいはずがないのに、彼は甘やかしてくれる──どうでもいいからに違ちがいなかった。いつも厳きびしくて叱しかってばかりの親方からは、愛情を感じることが出来た。けれど優しくしてくれる彼からは、愛情を感じることが出来ない。

「しようのないお嬢じようさんだな」

　呆あきれるイルマに、カルロは笑って言う。

「国を担になう王には力を温存しておいてもらわないとな」

　──国を担う王……。クレアは、どこか遠くで、けれどしっかりと聞いて、胸むねに刻きざもうとした。少しは女王らしくなろうと思ってこうして出てきたけれど、相変わらず女王らしいことは何も出来ないでいる。このままではいけない……。

　──ジシェルに嫉しつ妬として出てきただけじゃないんだから……ちゃんと私だって女王になれるって……もう逃げないって決めて……ネロスさんに認みとめさせたくて……。

　ああ、そうか、とクレアは思った。自分の居い場ば所しよをアングスに作ろうとしたのではなくて、彼の中に自分の居場所を作るのに必死だっただけなのだ……それで一いつ緒しよに戦いくさに参加した。結局、私は『身代わりの偽にせ者もの』であって、それは敵に筒つつ抜ぬけなのだから……女王として危き険けんに晒さらされているのは、やっぱりジシェルだったのだ──。

　──私、しっかりしなくちゃ……。
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　エントス見張り台に到とう着ちやくした。「敵」に見つかることもなく辿たどり着けたのは幸いだが──カルロは、深い嘆なげきの息を吐ついた。流血した死体が、塔とうの周辺に横たわっている。その服ふく装そうは、ウェルラントの兵士のもの。

　静かだ。様子を窺うかがうカルロたちに付き合ってか、風までもが息を潜ひそめている。木々の葉が擦すれる音もない代わりに、虫の鳴き声ばかりがうるさく、暑苦しさを増ましていた。動くふうもない塔の周囲の空気──。

「誰もいないじゃないか……みんなやられちまったのか……ドルラードに？」

　イルマは、わけが分からないという顔で言った。カルロが呟つぶやく。

「敵が、我われ々われに気づいて、身を潜めて、襲しゆう撃げきの罠わなを仕し掛かけている──」

　イルマが、噓だろ……と、面めん倒どうそうな顔をすると、カルロは笑えみをたたえて答える。

「かもしれないってだけだ」

「涼すずしい顔して言うなよ。さっきまで虚うつろな目をしていたくせに」

　クレアを背負って山道を移い動どうするのは、想そう像ぞう通どおりの過か酷こくさだった。カルロは疲労と暑さの中、何度も意い識しきを失いかけていた。それでも音ねを上げるようなことはなかったのだが、イルマに水を差し出されて我に返るほどで、けれどそんな苦く痛つうを、背負われている彼女には感じさせずにいることを、ある意味イルマは尊そん敬けいの目で見ていた──そのほとんどは、カルロを呆あきれた奴やつだと思って苦笑していただけだが。

「どうも私は、困こん難なんを前にすると、楽しんでしまう性しよう分ぶんらしい」

「いい性せい格かくしているな」

「私もそう思う」

　声を潜めて笑い合う二人を見て、クレアは肩かたをすくめた。イルマ小隊長の部下たちもまた、どういうわけか気が合っているらしい二人を見ては、首を傾かしげている。

　そしてカルロは、本当にその通りだなと思っていた。平和に身を置いている時よりもよほど張はり合いがある──そういう性分になってしまっているのだろう。

　見張り台というのは、要よう塞さい内ないに建けん設せつされているものを除のぞけば、実に単たん純じゆんな作りをしている。主に円形の塔で、中は宿しゆく舎しやも兼かねている。エントスの見張り台も例外ではない。

　塔には、あちこちに大小の窓まどがある。塔内の側面、壁かべ側がわは螺ら旋せん階かい段だんになっていて、階段沿ぞいにいくつもの窓があり、そこから見張りや攻こう撃げきを行なえるようになっている。窓にはそれぞれ、弓矢の発はつ射しや装置が取り付けられるようになっている。特に階段途と中ちゆうの踊おどり場の窓は大きめで、より大きく強力な武ぶ器きの設置にも対たい応おう。塔の防ぼう衛えいのための周辺の見張りを行ない、敵てきの襲撃があれば防衛するのが、この側面にある窓だ。塔の最重要部は、屋上で、ここで照しよう準じゆんのための測そく定ていと指し示じがなされる。

　領りよう内ないのこうした見張り台のほとんどは、ウェルラントが一つとなる前、乱らん世せの時代に作られたものだ。そもそも自国の領土内にあり、国こつ境きよう線せんの攻防からは関係のないところに位置した見張り台に、どうして防衛措そ置ちがとられているのかといえば、内部には勤きん務む兵士が必要としているだけのものを蓄たくわえた食しよく糧りよう庫こと武器庫があるからだ。かつての戦乱の時じ勢せいでは、見張り台を何らかの拠きよ点てんとして抑おさえるために攻撃をするというよりは、侵しん攻こう中ちゆうに軍からはぐれた者たちや、国からの補ほ給きゆうを期待できない状じよう況きように陥おちいった者たちにとっての、格かつ好こうの襲撃場所となっていた。食糧に飢うえた部隊が、味方が勤務する見張り台を襲って戦いを繰くり広げた場合もあったという。

　だが、今回のエントスの件けんではどうか──それこそ、ウェルラント領内にあるこの見張り台で、食糧難にあえいだ兵士が山の中を迷まよっているような状況はあり得ない。仮かりにそういう部隊があったとしても、今の時代、保ほ護ごを拒こばまれることはまずないし、まして敵国であるドルラード兵が迷い込んでいるということもないはず──だが、状況からしてドルラード兵が、国境を越こえてきたとしか考えられない──まさかレシュテンの兵が、いきなり同じウェルラントの兵士を惨ざん殺さつはしないだろう……。皇こう国こくは、このエントスを襲撃してその後どうするつもりだったのか……孤こ立りつ無む援えんの状じよう態たいに陥るのは分かっていること……カルロは、裏うらにある何かを見み極きわめようとした。

「一体誰が襲ったんだ？」

　不思議がるイルマに、カルロが答える。

「ドルラードだ。何者かが、手引きして国境を越えさせたんだろう……」

　何者か──それは、レシュテン王の手の者だろう……。見張り台は、要塞の砲ほう撃げき手しゆとの連れん携けいがあってこその働きをする場所だ。ここで攻撃対象の位置を測ったところで、要塞へは言葉で伝えるわけではない。暗号化した音や光で意思疎そ通つうを行なうのだ。もちろんそれは限かぎられた人間にしか理り解かいできない。それを占せん拠きよした敵が行なうのは到底不ふ可か能のうなこと──だが、今回、それを行なっている。ウェルラント式の暗号に通じている関係者が裏切っているということになる。もちろんそれもレシュテン王の配下であろうが……。

「敵兵が見当たらないぜ。中に隠かくれてやがるのか、もう逃にげたのか……」

　イルマが出て行こうとするのを、カルロは止めた。出で端ばなを挫くじかれて不満そうな顔でイルマは言う。

「ネロス、随ずい分ぶんと念入りだな」

「腰こし抜ぬけなんでね。向こう見ずな行動が出来ない性分なんだ」

「なるほど」

　塔とうの外には、死体しかない。中の様子を調べる必要があった。塔の窓から見張りをしている兵士も、塔の最上部で、要塞との連れん絡らくを取り合っている者も今はいない。

　カルロが、突とつ撃げきする隊形を指示──その会話を聞いて、クレアがまたしても言い出した。

「私も行く」

　イルマの推すい薦せんで名指しされた腕うでに覚えのある護衛を一人つけられた上に、隠れているようにと言われたのだが、クレアは、頷うなずかなかった。

「ネロスさんと行くって言っているじゃないの」

「仕方ないな……」

　カルロは、ついわがままを聞き入れてしまう自分の愚おろかさに溜ため息を吐つき、肩の力を落とした。

　カルロとイルマで、クレアを挟はさむ形で出て行くことになる。呆あきれているのはイルマだ。

「いちいち、おしめも取れない小こ娘むすめのわがまま聞いていると、ろくなことないぜ」

「おしめが取れていようといまいと、小娘ではなく女じよ王おう陛へい下かだ」

　本気で擁よう護ごしているふうもなく、むしろ一いつ緒しよになってからかっている。

　死体の間を通って、塔の入り口へと近づく。その間、クレアは怖こわいもの見たさというやつか、ついつい死体に目をやってしまいながら、カルロにしがみついていた。

　こうした見み張はり台の建けん築ちく構こう造ぞうはどこも大差ない。一階は、柱が剥むき出しになっているだけの大きな部屋──勤務している兵士は、集会所と呼よんでいる──になっていて、あとは一階から壁かべ際ぎわの螺旋階段をのぼって行くごとに、戸があり、部屋があるという具合だ。そして最上階がまた、大きな部屋になっていて、そこに、屋上へと出る階段がある。

　一いつ般ぱん家庭と大差のない簡かん易いな作りの木戸を左右に開けて集会所へと入っていくと……そこには捕とらえられたウェルラントの兵士がいた。布ぬので口を塞ふさがれている。数すう箇か所しよに分かれて、背せを向け合って座すわっている兵士の手は、背中側にあり、縄なわで縛しばられている様子だった。

　──敵兵はどこだ？　上に潜ひそんでいるのか？　それとも、もうどこかに行って……。

「どうした」

　カルロは、壁際に寄よりかかって捕らえられている男に声をかけた。男の口に押おし込まれた布を取り出しかけて、手を止める──罠わな……。押し込まれているはずの布の量も濡ぬれ具合もおかしい。別の所で捕らえられている男たちを助けようとしているイルマに向かって、声を張り上げた。

「イルマ、待て！」

　一いつ瞬しゆん殺気だった空気が集会所を支し配はいした。カルロが念入りに見回す。捕らえられていたウェルラント兵士の格かつ好こうをした男の一人が、足を鳴らした。

「外へ出ろ！」

　カルロは、クレアを引き寄せ、すぐに出ようとした。が、縛られていたはずの壁際の男も、全員がいっせいに立ち上がった。カルロの足元にいた男が、剣けんを真横に突き出し、にやりと笑う。外へは出さない──そういうことだ。

　先に戦せん闘とうに入ったのはイルマだった。先に手を出したのも彼。

　剣を振ふりかざしてくる兵士たちを見て、クレアが声を上げる──直後、両手で握にぎっていたはずのゴードウィン王の剣が軽くなっていることに気づく。持っているのは鞘さやだけだった。剣がない。そして足元には、兵士が倒たおれていた──。

「クレア、外に出ろ」

　カルロが声を上げる。その右手にゴードウィンの剣を握っている──。

「足をちゃんと前に出せ！」

　震ふるえて動けないでいるクレアを怒ど鳴なりつけながら、カルロは、また一人を斬きった──。震えているのは、クレアだけではない──彼もまた……。

　カルロは剣を握り震えている右手を、左手でぎゅっと押さえつけた。たいして力の入らない左手では震えを止めることも出来ない──たとえ強い力であっても止められなかったかもしれないが。震えを意い識しきしないようにする。まるで人斬り機械のように、体が勝手に動く事実もまた──知らぬ振りをすることしか出来ない。

　斬った兵士の血が飛び散り、それは自分だけでなくクレアをも汚けがした。さらに圧あつ迫ぱくされていく苦しみに眩暈めまいがした──それでも、体は無む駄だのない動きをしていて、敵てきの急所を外さずに攻こう撃げきしている。

「いや、いや、いや……」

　走り出そうとしてその場に崩くずれたクレアは、ただ涙なみだを流し、痙けい攣れんしたように震えて──。

　カルロは、剣を左に握り直し、右腕でクレアの腰に手を回して持ち上げた。イルマもほぼ一緒に外へと出る。カルロが、配はい備びさせておいた小隊に突撃の合図をしようとする──しかし敵は、集会所にいた兵士だけではなかった。高い位置にあるいくつかの窓まどから矢が飛んでくる。だが、突撃するなら今しかない。カルロの一声で木こ陰かげから飛び出してくる仲間たちが、出入り口へと向かって行く──敵を封ふうじ込こめるため。上にも人がいるとなればなおさら、そうしなければならない。

「イルマ、クレアを頼たのむ。他の者と外を担たん当とうしてくれ」

　外の仕事とは、塔とう内ないから出て来た者を取り押さえるか殺すか──外部との連れん絡らくを断たつための見張りだ。イルマは、共に塔内での戦闘に加わりたかったが、頷うなずくしかなかった──そこに彼が守りたいと思っている少女が、戦闘に怯おびえ切っていたから──いや、そうではなく、守ってくれている彼に対して怯えているのか──。

　カルロが、血で汚れた剣を手に、塔へと走り戻もどっていく──。
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　変色した血を、顔や腕や軍服にこびりつけている彼が、仲間の手当てをしていた。手て際ぎわのいい治ち療りように、みなの彼への関心がさらに増ましている。クレアは、そんな彼を眺ながめながら、時折寒さを感じて目を瞑つぶった。あんなふうに冷れい酷こくでさえある殺人者へと変身してしまった彼を恐おそろしく思っているのか……そうではないと思うのに、彼は殺人者だというわけではないことは頭では分かっているのに、妙みように寒くて、目の前が血に染そまっていく感覚に震えを覚えずにはいられなくなった。

　塔にいた敵はすべて取り押さえた。どのくらいの人が死んだのか、クレアは知らなかったが、しまいには大人しく投とう降こうしてきて、今度こそ本当に縄なわで捕らえることになったことは、イルマから聞いた。

　敵兵がみな、塔内に捕ほ獲かくされている中、「二人の捕ほ虜りよ」だけは、共に移い動どうすることになる──チェントロ要よう塞さいへ向けて。一人は、一階で、足を慣ならして指し示じを出した男、もう一人は、上の階で指揮をしていた男。戦せん況きようは、指揮官であったこの二人を取り押さえたことで決まった。

　塔の周辺、もしくは内部で死んでいたのは、本来この塔に勤きん務むしていたウェルラントの兵士だった。実じつ際さいに占せん拠きよしていたのは、ドルラードから入り込み、ウェルラント兵に成り済すましていた者たちだ。二人の捕虜は、そう説明した。そして、ウェルラント式の照しよう準じゆん設せつ定ていの指揮暗号を教えられた上で、チェントロ要塞を操あやつったのだ、と。

「君たちはここに残れ」

　カルロは怪け我が人にんを振り分け、彼らを塔に残した。瀕ひん死しの状じよう態たいにある者は、幸いにもいない。イルマの仲間はみな、腕の立つ者ばかりだった。さらに、怪我人たちに付き添そう者、オルファ将しよう軍ぐんへの報ほう告こくに走る者とを差し引くと、残りは十人を切った。残れと言われた者は一様に、共に行くと言ったのだが、カルロの判はん断だんが覆くつがえることはなかった。

「もしまた戦せん闘とうになった時、足あし手で纏まといになる者はいらない」

　厳きびしい言い方だが、食ってかかる者はなかった。大事に至いたらなかったのは、彼の素す早ばやく適てき切せつな応おう急きゆう処しよ置ちによるものだという思いがあったから──。

　そして、十人に満たない部隊で、二人の捕虜と共にチェントロ要塞へと向かう。

　その間カルロは、クレアと一言も口をきかなかった。クレアも、声をかけ辛づらくて、イルマに、捻ねん挫ざしていたんじゃなかったのか、とからかわれたのを最後に、誰だれかと話すこともなくなった。マメは潰つぶれる、関節は痛いたいで、捻挫こそしていないものの、歩くのがしんどいその足を鞭むち打うって、共にチェントロへと向かう。

「チェントロにも、こいつらみたいな偽にせのウェルラント兵士が潜ひそんで占せん領りようしているんじゃないだろうな」

　イルマの危き惧ぐに対して、カルロはあっさりと頷く。

「可か能のう性せいはあるな。正せい確かくには、変へん装そうしたドルラードの兵士だけでなく、ウェルラントの裏うら切ぎり者も含ふくむのだろうが。本当にそんなことにでもなっているなら、投降したウェルラント兵は、不本意ながらドルラードに使われているってことになる」

　カルロが、振ふり返って捕虜を睨にらむと、彼らは視し線せんを外した──彼らの態度から、チェントロの様子を窺うかがい知ることは出来なかったが、はっきりしていることは、敵地の見み張はり台を占拠して、孤こ立りつ無む援えんと思われる状況にありながら、平然としていたのには、理由があるということだ。いくらそこにいたウェルラント兵士を全ぜん滅めつさせて占拠しようと、見張り台には、代わりの兵士がやって来る。勤務は交こう代たい制せいだ。いずれは偽のウェルラント兵であることがばれる。それなのに、あそこに留とどまっていた。何かを待っていたのだ──カルロはそう考えて、ある結けつ論ろんに達した。彼らが待っていたのは、仲間のドルラード兵だ。ウェルラント領内に進軍してきた仲間に合流するつもりでいたに違ちがいない。

「ネロス、この人数でどうする？　全員で来た方がよかったんじゃないのか」

「おい、全員って……難なん攻こう不落の要塞を三十人足らずで落とすつもりか？　無理だろ」

　カルロが笑う。もし全員で来れば落とせたつもりでいるなら、その自信と無む謀ぼうさは、ジシェルといい勝負だ。難攻不落──だからこそドルラードは、外からの攻こう撃げきではなく、内に裏切り者を植えつけて崩くずそうという作戦に出たのだ……。

「チェントロはまだ、完かん璧ぺきにドルラードの操そう作さ下かにはないはずだ。裏切り者が潜んでいるだけで。先のメルビッツ要塞の時に、裏切り者がいることをあからさまにしたのは、そちらに目を向けるため。チェントロに隠かくさなければならない裏切り者がいたからこそ、メルビッツで騒さわぎを起こした。あわよくば陥かん落らくさせようというつもりもあったのだろうが」

「どうするんだ？」

「どうにかなる。裏切り者を、こちらの味方につければ、な」

　状況は厳しいが、逆ぎやく手てにとれば、それが可能なのが、今の状態だ。

　一体、エントスの見張り台を占拠した彼らは、ウェルラント領に入ってきた仲間とどこで合流するつもりだったのか。まさに、そこに答えがある。

　カルロは、捕虜たちを睨んでから、不ふ敵てきに笑ってみせた。

「チェントロ要塞の西側、あるいは海岸沿ぞい──こちらの守りの手て薄うすなところから侵しん入にゆうした仲間とどこで合流するつもりだったのだろう。見張り台から様子を窺い、その時を待って、出発するつもりでいた。そうだな？」

　驚おどろきの顔──今度の反はん応のうは、そうだと言っているようなものだった。

「当たりかよ」

　イルマが口笛を鳴らして言う。

「もう一方の、ジシェル王の軍に対して、チェントロの兵が援軍に向かうつもりだったか、援軍を装よそおい、挟はさみ撃うちにして潰すつもりだったか……そういうことだ」

　そういうことだ、と言われて、イルマは首を傾かしげたが、彼に、これ以上説明する雰ふん囲い気きはなかった。イルマが肩かたをすくめて言う。

「アングスには、王様が二人もいて、まったくもって心強いな。で、その王様を顎あごの先で使っているのがネロス、おまえか──力関係がよく分かった」

「私は忠ちゆう実じつな部下に過すぎないのだが……そのように見えるなら態たい度どを改めないとな」

「無理無理。おまえはそういう奴やつだ」

　どういうふうに思われているのか、カルロはよく分からなかったが、イルマの笑みが親しみを込めたものであることは感じた。

　途と中ちゆう、川辺で休きゆう憩けいした。カルロは血で汚よごれた肌はだを洗あらい、水を飲んだ。そして、持っていたゴードウィン王の剣けんの血を、水で洗い落とし清めた。それをクレアに差し出す。

「あ、あの……ネロスさんが持っていて……私が持っていても役に立たないし。飾かざりじゃ意味ないし……」

　逆にクレアから鞘さやを差し出されて──カルロはそれを受け取る。

　──私はまた……人殺しに戻もどったわけか……。

　カルロは鞘に剣を収おさめると、それをクレアの前に突つき出して明言する。

「君がウェルラント王になるまで預あずかっておくことにする」

「わ、私がウェルラント王？　だって女はなれない……それにネロスさんが急にそんなこと言い出すなんて……おかしいよ……」

　カルロは返事をしなかった。クレアも、話しかけ辛い状じよう況きようには変わりなくて、それ以上は口を開けず、重苦しい空気に押おしつぶされそうになった──が、イルマが、軽く口笛を吹ふいて、カルロを茶ちや化かしたため、わずかに息を吐つくことは出来たのだった。




　　　　６




　チェントロ要よう塞さいとメルビッツ要塞共に、管理を任まかされている指し揮き官かんは、六人。各国の代表が一人ずつ選出される。現げん役えき騎き士しを退しりぞいた一級騎士の名めい誉よ職しよくと言っていい。六部門に分かれた要塞管理の責せき任にん者しやとして──また指揮官として、戦いくさを指揮することになる。但ただし、身分は『将軍』の下。中央から派遣されてやってくる将軍がいれば、その指揮下に入る。

　今、チェントロ要塞には、要塞に常じよう駐ちゆうしている兵士のみで、アングスからもどこからも応おう援えんの軍はやって来ていない。ここで指揮権けんを持っているのは、六人の管理者たちだった。その六人を前に、カルロは、要塞の指揮権を奪うばった──アングス女王の手に。王は、軍事面での権けん限げんも制限されることなく有している。当然ながら、将軍よりも地位は上だ。

「ところで、出兵準じゆん備びが整っているのは、どういう了りよう見けんで？　どちらに向かわれるおつもりだったのか。オルファ将軍率ひきいる軍は、こちらからの誤ご砲ほうによって被ひ害がいを受けたが、すぐに立て直してメルビッツへと向かった。当初の予定通り、ジシェル・オックス率いる軍と、敵を挟はさむ手て筈はずです。こちらの兵は、やはり西へ向けるおつもりでしたかな？　ドルラードが、どうも西から侵入しようと図はかっているらしい。エントスの捕ほ虜りよもそう言っている。それを分かっていながら、東に向けてオックス軍に援えん軍ぐんを出し、西をわざわざ手薄にしてやることはありませんよ」

　六人は顔を見合わせた。ジシェル軍のいるところへ兵を送り込こむのか、援軍を演えんじて西の守りを手薄にしてドルラード軍を引き入れようとするためか、敵兵と共に、アングス女王ジシェルを葬ほうむるために挟み撃ちしようとするためか、どういうつもりだったかはともかく、『裏うら切ぎり』が暴あばかれている以上、責任回かい避ひを目もく論ろんで『安あん全ぜん圏けん』に逃のがれるであろうことは、予測できた。『裏切り』に目を瞑つぶり、彼らの地位を保ほ障しようすることを示し唆さすれば、彼らも『裏切り』をなかったことにして揉もみ消そうとするだろう──今は彼らと対立して真実を暴くよりも、西から侵入しようとしているドルラード兵との戦に向かうべきなのだ。

　一度敵にウェルラント領りよう内ないに入られてしまっては、簡かん単たんに六角王おう宮きゆう群ぐんを占せん拠きよされてしまう。領内で軍隊が常駐している場所は限られている。食い止めようもない。そして、それこそがウェルラントの弱点でもあると言える、一箇か所しよにまとまった王宮群。ましてそこには、象しよう徴ちよう的てきに存そん在ざいするウェルラント宮がある。彼らドルラード軍は、一気にそこへ向かい、占領する気なのだ──レシュテン王との計画の通りに。おそらくそこでレシュテン王は、取引の最終段だん階かいに入るはずだったに違ちがいない。ウェルラントの地の支し配はい者しやに、ドルラード皇こう国こくウェルラント州の州王になるために。取引の内ない容ようは、銃じゆう関連の何らかの技ぎ術じゆつだ。

「ここに本物のアングス王がいる。気き兼がねなく指揮権を委ゆだねられよ。貴き殿でんらが、こうも早々と軍備を整えていたこと、先見の明があり立派であると、王は感かん激げきなされ、感かん謝しやしておいでだ。私が彼らを率いて、隙すきをついて入り込もうという西のドルラード兵を食い止めに行く。我われらがアングス女王に兵力をお貸かし下さること感謝申し上げる」

　そうして、彼らが頭を下げ、顔を見合わせつつ、従したがう意向を固めたのを確かく認にんすると、カルロは、イルマたちをクレアの護ご衛えいにと残し、一人で要塞を出た。

　クレアがネロスさんが一いつ緒しよじゃなきゃ嫌いやだ、と言い出さなかったことは奇き跡せきに近いが、ぎくしゃくとした空気のせいであることは、イルマたちにも見て取れた。

「気をつけて」

　クレアはそれだけを言い、カルロは、静かに丁てい寧ねいに敬けい礼れいした。それはとてもよそよそしいものであった──。
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　斬きる。斬る。斬る──。淡たん々たんとした顔で──彼は斬り続けた。

「私を守るため……」

　瞼まぶたに焼きついている殺人の光景が、何度も何度も押し寄よせてくる。なのに、そのうち──不思議と懐なつかしいような気がしてくる。白い花？　白い雪？　白い中に飛び散る赤い血──白と赤の光景の中で、彼が剣けんを振ふるっている──『私』を守るため……。

　その顔は無む表ひよう情じようで、泣いているようにも見えて──決して殺人者の顔ではなかった。人殺しがいいことであるはずはないけれど、悪い人の顔ではなかった。誰かを守るためだけに必死で──それは『私』？

「変よ……」

　エントスでは、白い花だって雪だって舞まっていなかったのに──私……夢ゆめでも見ているのかしら……。瞼が重い。本当に寝ねてしまいそうになって、「おい」と声をかけられ、振り向く。びっくりして眠ねむ気けがどこかへ行ってしまった。

　チェントロ要塞の回廊で、クレアは我に返る。

「イルマさん……」

「眠れないのか？　こんなところにいたとはな。部屋にいるのかと思いきや、ふらふらと。おちおち酒を飲んでられねぇじゃねぇか」

「真ま面じ目めに護衛してくれる気なんだ」

「何かあったら、俺おれがネロスに殺される……見かけによらず強いしな……」

　あの戦いぶりは、彼にも意外だったんだな、とクレアは感じた。切れに切れまくった頭ず脳のうとか、貴族的な物もの腰ごしとか──自ら力強い剣を振るうようには見えなかったのだろう──そういう意味では、彼の変へん貌ぼうぶりへの驚おどろきを共有していた。

「歴戦の勇士ってところか？　左に少し不自由が残っているみたいだし、戦いくさでやられたのかもしれねぇなぁ」

　イルマがそう言った時、クレアの目の前に、再ふたたび血が飛び散った──彼の血だ。左ひだり肩かたからまともに剣を受けて──『私』は彼の腕うでの中に守られて……。

「いやっ」

　突とつ然ぜん小さな声を上げる。イルマが、どうしたのかと肩に手を載のせ、覗のぞき込む。

「おい……何震ふるえているんだ？　寒いのか？　寒くはないよな……」

「寒いわ……だって雪が降ふっているじゃない……」

「はん？」

　自身の体を抱だいて、その場に崩くずれたクレア──震え続けている。

「どうかしちまったのか？　ネロスと気まずそうな感じだったしな……」

「ネロスさんが死んじゃう……」

「なんだよ急に……確たしかに今、戦に出ているが……あいつは歴戦の勇士なんだし……」

　戦に出た人間が、死なないで帰ってくる確かく実じつ性せいなんてない──それ以上はイルマも言えなかった。見み張はり台での戦い振りを見れば、簡かん単たんに死にそうにない感じはするが、その後の彼を見ていると、大だい丈じよう夫ぶとは言えない気もした。彼女に怖こわがられていることを明らかに気にしていて──。どこか儚はかなく弱々しくて──強い意い志しを持って「帰ろう」と思っていない気がしてならない。けれど彼は優ゆう秀しゆうな人間だ……。
















「よく聞けよ。慎しん重ちような人間、勘かんの鋭するどい人間、負ふ傷しようしても積極的な思考が出来て冷静さを失わない人間、そういう奴やつは、必ず生き残って帰れるのが戦だ。少なくとも俺たちは、そう教えられて、そういう兵士になるように教育される。ネロスの場合、すべて完かん璧ぺきに備そなえている。だから必ず帰ってくる」

「だって傷きずだらけだよ……」

　怪け我がなんてしてなかったぞ、とイルマは口にしようとして、確かに心が傷だらけって感じではあったなと思い直す。それはあんたのせいだろ、と言いたくなったが、彼のことを心配している彼女にかける言葉ではないと──何も言い返せずに、ただ、吐と息いきする。

「私のせい……」

　クレアの瞳ひとみから涙なみだが零こぼれる。それが幻げん覚かくなのか夢なのか──再び白い花が、雪が舞う。ここにはない光景を見ていることを、クレアは客観的に理り解かいしていた──まるで自分が二人いるみたいだ。けれど、彼が死んでしまうと恐きよう怖ふする感情は一つしかなくて、それは体から溢あふれてしまいそうなほど強いもの──。

「私、前にもネロスさんに守ってもらったことある気がする……今日みたいに……すごく必死になって守ってくれた……攻こう撃げきしてくる人たちを容よう赦しやなく斬って……怖い……」

「怖いって……それはかわいそうだろ」

「でも……ネロスさんは人殺しするような人じゃないと思っていたのに……」

「戦はそういうもんだ。やらなければやられる。斬ってなければ、あんたが死んでいた」

「そうなんだけど……」

　戦士だと胸むねを張って言うジシェルも、おそらく何人も殺してきたのだ──急に彼女まで遠くに感じた。ベルロイド工こう房ぼうの宿しゆく舎しやで襲おそわれた時も、彼女は見張りをしていた騎き士しを斬ったと言った──その現げん場ばも、斬られた騎士も見ていないから、特別考えたことはなかったけれど……きっと躊ちゆう躇ちよもなく、当たり前のように斬ったに違ちがいない。

「イルマさんは、罪ざい悪あく感ないの？」

「まあ、なんつうか……女に振られる時ほどの罪悪感はねぇよ。戦だし……」

　半分冗じよう談だんだ──かなりどやされるだろうなと覚かく悟ごしたイルマだったが、クレアの返事は、戦だもんね、という短いものだった。

「この要よう塞さいは、戦からウェルラントの人たちを守っているんだよね……」

「そういうことになるな」

　山の斜しや面めんを見下ろせるこの位置からだと、斜面全体が何かの巣のようにも見える。敵てきの侵しん攻こうを阻はばむために、木々の間を迷めい路ろのような道が、積み上げられた石の壁かべによって作られているのだ。そこを通って頂ちよう上じよう付近まで登り、砲ほう台だいが並ならんでいるこの場所を叩たたき、その奥おくにある要塞の本部までも占せん拠きよするのは、至し難なんのこと。本部があるこの場所だからこその厳げん重じゆうな作りで、他の場所までもが、斜面全体を迷路の作りにしているわけではないが、難攻不落の名声に恥はじない要塞だった。メルビッツの方も同じような構こう造ぞうだという話を、クレアはどこかで聞いていた。

「イルマさん、お休みなさい。眠ねむくなってきた」

「部屋で大人しくしていてくれよ。俺の命は、あんたにかかっている」

「どうしてもってお願いするなら、静かにしていてもいいわ」

「どうしてもだ」

　クレアは、笑って首を縦に振る──但ただし、と続けて。

「絵を描かきたいから、紙とか色々、用意してくれる？　そうしたら、部屋にこもっていてあげる」

「分かった。明日まで待ってくれ」

　頷いたクレアを、イルマは部屋まで送った。
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「母ちゃんと息子むすこが待っているんだぁ……俺、死んじまうのかぁ……」

　泣き叫さけぶ兵士。

「おい、それだけ大声を出す元気があって死ぬわけないだろ」

「でもよ、でもよ」

「大丈夫。そのくらいの浅い傷なら気合で塞ふさがる」

「でもよ、でもよ、どばぁーって流れたんだぜ、血が」

「その巨きよ体たいを流れる血けつ液えきの量を考えれば、子こ供どもが蚊かに血を吸すわれたくらいなもんさ」

「先生ひどいなぁ、それ」

　それでも落ち着いたのか、微かすかに笑う彼に、カルロも笑えみを返す。

　チェントロ要塞の本部よりカルロが率ひきいて出発した軍は、西から侵入しようとしたドルラード軍をどうにか食い止め、そして撤てつ退たいさせた。最終決戦のつもりでやってきた敵軍──その数は、ウェルラントの四倍は超こえるもので、敵が油ゆ断だんしていたとはいえ、撤退させるには相そう応おうの大おお軍いくさとならざるを得なかった。当然、死し傷しよう者しやの数も、かなりのものとなった。動ける者が、動けない者に手を貸かして、要塞までの帰路についた。移い動どうしながらもカルロは、怪け我が人にんの様子を診みて回った。適てき切せつな治ち療りようが施ほどこされていない者を見かけては、その場で手当てする。多くの者はカルロを見て、戦いくさを指し揮きしていた人物だと分かるはずもなく、同行している軍医だと思い、当たり前のように先生と呼よんでいた。

　──そろそろ要塞に着いてしまうのか……。

　早く着くにこしたことはない。怪我人も大おお勢ぜいいるのだ。けれどカルロは、気が重くて仕方なかった。要塞には、クレアがいる。

　──私に怯おびえていたからな……。一体どんな顔をして会えばいいのか。

　彼女を守らなくては──そう考えたのかどうか、気づいたら、彼女の持つゴードウィン王の剣けんを抜ぬいて、ドルラード兵を斬きっていた。自分の腰こしにある錆さびた剣では、斬れない。敵に生なま半はん可かな攻撃をしては反撃される。イルマを除のぞいて周りはみなドルラード兵だ。一撃必殺で倒たおしていくしかなかった。けれど、いちいち状じよう況きようの把は握あくはしていなかったかもしれない──彼女を守るのに一いつ生しよう懸けん命めいで、体は勝手に動いていた。慣なれたものだ。それはこれまでどれだけの人を殺してきたのかを如によ実じつに表している。彼女が怯えても当然の殺人機械なのだ。

　──人は斬らないと、クリムに誓ちかった……なのに、斬って斬って斬りまくってしまった。それほど、クレアを守りたいと思ったのか。守りたいと思うのは、ただ一人──クリムだけだったはず……。今も胸むねの中にいる彼女は、人殺しをした私をどう思っているのだろう……。

『カルロは、人を殺すなんて本当はしたくなくて、いつも心を痛いためているんだもの。私、分かる』

　クリムが瞳ひとみを潤うるませて見つめてくる──。そんなふうに言ってくれなくていいんだ、クリム。私は人を斬るのに、意い識しきせずとも体が動くほどに、殺し慣れているのだから……。

『いや、いや、いや……』

　恐きよう怖ふに怯えた顔で、彼女が泣いている……そんなに私が恐おそろしいか、クレア。

　──君は私を嫌きらっただろうね……クレア。

　嫌われた──そう思うと胸が潰つぶれそうになる……別に好かれたいなんて思ったことはなかったのに……嫌われると、こんなにも胸が苦しくなるなんて……変だな、私は……。

　クレアに、ベルロイドに帰れるようにすると約束した──それは、アリーシアを救い出すということでもあった……。彼女とゴードウィンを自分と重ねて、彼女には祖そ国こくに帰ってもらいたいと思っていたことが、いつの間にか『クレアのため』になっていた。そしてベルロイドに帰すための手しゆ段だんの一つとして、というよりは、母親に会わせてあげたいという思いの方が強くなっていった。クリムに出会った時、彼女には家族がなかった。でもクレアにはいた──母親が。だから……。

　──ああ、そうか……。私は身勝手な奴やつだな……昔からそうだが……。

　自じ嘲ちよう的に笑い、立ち止まる。

　──クリムにしてやりたかったことを……彼女と似にているクレアにして、クリムにしてやっているように錯さつ覚かくして……それで満たされようとしていた──ずるいな……。

　あまりにもクレアが、クリムに似ていたから──その爛らん漫まんで純じゆん粋すいな笑顔までも。クレアを見て、何度もどきっとさせられた──クリムと時間を共有しているようで。クレア自身に好意を寄せ、思わず抱だき締しめたくなることがあっても、胸の中のクリムのことを思うと、守りたいと思う唯ゆい一いつの存そん在ざいはやはりクリムだったし、愛しているのもクリムだった。けれど、彼女が苦しんでいる姿すがたを見れば、クリムが苦しんでいるように感じたし、彼女が笑えば、クリムが笑っているように感じた。

　──私は、クリムを一人にしてしまったから……不幸にしてしまったから……。

　やり残していることが……心残りがたくさんあり過すぎたのだ──どうして彼女が死を迎むかえる時まで、傍そばに仕えていられなかったのか、彼女を守り続けてやれなかったのか。それを約束したのに……。もっと彼女と過ごしたかった。彼女に守られてばかりではなく、自分が彼女を守りたかった……。その思いを、クレアで果たそうとしていたのかもしれない──彼女にとっては迷めい惑わくな話だ……。

　嫌われて当然だと思った。
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　クレアはチェントロ要塞の部屋で、大人しく絵を描かいていた。イルマがやってきて、ジシェルの無事と勝利を伝えてくれた──正式な報ほう告こくがあったらしい。

　──私のせいでジシェルは死んじゃうかもしれなかった……。

　もし、彼が敵てきの作戦に気づかなかったら、ジシェルは、挟はさみ撃ちにするはずだったドルラード軍と、味方であるはずのチェントロ要よう塞さい常じよう駐ちゆう兵へいに挟まれて、壊かい滅めつさせられていたかもしれないのだ。レシュテン王は、ゴードウィンの娘むすめの命を、アングス世よ継つぎの命を奪うばいたがっていた。今もアングスを疎うとましく思っているはずだ。真の目的は、ドルラード本軍が、六角王宮を占せん拠きよすることだったのだろうけれど。

　──ジシェル……ごめんなさい……。

　強くならなければ……。クレアは思った。少なくとも、自分が女王らしい女王を演えんじることが出来ていたなら、私の代わりに女王をやってなんて言い出しさえしなければ、彼女をこんな危き険けんに晒さらすこともなかった──でも、ネロスさんが、ジシェルもみんなも救ってくれた……。

　いきなり砲ほう撃げきされて、みんなが慌あわてふためいていて、死し傷しよう者しやも出て、混こん乱らんの最中にいる時に、彼は冷静に指し揮きを始めた。信じられないくらいに頭がいい。それでいて強い。イリアーラでは、相当有名な指揮官だったのではないか。みんな、何が何だか分からないうちに、彼の指し示じで動いているうちに、ことはよい方向へと流れていった。

　──ネロスさん……すごい人だったんだね……頼たよりになる人だとは思っていたけど。

　いつも優やさしくて物もの腰ごしが柔やわらかだったから、何となく甘あまえてしまっていたけれども、自分とは住む世界が違ちがう人だったのだ──彼が能のう力りよくを発揮できる世界は、きっと戦いくさの場で、指揮官をしている時──。あの血みどろの世界で、生き生きと、堂々としているのが彼で、逃にげ回ってべそをかいているのが私……相あい容いれない人種──。大きな隔へだたり──大きくて厚あつい壁かべ……。

　──ジシェルも、ネロスさんと同じ側の人……。

　女王として軍を指揮して活かつ躍やくした──私には出来ない。

「優しいお姉さんって感じで、大好きだったのに……」

　──大好きだったのに？

　それは変だ。今だって嫌きらいなわけではない。それは彼のことも──。

　居い場ば所しよのないアングスから逃げたくて、彼に甘え──その彼に、拒きよ絶ぜつされたと思えば、泣きたくなって。一いつ緒しよに戦に行くと決めて、やって来たところで、何も出来ないで──守られてばかりで、守ってくれた彼には、ここに居場所があって、国だの何だのという戦いに関かかわる人なのだと知ると、壁を感じて、彼を怖こわがって背せを向けた。

　──私は、なんて身勝手なのだろう……。

　わがままを言って彼を引きずり回して、王宮に押おし止とどめて、付き合わせて。ベルロイドに帰れるようにすると約束して、そのために一いつ生しよう懸けん命めいになってくれている彼が、今まで自分の知らなかった顔を見せたからといって異い質しつだと思って──自分から遠ざかって、結果的に彼を拒こばんだ──まともに見ていられなくなって──。

　──私は、なんて嫌な性せい格かくの持ち主なのだろう……。

　私も二人と同じ側の人間になりたい──そう思ったら、やることはただ一つだった。部屋にいろと言われたから描き始めた絵だったけれど、クレアは真しん剣けんに取り組み始めた。彼らのように『国』のために一生懸命になる側の人間ではないのかもしれないし、女王になれる自信もなくて、戦に出てきても、流されてしまっているだけだけれど、同じように一生懸命になるには、ベルロイドにいた頃ころの自分を取り戻もどすには、これしかなかった──今は陶とう磁じ器きに絵付をすることは出来ないけれど、せめて、どんな絵付をするのか、想そう像ぞうを膨ふくらませて素そ描びようしたり、図案を考えておくことは可か能のうだ。

「アズハル子し爵しやく様さまにも……約束したもの」

　初仕事もこなせず、お詫わびすると言ったきり連れん絡らくもしないで、お客様に対して失礼にもほどがある。なんとか彼が喜んでくれるような素す敵てきなものを仕上げて届とどけたい。

「ネロスさんにもジシェルにも恥はずかしくないくらい真剣に取り組もう……」

　──今の私にはこれしかないから……これしかないのだから仕方ないじゃないの……逃げているわけではない……。

　膨らんでいく想像は、次し第だいにはっきりとした輪りん郭かくを持って、目の前に迫せまってくる。どこか懐なつかしい光景──。

　どうしてだろう──クレアは、その光景の中に、彼を捕つかまえることが出来るような──この光景が、彼と自分とを繫つないでくれるような──感じた壁を越こえさせてくれるような気がした。

　まるで目の前に、『真実の扉とびら』があるかのようだ。手を伸のばして、『扉』さえ開ければ、その向こうでは、二人で手を取り合っている真実の世界がある──そう思った。ただ、そうであって欲ほしいと願っているだけ？　いや違う……強い何かが扉の向こうにはある……。

「ネロスさん……」

　きっと彼は無事に帰って来てくれる──どうしてそう言い出したのか分からないけれど、ウェルラント王にする、と言った。その時にゴードウィン王の剣を返す、と。彼は絶対に噓うそをつかない。だから、その時までは必ず傍そばにいてくれる。だから帰って来る。

　真剣に取り組んでいると、時を忘わすれた。明るい昼でも灯とう火かをつけたまま描えがいている時さえあった。時間の感覚なんて失われていた。彼が戻ってきた時──一気に現げん実じつに引き戻された。無事に帰って来てくれた──会えて嬉うれしい……。

「ネロスさん！」

　謝あやまらなければならないと思っていた。ごめんなさい──そして守ってくれてありがとう──言おうとした──けれどその前に。

「クレア……その絵……何なんだ……」

　驚きよう愕がくと恐きよう怖ふの顔をしていた。ぼんやりと、私もネロスさんのことをこんな表ひよう情じようで見ていたのかな……それはひどいことをしたな、とクレアは思った──。

　──私が怖いの？

　泣きたくなる。そんな目で見ないで……。時間が止まったかのように長い長い時の中で、次第にクレアは、彼が自分を見ているのではないのだと気づく。彼は真まっ直すぐに絵を見たままではないか……。

「アズハル様にお詫びするのに……」

　そこまで言って、彼が訊ききたいのは、そういうことではないのだと感じた。

「ネロスさん、この神しん殿でんみたいな建物、どこにあるのか知ってる？　見たことないはずなのに、すごく鮮せん明めいに記き憶おくにあって……なんだか荘そう厳ごんで美しいから、絵にしてみたの。大皿に描いたら、素敵だと思わない？」

「それは……今は亡なき、古代シュラトス王国の時代の……どうして君がそれを描けるんだ……見たことなんてあるはずがないだろう……今残っているのは、一本の柱だけだ……イリアーラの宮殿内に封ふう印いんされている……その図案も君が考えたのか？」

「そうよ……絵皿の縁ふちは、この模も様ようを……」

「それは、神殿の柱に刻きざまれていた神々の姿すがた──今残っている柱は古くて……崩くずれている部分もあるから……そんなふうにしっかりとした形は見えない……なのに君は……」

「っていうか、ネロスさん、何を言っているの？　この絵の神殿が、古い時代のものだとしても、図ず柄がらが柱のものだとしても、今残っていないなら、ネロスさんだって知らないはずじゃない……なんで見たことあるような口ぶりで言うの？　史料を見たの？」

　何かとんでもない真実を突つきつけられるような、そんな予感があった──クレアは震えながら……彼の返事を待つ。

「私はその神殿を知っている……もしかしたら君のことも……似にている……から……君が……ごめん、何でもない……」

「何でもないって顔してないよ……なんで泣きそうな顔しているの？　私、何かひどいことしたの？　今もひどいことしているの？」

「そうじゃない……」

　クレアは、言葉を待った。けれど彼はそれ以上何も言おうとはしない──言えないのかもしれない。

「言えないなら、私から言ってあげる──私、ずっと昔にネロスさんに会ったことある気がする、この場所で。この神殿で……。ネロスさんに助けてもらったこともある……エントスで助けてもらったみたいに。もしかして、この神殿の時代に、ネロスさんは私に会っているんでしょう？　そこで私、ネロスさんと一いつ緒しよに何かしていた気がする……同じ世界で同じ目標をもって同じことを思って……壁かべなんてないところで一緒に。これって何？　生まれ変わる前の私の記憶……よね？　前世なのか、そのまた前世なのか知らないけど……私はネロスさんと一緒にいたのね？」

　心は共にあった──今とは違ちがって、この時は──。壁を越こえて心は繫つながった。けれどそれは、「今」ではない──。

「生まれ変わり……」

　一度は呑のみ込こんだ言葉を、カルロは呟つぶやき、それ以上は喉のどに押し止めた。しばらくの沈ちん黙もくの後、続ける──。

「……壁ならあったさ……時代という壁が……だから私がここにいる……」

「時代の壁？　どういうこと？」

「二千年の時代……」

　カルロが、そこまで言った時──まるで、『二千年』の言葉が、真実の過か去こへ続く扉とびらの鍵かぎを開けたかのように──。

　思い描いた神殿の光景が、シュラトスの光景が広がった──クレアは息を呑んだ。

　──目の前にいるのは……ネロスさん？　時代錯さく誤ごな服を着て、彼が立っている。

『私がここに来た時、気づいたらこの場所にいた──だから、イリアーラに戻もどされる時も、この場所からのような気がする』

　クレアの耳に届とどく彼の声──神殿があって、その入り口には大きな柱があって、周囲の広場には人が行き交かっていた。

　彼は柱を背せにして座すわった。引っ張ぱられて、クレアも座る。

『私は戻されない。この時代に生きる。君がここにいる限かぎり、私はここにいる。私がやって来たこの場所で……君に誓ちかう。私はこのシュラトスにいる、ずっと……。だから、また一緒にここへ来よう。約束だ』

　今までに見たことのない優やさしい表情で、彼は言った──彼から溢あふれ出る愛あい情じようは、確たしかに自分に向けられている──クレアの胸むねが熱くなる。

「クリム……すまない……」

　彼の言葉に、はっとして、クレアは、座っていたはずの自分が立ったままであることに気づく──彼もまた、おそらくは同じ二千年前の過去の光景を見ていたに違いない──。

「私は君を一人残して、未来に……」

　彼の瞳ひとみから流れる涙なみだが床ゆかへ落ち続ける。彼は柱の前にいて──混こん乱らんしているのだ……。

「ネロス……さん……」

　恐おそる恐る呼よびかけた。彼だけ、扉の向こうに行ったきり、『今』に帰って来ないような気がして、それは嫌いやだった。彼は、この時代に生きているのに……。

「ネロスさん……」

　熱くなった胸が押し潰つぶされてしまいそうで──クレアは再ふたたび呼びかけた。カルロは、その声に気づいて慌あわてて涙を拭ふいた。気まずそうな顔。そんな彼の顔を見ているうちに、クレアの胸の熱さも退ひいていく──逆ぎやくに冷えすぎた感じで、ぶるっと震えた。彼が、あんなふうに愛情を見せたのは、『クリム』という人に対してであって、『クレア』にではないのだ。

「今の幻げん覚かくじゃないよね……真実だよね……ネロスさんは、二千年前に行っていたのね」

「……ああ」

　頷うなずいて認みとめた──。クレアは、泣き出し、睨にらみ上げる。

「ネロスさんが私の傍そばにいてくれるのは、クリムに似ているから？　そうじゃないね……私がクリムだから？　ネロスさんが二千年前に行っていたって、とても信じがたい話で、前なら笑ってバカにしたかもしれない……でも今は、ちゃんと信じることが出来る……。でもね、そこで会っていたクリムは、私じゃないよ。私にはクリムの記き憶おくがあるかもしれないけれど、クリムと私とは違う。ネロスさんはクリムのことを思っていて……そんな理由でなら、もう傍にいてくれなくていいっ。ベルロイドに帰してくれなくたっていいもんっ。私、自分で何とかする。ネロスさんはどっか行っちゃって！　出て行って！」

　──どうしてすぐに喧けん嘩か腰ごしになっちゃうんだろう……今日は謝あやまろうと思っていただけで、無事に帰って来たことを素す直なおに喜ぼうとしていただけなのに……。でも……自分の中に、彼が別の誰かを見て、それで大事にしてくれているとしたら……それはすごく嫌だ……たとえその誰かが『私』自身なのだとしても──。

　何か言ってくれてもよさそうなものなのに──彼は何も言わずに出て行った──力のない背を向けて、「命令」通りに。なんて素直で忠ちゆう誠せい心しんの厚あつい臣下なのだろう……。
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　イルマたちに送られて、クレアは、アングス王宮に帰った。家臣たちが出で迎むかえてくれる中、向かったのは、ジシェルの部屋だ。誰だれも陛へい下かとは呼ばない。それはジシェルに対しても同じで、カルロが混こん乱らんを起こしたあの日──ジシェルこそ王だと高らかに宣せん言げんしたあの日から、陛下という呼び名は、禁きん句くになっていた。ゴードウィン亡き後も、ファゼスを中心に一いつ致ち団だん結けつしていた彼らだからこそ、安あん易いに、ファゼス側についた行動はとれないと、クレアを陛下とは呼べない何か──呼んではいけない何かを察していたのかもしれない。

　クレアが王宮に戻もどって、数日の後、どこかへ行っていたファゼスが帰国した。

「陛下、ご無事で何よりでした！　本日からまた、陛下は陛下のお部屋にお戻り下さい」

　それは、周囲の冷ややかでさえある沈ちん黙もくめいた視し線せんを気にしないようにして、庭を散歩し、花を愛で、絵を描かいて過すごしている時のことだった。王女でも女王でもなくなってから、こうして自由に散さん策さくできるようになった。

「ファゼスさん、お帰りなさい。どこへ行っていたの？」

「ネロス殿どのの案に従したがって、ある人物と密ひそかに会って参ったのです。それよりも、引っ越こしを致いたしましょう。私もお手伝いさせていただきます」

「ネロスさんの不ふ在ざいの間に、部屋を乗っ取るつもりなのかと思われるわ。考えてもみれば、部屋を取りっこする子こ供どもの喧けん嘩かのようなものよね。私、どこの部屋でもいいわ。なんなら、この庭で野宿でも構かまわないわよ」

「そ、そんな滅めつ相そうもない。もうよいのです。ジシェルも、ネロス殿の采さい配はいで危き機きを脱だつして無事と聞きました。クレーシア陛下の身代わりも、しっかりと果たせたということです。ウェルラントの王たちに対して、クレーシア様こそが女王であると、はっきり告げます。もう大だい丈じよう夫ぶです。ネロス殿の策は、順調に進んでいます。ご安心下さい」

　ファゼスが、是ぜ非ひに引っ越しを、と繰くり返し言ったため、以前の部屋に移い動どうしたところで、クレアは、誰と会っていたのかと訊きいた──「ある人物」と言われると気になる。

「ロルフ・マイノア公です。ロルフ殿は、マイノア家の所有のバム離り宮きゆうに、アリーシア陛下が捕とらわれているということを知らなかった様子で驚おどろいておりました。すでに処しよ刑けいしたとドルラードは公表しており、監かん禁きんが本当なら、今後混乱は避さけられないということで、ひどく案じておりました。諸もろ々もろの話し合いの結果、アリーシア陛下には無事に帰国していただくということで意見の一致を見ましたので、ご報ほう告こく申し上げます」

　──もうすぐお母さんに会えるの？　クレアは変に気が張はって、手が汗あせばんだ。彼女が無事に帰って来ることはいいことだ──自分の本当の母親に、もうすぐ初めて会えるということに対して、どんな気持ちを抱いだいていいのか分からない。

「アリーシア様、帰れるんだ……よかったね。でも、ゴードウィン王が亡なくなる前だったらよかったのに……。そのロルフさんって人を通して、もっと早く行動できなかったの？」

「ゴードウィン王も、必ず生きていると信じ、どうにか救い出したいと常つね々づね心を痛いためておいででした。ですが、アングス王として、その後まもなく就しゆう任にんしたウェルラント王として、自分の妃きさきのために身勝手に動くことは、立場上許ゆるされなくなったのです。それは、我われら家臣にしても同じこと。機会を窺うかがいながらも、指を銜くわえてその時が来るのを待っているしかありませんでした。その意味では、レシュテン王の謀む反ほんともとれる動きに加えて、アングスが、ウェルラント王の座ざから退しりぞいたという現げん実じつ──つまるところ、ゴードウィン王がお亡くなりになったがために、我らはアリーシア様救出に動けるようになったという皮肉が存そん在ざいするのも確たしか。ですが、そうだとしても、ドルラードの混乱時期にも合致したという好機が生まれたのもさることながら、やはりすべてはネロス殿の知ち恵えがあってこそです」

「あの……やっぱり、芝しば居いだったんだよね？　そうだと思っていたんだけど、表立って二人で睨にらみ合っているのを見たら、不安になっちゃって……」

　ファゼスは、声を上げて笑った。こんなふうに親しげに笑う彼を、クレアは珍めずらしいと思った。先の戦いくさのことでもアリーシアのことでも、少し気が楽になったのかもしれない──毎日多くのことを背せ負おって心労が溜たまっているのだろうと感じた。

「もちろん芝居ですよ。なかなかの名めい演えん技ぎでしたか？　敵てきを欺あざむくには、まず味方から、というわけです」

　クレアも声を上げて笑う。そんな彼女に、ファゼスは、また笑えみを向けた──やはり心友の娘むすめに嫌きらわれているというのは、耐たえ難がたいものがある──こうして笑って話してくれるようになってよかったと心から思った。

「あのね、ファゼスさん……お願いがあるんだけど、聞いてくれる？」

「何でしょう」

「私、女王に戻るんでしょう？」

「はい」

「私、ジシェルに騎き士しになって欲ほしいの……そういう愚ぐ痴ちを聞いたことないけど、何となく、彼女は騎士になりたがっているような気がする……もし彼女が男だったら、絶ぜつ対たいに騎士になって活かつ躍やくしているはずよね？　女王権けん限げんで、何とかならないかな……」

「特例で……ウェルラントとしての合意があればどうにかなりましょうが……アングス王のご意向だけでは、残念ながら無理です」

「じゃあ、他の王たちを説得すればいいのね？」

「そういうことになりますが……」

「私、お願いしてみる」

「しかし……」

「ジシェルに何かしてあげたいの……いつも守ってもらってばかりだから……」

「分かりました。私も微び力りよくながら務つとめさせていただきます」

「ありがとう、ファゼスさん！」

　ファゼスは敬けい礼れいし、笑顔のクレアを見る──涙るい腺せんが緩ゆるんだ。

　──ゴード……あなたの娘は……こんなにも素す敵てきな女じよ性せいでいらっしゃる……。
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　剣けんを二本──手にしてカルロは、地べたに腰こしを下ろした。一本は、クレアから預あずかっているゴードウィン王のもの、そしてもう一本は、自分のもの──数え切れない者の命を奪うばって武ぶ勲くんを立ててきた剣だ。二千年前にいた時も、この剣だけは手放さなかった。共に二千年の旅をしたその剣は、今ではすっかり錆さびついている──。

　彼女と別れて──この時代に戻もどされて……死のうと思った。剣を自分に突つき立てて力を込こめた時、剣は動かず、突とつ然ぜん錆びついた──彼女が生きろと言っていた。だからこの剣には、彼女の思いが込められている。旅に出る時も、一番大事な供ともだった。

『クリムと私とは違ちがう。ネロスさんはクリムのことを思っていて……そんな理由でなら、もう傍そばにいてくれなくていいっ。ベルロイドに帰してくれなくたっていいもんっ。私、自分で何とかする』

　クレアの言葉らしい……。彼女は、絵え付つけ師しになったことが、ゴードウィンの血を引いていることとは関係ないと訴うつたえた。自分は自分でありたい、そう願う女ひ性となのだ。彼女は彼女だ……クレアはクリムではない……たとえ、その魂たましいを同じにしているのだとしても。神しん殿でんのことを知っていようと、こうして未来に戻されてしまったあの日に、彼女と約束したことを彼女の魂が覚えていようと……クレアは、クレアだ。

　だがどうしてクリムの魂がここに──どうしてこの時代に君が生きている？　いつも胸むねに生きていながら、胸に穴あなをあけ続けていた彼女が、すぐそこにいた……。

　彼女は最初からいたのかもしれないし、あるいは、シュラトスの過か去この時代から、今へ戻ってきたことで、彼女がここにいるようになったのかもしれない。古代から戻された時、歴史が変わっていた。もしかしたら、まるで違う歴史の中に、戻ってきて、さも自分が最初からいたかのように思っているだけなのかもしれない──けれど、どういうわけかシュラトスにいた頃ころと、似にたような状じよう況きようを経けい験けんして──きっとそれは、私たちが共に古代に生きていた証あかし──。

　多民族国家の女王であることも、非ひ人じん道どう的なことを、宗しゆう教きようを理由に平気で犯おかしてしまうような敵国の脅きよう威いも、女性蔑べつ視しの空気が支し配はいする国にあることも、敵国の罠わなが砦とりでに仕し掛かけられていたことも──。共に経験してきたことを魂が覚えていて、再ふたたび出会い、似たようなことが繰くり返されている。

『ネロスさんはどっか行っちゃって！　出て行って！』

　もうその顔を見ることも拒こばまれた──きっとクレアの選せん択たくは正しい……。

　──君が君だと思うからこそ……クリムとは違うと思うからこそ、もう傍にはいられなくなったのだ……。それでいいと思うのに……どうして涙が溢あふれるのか……。

　手に持つ酒の中に涙が落ちて──カルロは、我われに返って、思わず器うつわを落とす。

「おい、どうした？」

　イルマに覗のぞかれ、カルロは苦く笑しようを返した。重い頭を振ふって自じ嘲ちようする──酒を飲んでいてクレアの声が聞こえるようになるとは……。

「疲つかれているんじゃないのか。顔色悪いぞ」

「君に気き遣づかわれると気色悪い……」

「ひどい言い草だな」

　互たがいに声を上げて笑う。

「結局おまえは医者だったのか」

　チェントロ要よう塞さい内ないの病院施し設せつでは、先の戦いくさで深手を負って国に帰れない兵士が、重なり合うようにして眠ねむっている。カルロは、そんな彼らの治ち療りようと介かい護ごに勤いそしんでいる。クレアとアングス王宮に戻ることはせずに──。

「医者に見えるか？」

「見えるね」

　果たして自分は何をしたいのか──少なくとも今は、医者として残って行動しているのだけれども。

「ところで、ネロス。気をつけろよ。おまえのことをよく思っていない奴やつらがこの要塞にもいるみたいだ」

「この要塞にも、か。君もまたひどい言い草だね……しかし、今さらだ。私はあちこちで恨うらまれているからな。人気者であったためしなどない……」

　もしそんな頃があったとしたら、それはクリムの王国シュラトスに仕えていた時間だけだったに違いないと、カルロは思う。そこでも最初は嫌きらわれ者だったが──。

「わざわざ知らせに来てやっているんだ、聞く耳くらい持てよ。おまえ、命を狙ねらわれているかもしれないんだぜ」

「どこの筋すじの情じよう報ほうか知らないが、恐おそれることはないだろう」

　命を狙われることが、どんなに身の毛のよだつことなのかを、丸一日かけて力説されようと、感じることは出来ないだろう──既すでに最も恐ろしいことを経験した。クリムの声を聞けなくなった時に、この世の最大の戦せん慄りつを味わった。まして、彼女に似たクレアにまで拒まれて──それでいいのだとしても……こんなにも怖こわいことが他ほかにあるだろうか……。

「自や棄けになってないか？　それとも危き機き的状況が迫せまってないから気が緩ゆるんで仕方ないか」

「負ふ傷しようした兵士の容よう態だいは刻こつ々こくと変化している。気を緩めている暇ひまはないが」

　実じつ際さい、こうした真夜中であろうと……。

「ネロス先生、来てください」

「今行く」

　酒が入った体であろうと、戦友をもてなして飲んでいる最中であろうと、患かん者じやの容態が急変すれば、急いで行かなければならない。

「すぐ戻もどってくる」

　出て行く彼を見送り、イルマは舌した打うちした。

「ったく……急に老ふけやがって」

　イルマには、とても同い年とは思えなかった。そして、これ以上さらにカルロが老けて別人のようになるなんて、この時は、想そう像ぞうも出来なかった──。
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「私が、大だい精せい霊れいカミアスのお告げを受けることがなかったら、アングス軍は、全ぜん滅めつしていました。そして、突とつ然ぜんのお告げを口にした私を、補ほ佐さしてくれる者たちがいなければ、やはりアングス軍は全滅し、今頃ここは、怒ど濤とうのように押おし寄よせたドルラード軍によって、占せん拠きよされ、私たちは、どうなっていたか分かりません。その中でも、ジシェル・オックスは、オルファ将しよう軍ぐん率ひきいる軍隊と共に、敵てき軍ぐんを見事に打ち砕くだいた──その働きは、女じよ性せいであっても、賞しよう賛さんに値あたいする功こう績せきであることは、確かく認にんするまでもないことです。今回は、彼女が女王ということで、軍を率いることが出来ましたが、本物の女王は、この私。次からは、そういうわけには参りません。再ふたたびジシェルには、みなを率いて活かつ躍やくしてもらうため、まずは彼女に騎き士しの称しよう号ごうを与あたえるべきと考えています」

　クレアは王たちを前に、ウェルラントの言葉で、はっきりと訴うつたえた。ジシェルの騎士の称号を勝ち取るために。それは、甘あまえていただけの、何もしない、何も出来ない自分からの別れでもあった。少しずつでもいいから、この国に自分の居い場ば所しよを作っていかなければならない。自分自身の心にも、そしてここにいる人たちの意い識しきにも、クレアがここにいるのだということ、クレアがここにいる意味があるのだということを刻きざみ込みたい……。

　──もう彼には頼たよれないんだし、頼らないんだし……。

「ジシェルは、私と同じウェルラントの女性です」

　クレアは、自分のことをウェルラントの人間だと明言した。それは、ジシェルと自分が同じだと主しゆ張ちようしたいがためのことだったが、同時にクレアの決意でもあった。イリアーラの人間でもあるけれど、ウェルラントの人間でもある。ここにいる人は、みんなで守ってくれようと頑がん張ばっているのに、拒きよ絶ぜつするようなことをしてはいけない……。彼に拒絶されたことばかりに傷きずついて被ひ害がい意識を持っていたけれど、本当に人を傷つけていたのは自分の方──みんなには、ずっとひどい態度でいた──ファゼスさんには特に……。

「私は、彼女のように剣けんを握にぎって戦えません。すごく弱いし、軍を率いたといっても、実際に率いたのはオルファ将軍だし、彼女のように剣を振ふるって、ウェルラントのために血を流すことも出来ません。大たい概がいの女性はそうだと思います。彼女は騎士を名乗れず、けれど一兵士として戦いくさに加わっていたわけでもない──自分のことを戦士だと言うけれど、彼女は騎士の心で国に尽つくしています。女であることを理由に、騎士を名乗れないのは、おかしい。彼女に、騎士の称号を授さずけることを、寛かん容ようにご検けん討とう願います」

　今まで、後ろに控ひかえている男だけがしゃべっていて、女王自身はほとんどしゃべらなかったのに、今は、はっきりとものを話している。そのことを意外に思った彼らは、顔を見合わせ、互たがいの反はん応のうを見み極きわめようとしていた。自分だけが賛成したり反対したりしないように。国の重要に関かかわることではないため、穏おん便びんに済すませたいという意図がみえみえだ。

　レシュテン王が言う。

「まるでアングスこそが、ウェルラントを救ったとの主張に聞こえますが、身代わりだの皇こう国こくへの攪かく乱らんだのと言いながら、女王が二人もおいでで、混こん乱らんを起こした結果が招まねいた危機だったとはお思いになりませんのかな？」

　クレアが言葉に詰つまる。が、そんな彼女を見て、ファゼスが言った。いつもカルロがいるその席には、ファゼスが来ている──本来の彼の場所。

「アングス王クレーシア陛へい下かが大精霊よりお告げを受けなければ、今いま頃ごろアングス軍は全滅し、この六角王宮もまた、占拠されていたやもしれません。そもそもどうして女王が二人立つようなことをしたのか、その本当の目的をお考えいただきたい。戦の結果を見れば火を見るより明らかでありましょう。チェントロ要よう塞さいには、ドルラードに加か担たんしている者がいた──だからこそ、エントスからの指し示じとはいえ、ウェルラント領りよう内ないに砲ほう撃げきをするなどという暴ぼう挙きよが行なわれた。先のメルビッツでの砲台爆ばく破はの件けんも鑑かんがみれば、内部にドルラードと通じている者がいるのは明白。その者への攪乱のために、女王を二人擁よう立りつし、混乱させた。それが真相です。そして、女王を二人擁立することこそ、大精霊カミアス様から、クレーシア陛下へ下されたお言葉だったのです」

　ファゼスが、熱気のこもった口調で言い、レシュテン王を見み据すえ続けた。みな声を失った。裏うら切ぎり者がいると、レシュテン王を見ているのは、彼が裏切り者だと主張しているからなのか、彼が訊たずねた本人だからなのか、単にウェルラントを代表する王だからなのか──ファゼスの真意を知ろうと、みなが彼を見る。レシュテン王は、負けじと強い口調で言う。

「クレーシア・ベルロイドを女王と主張しているのは、ファゼス殿どのだけではありませんか。ジシェル・オックスこそ本物の女王と、ネロス殿は言っている。私に言わせれば両方とも怪あやしい。ネロス殿にしても、元はアングス官かん吏りで、女王の教育係に抜ばつ擢てきされたということだが、我われらにその素す性じようは分からない。我らを愚ぐ弄ろうするのもいい加か減げんやめて欲ほしいものです」

「愚弄などしておりません。これは、クレーシア女王の命により、ネロス殿も承しよう知ちでなしたこと。そのネロス殿も、素性の知れぬ者などではない。こちらは大おお真ま面じ目めです。それともここで、クレーシア・アングス陛下に対する暗殺行こう為いの数々についてご報ほう告こく申し上げ、取調べの経けい過かについて、細やかに提てい示じ致いたしましょうか」

　ファゼスに続いて、卓子テーブルを叩たたいてクレアも声を張り上げて言った。

「大精霊カミアスのお告げによって、ジシェルも女王を名乗ったのです。それを否ひ定ていするということは、大精霊カミアスをも否定するのと同じです。そのような不ふ敬けいが許ゆるされるんですか！」

　と、そこでセルバ王が、ああ、と声を漏もらした。何事かとみなの注目を浴びる中、王の視し線せんの先は、卓子を叩いたまま置かれているクレアの手にあった。左手の甲こうにあるのは──。

「それこそアリーシア殿の……お懐なつかしい……大精霊カミアスの接せつ吻ぷんと我らが呼よんでいた印ではありませんか……まさにクレーシア殿は、アリーシア殿の血を引く者──」

　何を言っているの？　クレアは首を傾かしげ、それからすぐに、状じよう況きようがよい方向に向かっていることを理り解かいした。左の甲にある『大精霊カミアスの接吻』とやらを見る。

　興こう奮ふんしたり入浴したり、体温が高くなった時に浮うかび上がる紅べにの印──『接吻』と呼ばれるような形をしているわけではないが、そう見えなくもない。小さな花びらのような──簡かん易いな形で、はっきりとした輪りん郭かくがあるわけでもない。

　──これがアリーシア王おう妃ひと同じだっていうの？　母子おやこだから？

「再ふたたびカミアスのお告げによって我らウェルラントは救われた」

　素直に頷うなずき出す王たち──レシュテン王以外の王たちは、異い様ような盛もり上がりを見せていて、却かえってクレアは冷静になった。甲の印も消える。今度は印が消えて残念がる王たちを前に、クレアは思わず手を引っ込こめた。そしてファゼスから説明を聞く。これが大精霊カミアスに愛され、祝福され、接吻されたという証あかしで、意い義ぎのある印なのだということを。アリーシアの時からの謂いわれらしい。

　──都合のいい解かい釈しやくって感じ……。けれど、この小さな印が、思いがけず立場を強固なものにしてくれたことには、感かん謝しやする。だからといって、ジシェルの立場が強くなったわけではなかったのだけれども──。
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「ネロス、元気にやっているか？　ってどう見ても病人って感じだな。いっそのこと、おまえが患かん者じやになれ」
















　ジシェルの明るく元気な笑い声が響ひびく。一いつ瞬しゆんにしてその場を華はなやかにした彼女の登場。収しゆう容ようされている怪け我が人にんたちが驚おどろいて彼女を見やっている。

「見ての通り、元気だ」

　イルマには顔色が悪いだの、命を狙ねらわれているだのと言われ、こうしてまた、ジシェルがやって来たとなると、今度は、どんなすごい嫌いや味みを言われるのか──嫌味でも何でも、きついことを言って笑っている彼女と話しているのは、楽しいことなのだが。

「何か私も手伝おうか？」

　反はん抗こう的な言葉が返ってこないことを意外に思うと同時に、もの足りなさを感じながら、カルロは、アングスに向かったのではなかったのか、と彼女に問う。何もチェントロ要塞に遠回りして顔を出す意味はない。戦いくさに勝利した大たい将しようとして、堂々と帰き還かんすればいい。

「おまえがここに残っていると聞いたから、やって来たんだ……おまえを連れ帰らないと、クレア様が寂さびしがられるから……」

「……クレアの傍そばには、君がいれば問題ないだろう。早く帰ってやるといい。その前に、傷きずを診みせてみろ。本当に君は、いつも傷だらけだな」

　そう言って笑うカルロを見て、ジシェルが真っ赤になって文もん句くを言う。

「好きで傷を負っているわけじゃ……」

　恥はずかしくて、まともに顔も見られなかった──ジシェルは、逃にげるようにその場を離はなれようとした。が、カルロに手首を摑つかまれる。

「離せっ」

「私が借りている部屋、分かるか？　そこで待っていてくれ。ここでは診しん察さつも出来まい」

　男たちが好奇の視線で見ている。ジシェルは、そんな彼らを一いち瞥べつし息を吐つく──もう慣なれていた。先に行っているとだけ言って、彼の部屋に向かった。

　カルロも、折りを見て部屋に戻もどった。ジシェルを診る前に言う。

「そこ、怪我しているんだろ？」

　胸むねの下、脇わきの当たりを小さく指差しながら。

「ど、どうして……」

　赤くなるジシェル。

「庇かばい方というか、体の動きを見ていればなんとなく。ちゃんと手当てしてあるのか？　どうも私は他人を信じない悪い癖くせがあるようでね……まともな処しよ置ちの仕方も知らずにその場凌しのぎで手当てしている軍医も中にはいるから」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……おまえよりも名医に診てもらっている。傷も、もう塞ふさがった……」

「そうか。調子がおかしいなら、すぐに言うんだぞ……といっても、君はすぐに出発するわけだが」

「追い出すのか」

「王宮で休んだ方が楽だ」

「おまえも一いつ緒しよに帰れ」

「回かい復ふくして国に帰る兵士が一気に増ふえる時が来るだろうから……そうしたら、ここも落ち着く。その時には私もアングスに戻ろう」

「クレア様と何かあったのか？」

「いや、何もないが……」

「ならいいけど。じゃあ、今日は私も休むから……」

　出て行くジシェルに、カルロは薬を渡わたす。

「少しは楽になるはずだ」

「そういえば、おまえの本業は薬屋だったな」

　ジシェルは薬を受け取ると、笑いながら出て行った。

　翌よく日じつ、ジシェルはまた、カルロを連れ帰ろうとした。が、カルロは応おうじずに、翌朝を迎むかえる──後こう悔かいしてもし切れない朝を──。

　ジシェルも早起きだったが、カルロはそれよりもずっと早かった。カルロが主に出入りしている場所の怪我人は、ほとんど動けずに横になっている者たちだ。暗くなって眠ねむり、明るくなって起きているわけではない。カルロが顔を出せば、待っていたとばかりに呼よぶ者もいるし、そうでなくても、痛いたみに呻うめいている者や、合がつ併ぺい症しようを起こして悶もだえている者、様々な重傷者がいたから、本来は静かであるはずの早朝も、そこだけは別世界だった。

「手伝う」

　ジシェルは、カルロの作業に手を貸かした。包帯を巻まき直すだけなら、彼女も慣れている。わざわざ専せん門もんの彼がやるまでもなかった。

　一通り診みて回り、区切りがついたところで、カルロは、井い戸ど水みずを汲くみに行くから付き合ってくれと言う。部屋は空気が悪い。扱あつかっている薬も様々で、換かん気きがよくないため、においがこもっている。慣れているカルロでさえ気分が悪くなる時がある。ジシェルが気分の悪さを隠かくして無理しているのが分かって、外へ連れ出そうと誘さそい出す理由をつけたのだ。ただ素す直なおに誘っても、彼女が頷うなずくようには思えなくて。

　清すが々すがしい朝の空気を吸すいながら、カルロが深しん呼こ吸きゆうをする。

　明るくなってきた空の淡あわい光に映うつる彼を、ジシェルは見上げた──疲ひ労ろうしか感じられない顔。体の痛みのせいで、彼と一緒に深呼吸をすることは出来ず、ただ彼を見ていた。いつから彼にゴードウィンのような力強く温かい影かげを感じるようになったのだろう──そのうちゴードウィンを感じさせる影は消えて、カルロ・ネロスという男が、光そのものとなった。追っても追っても摑つかめない──形もないから摑み方も分からない。まるで水のような存そん在ざいに思えた。

　ウェルラントの森でゴードウィン王に拾われたあの日──木こ漏もれ日の中をひた走っていた……。どうして森の中を走っていたのか覚えていない。ただ喉のどが渇かわいて苦しくて──。

　水を求めていた──彼に出会った時、大きな湖の中に抱いだかれたような気がした。

　太陽の光を反はん射しやして黄金に波打つ絹きぬの水面。全すべてを洗あらい流されるかのようで──過か去このすべてが洗われて消えてしまった──けれど、その代わり、これまでに感じたことのないような穏おだやかな気持ちが体中に浸しん透とうしていく感覚に包まれた。

　そして、ドルラードからウェルラントへ戻るために入ったあの川で──彼に抱だかれながら、夢ゆめを見ていた──心ここ地ちのよい夢を。

　きらきらと黄金に輝かがやく空。肌はだに触ふれる優やさしい感かん触しよく。水の生温かさは、彼の人肌の温かさ──彼は、世界を抱いだく水のような存在だった。大自然の中で水は、自由に旅をして人々に恵めぐみをもたらす。自由にその姿すがたを変えてしまうから、摑むことも出来ない……。

「ネロス、おまえは、水のような奴やつだな」

　意味の分からないことを言われて、カルロが問い返そうとした時だった。ジシェルが気配を感じる──要塞の見み張はり場に人影が見えたような気がして──遠いその場所を、目を凝こらして確かく認にんしようとした──そこで銃じゆう口こうを見る。

　──誰だれを狙ねらっている？

　考えるまでもなかった。自分が、女王だと思われて狙われているのであれば、それでよし──だが、今回のドルラードとレシュテンの最大の、とっておきの作戦を打ち砕くだいた男を殺しておこうという動機なら……。

　発はつ砲ぽうの音と共に、ジシェルはカルロと銃口の間に飛び出した。もし、自分が狙われていたのなら、移い動どうしたのだから、衝しよう撃げきはないはず──が、体は飛ばされた──。

「ジシェル！」

　カルロの叫さけび声。ジシェルが、背せ中なかからカルロに倒たおれ掛かかる──。

　すぐに彼女を抱き上げて、カルロは直ちに場所を変えた。再ふたたび狙われない位置に、彼女を静かに横たえる。

「ジシェル……」

　傷きずを見て……声が震ふるえる。そして震える手は、止血しようと動き出す──。

「ネロス……いいんだ……」

　彼の手を退のけた──。

「早く……」

　早く止血しないと……が、カルロの手が止まる。致ち命めい傷しよう──だった。どんなに急いで処しよ置ちしようと……いや、すぐに手を施ほどこせば助けられるかもしれない……。

　彼女を抱き上げようとして──治ち療りようの出来る施し設せつへ急ごうとして、カルロは再び動きを止めた──自分がどこにいるのか、すっかり忘わすれていた。イリアーラの軍医療施設の設せつ備びよりもはるかに後おくれているこの場所で、どんなに頑がん張ばっても助けるのは不ふ可か能のう……。

「私のせいで……」

「違ちがう……違うから……」

　ジシェルは、微かすかに微笑ほほえみ、カルロの手を握にぎる。

「おまえが無事ならそれでいい……」

　ジシェルの瞳ひとみから、涙なみだが流れ落ちる。

「そんな顔しないで……おまえのこと好きだから……好きな人には生きていて欲ほしいから……これでいいんだ……ゴードウィン王に先に死なれて……どうしていいか分からなくて……でも、おまえに出会えてよかった。いい死に方だ……私、結けつ構こうまともに死ねるんだな……ありがとう、ネロス……クレア様のこと守って……だから、死ぬな……」

「ジ、ジシェル……ジシェル！」

　カルロの手を握る力は、もうなくて……息までもが消えた……。体温だけが残っている。

　──一体誰が彼女を！

　そうやって恨うらむ前に、自分を恨まなければならない……狙われていたのは……。

　──私自身じゃないか！

　ジシェルを抱き上げ、立った──どうして彼女を地面に眠ねむらせておくことが出来よう。

　──死ぬな……だって？

　生きてとか、死ぬなとか……どうしてそうやって先にみんないなくなってしまうのか。

　カルロは立ち尽つくし、動き出すことが出来なかった。溢れる涙が、ジシェルの上に落ちる。両手がふさがっているから拭ふくことも出来ない──拭いたところで、涙が止まるわけでもない。

　──一いつ緒しよにアングスに帰ろう……すまない……。

　彼女に言われた通り、昨日出発していたら、こんなことにはならなかったのだ──。

「ジシェル……」

　何がいい死に方だ……私を助けて死ぬことが、いい死に方であるはずがない……。

　──代わってくれ、ジシェル……撃うたれていたのは私なのだ……死んでいるのは、私でなければならない……。どうしてそんなに安らかな笑顔でいるんだ……ジシェル……。

　──好きな人には生きていて欲しいから……？

「私は腑ふ抜ぬけだ、腰抜けだ……」

　そう言って笑ってバカにして……それが君じゃないか……君が好きだと思えるような男であったはずがないのに……。

　──血は苦手だって言っているだろ……。

　ジシェルから流れる血が、地面に落ちる。カルロの腕うでも手も、血に濡ぬれた。
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　一級騎き士し──の地位は、許ゆるされなかったけれど、三級騎士の称しよう号ごうは、しっかりこの手にした。クレアは、勇んでチェントロに向かった。メルビッツにいたジシェルからの手紙では、一度チェントロに寄よって、ネロスと共に帰る、とあった。その日付からして、今いま頃ごろは着いている。クレアも前もって、そちらに向かうから待っていて欲しいという早馬を出しておいた。早くジシェルに、三級騎士になったことを教えたい。そして彼女には騎士として堂々と帰き還かんしてもらうのだ。本当は一級騎士の称号を獲かく得とくしたかったのだけれど、そこまでは反対された。騎士というのは、各国における地位ではなく、ウェルラント領りよう土ど全体における権けん威い──その権威ある者を、各国が競きそって増ふやせるとしたら、騎士の有り難がたみはなくなってしまう。だから、各国が勝手に騎士の称号を与あたえることは出来ない仕組みになっているし、一級の授じゆ与よはその基き準じゆんがさらに厳きびしいものとなっている。
















　──ジシェル……一級じゃなくてごめんね……私の力不足だよ……。

　そして、クレアがチェントロまで向かったもう一つの理由──。

　──ネロスさんにも謝あやまらなくちゃ……。

　どうしていつもいつも喧けん嘩かしてしまうのか、勝手なことばかり言ってしまっている。あんなことを言ったら、彼は帰って来るはずがない。そう思うと、居いても立ってもいられなくなった。あとほんのちょっとだけ……ジシェルと彼が親しくしているのを想そう像ぞうして……落ち着いて待っていられなくもなった……。

　どっか行っちゃって──傍そばにいてくれなくていいなんて、どうして言ってしまったのか──彼のことを好きだと思うからに他ほかならない。彼に、同じだけの「好き」を返して欲しいと思うからこそ、文もん句くを言ってしまったのだ。彼が、誰のことを愛しているのだろうと、それが、はるか昔の「私」であろうと、それは彼の自由で、責せめ立てることではなかった……。彼を好きだと思うのは、こっちの勝手なのだから。

　──今度こそ、今度こそ、ちゃんと謝るんだから！

　チェントロ要よう塞さいに着いて、クレアは、ジシェルが来ているという知らせをすぐに受けた。けれど様子がおかしい。はっきりとジシェルのことを伝えたのは、イルマだった。先の戦いくさでチェントロの兵士の数が激げき減げんした。各国から兵が派は遣けんされ、補ほ強きようされることになった。イルマは、駐ちゆう在ざい勤きん務むを志し願がんし、正式にここでの生活を始めていた。彼の小隊仲間も揃そろってここにいる。怪け我がをして離り脱だつしていた彼の部下も、今はもうチェントロの兵として登録されていた。

「ジシェルが死んだ？　いくらイルマさんが意地悪な性せい格かくしているからって、言っていい冗じよう談だんと悪い冗談ってものがあるでしょう？」

　周囲の雰ふん囲い気きから彼女の死を信じてしまっている自分自身を否ひ定ていするかのように、クレアはイルマを強く睨にらんで声を荒あらげる。

「俺おれが言うと、何でも冗談になっちまうのかい？　確たしかにな、彼女が生きていたとしても同じことを言っていただろうが、死んじまったのに生きているって言ってもしゃあないだろ」

　イルマの言葉遣づかいに対して、周囲は注意を促うながすと共に、女王への謝しや罪ざいが並ならべ立てられた。いちいち何を言っているのか聞いてはないけれど、クレアは、それらをうるさく感じた。

「イルマさんと話しているんだから、黙だまって。他の人は、いなくていいわ。彼に案内してもらうから、みんなは仕事に戻もどって頂ちよう戴だい」

　クレアから、触ふれては何をされるか分からない空気が発せられていて、みな、逃にげるように離れていく。残ったのは、供ともとして来ている侍じ女じよと護ご衛えいの騎士たちだけだ。

「それで、ジシェルがどうして……」

「ネロスを標的に発はつ砲ぽうした奴やつがいてな……ネロスによれば、自分を庇かばって彼女は死んだってことらしいが」

　クレアは、呼こ吸きゆうすることを忘わすれた──顔を真っ赤にして、窒ちつ息そく寸すん前ぜんというところで、激しい息を繰くり返す。

　──ジシェルがネロスさんを？

　彼のことを好きだから……だよね……。でも、どうしてジシェルが死ななくてはならなかったの？　一体誰がネロスさんを狙ねらったの？

「ネロスさんは？」

「部屋にこもっている。彼女を連れ込こんで。死体相手に何しでかすつもりだか。生きた女王には触れることも出来ないくせに」

　言ったイルマの腹はらに、クレアの拳こぶしが入る。

「ふざけないで！」

「……今のは言いすぎたかも。うん、すまんかった」

　ふざけた態たい度どはさほど変わらないものの、彼が、それなりに考えて思い悩なやんでいるのは分かって、クレアも、それ以上怒ど鳴なることはしなかった。

　イルマに連れられて、彼の部屋へ向かう。仰ぎよう々ぎようしくついて回る侍女と騎士には、応おう接せつ室しつで待っているようにと、クレアは告げた。

「ネロスを撃うとうとした男は、逃げたらしい。その場所に、銃じゆうだけが残っていたという」

　撃った人間を殴なぐって罵ののしってやりたいという怒いかりの感かん情じようは湧わいてこなくて、クレア自身不思議だったが、どうせその犯はん人にんも、レシュテン王に命じられてやっているに過すぎないのだ。駒こまであるその男に、興きよう味みを向けるのも虚むなしく感じる。ましてや、その犯人を殴ったところで、ジシェルは帰って来ない。

「ここだ」

　部屋は近かった。

「ネロスの奴、落ち込んでいるっつうか腐くさっているっつうか刺し激げきすると危き険けんっつうか……」

　イルマが頭を掻かき、吐と息いきする。

「ネロスさんのこと、気にかけているんだね……」

　クレアは、入る勇気を失って、彼に話しかけた。時間稼かせぎのようなもの──今、二人で部屋にいて……どんな様子なのか……彼がどれほど落ち込んでいて、自分を責めているのか……見るのが怖こわかった。そして、騎士になったんだよ、と彼女に伝えるために来たのに、それが出来ない自分が、ここに来た意味を失って……やはりどうしていいのか分からない。

　彼女の遺い体たいを見なければ、生きているって信じることも出来るかも──そう思うとまた、入る勇気を出せずに、イルマに話しかけてしまう。

「ネロスさんと仲良しでいいわね」

「は？　違ちがうだろ、それは。作戦のために一度は行動を共にしたが、それだけだ。あとはうるさく命令してくる何様野や郎ろうな存そん在ざいだ」

「でも……あなたがネロスさんを信しん頼らいして従したがっていたから、部下もみんな従って、結果的にうまくいったんだよね……どうして従ったの？　胡う散さん臭くさそうな目で見ていたのに……」

「……そりゃあ……俺らのこと、最初から認みとめてくれていたっていうか……だな……そういう期待には、素す直なおに応こたえたいと思うもんだろ。俺らは態度悪いし、それを直す気もないけど……そういう奴らの集まりで、掃はき溜だめみたいに言われている小隊を、そういう目で見てこなかったし、態度についていちいち注意してこなかったし……そういう奴は初めてで、居い心ごこ地ちよかったんだ」

「そうか……ネロスさんの人じん徳とくってやつね」

「かどうかは知らないがな。どう見ても人徳あるようには見えんし……今なんて特に。あんた、ちゃんと支ささえてやれよ。あんたさ、前と雰ふん囲い気き違うし……なんかいい女になった」

「って口く説どいているわけ？」

「口説かれたいわけ？」

　ネロスさんにね……とは切り返せない。

「イルマさんじゃ、私を落とせないわよ」

「かもな。俺はネロスじゃないからな」

　イルマが笑う。クレアは、ばれているのかと思って顔が熱くなった。けれど気分は少し楽になって、扉とびらに手をかける。

「もしよかったら、ここで待っていてくれる？」

「いいぜ」

　クレアは笑いかけ、一人で扉の向こうへと足を入れた。

　胸むねで手を合わせて目を閉とじた彼女が、奥おくの壁かべ際ぎわにある寝しん台だいに横たわっていた。彼女に背せを向ける形で、その足元の方に腰こし掛かけているのが彼。指をがっちりと組んで合わせた手を額ひたいに当て、腰をかがめて固まっている。開いた足の、その間の床ゆかが、濡ぬれていた──涙なみだだ。

「ネロスさん……」

　呼んでも、返事をしてくれない──クレアは、一歩ずつ近づいた。

「あの……ジシェルが……」

　彼と、ジシェルのことを話そうと思ったのだけれど、何を言っていいか分からなかった──続ける言葉を考える余よ裕ゆうもなく、クレアは彼女に歩み寄よる。血で汚よごれた衣服を着たまま、眠ねむっていた。穏おだやかな表情で。胸の上で合わせられた手に触ふれる──冷たかった。ジシェル……と呼よびかける──もう死んでいるのは分かっていた。揺ゆるぎない事実であることを知ってしまった。否ひ定ていできない現実──。

　カルロは立ち上がり、数歩前に出た──涙をクレアに見せたくなかった。そして、二人きりにしてあげたいとも思った。語らいたいこともあるだろうから。

「しばらく傍そばにいてやって……」

「ネロスさんは？」

「ちょっとその辺散歩してくる」

　部屋を出た。クレアに言われて待っていたイルマが、吐息混まじりにカルロを見る──けれど、彼のものとは思えない、精せい彩さいを欠いた瞳ひとみを見ていられなくて、すぐに視し線せんを逸そらす。カルロは、そこにイルマがいることに気づいているのかいないのかも分からない様子で、背を向けて、音もなく歩いて行った。
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　彼は、なかなか帰らない。自分がいる限かぎり、もう来ないのかもと思うほど、時が過すぎていく。外は暗くなり始めていた。と同時に、雨も降ふってきた。ウェルラントでは、そろそろ雨の多くなる季節だ。

　ジシェルには、騎き士し昇格の件けんをもちろん報ほう告こくしたし、今までのことも話をした。彼のことも話した──私もネロスさんのこと好きなんだよ、と。私も同じように彼を庇かばったと思うけど、とろいから、銃じゆうには気づけなかっただろうし、気づけても体が反はん応のうしなかっただろうね、と。

「ジシェルもネロスさんのこと好きだったんだよね……二人でネロスさんの話したら、楽しかっただろうね、一いつ緒しよに悪口言ったりなんかして……」

　ジシェルはいつも口が悪かったけれど、いざとなれば素直で、喧けん嘩かなんてしなくて、気持ちをちゃんと伝えることの出来る人だった──私とは大違い。

「私なんて捻ひねくれているから喧嘩腰になっちゃうんだよね……。ねぇ、ジシェルに嫉しつ妬として飛んできたって言ったら笑う？　私って卑いやしいね……ジシェルの方が、ネロスさんにふさわしい。もっと色々なこと教えてもらいたかったよ……私のお姉さん……」

　涙でぱんぱんになった瞼まぶたで、視界さえよく見えなくなる。

　火を灯ともす。揺ゆれる炎ほのおの光で、ジシェルの顔が、神しん秘ぴ的な美しさを増ましていく。女じよ性せいらしい柔やわらかな輪りん郭かく。目鼻立ちの整った、凜りんとした顔。思わず素そ描びようしたくなる。血で汚れたままの衣服でさえ、その美しさの中では、どこか神話めいた色彩を放っていた。それでも、服が汚れたままでいいはずがない──女の子なのだから、綺き麗れいな格かつ好こうでいたいと思っているはず……。

　着き飾かざることには興きよう味みのないクレアだったが、汚れた格好でいることは当然嫌いやだったし、ジシェルも、旅の間も普ふ段だんも、いつも清せい潔けつにしていた。

　だらしのないところなんて一つもなくて、女性らしい細やかな気き遣づかいの出来る人で──憧あこがれの、尊そん敬けいするお姉さんだった──いいかな……勝手に着き替がえさせちゃっても……。

　しばらく迷まよった末に、クレアは、抱かかえてきた騎士の服を取り出した。これを渡わたすことだけを考えてきたのに……喜んでもらえると信じて。

　──体も拭ふいてあげなきゃね……。息を引き取った彼女を、そのまま彼が部屋に連れ込み、何もせずこもっていたとしか思えない雰囲気だった──きっと彼はここで泣いていただけ……。彼女の体を拭いた様子はない。

　お湯を取りに行こうと部屋を出ると、そこにイルマがいた。待ってもらっていることをすっかり忘わすれていた──だとしても、彼が、こんな時間まで何も言わずに待っていてくれることが意外だった。

「あ、の……お湯を用意しようと思って……」

「そうか」

　待たせていたことに文もん句くを言うわけでもなく、湯なら俺が持ってくると言っていなくなり、すぐに戻もどってきた。

「ありがとう……あの……もう一人でも平気。付き合わせちゃってごめんなさい」

「いや。じゃあ職しよく場ばに戻る」

「怒おこられちゃう？」

「どやされるだろうが、いつものことだ」

　イルマは、笑えみを浮うかべ、手を上げて去った。

　クレアはもう一度、ありがとう、と言う。何のための湯か分かっているのだろう、一緒に綿めん布ぷも準じゆん備びされていた。

　血に染そまったジシェルの服を脱ぬがせた。包帯で巻まかれたその体が痛いた々いたしい。包帯を外して、思わず小さな声が漏もれる。息を呑のんだ。こんなふうに傷きずを負って──。既すでに変色している体に傷があった。戦いくさの生々しい傷きず跡あと──彼女が、どれほど苦労し、思いを抱えて闘たたかってきたのか──胸むねが熱くなった。自分は、剣けんを握にぎることも放ほう棄きして、王の剣を彼に預あずけてしまったというのに……。

　体を全部拭いた。誰だれかに手伝ってもらうことは出来ない。侍じ女じよに声をかけるなら、同じ女性だし、いいのかもしれないけれど、やっぱり彼女のために、一人で何かしたかった。

　複ふく雑ざつな作りの騎き士しの制せい服ふくを、よくよく眺ながめて、やっと合わせていく。そうして着替えを終わらせた頃ころには、息もすっかり上がっていた。汗あせでぐっしょりして、衣服が肌はだに張はり付く。最後に、侍女を呼よんで化け粧しよう道具を持ってこさせると、ジシェルの顔を作り始めた。

「私のお化粧、あまりうまくないかもしれないけど……こっちに来るまで、したことなかったんだ……ジシェルがしているのも見たことなかったけどね……」

　化粧をすると、まるで生きているかのようにも感じられるようになった。血まみれの衣服を着て眠ねむっていたら、死んでいるように見えてしまうけど、今は違ちがう。凜り々りしい騎士姿すがたで、晴れやかな格好をしていて、笑顔で──。筋きん力りよくがなくなって、肌が垂たれ気味で……本来の若わかさを感じさせるだけのハリはないけれど……でも、それは見た目、化粧で少しは改かい善ぜんされているはず……。

　──ネロスさんにも、ジシェルの晴れ姿を見せなきゃ……。

　ジシェルがおそらく一番に見て欲ほしい相手が、彼だと思うから──。

　ネロスさん……どこ？

　部屋を出て、怪け我が人にんたちが収しゆう容ようされている場所にも行った。医い務む班はん長ちように訊きいてみても、知らないという。

　──散歩って……本当に散歩に行ったきり？

　嫌な感じが過よぎって、クレアは急いで外へ出た。ジシェルが逝いってしまって、彼までも、二度と会えない遠くへ行ってしまうのではないのかという気がしてならない。

　散歩に出た先で、肉体的精せい神しん的疲ひ労ろうで倒たおれているとか……逃にげられてしまった狙そ撃げき手しゆによってまた銃じゆう撃げきされたとか……。

　──ネロスさん……。

　雨の中に飛び出した。顔が濡ぬれるのは、涙なみだなのか雨なのか──衣服が張り付くのは、汗なのか雨なのか──。

　──散歩ってどこを？　私だったら、あっちへ行くかな……。

　クレアはそう思って、木々の茂しげる場所へと入って行った。暗いから何か出てきそうで、しり込ごみした。足元もよく見えずに何度も躓つまずいた。木の影かげが巨きよ大だいなバケモノみたいで、襲おそってきそうで──どこか別世界に迷い込んだ気分になる。そう──きっと、本当に異い世せ界かいに迷い込んでしまったのだ……。

「ネロス……さん！」

　木にもたれて座すわっている彼が、血まみれになっていた。ジシェルよりもずっとひどい。腕うでからも足からも、腹ふく部ぶからも……どうして、暗いのにはっきり見えるのか──彼ばかりが何かに照らされたように、ぼんやりとした光の中にいるように見えた。けれど、そんなことはどうでもいいのだ──深い傷に大量の出血……このままじゃ死んじゃう……。

「ネロスさん！」

　クレアは叫さけんで走り寄よった。

「しっかりして！」

　生きていると分かるのは、白い吐と息いきが目で確かく認にんできるから……。ひどく苦しそうだ。震ふるえている。今の季節に息が白くなるのは、ちょっと考えれば誰でも変だと気づけるのに、クレアには、その余よ裕ゆうもなかった。

「ねぇ、しっかりして！　お願い」

　手当てしなくちゃ……早く医務班の先生に見せなくちゃ……。

「クリム……」

　彼の口から漏れる言葉──クリム。

　彼が目を開けた──重そうな瞼まぶたを開けて、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで──それでも、自分が見られていることは分かった──が、クレアが聞いたのは、やはり、クリム、と呼ぶ彼の声。

「ネロスさん、立てる？」

　再ふたたび目を閉とじる彼を揺ゆり起こしそうになって、そんなことをしたらもっと血が出ちゃう──そう思った時、クレアは目の前の光景に震えた──血なんて出ていなかった。今も息苦しそうにしているけれど、吐はく息が白いわけでもない、ぼんやりと明るく見えているわけでもない──共に大きな木の影に消されてしまいそうな闇やみの中にいた。

　──そうなんだね……これは『私』のために傷きずついた彼の姿……。かつては彼の愛あい情じようを受けられるくらいの女じよ性せいだった『私』を守ってくれた彼の姿……。

「苦しいの？」

　顔に触ふれると、ひどい熱さだった。

「ネロスさん、戻もどろうよ。このままじゃまずいよ……着き替がえて温かくして……」

　涙声が震える。

「ク……レア？」

　今度は焦点の合った瞳で──名前を間違わずに呼んでくれている……。

「こんなところにいたら駄だ目めだわ」

　しばらくクレアを見つめていたカルロが、ぼそりと言う。

「夢ゆめを見ていた……のか……」

　自じ嘲ちよう的な笑えみを浮うかべた。

「クリムの……夢？」

「……ああ。こんな私のことを好きだと言ってくれた……私も彼女のことを愛している……彼女とは離はなればなれになった……神の悪戯いたずらか、私の思いに反して、この時代に返された……ジシェルも、私のことを好きだと言ってくれた……やっぱり先に死んだ……私は神に相当嫌きらわれている。君も私になど構かまわない方がいい。君までも消えてしまうから……」

　葉から伝い落ちる雨に、彼はびしょ濡れで……。涙に沈しずんでいることもすぐに分かった。クレアは何も言えずに、ただ見ていた。

　カルロが木を支ささえに立ち上がり、ふらふらしながら歩き出す。途と中ちゆうの木に手をやって休み休み、どうにか歩いていく。触れようとすれば、彼を支えようとすれば、彼は拒こばんできた──クレアは、黙だまって彼の後についていくしかなかった。
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　──カルロっ。

　クリムが呼よんでいる。クリムが笑っている。敵てき国こくで共に偵てい察さつの旅をした──海を渡わたった先で、彼女と二人。どうして二千年の時を超こえて彼女と出会ったのか──まさに神の悪戯だ。彼女のいる時代こそが、自分のいるべき時代だと心に決め、彼女と共にあることを願ったのに──どういうわけか、今ここにいる……。彼女のいる時代ではないはずなのに、声が……。

　──カルロっ。

　愛いとしい彼女の声。そこにいるのか、クリム……。

　クリムが呼んでいると思った。呼ばれて、それに応こたえようと目を開けると、そこにクリムがいた──。また君の声が聞こえた──また君と一いつ緒しよにいられる──そう思った。

　──ネロスさん。

　どうしてクリムはカルロと呼ばないのか──疑ぎ問もんに思いながら、クリムの名を呼ぶ。そのうちそれがクリムではなくて、クレアなのだと知った。

　みんな夢だった。夢から覚めてしまった。覚めなければよかったのに──夢を見たまま死ねたらよかったのに──そう思っても、そうはならない。やはり神に呪のろわれているのだと思わずにはいられない。何か神の怒いかりに触れるようなことでもしたのだろう。神を神とも思わず生きてきたせいか。そして、そんな不ふ敬けいな男を悶もだえさせるだけのためなのか、今度は、周囲の者の命を奪うばった──根に持つ神だ。彼女の早はや過すぎる死──ジシェルはまだ、二は十た歳ちにも満たないというのに……。もし目の前に神が現あらわれたら、どんなことをしてでもその存そん在ざいを抹まつ殺さつしてやると、カルロは思った。

　──君も私になど構わない方がいい。君までも消えてしまう……。そうなのだ、君を守る方法は、私が君の魂たましいから離れること……。

　クリムを守れなかったのは私のせいだ。きっと私はたくさんの人を殺して、陥おとしいれて、騙だまして、不幸にしてきた。だから神に呪われている。そのせいで、ずっと一緒にいると約束したクリムとも別れることになり、ジシェルを死に追いやることになった──そんな私が、君を守れる方法があるとしたら離れることくらいだ。

　──クリム……いや、クレア、こうして生まれ変わって、君は今の時代を生きているのだ……この時代でもなお、私の呪いに付き合う必要なんてない……。素す直なおで明るい心こころ優やさしい君が、呪われているなんてことはないから案ずることはない──だから今度こそ、幸せになるんだ。君には母親もいる。クリムであった頃ころよりも、ずっと幸せになれるはずだから……私が邪じや魔まさえしなければ……。

　体が熱くして苦しい──まるで、クリムの時代から引き離された時のようだ……。

　翌よく朝ちよう、カルロは、患かん者じやとして目覚めた。医い務む室しつに連れられて、そこで着替えて眠ねむったことは、しっかりと覚えている。

　まだ寝ねていないと駄目だと言われるのを無む視しして、アングス王国へ帰るからと、付き添そってくれていた医務班はん長ちようの医い師しに挨あい拶さつをし、借りていた部屋へと向かった。病人だから休もうという気にもなれない。無理しようと、どうせ死ぬことはないのだ。死を与あたえようという気が神にあるなら、私の代わりにジシェルが逝いってしまうことはなかった──。

　部屋にはジシェルが眠っていて、クレアが傍かたわらにいた──ジシェルが寂さびしくないように、という彼女の心こころ遣づかいを感じる。

　ジシェルの姿すがたを見て、目め頭がしらが熱くなる。

「ネロスさん、おはよう……大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ああ……それよりその格かつ好こうは……」

「今回のジシェルの活かつ躍やくをたたえて、騎き士しの称しよう号ごうを授じゆ与よすることが、正式に認みとめられたの……三級騎士なんだけど。一級騎士の称号と制せい服ふくをもう一度……今度は、もっとちゃんと他の王たちを説得して……」

　口には出せないけれど……クレアは思った──彼女が亡なくなってしまっては、他の王たちにとって、彼女の称号が三級だろうと一級だろうと関係ないはずだ。だから、一級の授与も可か能のう──ジシェルにしてあげられる限かぎりのことはしたいと思った。

「その必要はないだろう……君が、ジシェルために勝ち取ってきたものなのだろう？　彼女にはそれが一番嬉うれしいはずだから……それが三級騎士だろうが一級騎士だろうが、彼女には関係ない。このままでいいと思う」

　それからカルロは、さあ、出発しよう、と言った。ジシェルに国に帰ってもらい、そこで葬そう儀ぎを行なうには、なるべく早い方がいい。技ぎ師しによって遺い体たいの保ほ護ごがなされているわけではないから、腐ふ食しよくが進んでしまう──特に彼女の傷きず口ぐちからは、加速度的に。

「私たちはジシェルを連れて、すぐに出発するから、ネロスさんは、休んでから出てきて。無理するのはよくないわ」

「一緒に帰らせてくれ。そうでないとジシェルに叱しかられる……何度もそう言われていたのに……だから……」

「うん……じゃあ、ネロスさん、馬車の中で一緒に……」

「私は、外で君を護ご衛えいする……」

　立っているのさえ辛つらそうなのに、何を言っているのかと、クレアは文もん句くを言いたかったけれど、同じ馬車の中で彼といるのも、何か重い空気になりそうだし、そこに侍じ女じよが同席していたとしても、苦く痛つうであることは変わらないなと思って、承しよう諾だくした。それに、続く彼の言葉には、何も返せなくなってしまったのだ──。

「……ジシェルにも言われている。君を守ってくれ、と」

　彼女の心が嬉しくて、痛くて──涙なみだが溢あふれて声が出ない。クレアの脳のう裏りを過よぎった彼女の顔──それは、どういうわけか、生きている時の彼女の笑え顔がおではなくて、死して笑っている彼女の顔だった──。それって変だよね、と思っても、心に刻きざまれたその姿は、堂々とした騎士の彼女で、愛する人の命を守って満足して笑っている彼女だったのだ。彼女が命をかけて守った彼に、何かあっては大変だ。そしてクレア自身も、彼には無事でいて、生きていて欲ほしいと思っている──。だから、帰国準じゆん備びが始まると、クレアはイルマを呼よんでもらって命じた。

「あなたはネロスさんの護衛で、王宮まで一いつ緒しよに行くのよ。いいわね」

　彼を守ってくれる人に、彼の傍にいて欲しかった──。

「王宮までだって？　好きじゃないんだが、ああいうところ」

「いいじゃない。お酒飲み放題で歓かん迎げいするわ。小隊のみんなで来て頂ちよう戴だい」

「酒飲み放題か……まあ、それならいいか」

　相変わらず女王だろうと何だろうと態たい度どの変わらない彼を見て、クレアは小さく息を吐ついた。こういう人はきっと、何かものすごいバケモノが出てきても、へぇ、とか言って笑っているに違ちがいない。頼たのもしい限かぎりだ。

　クレアの計らいがあったことを知らないカルロは、要よう塞さいを出て──自分の隣となりでイルマが馬を走らせていることが理り解かいできないという顔でいた。

「そんなに嫌きらわなくてもいいだろう」

　苦く笑しようするイルマに、カルロは自じ嘲ちようしながら言う。

「狙ねらわれていると忠ちゆう告こくしてくれたのは君だ。言わんこっちゃないと笑っているのか？　どうせならもっと派は手でに笑ってくれて構かまわない」

「おい、俺おれがそんなに嫌な奴やつに見えるか？」

「見える」

「まあ、おまえよりもマシな性せい格かくしているつもりなんだが……」

「それはそうだろうな」

「おい、あっさり認めるのかよ……」

　息を漏もらして笑うカルロ。何を考えているのか、よく分からない奴だと思うイルマ。

　要塞への道は、大きな道路が石いし畳だたみによって整備されている。食しよく糧りようその他の補ほ給きゆう路ろとなるため、重要かつ利用頻ひん度どの高い道だ。荷馬車が頻ひん繁ぱんに往おう来らいしていることは、轍わだちの跡あとが四本延のびているのを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。道そのものは、大きくうねりながら、各国を蛇だ行こうしている。各国から物ぶつ資しが運ばれるからだ。ここを通るということは、アングスに帰るのに、距きよ離り的には、かなりの遠回りになる。それでも歩兵と共に移い動どうするわけではないため、馬で駆かけ抜ぬけることの出来るこの道は、馬車であるなら近道であるといえた。

　カルロは、ゴードウィン王の剣けんを握にぎり、力を込めた。彼女に返すその日までに──ゴードウィン王の思いも胸に──アリーシアを取り戻もどさなければならない。剣を彼女に返す時は、ウェルラントを出る時だ。彼女を守るために、去る──けれど、その時には、彼女にとって誰だれよりも頼たよれて心強い母親が傍そばにいるから……。そのためにしておかなければならないことを、気を抜けば落馬しそうになる馬上で──気合いを入れて整理した。
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「ジシェルには、ゴードウィン王の墓はかで共に眠ねむって欲ほしいと……叶かなわぬことでしょうか」

　カルロに言われて、ファゼスは静かに首を動かす。

「私もそう願っていますよ……おそらく、ゴード自身もそれを……」

　涙を堪こらえた顔で言う。

「本当の娘むすめのように愛しておいででしたから……」

　それからファゼスは、ジシェルの話をした。

「ジシェルは……ゴードが、ウェルラントの森で出会った子こ供どもだったんです。どうして誰も入れるはずのない聖せい地ちに女の子が入れたのか。アングス領りよう内ないから、実は森に通じている風ふう穴けつがありまして……秘ひ密みつではあるんですが、そこから迷まよい込むこともなきにしもあらず……ですが、ジシェルは、どうやって森に来たのか覚えてないと、両親もいないと泣くばかりだったそうで。それで、森の精せい霊れいの生まれ変わりに違いないと──王宮内の者たちが彼女を受け入れやすいようにというゴードの計らいで、その年の十二使徒精霊だったオックスの名を。当時は、女なのに男の精霊の名なのかと笑う者もいたのですが、あるいは本当に……精霊だったのかもしれない。ゴードウィンを、そして、ゴードウィン王の遺い志しを胸にご尽じん力りよく下さっているネロス殿どのを守しゆ護ごした。ジシェルは役目を終えて帰ったのです」

　落ち込んでいるという顔こそしていないが、カルロの心中を窺うかがい知るのに、いちいち顔色を見る必要もなかった。ファゼスは、彼が少しでも気が楽になるようにと気を遣つかった──そして、彼のために言ったばかりではなく、本当にジシェルが大精霊カミアスの御み心こころによって現あらわれた、そんな気がしていた。

「ですから、ゴードと共に眠ることを、大精霊カミアスも、アングスの民たみも、ウェルラントの民も──みな、心から望んでいるのです」

　カルロは、微笑ほほえみ言う。

「ゴードウィン王と一いつ緒しよなら、彼女も安らかに眠れるでしょう」

　こうして、他国の参列者もなく、アングス王宮内でひっそりと行なわれた彼女の葬そう儀ぎに、カルロは顔を出すことはせず、一人、レシュテン王宮へと向かった。

「王に面会願いたい。私はアングスより参ったネロスと申す者」

　ウェルラント宮領へと出て、そこからレシュテンの正門へ行くと、カルロはそう言って入れてもらおうとした。確かく認にんしてから、ということになるのは、予よ測そくの上だ。いつもの顔見知りの使者であれば、すぐに通してもらえるが、そうではないから時間がかかる。

「チェントロ要よう塞さいでの未み遂すい事じ件けんについて報ほう告こくがしたいと、お伝え願います」

　まもなくしてカルロは、レシュテン王宮領へと通され、さらに案内の者を数人経へて、ついにレシュテン王との面会の時を手にした。

「チェントロでは、私のことを大変気にかけて下さったようで、身に余あまる光栄です」

「何のことですか」

「私への暗殺命令を下されたのは、貴き殿でんではありませんか」

　王の側近が、剣を抜いて、カルロを威い圧あつする。

「斬きるなら斬るでよろしいが、事件のことを把は握あくしているのは、何も私だけではありませんよ。ここで私を殺したところで、貴殿の企たくらみが闇やみへと葬ほうむられるわけではない。ゴードウィン王を暗殺し、ウェルラント王の地位を取って代わった勢いきおいで、ドルラードとの取引により、この地を支し配はいするつもりでいたようだが、残念ですね、貴殿は、ウェルラント王などではありません。仮かりに今後ドルラードと何らかの交こう渉しようをするとしても、それは貴殿がなすことではないのです」

「私がウェルラント王ではない？　何をもってそのような……きさまの主であるアングス王もウェルラント王と認みとめ、その上で儀式が執とり行なわれた。アングスは、ころころと言うことを変えて、信用ならぬ国だ」

「何を仰おおせになるのか。貴殿をウェルラント王にと挙手したのも、笏しやく杖じようを引ひき渡わたしたのも、ジシェルですよ。アングス王ではない」

「そんな詭き弁べんが通じるものか！」

「決して詭弁とは思いませんが、仮にこれが詭弁だったとして、通じぬというなら、どんな詭弁なら通じるのか試ためしてみましょうか」

　レシュテン王は、わなわなと震ふるえ出した。カルロを睨にらみながら呼こ吸きゆうを乱みだして言った。

「王を脅おどすか、下げ賤せんの者が！」

「やましいことをしていなければ、そのように取り乱すことではないでしょう」

　カルロの冷笑に、王がぶるっと震えて視し線せんを逸そらし、汗あせを拭ふいた。

　レシュテン王が、気を落ち着かせるためか、元々そこで飲んでいたそれに口をつける──途と端たん、カルロは、肩かたを揺ゆすり、声を抑おさえながら笑い出した。

　カルロには、茶など出されていない。ただの使者にそのようなことはしないし、ましてや彼を王は、卑いやしい存そん在ざいと捉とらえている──切れ者だからこそ疎うとましく思い、暗殺しようとしたが、カルロを腹はらの中でバカにしているという姿し勢せいは変わらない。それは彼の態たい度どや対たい応おうにも滲にじみ出ている。そんな相手に何やら笑われていることが、レシュテン王は、不ふ可か解かいであり不ふ愉ゆ快かいでならなかった。

「何を笑っておるのだ！」

「飲みましたね、それを」

「な……何を……」

　まさかという思いで王が震え、咄とつ嗟さに喉のどに手を持っていく。

「私は貴殿のことを、心から憎にくみ恨うらんでいるのです。毒くらい盛もりますよ」

　カルロが、手の中から、皺しわになった包み紙を出して、卓子テーブルの上に落とした。

　さらに笑うカルロに、両側から剣けんが突つきつけられる。

「私を殺すか？　それでは、せっかく用意している解げ毒どく剤ざいも役に立たないな」

　不ふ敵てきに笑って威い圧あつするカルロに対し、二人の側近は、殺して奪うばえばいいだけのことだ、と返答する。カルロは忍しのぶように笑い、それから声を荒あらげて笑った。懐ふところから、いくつもの包み紙を示しめす。それぞれに違ちがう記号が書かれている。

「私の持つ薬のどれが解毒剤か分かるのか？　見た目同じ薬だけを用意してきている。違いなど、素人しろうとには分かるまい。仮に詳くわしい人間を連れてきたところで、王に盛られた薬が何だか分からなければ意味もない。ならば、私の持っている薬をすべて王に飲ませるか？　それもいい。たった一つの解毒剤のために、他の薬を飲ませて、王の命を余よ計けいに縮ちぢめるだけだ。私を殺すということは、王を殺すということ。ここで剣を向けるということは、主君を裏うら切ぎっているのと同どう義ぎと思え」

　怯ひるむ彼らに、王が震える声で言う。

「し、刺し激げきするな……」

「王と二人で話をしたい。邪じや魔ま者ものは去れ」

　カルロに言われて、怒いかりに青あお筋すじを立てる一人の側近と、唇くちびるを震ふるわせる一人の側近──二人が、王を見る。王は頷うなずき、出て行け、と指示をした。

　あとはもう、すべてがカルロの一方的な話となる──レシュテン王は、カルロが暴あばくそれを、ただ頷き、認めた。これまでアングスで調べ上げてきたこと──メルビッツでの砲ほう台だい爆ばく破はの件、ゴードウィン王暗殺の件、エントス見み張はり台への襲しゆう撃げき兵へいをドルラードから密みつ入にゆう国こくさせる手引きをした件、裏切り者がメルビッツにいると意い識しきを向けさせておいてチェントロ要よう塞さいの指し揮き官かんを操あやつり、うまくドルラード兵をウェルラント領りよう内ないに導みちびこうとした件、ジシェル率ひきいるアングス軍を、ドルラード軍と壊かい滅めつさせようとした件、そして、ここを敵に売り渡し、自分が州国の統とう治ち権けんを得ようとした件──すべて、彼は頷いた。一度は頷いてから、ジシェル軍を壊滅させようとはしていない、と言い張る。援えん軍ぐんに向かわせる振りをするだけだったのだ、と。それは、カルロの怒りを少しでも静めようとしてのことなのか、本当のことなのか。カルロの中で答えは出ていた。要塞に滞たい在ざいしていて分かったこと──援軍に向かう振りまでは出来ても、ウェルラントの軍服を着たジシェル軍に攻こう撃げきを仕し掛かけるだけの、強力な指揮権を発動できる人物はいない、と。仮に指揮官が攻撃を命じていたところで、統率はとれなかっただろう。カルロは続けた。

「ドルラード皇こう王おうに、最後の最後で裏切られないため──つまり、ここを占せん領りようされた後、他の王と共に捕らわれないために、最終的な取引を用意していた。それがイリアーラより密みつ輸ゆした銃じゆう──いや、そうではないな、銃もだが、取引しようとしたのは、白はく煙えん火薬の製せい造ぞう法ほうだ。そうだな？」

　王は頷いた。

　あの時、見えた──長銃の発砲音がして……ジシェルが撃うたれて倒たおれ掛かってくるのと同時に……狙そ撃げき者しやの場所を咄嗟に解した……そこに人ひと影かげあった。その者は逃にげて──けれどそこにあるはずの黒煙はなかった。突風でも吹ふいていない限かぎり、黒い煙けむりは見えたはずなのに……。最初から黒くはなかったのだ。

　白煙ならば、狙撃手も逃げやすい──黒い煙を立てては、そこにいると周囲に教えているようなものだ。基き本ほん的に発砲の音だけで場所を特定するのは難むずかしい。カルロが一いつ瞬しゆんでその場所を特定できたのは、戦場で常つねに音にも意識を向けてきたという経けい験けんがあるからだし、何よりも、ジシェルが倒れ込こんできたその向きから、敵のいる方向が計れたからだ──そして、狙撃可か能のうな場所を想定すると、その辺りしか有り得なかった。

　そして残されていた銃は、確たしかにウェルラントやドルラードのものよりも長い銃身を持ったイリアーラ製の長銃だった──特とく殊しゆ部隊が使用している最新型のものではなく。さすがに少数の特殊部隊だけが扱あつかっている銃までは流出しなかったようだ。対して白煙火薬は、一いつ般ぱん兵士にも普ふ及きゆうしているもの──製造法が普及しているわけではないが、情じよう報ほうは漏もれやすいと言える。

「取引しようとしていたそのものを……製造法を記き載さいしたものを持ってこさせろ」

　カルロに命じられるままに、王は、廊ろう下かに出て控ひかえている側近に言いつけ、持ってこさせた。震ふるえながら懇こん願がんする。

「まだ薬を……解げ毒どく剤ざいを……もういいだろう、頼たのむ……」

「苦しいか。そうだろう。鼓こ動どうも激はげしくなっているな……死の恐きよう怖ふを存ぞん分ぶんに味わうといい。ジシェルは死んでしまった。まだ生きているのだから私に感かん謝しやするんだな」

　せせら笑うカルロを見て、王はさらに鼓動を速めた。本当に解毒剤を用意しているとは思えなかった──いや、用意していたとしても、この男は飲ませてはくれない……そう思った。そう考えるほど、またしても鼓動は速まり、呼こ吸きゆうは乱みだれて、汗あせが噴き出す。

「さて、これが済すんだら薬を飲ませてやる。笏しやく杖じようを返してもらおう。先の儀ぎ式しきを無む効こうとし、ウェルラントの王にクレーシア・アングス女王を推すい挙きよすることの意思表明をするんだ。紙にしっかりとその旨、認したためろ」

「そんな……時間がかかるではないか……」

「大だい丈じよう夫ぶ。すぐに死にやしない。すぐに死ねるような生ぬるい毒を選ぶわけなかろう」

　怪あやしく緩ゆるむ口角を見て、王はひっと声を上げた。そして、言われたままの文章を書く。

　その間にカルロは、白煙火薬の製造法を記したそれが、知識を最大限活用して読み込んだ結果、本物であることを確認すると、王の書かせたものにも目を通し、懐ふところへとしまった。

　白煙火薬の製造法を記したものに関しては、出来るならば、写しも含ふくめてすべて没ぼつ収しゆうしたいが、それは出来るはずもない。偽いつわられても確かめようもない。

　それに──医者としての見解からすれば、兵士の体に悪く、健康に支し障しようをきたす黒煙よりも、今のところそうした弊へい害がいの出ていない白煙火薬が普ふ及きゆうする方がいい──武ぶ器きも戦争も一いつ切さいなくなってしまうことが、一番よいことなのだが。

「して、王よ。私としては、アングスを目の仇かたきにしてくれた礼をしなければならない。レシュテン王国を取り潰つぶそうか……貴き殿でんの売国行こう為いの事実をもってすれば、王国領をウェルラントで没収することも可か能のう」

「そのようなことが……出来るものか……」

「許ゆるされることは、承しよう知ちであろう。アングスの王位継けい承しよう者しやがいない時、ウェルラントがこれを管理する──一定の期間の後に、話し合いによって管理方法を決定することが出来る──そして領土の分ぶん割かつを執とり行なう──という法手続きを経へるつもりであったのだろう。同じ手続きを踏ふみ、さらに王位に関する欠けつ格かく事由の条じよう項こうを合わせれば、レシュテンは王おう不ふ在ざいとなり、領土をウェルラントの管理下におくことができるようになる」

「だが、私には息子むすこが……世よ継つぎが……レシュテンの王位が失われることはない……」

「世継ぎがいると言いたいのか？　貴殿の息子であると、誰が証しよう明めいする？　裏うら切ぎりの国の言い分など、誰が聞くだろうか」

「極きよく論ろんではないか……」

「ウェルラントは、各国の信しん頼らいの上で成り立っていることを忘わすれたのか？　もはや貴殿は、ウェルラントに所しよ属ぞくする資し格かくもない。平和のために消えてもらわなければならない。さらに、アリーシア王おう妃ひの拉ら致ち──ドルラードに手を貸かしたのは誰だれだったのか、その胸むねによく訊たずねるがいい。王宮に忍しのび込むなど、まず不可能。それを可能にしたのは、六角王宮の並ならびだ。アングスの隣となりは、ここレシュテンとなっている。門は厳げん重じゆうに警けい備びされていても、王宮同士の境さかいは、常時警備されているわけではない。巡じゆん回かいの警備兵の目を盗ぬすんでアングスに侵しん入にゆうするなど容易たやすいことだ……そうであろう」

「そ、それは……」

「アリーシア王妃を狙った理由は──そうだな、息子が振ふられた恨うらみか？　カミアスに愛されし王女。アリーシア殿の婿むこに第二王子をと計画を練っていた。彼女の神しん秘ぴ的な力と、その権けん威いを手に入れるために。それを背はい景けいに、ウェルラント王になることも考えたのか？　だが彼女には振られる。ゴードウィンという恋こい人びとがいた。しかも彼は英えい傑けつで、みなの信頼の下もと、後にウェルラント王にもなった。貴殿の悲願は脆もろくも打ち砕くだかれたというわけだ」

「……息子が……傷きずつき、自信喪そう失しつしているのを……」

「黙だまって見ていられなかったと言いたいのか？　親の愛あい情じようには色々な形があろうが、息子の自信を回かい復ふくさせようと努力するなり、ただ見守るなり──それが父としての役目だったはず。それを、息子を振った女を殺そうとするのだから驚おどろきだ。手に入らなかった彼女の力が、今度は邪じや魔まになっただけなのであろう。他の者が手に入れては意味がないからな」

「……そうだ。何が悪いっ。ゴードウィンは、ウェルラントの面つら汚よごしだっ。庶しよ民みんが王を名乗って、我われらとは関係のない他国の者が王となって……」

「だが結局、皇こう国こくを相手に、ゴードウィン王が築きずいたウェルラント王としての強い地位を、利用しようとした。バカにしていた男の作り上げたものを欲ほつしたのだ。誇ほこりも何もない男よ」

「言いたい放題言いおって……」

「もはや話すこともない。今日限かぎりのレシュテン王よ──貴殿の面目を、その顔を潰つぶしても、国の存続を願うなら、国を守りたいと少しは王らしいことを考えるというなら、それは考え直してやってもいい」

「わ、分かった……国を私から奪うばわないでくれ……」

「私から、ではなく、民たみから、であろうが。まあいい、これから死ぬという人間が、なお国を欲するとは、厚こう顔がんも甚はなはだしいな」

「く、薬……」

「レシュテン王国の存続については寛かん容ようになろう。だが約束通り、その顔は潰させてもらう」

　言ってカルロは、拳こぶしに力を入れた。そんなことをしてもジシェルは帰って来ないことは分かっていても、怒いかりは収おさまらない。感情をぶつける先があるなら、それを我が慢まんできるほど忍にん耐たい強づよい人間ではない──相手が、悪戯いたずら好きの神では殴なぐることも出来ないが……。

　レシュテン王の顔に向かって思い切り殴りつけ、その方向を地へと変えて叩たたきつける。王の頭が、カルロの拳と床の間に強く挟はさまれる。流れ出る鼻血──ゆっくりと剥はがすように手を退どける──レシュテン王の呼こ吸きゆうよりもはるかに激はげしく熱く苦しい息をしながら、折れそうになる膝ひざに、カルロは力を入れて立ち上がった。

　レシュテン王は、気き絶ぜつしていた。

「詭き弁べんに騙だまされていた方がまだマシだったな。虚きよ言げんに踊おどらされるとは哀あわれな」

　カルロは、吐はき捨すてるように言った。毒など最初から盛もっていなかった──。




　　　　２




　ジシェルは火か葬そうされて、ゴードウィンの墓はかに入った。王宮の地下にある王おう墓ぼ──そこから庭に出るまでの間には、花で飾かざられた道が作られる。死者の魂たましいを導みちびくためのものだ。そして道の最終地点では、焚たき火がなされる。四し角かく錐すいの形に丁てい寧ねいに積み上げられた薪まきと共に、邪気を清きよめる力があるとされる特別な植物の葉が燃もやされる。立ち昇のぼる煙けむりは、清められた道──聖せいなる道を通って、魂は、昇しよう天てんする──。きっとゴードウィンと一いつ緒しよになれるはずだ。年に一度の呼び戻もどしの儀ぎ式しきを行なう時は、二人で一緒に帰って来るだろう。

　昇天の儀式は、日が沈しずんでから日が昇るまでの間になされる。聖なる道が決して途と切ぎれないように、みなで番をし、魂が天へと向かうのを見送る──酒を飲み、料理を食して、彼女の話をして供く養ようしながら。

　みながアングス宮の庭──彼女の昇天の地に集まった頃ころのこと、いなくなっていたカルロが現あらわれた。手には、ウェルラントの笏しやく杖じよう。みなの注目が集まる中、カルロはそれを、クレアに差し出した。跪ひざまずいて言う。

「是ぜ非ひともこれを手になさって、ジシェルの旅立ちをお見送り下さい」

「どういうこと？」

「本日、是非ともクレーシア陛へい下かをウェルラント王にというお言葉を、五王よりいただいて参りました。ジシェルは二代に亘わたるウェルラント王にお仕えした──大だい精せい霊れいカミアスの使者であったに違ちがいありません。ウェルラント王として、彼女を労ねぎらい、そして感かん謝しやし、旅立ちの手た向むけとしてやって下さい」

　先に声を上げたのは、ファゼスだった。

「ネロス殿どの……まさか今の今まで……。感謝申し上げる」

　ファゼスにも促うながされて、クレアは、笏杖を手にした。

　周囲から祝福と歓かん喜きの拍はく手しゆが起こる。それは、意味の分かっていない周辺の人々にも波は及きゆうしていく。それからカルロは、ファゼスに、白煙火薬の製せい造ぞう法ほうを示しめしたものと、レシュテン王を始めとする各国王が手書きし押おう印いんした、ウェルラント王にクレアを推すい薦せんする旨むねを記したそれを渡わたした。レシュテン以外の王たちを説得するのも簡かん単たんだった。王たちの繫つながりを考こう慮りよして、どういう順番で話をし、何を言えばいいのか──王たちの心理を摑つかむのにどうしたら効こう果か的か、カルロには、はっきり見えていた。

　一仕事を終えた──ウェルラント王おう就しゆう任にんの件けんに関しては、あとはファゼスにすべて任まかせればいい──供養のための宴えん会かいを前に、失礼させていただくと言って去る。

　カルロは部屋に戻って寝しん台だいに倒たおれ込み、目を瞑つぶった──。
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　ウェルラント王としての就任儀式──大精霊カミアスとの契けい約やく儀式に臨のぞむ。初めて森へ入った。儀式が行なわれる地の森は、かつてジシェルが話してくれたように、さらに樹じゆ齢れいの高い、大きくて威い厳げんのある木々が立ち並ならんでいた。空気が霊気によって浄じよう化かされているような、聖せい域いきの香かおりが体をも包んで綺き麗れいにしてくれそうな場所。天に届とどきそうなほど大きくて高い柱が六本あって、その間に降ふり注いでいる光は、異い世せ界かいのものにも見えた。『扉とびら』から連想していた形のものではないけれど、異世界に通じているという場所ならば、確たしかにここが『扉』なのだろうと、クレアは納なつ得とくした。

　カミアスと『真実の扉』が教えてくれたこと──それは、傲おごることなかれ、慎つつましくあれ、ということだった。欲よく望ぼうのために未来を変えようとした女じよ性せいがいて、災わざわいをもたらしそうになった──真実を曲げようとするな、そのようなことが出来ると思うなということでもある。自らの心の真実を知り、正面から見つめよ、その真実に忠ちゆう実じつであれば、人は幸せに生きられるし、それが世界を最もよい状じよう態たいに保たもつという。真実というものは、傲りや欲とは切り離はなされたものだという考え方に基もとづく。

　そして、扉が通じている真実の「異世界」は、「己おのれの心」をも含ふくむ──精霊信しん仰こうにおいて『真実の扉』は、自分の心との対面の場でもあるのだ。

　──ネロスさんと一緒に遺い跡せきを見たかったな……儀式に参加できたらよかったのに。

　今、彼は、眠ねむっている。随ずい分ぶんと体に無理を強しいていたのだ──目覚めることもなく、深い眠りについている。医者は、大だい丈じよう夫ぶだと言っているから、今はそれを信じるだけ──。

　クレアは、彼との『真実』を知ろうとした。彼との未来が、どんな未来でも、それを受け入れる。歪ゆがめようとは思わない。ただ、自分の心と向き合うために、そこに立った。『扉』が、具体的に何かを見せてくれるとは思わなかったけれど、その空気は、心も体も浄化してくれて、真実だけが残る気がした──。

　──私の真実……それは……。

　扉に歩み、中央に立つ。空を見上げて光を浴びる──深しん呼こ吸きゆうをして、前を向いた時、そこには、同い年くらいの少女がいた──。

「クリム……さん？」

『さん』をつけるのも変かな、と思いながらも、目の前の彼女は、幻げん影えいには見えなくて、本当に彼女がここに生きているようで、初対面の彼女を呼よび捨すてには出来なかった。

「うん。クリムだよ。クリムエラ……シュラトスの女王。あなたは、ウェルラントとアングスの女王だね。ウェルラント王就任おめでとう、って言っておこうかな」

　照れたように、にっこりと笑って、続けた。

「私はあなたで、あなたは私だから……クレアも女王として立りつ派ぱにやっていけるよ。だって私がそうだったもの。自信をもって言える。カルロが、私を名王にしてくれた」

　幸せそうなその笑みを、クレアは羨うらやましく思った。

「ネロスさんがあなたを名王にしたの？」

「全然駄だ目めな女王だったんだけど……カルロがいてくれたから……実じつ際さいに一いつ緒しよにいたのは短い間だったけど、でも、彼がたくさんのものを残してくれた」

「ネロスさんのこと愛しているんだね……私もだよ……」

「それはそうだよ。あなたは私だもの。分かるよ。あなたの思い。ここにあるものは私と一緒……」

　クリムは、胸に手をやって、わずかに目を伏ふせ、微笑ほほえんだ。

「一緒じゃないよ。私はクレア……。彼が愛しているのは、あなたで、私じゃない。私は、あなたに嫉しつ妬としているもの……」

「嫉妬？　変なの」

　クリムは、けたけたと笑った。それから、真顔になって言う。

「それなら私もあなたに嫉妬していい？　だってあなたが私を拒こばむ限かぎり、私はあなたにはなれない……あなたは、カルロと一緒にいることが出来るけど、私はもう死んじゃっているし、肉体はないから、触ふれ合うことも出来ない。カルロがいくら私のことを思ってくれていて、私がいくらカルロのことを思っていても、私は彼に何もしてあげられない……彼の心の中にいるだけで、それ以上にはなれない。だから、あなたが羨ましい……彼と新しい時間を共に刻きざめるあなたが、思い出をこれから作って築きずき上げていけるあなたが、羨ましいよ」

　──羨ましい？　変なの。でも……とクレアは思い、胸に手を当てた。彼のことを思うと熱くなる心……彼のことを思うばかりに嫉妬してしまう心……彼女と同じなのではないか、と。クリムの心と自分の心は、同じところにあるのではないか……同じ世界にある一つの真実なのではないかと感じた。

「私たちは同じ魂たましいを持って生まれてきた者同士……なのかもしれない。でもきっとネロスさんは、あなたのことしか愛してはくれないわ……私、あなたみたいな名王にはなれそうにないもの。あなたの存そん在ざいには勝てない……」

「クレア、それは違ちがうよ。カルロは、名王でも何でもない、ただのわがままな子こ供どもだった私のことをちゃんと見てくれていた。彼と一緒にいた間、私は名王でも何でもなかった。今のあなたと同じだよ。あなたは、これからカルロと一緒に名王になるんだもの。それに、女王である私も、女王であることから離れている私も……カルロは、いつも同じように見てくれていた。私は私だもの……それに私はあなただから……いいよね？　私をあなたの中にいさせてくれるよね？」

　不安げな瞳ひとみで見つめてくる彼女を愛いとしいと思い、クレアは抱だき締しめたくなった。彼女と一緒になってしまいたかった。それが出来る気がした。最初から一つなのだから。

「クリム……私、あなたのこと、よく分かっていないはずなのに、好き……。ネロスさんのことを思うあなたの気持ち……誰よりも分かるから……私と一緒だから……」

「それはクレアが、彼のことを思っている自分のことを好きだと感じているってことだね……私も、カルロのこと好きになれてよかった。出会えてよかった。カルロと出会ってから、自分のこと好きになれたんだもの。クレア、カルロと幸せになって。私はあなたの中で、一緒に幸せになりたい」

「そうだね……ありがとう、クリム……あなたとお話しできてよかった」

　クレアは、クリムを抱き寄よせた。それは肉体の感覚とは違う──ふんわりとしていて温かくて、摑つかみようもない感覚だった。けれどその温かさは確たしかに存在する──それは胸の中に確かにある。

「私はあなただけど、あなたよりも、もっといい女になれるかな……」

「なれるよ。クレアの未来はクレアが摑んで。それが私の未来でもある……」

　彼女は消えた──幻まぼろしだったのだろうか……ウェルラントの王となった儀ぎ式しきの場だから、名王になれると励はげましてくれたのか……そうではないね……私が知りたかった真実を、彼女は教えるために現あらわれてくれた──『扉とびら』から。

　──私はクリムだった……そして彼を思う気持ちも、思うあまりに誰かに嫉妬してしまう気持ちも、クリムと同じ……。

　クリムに対する嫉妬は消えていた。ふと、柔やわらかで心ここ地ちよい風が通り抜ぬける。もやもやしたものがみな流されていくようだ。

　爽さわやかな風を深く吸すい込むと、クレアは静かに微笑ほほえんだ。
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　何な故ぜか目の前にはクリムがいた──こうして熱に浮うかされていた時も、どんな時でも彼女は傍そばにいて離はなさないでいてくれた。その中でいつも心地よくて、彼女の笑顔に救われて──。シュラトスでの日々を回想する──何度でもいつまでも──回想の中に、夢ゆめの中に、自分自身を押おし止とどめることが出来たら、どんなにかいいだろう……。

「クリム……」

「ネロスさん……」

　カルロではなく、ネロスさんと呼よぶ彼女を見ても、やっぱり最初はクリムだと思って、再ふたたびその名で呼んでしまう──それから、次し第だいに覚かく醒せいしてくる意い識しきの中で、彼女がクレアであることに慌あわてる。クリムと呼んだら、彼女を傷きずつける……。

「すまない……恣し意いはないんだ……何だ、クレア」

　ふと彼女の手が、かつてクリムがそうしてくれていたように、手を握にぎってくれていることに気づく。

「もう目覚めなかったらどうしようって……思って……」

　ボロボロと泣き出した。何故、自分はこんな格かつ好こうをしているのか──着き替がえさせられたことも知らないくらいに、深く眠ねむっていたらしい。

「あのね、あの……あ、話は後だね。気分は？　今、食事用意してもらうから、待ってて。あと、お水……」

　あたふたとした様子で、クレアは頰ほおを赤らめながら、カルロの手を離し、水を注いで渡わたした。カルロは起き上がって受け取った。が、左手で摑んだはずのそれをうまく摑めずに掛かけ布ぶ団とんの上に落として零こぼしてしまう。

「ごめん……」

「今拭ふくわね」

　水を拭いて、もう一度注いで渡されたものを、今度は右手で受け取って飲み干ほした。

「もう一杯ぱいいいかな」

　さらに一杯を飲み干して、ほっと息を吐つく。

「あの……またクリムの夢を見ていたの？」

「……何か言っていたか？」

　苦く笑しようするカルロに、クレアが満面の笑えみで言う。

「クリムー、愛してるーって」

　黙だまるカルロを、クレアは、腹はらを抱かかえて笑った。

「噓うそだよ、噓」

「からかっている暇ひまがあるのなら、さっさと食事でも持ってきてもらいたいんだが。空くう腹ふくだ」

「あ、そうだよね。今持ってくる」

　走って出て行くクレアを見る。クリムと同化していくクレアの影かげを、カルロは振ふり払はらおうとした。どんなに憂ゆう鬱うつなことも、その笑顔一つでたちどころに消し去ってしまうような、そんな表ひよう情じよう──そこに違ちがいなど見み出いだせない。

　食事を運んできたクレアは、寝しん台だいから少し離れたところにある卓子テーブルにそれを置いた。

「ネロスさん、起きられる？」

「当然だ」

　言いながらも、早くもクレアの手を借りなければ足あし腰こしの立たないような状じよう態たいだったが、カルロは、どうにか席に着いて食べ始めた。

　クレアは、正面に座すわって、眺ながめながら言う。

「私、ウェルラントの王になったよ。ネロスさんが寝ねている間に、ウェルラント宮の方で正式に決まって、それから森にも入って儀式した。初の女じよ性せいウェルラント王だって」

「おめでとう……君にとってはめでたくないのかもしれないが」

「そんなことないよ……うん、めでたいわ」

「ここで王としてやっていくと決めたのか？」

「それでもいいかなって。もし私がしっかりしていれば、ジシェルのことも、もっと違う未来になっていたかもしれない……だから、王になって出来ることの方が、たぶんならない時よりも多くなると思うから、その分選せん択たくが広がったっていうか、未来も広がったっていうか……そんなふうに考えると、すごくめでたいことだよね」

「でも、立場が変われば、失うものもある。得るものもある一方で」

「そうかもしれないけど……私は私だから。最初私ね、ネロスさんのこと……薬屋のネロスさんと知り合って、大好きだって思っていた。優やさしくて頼たよりになるいい人だって。でも、薬屋の顔から軍人の顔になって、ウェルラントの危き機きに立ち向かっている時のネロスさんのことを、怖こわいって思った。近ちか寄よりがたい感じがして、別人になっちゃったみたいで。でも、ネロスさんを遠くに感じているのは嫌いやで、近づこうとしたら、神しん殿でんが見えて──私は、ちゃんとネロスさんの魂たましいに近づけた──でも、それはネロスさんじゃなくて、クリムさんのことを思っている神殿の時代のネロスさんだった。それからネロスさんは、要よう塞さいの医い務む班はんの手伝いで、班長の軍医さんが頼るほどの活かつ躍やくで、みんなを献けん身しん的に治ち療りようして看かん護ごしていたって……イルマさんから話を聞いたわ。色々なネロスさんがいる……立場でいうなら、行商人だったり軍人だったり医者だったり。ジシェルのことで泣いていたネロスさんも、半日で王様たちを味方につけて帰って来るようなネロスさんも……クリムさんを愛しているネロスさんも、みんな、ネロスさんはネロスさんなんだよね。立場変わると、それによって動き方とかも変わるのかもしれないし、考え方を変えなきゃいけないこともあるのかもしれない。時代が変わると変わってしまうものもあるかもしれない──でもネロスさんはネロスさんでしょう？　私も、どんなに立場変わっても、私は私だよ。んでもって、私は、ネロスさんのこと、やっぱり大好き……関かかわるなって拒こばまれようと、私のことを嫌いだって言われようと、私がネロスさんのこと好きな気持ちは変わらない。それは、クリムと同じ気持ちだよ……。私変なの……クリムだった『私』に嫉しつ妬としていたの。クリムは、ネロスさんと心を一つにしていたから。いつも同じ方向を見て、かたく手を握り合って真まっ直すぐ突つき進んでいた──今の私は、ネロスさんとそんなふうになれないから……でも、ネロスさんのことを思う気持ちは、クリムと同じなの。それが私なの。私は今ここにいるから、だからきっとこれからネロスさんと手を握り合うことも出来るかもしれない……そういう未来も、きっと残されている。だからクリムに嫉妬すること、やめたわ」

　カルロは、食べることも忘わすれて、ただ彼女に魅み入いった。

「ネロスさんが、クリムのことを考えて、クリムのことを愛しているのだとしても、私はネロスさんのことを愛しているからね。古代に思いを馳はせていて、私のことなんて見てくれなくても、私はネロスさんのこと、大好きだよ」

　にっこりとされて、カルロは反はん応のうに困こまった。好き──彼女を思う感情は、無む視しできないほどに膨ふくれ上がって、頭の中を混こん乱らんさせる。最初から見ていたクレアの魅力に対するものとは明らかに違う好き──何かに取り憑つかれたように、カルロは彼女を見つめた。

「君はとても強くて賢かしこい……」

　二人は完全に同化していた──胸むねに抱いだいてきたクリムが、生きて目の前にいた。もしそうなら、胸にいたはずの彼女はいなくなって、すっぽりと穴あながあきそうなものなのに、何かが胸を埋うめていく。失ったものが満たされていくような感覚──開いた扉とびらから入ってくるものが、心を満たしていくようで──。クリムが胸の中から消える感覚も、自然に受け入れてしまう自分がいる──それでは駄だ目めだと思っても、クレアの存そん在ざいが大きく膨れ上がって──そうなると、またクリムの存在も大きく膨れて、胸が弾はじけて壊こわれそうになる。
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　アリーシア奪だつ還かん、救出作戦も、いよいよ本ほん格かく的に動き出していた。

「クレアから聞きました。ロルフ・マイノア公の密みつ使しが来たと。どんな内ない容ようの話を？」

　カルロはファゼスに訊たずねた。

「ロルフ殿どのが、父、マイノア公こう爵しやくに問いただし、アリーシア様を返すべきと掛かけ合って下さったのですが、ただ返すわけにはいかない……せっかく皇こう王おうの弱みを握にぎっているのにそれを手放すものか、という一点張ばりだそうです。得のないことはしないというのが、マイノア公爵のお考えのようで、ロルフ殿からは、申し訳わけないと陳ちん謝しやの言葉を──なので、白はく煙えん火薬の件けんをお伝え致いたそうと思います。会う約束は取り付けてあります」

　レシュテン王は、先の戦いくさでの裏うら切ぎりの責せき任にんを取り、王の地位を退しりぞいた。いずれ何らかの処しよ罰ばつが下されるが、それはまだ先のこと──王宮裁さい判ばんの手続きは始まったばかりで、進行には時間がかかる。代わりに、彼の第一王子が王となったが、気弱な彼は、ほとんど発言をしない──父のしでかしたことを申し訳なく思って遠えん慮りよしているわけではなく、元来無口なのだ。それでいいかと問われれば、しばらくの時を置いて、やっと頷うなずくくらい、もの静かな王だということを、カルロは、クレアから聞いた。

「その話し合い、私が参りましょうか。ファゼス殿が不在になっては、何かとみなが困るでしょう」

「ですが、あまり無理はなさらぬよう……よく休んで下さい」

「私なら、すっかりよくなりましたので。ただ居候いそうろうしているのでは、申し訳ない……語学教育係も解かい任にんでしょうから。もう彼女に教えることもなくなりました」

　そうしてカルロは、クレアの意向で王宮に留とどまっているイルマと、彼の数名の部下を供ともとして向かった先で、ロルフと会い、アリーシアのことを話し合った。ファゼスと打ち合わせた通り、白煙火薬の製せい造ぞう法ほう──本来なら、皇王が手に入れるはずになっていたそれを、マイノア公爵に引き渡わたすことにした──アリーシア妃ひとの交こう換かんということで。

　それによってロルフは、父を説得できるだろうと強い自信を示しめし、早くもそれに成功すると、マイノア公爵も承しよう諾だくの下もとで、交換取引の実じつ現げんに向けて、調整を進めることになる。取引の場所は、皇王の目の届とどかないところがいいということで──海上となった。

「くれぐれも、アリーシア殿を表おもて舞ぶ台たいには……少なくとも、時が来るまでは……」

　ロルフが言う。『時』とは、マイノア公爵が、従兄いとこである皇王に対して表だって反旗を翻ひるがえす時──ということだ。謀む反ほんの意を示す前に皇王に逆さからうような、軽けい率そつな行動は出来ない。アリーシアが国に帰ったことが皇王の耳に入らないように、彼女はまだ、人前に出てはならないのだ。

　互たがいに、信しん頼らいを裏切るようなことはしないと握手し合った。カルロは、彼が公爵との間に入って取り持ってくれたからこそ、取引がうまくまとまったことを感謝し、ロルフもまた、本来なら、見返りなど求めずに、無事にお送りすべきところを、何かを要求するような真ま似ねをして申し訳ないと謝しや罪ざい──一度で父を説得できなかった自分を許ゆるして欲ほしいと頭を下げた。未来では、ウェルラントもドルラードも、互いに平和に仲良くやっていきたいものだと語り合ったところで──カルロは帰国した。

　そして、取引のその場所には、ファゼスが出向く。取引場所が海上だからカルロが遠慮したということではなく──アリーシアを迎むかえるのに、適てき任にん者しやはファゼスしかありえなかったからだ。そして彼には、イルマたちがまた護ご衛えいとして供に加わった。その間カルロは、王宮の不在を任まかされた。取引は無事に終しゆう了りよう──ついにアリーシア帰国の時が訪おとずれた──。

　アリーシア様が到とう着ちやくなされた──報ほう告こくを受けて、クレアは、出迎えるために、アングス王宮の入り口に立った。ウェルラントの笏しやく杖じようも持っている。隣となりには、カルロが控ひかえた。

　ファゼスに付き添そわれて現れたアリーシアは、クレアを見て、歩を止めた。カルロが跪ひざまずき敬けい礼れいする。

　──この人が、お母さん？

　クレアは、アリーシアを見つめた。ゴードウィン王の遺い体たいを前にした時ほどの抵てい抗こうはなかった。生きているからこそ、母親の空気を感じ取れたのか──ゴードウィンの時は、死んでいるのが父だと思いたくなかっただけなのか──彼女を前に、母子であることに違い和わ感を覚えないことが驚おどろきとなり、興こう奮ふんに体を震ふるわせた。カルロの目の前にあるクレアの指が、手が震えている。その甲こうに、薄うっすらと紅べにの印が浮うかぶ。

　歩み寄よったアリーシアが、腰こしを屈かがめて、クレアの手を取り、その甲に口付ける──本当なら右手の甲にするはずの接せつ吻ぷんを、母子おやこの絆きずなを示すその上に。クレアが、どうしていいのか分からず立ち尽つくしている間に、彼女は、隣で跪いている男に──カルロに向いた。より低く腰を屈めると、今度はカルロの手を取ろうとする──。

　彼女の行動に驚いて、けれど彼女の力ちから加か減げんに逆さからうわけにもいかず、カルロは、なされるままに手を差し出した。アリーシアの両手に包まれ握られた手に口付けされる──恐きよう縮しゆくする彼に、彼女から声をかける。

「もう一つの光は、あなただったのですね。お会い出来て嬉うれしく思います」

　意味の分からないことを言われて、カルロは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまりながらも、儀ぎ礼れい的な挨あい拶さつをした。ファゼスがアリーシアに、彼がネロス殿だと紹しよう介かいすると、彼女は、そうだったのですかと頷いて、また改めて礼をする──大変お世話になって感謝している、と。

　アリーシアの笑え顔がおは、穏おだやかで優やさしいものだった。そして無む邪じや気きさもある少女のような元気で明るい笑顔でもあった。それはクレアとよく似にていた。

　アリーシアは、再ふたたびクレアの前に移い動どうし、彼女の手を握り締しめる。

「私があなたの母なのだと言っても……分からないかもしれないけれど……抱だき締めてもいい？　別れた時は、この腕うでに簡かん単たんに抱き上げることの出来たあなたが、こんなにも大きくなって……ちゃんと抱き締めることも出来ないかもしれないけど……自信なくて不安で……でも、間違いなくあなたは……私の娘むすめで……」

　溢あふれる涙なみだに咽むせびながら話すアリーシア。

「間違いなくあなたがお母さんなのだと……分かります……何でなんだろう……」

　クレアも声を詰まらせ感かん泣きゆうした。互いに抱き合う二人を、みなが涙を滲にじませながら見守る。カルロもまた、涙を抑おさえることは出来なかった──クレアに、母親がいてくれることを、家族が生きてここにいることを、心から嬉しく思った。
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　カルロがイリアーラに戻もどると言ったその日──。

「クレーシア陛へい下か。これを」

　仰ぎよう々ぎようしく跪いたカルロは、ゴードウィン王の剣けんをクレアに差し出した。彼女をウェルラント王にすると言った通りに、女じよ性せい初の王おう座ざを手に入れ、最初に約束したように、ベルロイドに帰れるようにする、という状じよう況きようも作り出した。彼女への約束は果たされた──。

　それから立ち上がって、いつもの調子で言う。
















「もし君がベルロイドへ戻ろうと思うなら、母君に地位を譲ゆずればいい。そのためには、マイノア公こう爵しやくが動く時を待たねばならないが、それは、そう遠くない未来だろう」

　クレアは、アズハル子爵に届とどけてもらう絵を封ふう筒とうに入れ、彼に差し出した。

「壊こわしてしまった壺つぼのこと、そのままになっちゃっていて、すごく気になっているの。だからせめて……」

　ベルロイドに安全に帰れる環かん境きようを、確たしかに彼は作ってくれた──その時が来たら、母に二つの王の座を押おし付けて、再び絵え付つけ師しとしての修しゆ行ぎようの道に戻ることが出来る。自分がどういう選せん択たくをするのか、今の段だん階かいでは分からないけれど、少なくとも今この時間を、母親と過すごしていたい、アングスにいたいとクレアは思っていた。本当は、彼もいてくれたら、それだけで幸せなのだけれど、それを強要することは出来ない。彼にはわがままを言わないと決めた。彼が去りたいのなら、そうしたらいい──無理に留とどまってもらって、そのせいで彼が辛つらい思いをするようなことになれば、その方が嫌いやだから──。

　──ネロスさんは、クリムのことを愛しているのだもの……似ているだけのクレアのことは、約束を果たせばいいだけの存そん在ざい……それだって彼の誠せい意いというだけのこと。クレアに対して特別な思いがあったわけでもないのだ──今の私では、クリムの存在を超えることが出来ないということ……。でも、好きだと素す直なおに伝えられた。思い残すことはない。彼は何も答えてはくれなかった──苦しそうな顔をしているだけで。熱のせいで苦しかっただけかもしれないけど……。

「……アズハル様に、このせめてもの気持ちを届けてくれる？」

　カルロは頷うなずき、大きな封書を受け取った──皺しわにならないように、しっかり保ほ管かんして届けようと思った……けれど──。

　──私はこのままクレアと別れてしまっていいのか……。

　体が真っ二つに引き裂さかれそうな感覚に捉とらわれる。もう彼女は、ベルロイド工こう房ぼうには帰らない──そんな気がした。生来的に彼女は女王だったのだ。その素そ質しつを持ち、自分の力で開花させ、今では女王としての貫かん禄ろくもついてきて、みなから愛され、このアングスにいる。彼女の居い場ば所しよはここにあり、それは彼女自身が切り開いて作り出したものだ。これからもクレアは、ここで立りつ派ぱに役目を果たしていくだろう──まして今は、母親もいる。だから私は安心して去れる……。でも本当に？　これでいいのか？

「クレア、元気で」

　考えれば、去るべきなのだという結けつ論ろんは、至し極ごくまっとうなもの──そう言い聞かせる。

「ネロスさんもね」

　笑顔で別れた。

　船に乗って──相変わらず船に慣なれない体は、悲鳴を上げた。イリアーラに到とう着ちやくし、工房へと向かう。親方に挨あい拶さつをして、クレアのことを話して──それからアズハル子爵の屋や敷しきを訪たずねた──。
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　十七体の人形を前にクレアは思う。この人形は、母が、閉とじ込こめられてきた年月を示している──同時に、愛するゴードウィンと会えなかった長い時を示しているのだ。そして娘である自分のことを思ってくれていた時でもある。彼女は、夫にも娘にも会えない長い時を暗い部屋で過ごしていた。どんなに寂さびしく、胸むねちぎれるような時間だったのか、想そう像ぞうを絶ぜつするものだったに違ちがいない──彼と少し会えないだけで、こんなに胸苦しいのに……。

　沈しずんだ顔でもしてしまったのか、どうしたの？　と母に問われて、笑顔を向ける。

「何でもないの。それでね……」

　ベルロイド工房での日々を話す。離はなれていた間の話をするのが、二人の日課になっていた。しゃべっているのは、ほとんどクレアだ。アリーシアには、語ることがなかった。ユーサによくしてもらったこと、閉じ込められていても、大事にしてもらっていたこと、ひどい思いはしていなかったのだということを話せば、それだけで足りてしまう。

「お母様も、もっと話を聞かせて」

　周囲の注意で、お母さんからお母様と呼よぶようになっていた。工房で暮くらすうちに、そんな呼び方はしなくなっていたのだが、幼おさない頃ころは、伯はく爵しやく家けの母を、お母様と呼んでいた。だから、最初は照れくさく感じたクレアも、すぐに慣れた。

「じゃあ、ゴードのこととか……でもいいかしら」

「それ、すっごく聞きたい！」

「じゃあ、散歩に行かない？　ウェルラントの森。とっておきの道を教えてあげる」

　それは、アングス領りよう内ないからウェルラントの森に入る秘ひ密みつの風ふう穴けつだった。

「今の場所に宮きゆう殿でんが設もうけられるまでは、この穴、アングスの城じよう内ないにあったらしいわ。代々親から聞かされてきた道なの。アングスの森がウェルラントの森になって、六王国の盟めい約やくの地としての意味合いを持つようになっても、この風穴の存在だけは、隠かくし通されたのね。森を我わがものにするというよりは、アングスの庭を守るって感じかしら。この森での散さん策さくを楽しみに、心のよりどころにしていたからなのだと思う」

　クレアは、これまで知らなかったアングスの歴史や、王家の人々の思いを、大事に胸に書き込んだ──もっとここの人間になれるように。

　風穴を抜ぬけて、森を仰あおぐ。まるで朝であるかのように澄すんだ空気が、とてもおいしい。小鳥の歌うような囀さえずりも、低い虫の鳴き声も、みんなで合唱しているようで、すごく平和な森だ。ウェルラントの名に恥はじない。深しん呼こ吸きゆうをすると吸すい込まれそうになる──森の奥おくへ、奥へと。そこには、父ゴードウィンや、ジシェル──先人たちの魂たましいが、集まって憩いこっているようにも感じた。

「私も、私の母親も祖そ母ぼも、抜け穴から森に入っては息抜きをしていた。あ、クレア、迷まい子ごにならないようにね。深い森だから」

　迷子になるな、なんて子こ供どもじゃないんだから、とクレアは微笑ほほえむ。子供であることには違いないことが、またおかしくてならない。迷子にならないように、手を繫つないで頂ちよう戴だい、と言ってみたくなったけれど、恥ずかしいのでやめた。

　しばらく歩いた先に、周囲の中で一ひと際きわ大きな木にぶつかった。儀ぎ式しきを行なう辺りには、このくらいの大木が幾いく本ほんも聳そびえている。

「この木のところでね、ゴードに求きゆう婚こんされたのよ。今思っても笑えるくらい、彼、緊きん張ちようしていて……でも嬉うれしかったわ」

　懐なつかしそうに話し出す。それから手にしていた手鏡をクレアに見せた。散歩に行こうと言ってから、持ち出してきた鏡だ。クレアは、光を当てて遊ぶのかな、とか考えながら、何か意味があるのだろうと、それが明かされるのを楽しみにしていた。

「求婚してくれた時、この鏡を一いつ緒しよに贈おくってくれたの。私の夫になるって決意して、ベルロイドを、イリアーラを捨すてる覚かく悟ごで出てきてくれた──こっちへ向かう船の中で知り合ったセレオズの商人から買ったらしいわ。その人が扱あつかっている骨こつ董とう品ひんを見せてもらっている時、目に付いて、贈りものにしようと思いついたみたい。かわいいところあるわよね」

　懐かしそうに目を細め、頰ほおを緩ゆるめて語る。時折、空を仰いで、ふふっと笑うのは、愛する夫の顔をそこに見て、いろいろ思い出しているからなのか──。

「ここが私の祖国だって……結婚しようって言って、この手鏡をくれたから……その気持ちがすごく嬉しくて、それからずっと大事にしていて、寝ねる時でさえ、必ず枕まくら元もとに置いていた。ドルラードに連れて行かれる時も、咄とつ嗟さに摑つかんでいたのが、これ。本当なら武ぶ器きを手にして戦って逃にげるべきだったのにね。駄だ目めね、私ったら」

　鏡ではなく武器を──本当にそう思って後こう悔かいしているようには見えなかった。何があっても鏡を真っ先に手にし、決して手放さないはずだと、クレアは思う。

「お母様は、この鏡を眺ながめながら、国に帰れる日を、お父様に会える日を信じて過すごしてきたんだね……」

　アリーシアは口元を緩めて頷うなずいた。そして鏡をクレアに差し出す。

「これからは、あなたが持っているといいわ」

「……お母様が持っているべきじゃない？　大事なものだもの。私、受け取れないよ」

「いいの……だって、待っているんでしょう？　彼のこと、帰しちゃって……見送っていたけど、待っているんでしょう？　私もかつてゴードと知り合った時、彼を引き止めること、出来なかった。彼はベルロイドの有望な絵え付つけ師しで、私も彼が絵付した陶とう磁じ器きが大好きで、いつも使っていた……いくら親が勝手に婚こん姻いんの申し入れをしたからって、彼が来てくれるなんて思ってもなかった。でも、来てくれた……わざわざ求婚の言葉までくれた……。ドルラードにいる時も、鏡に祈いのっていたら、こうしてちゃんと帰ることが出来た。だから、これはクレアが持っていて。きっと信じたことは叶かなうから。彼に会えるって信じていれば、きっと叶うから」

　いくら母親だといっても、過ごしている時間は、本当に少ないのに、どうしてこんなにも気持ちを分かってくれるのか──これが親というものなのか──それともアリーシアだからなのか──母の胸むねで泣いた。

「ネロスさん、顔出してくれるだけでもいいの……ちょっと遊びに来てくれるだけでもいいの……いつか会えるかな。会いに来てくれるかな」

「信じていなさい」

　母に背せ中なかをさすられて、クレアは気持ちよく思った。そして──鏡を受け取った。

　翌よく日じつ。今度はアリーシアが泣いた──娘の胸で。昨日と同じく、二人でゴードウィンの話をしていた──。

「ゴードって求婚の時もそうだったけど、好きとか愛しているって絶ぜつ対たいに言ってくれない人だったの。恥ずかしがって。それでね、交こう換かん日記しようって提てい案あんしたの。それも嫌いやだって……相手が精せい霊れいさんだと思えばいいじゃないって言ったわ。木の中に日記を入れておくことにしようって。ほら、こっち……」

　アリーシアに導みちびかれて、クレアは指差す先を見た。穴あながあいている。

「あら？」

　アリーシアは首を傾かしげ、それから何度か跳はねて、背せ丈たけよりもだいぶ高いところにある穴の中を覗のぞこうとした。少し離はなれてみるが、奥の深い穴で、中の方までは見えない。それでも、何か違ちがう影かげが、色がある気がして、すぐに木登りを始めた。

「お、お母様！　危あぶないわ」

「平気よ。最近、足あし腰こしも鍛きたえられてきたし」

　毎日森を歩き回って、足腰を鍛えているらしかった──これまで、広いとはいえ暗い部屋の中で、なるべく動くようにはしていても、筋きん力りよくの衰おとろえは阻そ止しできなかったのだ。

　慣なれたように足を引っ掛かけながら木を登り、穴に手を入れた。筒つつの形のものが、中ごろに差し込むようにして立ててあった。筒を摑んで、力ちから一いつ杯ぱい引ひっ張ぱり、斜ななめに向きを変えて穴から出す。

　木から下りる途と中ちゆうに、足を滑すべらせて、尻しりから落ちる。

「お、お母様！　大だい丈じよう夫ぶ？　大変……」

　慌あわてるクレアに、彼女は大きな口を開けて笑った。

「いったーい」

　言いながらも笑っている。

「平気よ。年とってお尻が重くなっちゃったかしら」

「本当に平気？　打ってない？」

「大丈夫、大丈夫」

　それから、手にした筒を見て、真ま面じ目めに言う。

「何かしら……まさかゴード？　恥はずかしいからって、絶対に『うん』って言わなかったのに……」

　筒を開けて中身を取り出す。手紙だった。アリーシアが読み出すのを、クレアも覗き込む。アリーシア宛あてと分かって、見てはいけないと思ったのだが、すぐにクレーシアの名前も飛び込んできた。目で文字を──詰つまっている思いを、母と一いつ緒しよに追った。

　読み終えたアリーシアが言う。

「精霊さんから、こんなに素す敵てきな手紙をもらえるなんて……」

　いつまでも涙なみだの止まらない母を……やっぱり涙の止まらない娘が抱だき締しめた。そして、暗くなるまで何度も読み直してはそこで過すごし──二人で手を繫つないで、王宮へと帰った。







　終章　そして、真実の扉とびら







『アリーシア、君は必ずここに、祖そ国こくに帰って来る。そう信じている。だから決して私はここを離れず、君を待っている。そして君が帰って来た時には、共にクレーシアを迎むかえに行こう。それまで私はこの国を離れない。けれど、これを君が読んでいるとしたら、私の新たな夢ゆめは叶わなかったということだ。君とクレーシアと三人で、手を繫いでウェルラントの森を散歩をするという夢。だが、君とクレーシアが手を取り合って散歩をする時、私は必ず近くで見守っていると約束する。

　アリーシア、私がクレーシアと共にいなかったことを、君は怒おこるだろうか……父親失格だと不満に思うだろうか。思うかもしれない。だが、どうしても私には迎えに行けなかった。奇き跡せきの起こる場所と言われている『真実の扉』に立って、三人で手を繫いで歩けるようになるまでは、君を取り戻もどすまではと願掛けもした。だが、そうではなくても私にはクレーシアを迎えに行く勇気がなかった。君に出会う前の私のことを、忘わすれることはついに出来なかったのだ。常つねにベルロイドの有望な絵え付つけ師しともてはやされていた頃ころの自分の影が付きまとっていた。私は王であるよりも、絵付師であり続けたかった。絵付師である私が、どんなに自由であったことか。苦しみさえも自由だった。ずっとアングス王家の中で育った君には想そう像ぞうでしか理り解かいできないことだろう。だが、君も分かっている通り、私が君に出会ったことも、こうして王となったことも、後こう悔かいはない。それどころか、君に出会えた幸せで今も満たされている。しかしクレーシアはどうだろう。娘むすめにとっての私が、私にとっての君にはなり得ない。なり得うる自信もない。幼おさない頃に、戦いくさで父を、病気で母を亡なくした私には、親というものがどんなものか実感がない。ベルロイドの親方は父のようなものと思ってはいたが、果たしてそれが父というものなのか──私は、君なしで父親になる自信がなかった。私がクレーシアを守り、彼女の自由をも守ることは、不ふ可か能のうに思えた。彼女を王宮に留とどめてしまうことが、私には出来ない。

　臆おく病びような私を許ゆるして欲ほしい。私は結局、君がいてこその私なのだ。そしてクレーシアもまた、君がいてこその娘なのだ。けれど、この手にクレーシアを、娘を抱いたことがないことを、私は朝、目覚める度たびに悔くいている。夢の中で何度抱き上げようとしただろう。しかし、その度に腕うでの中の娘は消えてしまうのだ。触ふれたことのない娘は、いつまでも私の中で娘にはなってくれない。それがすごく寂さびしい。無む性しように娘のいるところへ飛んでいきたくなる。けれど、すぐに思い止とどまる。君が娘を抱けないのに、私が抱いてどうするのだ、と。迎えに行くのが私では、娘にとって不幸なだけではないのか、と。

　君と娘と、三人で歩いたら、私は父親になれるだろうか。家族が共に過ごせる時が来たら、一緒に『真実の扉』に立ってみたい。きっと君がいれば、それも叶かなうと思う。その日が来ることを信じている。そして君にありがとうを。娘を産んでくれてありがとう。そして私に新しい夢をくれてありがとう。今は、その夢を信じ続けることしか出来ない。君の帰国を信じることしか出来ない。無力な私を許してくれ。その信じ続ける情じよう熱ねつでさえ、君が与あたえてくれているものだ。君との日々が、私に力を与えてくれている。

　最後に言わせて欲しい。この手紙が、君の手に行く前に私が回かい収しゆうできているのが一番いいのだ──恥ずかしいからね。でも、それが出来ていない今、ここでしか私に言う機会は残されていないということだから。

　アリーシア、クレーシア、君たちを心から愛している』

　何度も読んで、丸暗記してしまった手紙の文面を思いながら、クレアは森の大木の下に座すわって、鏡を覗のぞいていた。座った位置からでも、木々の間に、手紙があった木が見える。

　──会えると信じて……。お父様が、お母様が、そうして信じ続けたように、それだけの愛情と情熱を持ち続けたように、私も……。

「ネロスさん……」

　鏡の中の自分を見ていると、不思議と落ち着く。鏡が大きな力をくれるような気がするのだ。そうではなくて鏡に映うつっているのはクリムで、彼女が力を与えてくれているのだろうか……。

　時を超こえて来た古い古い鏡──どれだけの時を超え、何を映し出して来たのだろう。不思議とそのものは古いのに、鏡の面だけは、新しいものに思える。昔のそれに、現げん代だいのものをはめ込こんで作り変えたのかもしれない。もしかしたら、鏡そのものが映してきた歴史は浅いのかもしれない。でも、そうとは思えない重みと懐なつかしさがあった。この懐かしさは、私がクリムである証あかし……私はかつて、この手鏡を握にぎって、彼を待っていたことがある気がする。胸むねが熱い思いでいっぱいになる──クリムの思いまでも一緒になってどんどんと膨ふくらんでいく気がした──彼女と完全に一つになっていく……。

　──カルロ、会えるって信じてる……。




　　　　◇◇◇




　アズハル子し爵しやくに面会し、カルロは、クレアから預あずかったものを渡わたした。アズハルは、彼女が伯はく爵しやく家けの養女であることと、ゴードウィンの娘であることを知っていた。ゴードウィンとは彼が工こう房ぼうにいた頃からの付き合いだという。

「わざわざ届とどけて下さってありがとうございます。クレーシアさんがウェルラントの王におなりとは……拝はい見けんしても構かまわないのですか……」

「もちろんです。アズハル殿どのにお渡しするようにと言われています」

　そして彼は、カルロの目の前で、封ふうを開けた。

「これはまた……素す晴ばらしい……」

　あの神殿の絵だ。柱の図ず柄がらも別紙にある。

「いつか大皿にこれを絵付して下さるそうです……楽しみですね」

　手紙を見ながら、アズハルは言った。

「そうですか……」

　カルロは曖あい昧まいに返事する。自分にとって最も大事な場所──それが、この絵の神殿で、柱だった。まるでそれを今、手放してしまったかのように錯さつ覚かくして──心が乱みだされた。彼女の──クリムの思いまでも手放して、失ってしまいそうで……。

　決して彼女を手放したくなくて、気づけばいつものように、左手で腰こしの鞘さやを握り締しめていた。彼女の思いがこもっているそれを。ふと、左手に熱を帯びていることに気づく。強く力を込めているせいか？　だが──。

　──光？

　ぼんやりと光を感じて、カルロは剣けんをゆっくりと抜ぬいた。錆さびていたはずの剣が、手入れの行き届いた刃やいばに姿すがたを変えている。そしてそこに、クリムの顔が映る。はっとして視し線せんを前に向けると、そこにはクリムがいた。

　そして──あの約束の柱の前に、立っていた。

　アズハル子爵に渡したばかりのシュラトスの神殿と柱が、ここにある。

　──この香かおりは、間ま違ちがいなくシュラトスのもの……今、私はシュラトスにいる……。

「カルロ、変な顔」

　クリムが、けたけたと笑う。

「相変わらず君は……私を驚おどろかすのが好きだね……」

　涙なみだを堪こらえて、カルロは不ふ敵てきに笑って見せた。

「カルロ、私にまた会えて嬉うれしい？」

「聞くまでもないだろう」

「それってクレアに会えて嬉しいってこと？」

　クリムはくすくす笑いながら、こうも言う。

「カルロがクレアのことを好きだって知っているよ」

　じっと見つめてくる瞳ひとみが、意地悪な光を放っている──クリムはそれを分かっていながら楽しんでいる──困こまっている男の反応を。

「ねぇ、クレアのこと好きでいてくれる？　それならばいいな……」

「君はクレアとして生まれ変わった……今度こそ幸せになるために……だから私は……」

「今度こそって何？　私、幸せだったって言ったでしょう？」

　この場所に、また一いつ緒しよに来ようと約束したきり、未来に戻もどされてしまった。二千年の時を過すぎてしまっていた──どうしていいか分からず、それしかやることもなく、イリアーラに残されている柱の前にいると、彼女が現あらわれ、微笑ほほえみ伝えてくれた──幸せだった、と。

　本当に？　その笑顔に一点の曇くもりもなかった──けれど……なのに……。

「私は君の言葉を疑うたがってしまっていた……自分自身が幸せなのだと言いきれなかったから……。君に出会えて、幸せなんだ、本当に。けれど、一人になってしまった事じ態たいが受け入れられなかった。ずっと一緒だと約束して、それが叶かなわなかったのに幸せであるはずがないと、どこかで自信を持てなかった。ただ、途と方ほうに暮くれている私を元気付けるために、君がそう言ってくれただけなのかもしれない、と」

「私の幸福を、カルロは『噓うそ』にしちゃうの？　私は過か去この人間で、カルロの心の中にしか生きられないんだよ。カルロが私を『噓』にしちゃったら、本当の私はいなくなっちゃうよ……」

「私たちが過ごしてきた時間も、育はぐくんできた思いも……決して偽いつわりではない……」

「だから、カルロは自信を持っていいんだよ。なんだか、カルロらしくないね。自信満々で横おう柄へいなくらいの方が、似に合あっている……困っているカルロを見るのが大好きで、いつもわがまま言って悪戯いたずらばっかりしていたけど……カルロが、こんな状態のままじゃ……安心してクレアと一緒になれない……私はクレアの中に同化して、これからの未来を、カルロと過ごしたいのに……そのために生まれ変わって、またカルロと出会ったのに……」

「私は君との約束を、今度こそ果たせるのだろうか……ずっと一緒にいたいという願いは、叶うのだろうか……」

「今度こそじゃないってば」

　クリムは頰ほおを膨ふくらませた。そして、にっと笑う。

「私たちはずっと一緒だった。これからも一緒。カルロ、言ってくれた。私たちの強い思いがすべてなんだって。それは歴史の流れにも神意にも勝まさるって。それは真実だよ。お互たがいに思っていたから、こうしてまた出会えた。私たちの間に、どんなに厚あつくて高い壁かべがあっても、真実さえ見失わなければ、いつだって真実の扉とびらは開いて、私たちを再ふたたび会わせてくれる。そう思うよね？　だからカルロは誇ほこりをもってクレアと一緒にいていいんだよ」

　クレアに対して、離はなれることを選んだ──それは、シュラトスにいた自分自身を「噓」と認みとめたことになってしまうのかもしれない……。カルロは思い直した。そこにあった彼女との絆きずなも「噓」だったなんてことがあるはずがない──決して君を離さない……そう決めた私自身も、どこかへ消えて、クリムと一緒に消しよう滅めつしてしまうところだった……。間違った決けつ断だんをしてしまうところだった……。

「噓」に埋まい没ぼつして、私たちは消えてしまう……そんなこと、あっては堪たまらない……真実を見失ってはいけない……。

　カルロは、光る剣の刃を見た。目を瞑つぶって深く息を吐はき、クリムを見つめる。

「信じるよ、クリム……決して私は、君に不幸をもたらしたわけではないのだ、と。私がいたせいで君が一人になってしまったのだとしても、私がいたから君も幸せだった、と」

　私は呪のろわれてなんていないと、そう信じよう。ジシェルが笑って死んでいったその思いも、クレア様を守ってと言い残したその思いも……真まっ直すぐに受け止めなければ、やはり「噓」になってしまう。それではいけないのだ。

「真実」は決して失わない──君の存そん在ざいも、君を離さないと誓ちかったシュラトスでの私自身の存在も──そしてクレアを思う今のこの気持ちも──ジシェルがクレアのことを託たくしてくれたその思いも──。

　──クレアを離さない……一緒にいると、守ると、ずっと昔に約束した……。

　この時代に、こうして再び出会えたという「真実」を失わないため、「噓」にしてしまわないため、なかったことにしてしまわないため──生しよう涯がい一緒にいるという約束を果たしたい。互いにそう望んでいたように……。その思いがある限かぎり、私たちは「噓」に埋うもれて、真実を見失ってしまうこともないはずだ。

「クリム、また君と、君の魂たましいと共に新しい未来を築きずいていいのだね……誇りをもって、胸むねを張はって私は……また君に誓う。ずっと一緒にいよう、これからも。約束だ。その思いは、決して失わない」

「約束だよ。今やっと、私たちは同じ時代に生まれて、同じ刻ときをこうして生きているんだもの……」

「私を導みちびくために……君には苦労かけたな。ありがとう、クリム」

　カルロの笑顔。

「苦労かけられた分は、これからいっぱい苦労かけてあげるね」

「君がクレアと一つになったら……クレアのわがままも一いつ層そう激はげしくなりそうだ」

「覚かく悟ごしてね、カルロ」

　笑って──それからクリムは、光に包まれた。

「カルロ、また私を見つけてくれてありがとう」

　クリムの体が泡あわのようになって──その泡が一箇か所しよに集まり、吸すい込まれるように消えてゆく。そこには丸い形の『扉』があった。異い空くう間かんに繫つながる『扉』なのか──カルロはそこに、クレアを見た。かつてクリムが、神サブマルドとの戦士召しよう喚かんの契けい約やく儀ぎ式しきをした鏡を、彼女は握にぎっていた。どうして彼女がそれを持っているのか──それもまた運命に導かれてのことなのかもしれない。

　──カルロ、会えるって信じてる……。

　クレアの声が聞こえる──待っていてくれている。カルロと呼よんで。

　今度は、鏡を使った魔ま術じゆつで召喚されて彼女のもとへ行くのではない。自分の意い志しで行くのだ。クレアのところへ。

　カルロは、手の中の剣けんを見つめた。錆さびていない刃は、生きる希望に満ち満ちている証しよう拠このような気がした。まだ少し刃が光っている。それは未来へ続く光──。

　カルロは、剣を鞘さやに収おさめた。

　突とつ然ぜん、アズハルの声が聞こえる──。

「元気にやっているといいですが」

　一いつ瞬しゆん、何のことか混こん乱らんするが、カルロはすぐに答えた。彼との会話は続いていた──剣を抜ぬいてから収めるまでの時間、シュラトスの光景の中で、別の時じ間かん軸じくにいたのだ──きっとそこは真実が見える世界で……。

「クレアなら……元気で、女王としても立りつ派ぱにやっていくはずです。あの……失礼します。確たしかにお届とどけ致いたしました」

　手放してしまったと思った神しん殿でんと柱の絵だけれど、今は、これでいいのだという思いに溢あふれていた。何よりも大事だった場所。しかし、もうあの場所にしがみついている必要はなくなった……真実さえ見失わなければいいのだと、クリムが教えてくれた。

　カルロは、急せかされるような足取りで帰路についた──ウェルラントへの、アングスへの帰路に。




　　　　◇◇◇




　アングス王宮に着くと、そこで門番をしていたのは、イルマだった。

「……イルマ、何やっているんだ？　管かん轄かつ違ちがいだろう」

「何っておまえ、女王さんの命令で、おまえの帰りを張っていたんだよ」

「クレアに顎あごで使われるようになったわけか」

「酒飲み放題につられ続けているだけだ……さあ、女王さんが待っているぜ。今は、森を散さん策さく中ちゆうだ。謝あやまりに来たのか？　それが賢けん明めいだ」

　大きく頷うなずいて、一人で納なつ得とくしている彼を、カルロは否ひ定ていせず、まあね、と相あい槌づちを打った。

　王宮を出る前のこと──イルマが走ってきて言った。

『出て行くって？　彼女とうまくいってないのか？　もしそうなら、全面的におまえが悪いのだから、謝ってここにいればいい。男女の仲がうまくいかない時は、完全に男が悪いんだぜ。俺おれなんて、いつも「みんなあなたが悪い」って振ふられている』

　真ま面じ目めな顔で言うイルマを見て、カルロは吹ふき出し、腹はらがよじれるほど笑った。

『色男は辛つらいんだぜ。あっちを立てればこっちが立たず……』

　確かに全面的に悪いのはイルマの方だな、と思ったものの、クレアのことを考えると、私が全面的に身勝手だ──と納得したのだ。

「そういえばイルマ、酒を飲んでないようだが？　門番になって心を入れ替かえたのか？　職しよく務む中ちゆうに飲める環かん境きようにないのも分かるが、君が真面目にやっていると不気味だ」

　酒飲み放題につられ続けて、と言った手前、イルマは返答に困こまった──けれど、決して、おまえの下で働くために待っていたんだ、とは言わなかった──。

　カルロは、イルマに案内されたその場所から、森へと向かった。

　──ここが秘ひ密みつの風ふう穴けつってやつか……。冷たい水が滴したたって髪かみや服を濡ぬらすのも気にせず、むしろ気持ちよく感じながら、森へと出た。

　どこに彼女がいるのか──すぐに感じた。何かに引き寄よせられているようだ。大きな木が見えた。そこへ行くと、彼女が木を背せにして座すわっていた。

「……ネロスさん！」

　手には、鏡が握られている──クリムの鏡……サブマルド神との儀式をした鏡だ。時を超こえ、そしてまた時が動き出す──。

「クレア……」

　クレアは、立ち上がって、カルロに言った。

「たまには遊びに来てねって言うの……忘わすれたの……ネロスさん行商人で、どこに行っちゃっているのか、全然分からないのに……駄だ目めね、私」

　舌したを出して微笑ほほえむ。

「クレア……私はずっとここにいるつもりで来た。遊びに来たのではなく。君はやはり女王だ。君が女王としてやっていくところに私もいたい。君を支ささえたい。傍そばにいたい」

　クレアは、零こぼれた涙なみだを拭ふいた。ありがとう、と元気に応こたえる。

「君のことを愛している……」

「それはクリムだから？」

「最初は、そうだったかもしれない。君を見て、クリムを思い出していた。けれど、君のその強さや笑顔に支えられていたのは紛まぎれもない真実だ。それは、君がクリムであること、クレアであることとは関係ない。君は君だ」

「ありがとう、カルロ」

　カルロと呼ばれて、心しん臓ぞうが跳はね上がる──。

「なんか、ネロスさんって呼ぶの、変なの。私の中で、ネロスさんは、カルロになった。カルロって呼ぶ方が自然なの……それって、私が私になれたってことだよね」

　クレアのところにもクリムは現あらわれて話をしたのだと、カルロは悟さとった。

「クリムだった頃ころの私を、私は取り戻もどした。だから、私はクリムだった頃の私よりも、もっといい女になって、カルロが愛しきれないくらいになるの。私は私だって言ってくれてありがとう。カルロもそう言ってくれるって思っていたよ」

「二千年の旅をして、私はやっと、ここに辿たどり着いた──君のもとへ。クレアに出会うために、クレアを見つけ出すために、もう一度クレアと出会って、そしてクレアを愛するために、二千年前へ行って旅をしてきた……きっとこれも真実だ……君を離はなさないと誓っていいかな……」

「もちろんだよ、カルロ」

　クレアは流れる涙を、カルロの胸むねに押おしつけた。ぎゅっと腕うでに力を込こめる。
















「私も、離さない……カルロと一いつ緒しよにいる……だってそれが私だもの……」

「クレア……君に会えて……嬉うれしい……」

　咽むせんだカルロの体が震ふるえていた──クレアは、もっと強く抱だき締しめた。

「私も、君なしでは私であり得ない……それもまた真実だ……」

　クレアは、カルロを見上げた。

「真実の扉とびらまで、遠いけど一緒に散歩しよう。シュラトスの神しん殿でんはもうないし、神殿の柱もここにはないけど、石の大きな柱はある……きっと柱がまた、何があっても私たちを繫つないでいてくれる……何があっても、この真実のあるところに帰って来るって、手を繫いで誓おうよ……扉は奇き跡せきが起こる場所でもあるから」

　それに、とクレアは言った。

「お父様とお母様は、再ふたたびここで手を取り合うこと、出来なかったけど、代わりに私たちが……ね、いいでしょう？」

「もちろんだ、クレア」

　クレアの笑顔を夕日が染そめる。空を見上げると、あの日、柱に寄りかかって彼女と一緒に見たような夕焼けへと変わり始めていた。

　並ならんで……かたく手を繫いで……二人で『真実の扉』へと歩いてゆくのだった。







　あとがき




　また皆様にお会いすることが叶かない光こう栄えいです。これも皆様のお陰です。有あり難がとう御ご座ざいます。

　本作『真しん実じつの扉とびら、黎れい明めいの女じよう王おう』ですが──一作品ずつ必ず完結させる方向で話を組み立てたいという思いから、一巻の『約やく束そくの柱はしら、落らく日じつの女じよう王おう』の続編の形をとりつつも、一冊完結となっております。そして今回も、ハッピーエンドです！

　一巻のあとがきで、「ハッピーエンドで万ばん々ばん歳ざい」と宣せん言げんしたことに対して、お便りを下さった方の多くが、「ハッピーエンドじゃない！」「二人がかわいそう！」とおっしゃっています。「ハッピーエンドだよ」という賛さん同どうのお言葉も、もちろんいただいたのですが、ちっがーう、とお思いになった方がたくさんいらしたというわけで。果はたして、今回のハッピーエンド宣言は、ご納なつ得とくいただけるものだったでしょうか……。

　話は変わりまして、この機き会かいに、一巻発売日からの「初めて」体たい験けんについて、少しお話をしたいなあと思います。（あとがきに与えられたのは三ページ。駆かけ足あしします！）

◇◇初めての発売日◇◇

　自分の名前がある本が並んでいるのを遠とお目めに確認するも、近づく勇気もなく遠くから窺うかがい続ける中──誰も手に取ってくれないことに一人涙なみだを浮かべる。その後、担たん当とうさんと待ち合わせて書店を巡る。気の合った担当さんとの初めての街歩きに幸せモード♡　落ち込んでいた気分も紛まぎれる。そしてついに、手に取って買って下さった方を拝はい見けん！　しっかりと目に焼きつける。そして喜びの涙。

◇◇初めてのファンレター◇◇

　土曜日発売の休み明け、打ち合わせのため編集部を訪たずねる。いつもにも増して明るく素す敵てきな笑顔で現あらわれる担当さん。今にも踊り出しそうな雰ふん囲い気き。その手には──まっ、まさかっ！　期待に胸むね膨ふくらませつつ、第一声を待つ。期待外れで泣きたくなっても自じ虐ぎやくネタで笑い飛ばそうと決けつ意い。「ファンレターです！」ああ、読者様からお手紙をいただけるなんて！

　この時より届き続けるお手紙は、どれもみんな宝物となっていきます。個こ性せい溢あふれるお便りを、ありがとうございました。この場を借かりまして──お便りの返事が届いていない方がいらっしゃいましたら、ご一報下さい──。

◇◇初めての授賞式◇◇

　動いていらっしゃる生の先生方を拝見して、どきどき。そのお人ひと柄がらに触ふれ、素す晴ばらしい先輩方に恵めぐまれていることに感かん謝しや感かん激げきしつつ、恐きよう怖ふの受じゆ賞しよう者しや挨あい拶さつの時を迎むかえる。え？　私が一番手？　一人方ほう向こう性せいを間違える危き険けんを感じながら、思い切って、第一発目にギャグ──あ、みんな笑ってる……滑すべらなくて済すんだことにほっとしたところで、頭の中が真っ白になる。ギャグ三さん連れん発ぱつの予定が狂くるうも、なんとかまとめて終おえる。その後に続く受賞者挨拶を確認。なーんだ、みんなネタを仕し込こんでいるじゃないですか！　一人だけ浮かなかったことに感謝感激。楽しい同期に恵まれてよかったです。そしてこの日、ＡＫＩＲＡさんが、二巻のキャラクターラフを持って駆かけつけて下さいました。魅み力りよく溢あふれるイラストをありがとう！　そして、おろおろしている私をエスコートしてくれてありがとう。スラリと背が高くて陽よう気きなＡＫＩＲＡさんは、女性だけど、私のナイト様です♡

　以上、初めて体験の報告を終わります！

　こんな感じで、担当さんとＡＫＩＲＡさんと私、三人娘は、仲良く頑がん張ばっております。一巻よりも二巻、二巻よりも三巻と、どんどん面白くなっていくことを目め指ざして。

　そして面白くなっているのかどうかは、読者の皆様の声がすべてです。感想レターを心よりお待ちしております。未み熟じゆくなばかりに至らないところもありますが、皆様に支えられながら、成長していけたらと思います。今こん後ごとも応おう援えんよろしくお願いします。

　ではまた、次作でお会い出来ることを祈りつつ──。
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